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弥 生 土 器 観 察 表

番号響賢昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 胴  部  ・  底  部器種・ 形 態

A群 (Al 区YTl)

1三
:

6--1670

A10h
一 YTl

91
188
142
55

口唇部は円頭状に作る。内面 ヨコナデ、
頸部付近は指頭圧痕。外面上部縄紋 (L
R)、頸部は縦ハケ後ナデ。

頸部との境に凸帯を 1条めぐらす他は無紋。
胴部外面は縦方向のハケ調整後、横方向の

雑なヘラミガキ。底部平底、わずかに凹む。
口頸部と胴部 3ケ所に黒斑。

好良

砂粒含粘性弱
赤  味 橙

受 回 壷 A4

2三
:

6--1006

A10d
一 YTl

83
22 1

193
62

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。
頸部は短かく、口縁との境には段がつく。

頸部との境に、櫛描直線紋と竹管紋 (直径
0 3cm)を 施した幅狭い文様帯。外面上胴
部斜、下胴部は横方向のヘラミガキ。底部
平底。胴部に一対の黒斑。

好

良

橙す

良

精

う
受 口 壷 C

3 ~5
6-1654

A10e
一 YTl

82 口唇部は面を作 る。内面 ヨコナデ。外面
櫛の押圧横線を 8条 ほど施紋。頸部ヘラ
ミガキ。

肩部の一部残存。肩部に櫛の押圧横線2条。
胴部欠損。

好
良
白味

良

精
黄

受 □ 壷 Al

4 ~5
6--1690

A10e・ h
一 YTl

124 口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

肩部の一部残存。肩部に凸帯→櫛描直線紋
→櫛描波状紋。胴部欠拠

好

む
橙

含粒

す

良

砂

う
受 口 壷 A2

5 ~5
6-1696

A10i
一 YTl

75 口唇部は円頭状に作る。内面ハケ。外面
ハケ後ナデ。

胴部欠損。 好

む
橙

含

黄

粒

小

良

砂

に
受 口 壷 A2

6 ~5
6--1250

A10d
一 YTl

23 5 口唇部は面を作 り縄紋(LR)。 国唇端部
および口縁部外面下部櫛の刻目紋。口縁
部外面斜ハケ後縄紋 (LR)。 頸部外面ハ

ケ。口縁部内面ハケ後ナデ。

胴部欠損。 好

む
橙鰈略輔

硬
砂

に
受 口 壷 B

7 ~5
6-1250

A10d
一 YTl

27 0 口唇部は面を作り、櫛の刺突による羽状
紋を施す。内面端部にもやはり櫛の刺突
による羽状紋、下部ハケ後ヘラミガキ。
外面ハケ後ヘラミガキ。

胴部欠損。 好

む

色

含を粒

良

砂

茶
広 □ 壷 A

8 ~5
6--1685

A10eoh
一 YTl

16 1 口唇部は面を作 リヨコナデ。内面著しく
磨滅するがわずかに櫛描波状紋が認めら
れる。外面磨滅のため調整不明。

肩部に凸帯と櫛描直線紋。胴部欠損。 好
良

橙ぶ

良

精

に
広 口 壷 A

9Ξ
:

6--1649

A10d
一 YTl

125
20 0

194
7.4

口唇部は面を作る。内面横ハケ後端部に

櫛描扇形紋。外面縦ハケ後ヨコナデ。
肩部に櫛描の直線紋→扇形紋→波状紋 2条
→扇形紋を施 した (左回り数回停止)幅広
い文様帯。文様帯下部横方向の丁寧なヘラ
ミガキ。底部平底。

好

良
橙味

良

精
赤

広 □ 壷 Bl

10
-5
-5

6--1650

A10d
一 YTl

125
194
185
68

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋。外面端部 ヨコナデ、頸部にか
けてはヘラミガキ。

肩部に凸帯を 1条、その下に櫛描の直線紋
→波状紋 3条→扇形紋を施した幅広い文様
帯。文様帯下部横方向のヘラミガキ。底部
平底。

好

良

橙味

良

精

赤
広 口 壷 Bl

-5 6--2377

A10d
一 YTl

115

17.8

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面横ハケ
後端部 ヨコナデ。外面縦ハケ後端部ヨコ

ナデ。

肩部に櫛箱の直線紋→ 」字紋 (扇形紋の変
形か)→直線紋→ I字紋を施 した幅広い文
様帯。文様帯下部は斜ハケ後債方向の雑な
ヘラミガキ。下胴部欠損。

好

良

橙味

良

精
赤

広 口 壷 BI

12 三 :

6-1651

A10d
一 YTl

13.9

20.4

口唇部は面を作リヨコナデ。内面横ハケ
後端部に櫛描波状紋。外面縦ハケ後端部
ヨコナデ、頸部縦方向のヘラミガキ。

肩部に凸帯を 1条、その下に櫛描の直線紋
→波状紋→扇形紋を施す。文様帯の幅はさ
ほど広くない。文様帯下部は斜および横方
向のヘラミガキ。下】同部欠損。

好

良
橙味

良

精
赤

広 口 壷 Bl
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番号讐賢昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cal

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 胴 部 ・ 底 部
器 種・ 形 態

13 三 :

6--2307

A101
-YTl

12.0

20 5

19,3

6.5

□唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋
2条、下部横ハケ。外面縦ハケ後一部 ヨ
コナデ。

肩部に凸帯を 1条、以下肩部に櫛摘の直線

紋→波状紋 2条→直線紋→波状紋を施した

幅広い文様帯。文様帯下部横方向のヘラミ

ガキ。底部平底、中央に凹み。黒斑。

好

良
橙ぶ

良

精

に

広 口 壷 B

14~5
6--2344

A10e
一YTl

7.3 口唇部は面を作る。内外面ともハケ後ヨ
コナデ。

胴部欠損。 好

良
橙黄小

良
精

に

広 口 壷 B

15~5
6--1682

A10d
一 YTl

18.0 口唇部は面を作 り、 7個以上を 1組 とし

た棒状浮紋を 3な いし4ケ所に貼付。内

面端部櫛描波状紋と竹管紋。外面磨滅に

より調整不明。

肩部に凸帯を 1条、その下に櫛描の直線紋

と波状紋 2条。以下胴部欠損。

好
良

橙ぶ

良
精

に

広 口 壷 B

16~5
6--1376

A10e
一 YTl

５
．

一　

十　

一

回唇部は面を作リヨコナデ。内面横ハケ

後端部に細かな櫛描扇形紋 (刺突紋に似
た)を施紋。外面縦ハケ。

肩部に櫛描の直線紋を4条、その下に刺突

紋に似た細かな櫛描扇形紋を 2段施 した幅

広い文様帯。胴部欠損。

質

良
橙

鞠
　ぶ

や
精

に

広 口 壷 B

17~5
6-内 48

A10i
一 YTl

２

．

一
　

一
　

一

幅広い口唇部は面を作リヨコナデ。内面
ハケ後ヘラミガキ? 外面縦ハケ後雑な
ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋→波

状紋 2条→扇形紋を施した幅の比較的広い

文様帯。文様帯下部ヘラミガキ。下胴部欠

損。

好
良
白味

良
精
黄

広□壷 F tt a

18~6
6--1687

A10e・ h
一 YTl

４

一　
十　
一

口唇部は面を作る。口唇下端棒状器具に

よる刻目紋。内面ハケ後ヘラミガキ。外
面縦ハケ後ヨコナデ。

肩部の一部残存。無紋、ヘラミガキ。胴部

欠損。

好

良

クン

良

精

ピ

広 口 壷 B

19-6
6--1690

A10e・ h
一 YTl

８８

。

一
　

一
　

一

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面細かな
ハケ。外面ヨコナデ。

肩部の一部残存。無紋、ナデ。胴部欠損。 好
良
橙黄ぶ

良
精

に

広 口 壷 B

20 _:
6--3308

A101
-YTl

12.2

20.9

21.8

6.8

日唇部は面を作リヨコナデ。内面横ハケ。

外面縦ハケ。

胴部無紋。外面斜ハケ後、上胴部縦および

横方向の雑なヘラミガキ。下】同部横方向の

細かなヘラミガキ。底部 ドーナツ底。下腹

部に焼成後の穿孔。底部に黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

広 口 壺 Dl

21~6
6--1696

A10i
一YTl

17.0 口唇部は面を作リヨコナデ。内面ナデ後、

端部に櫛の刺突紋。外面縦ハケ。

肩部の一部残存。肩部に凸帯と櫛帖直線紋。

胴部欠損。

好
良

橙味

良
精
赤

広口壷 F― b

22   6
6--1688

A10e・ h
一 YTl

15.9 口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋(左回り数回停止)、 下部横方向
のヘラミガキ。外面縦ハケ後縦方向のヘ

ラミガキ。

肩部の一部残存。肩部に凸帯と櫛描直線紋。

胴部欠損。

好

良
橙す

良
精

う

広日壷F― b

23   6
6-1688

A10e・ h
一YTl

144 口唇部は面を作リヨコナデ。日唇下端棒

状器具による刻目紋。内面横ハケ後縦方

向のナデ。外面斜ハケ後ヨコナデ。

肩部の一部残存。無紋、ナデ。胴部欠損。 好
良

クン

良
精
ピ

広口壷 F― b

24 ~~6
6--1256

A10d
一 YTl

16.7 口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛

描波状紋、下部磨滅のため調整不明。外

面ヨコナデ。

肩部に凸帯を 1条、その下に櫛描直線紋と

波状紋を交互に施した幅広い文様帯。胴部

欠損。

質

弱

橙

性銘
ぶ

軟
帥
に広日壷 F一 b

25 ~~6
6--1670

A10h
一 YTl

α

十　

一　

一

口唇部は面を作リヨコナデ。後、 8個 l

組の円形浮紋を 2な いし3ケ所に貼付c

内面端部櫛の刺突による羽状紋 (1.5段)、

下部横方向のヘラミガキ。外面縦ハケ。

胴部欠損。 好
良
橙味

良
精
赤

広口壷 F一 a

26   6
6-2101

A10i
一 YTl

16.9 口唇部は面を作リヨコナデ。後、 4個 1

組の棒状浮紋を数ケ所に貼付。内面端部

は水平近くまで折り曲げ、そこに施紋法
の異なる櫛描刺突紋を 2段施す。

胴部欠損。 好
良

橙す

良
精

う

広日壷 F― a

27 __:
6--2309

A10i
一 YTl

16.6

6.5

口頸部欠損。 胴部無紋。外面粗い横方向のヘラミガキ。

底部平底、ヘラケズリ。

好

む
橙

騰

味

良

砂
赤

壷 胴 部 I
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番号響量昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)
器 種 形 態

28 __:
6--1432

A10d
一 YTl

13.5

63

口縁部欠損。頸部一部残存。内面横ハケ、

外面縦ハケ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。一部
ハケメ残存。底部浅いドーナツ底。

好

む
橙

障

ぶ

良

砂

に
壺 胴 部 I

29 _:
6--1647

A10d
一 YTl

72
13.6

117
5,6

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 肩部に櫛描の直線紋と波状紋、その下に縦
方向の櫛描波状紋を3ケ所に施文。文様帯
下部は上胴部縦、腹部横、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好

良

橙ぶ

良
精

に
小型広□壺 B2

30 _:
6--1658

A10e
一 YTl

123
5,7

口縁部欠損。頸部一部残存。内面積ハケ、
外面 ヨコナデ。

胴部無紋。外面ハケ後横ないし斜方向のヘ

ラミガキ。底部付近に指頭圧痕。底部平底、
ヘラケズリ。第 2次焼成の痕跡。

好

む
橙

騰

味

良

砂
赤

小型壷胴部Ⅲ

31 三 :

6--2915

A10d
一 YTl

70
13.5

14.0

6.0

口唇部はやや丸味を作る。□唇部から内
面にかけてはヨコナデ。外面磨滅のため
はっきりしないがハケ後ヘラミガキか。

胴部無紋。外面ハケ後上】同部縦、下胴部横
方向の細かなヘラミガキ。底部平底、ヘラ
ミガキ。腹部に黒斑。

好

良

橙お

良

精

に
長 頸 壷 B

32 ~~6
6--2309

A101
-YTl

21,7 回唇部は幅広い面を作 り、面上に櫛の刺
突による羽状紋、下端に棒状器具による
刻目紋。内面横ハケ。外面ヨコナデ。

肩部無紋。外面肩部横ハケ。内面肩部ヘラ
ケズリ。胴部欠損。

好
含
橙

膨

す

良

砂

う
短 頸 壷 C

33   6
6--1673

A10h
一 YTl

20.5

22 1

7.9

□唇部は面を作る。日唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面ヨコナ
デ。

外面上胴部斜ハケ、煤付着。内面板状器具
によるナデ。下胴部は存するが接合せず。
脚台部と胴部の境に粘土帯。脚台部外面縦
ハケ。内面ナデ。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良
砂
暗

AI甕

34 _,
6--1658

A10e
一 YTl

13,7

18.0

150
8.3

□唇部は面を作る。口唇下端に棒状器具
による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

胴部外面ハケ、煤付着。内面ナデ。脚台部
外面縦ハケ。内面指ナデ。

好

む

茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

35 __,
6--185]

A10d
一 YTl

14.6

185
16.1

7.4

□唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

外面上胴部斜、腹部横、下胴部縦方向のハ

ケ、煤付着。内面ナデ。脚台部外面ハケ後
ナデ。内面ナデ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

36 __,
6--1856

A10d
一 YTl

1&8
169
14.1

80

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面ナデ、外面ヨコナデ。

外面上胴部斜、腹部横、下胴部縦方向のハ

ケ、煤付着。内面ナデ。内面下部剥離面あ
り。脚台部外面縦ハケ。内面上部ナデ、下
部ハケ。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

37 _,
6--1659

A10e
一 YT,

＆

一

３
．

一

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ、外面 ヨコナ

胴部外面ハケ、煤付着。内面箆状器具で縦
方向のナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良
砂
暗

Al甕

38 __,
6--2346

A10i
一 YTl

７
．

一

ａ

一

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

胴部外面ハケ、煤付着。内面箆状器具によ
るナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

AI甕

39 ~7
6--1673

A10h
一 YTユ

17.2

18.9

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面ヨコナ

胴部外面ハケ。内面横方向のナデ。脚台部
欠損。外面煤けていず未使用の可能性があ
る。

好

良

茶黄ぶ

良
精

に
Al甕

40 ~7
6--1642

A10d
一 YTl

６
．

一

＆

一

回唇部は面を作る。口唇下端から外面に
かけて棒状器具で押圧してつけた刻目紋。
内面横ハケ。タト面ナデ?

胴部外面ハケ、煤付着。内面横ハケ。脚台
部欠損。

好

含
茶

多
黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

41~7
6--1325

A10h
一 YTl

ａ

一　

一　

一

口唇部は面を作る。国唇下端に箆又は櫛
状器具による刻目紋。内面横ハケ。外面
ヨコナデ。

胴部外面ハケ、煤付着。内面板状器具によ
るナデ。下胴部から脚台部にかけては欠損。

好
含
茶

多
黄

粒

い

良

砂
暗

甕

42 ~7
6--1694

A10i
一 YTl

６

．

一

７

．

一

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

胴部外面ハケ。内面縦方向のナデ。脚台部
欠損。外面煤けていず未使用の可能性があ
る。

好
含

橙

多

黄

粒

ぶ

良
砂

に
Al甕

-3-



番号聖量目矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量clll

技 法 ・ 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸 部 (邦部) 胴 部 ・ 脚 台 部 (脚 部 )
器種・ 形 態

43 ~7
6--1673

A10h
一 YTl

146

162

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面ヨコナ

胴部外面ハケ。内面横方向のナデ。脚台部

欠損。外面煤けていず未使用の可能性があ

る。

好

良

橙黄ぶ

良

精

に
Al甕

44 ~~7
6--1694

A10i
一 YTl

143

154

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面ヨコナ

デ。

胴部外面ハケ、煤付着。内面ナデ。下胴部
から脚台部にかけては欠損。

好

良
茶黄

良

精
暗

Al甕

45 ~7
6--1683

A10d
一 YTl

12.0

12.9

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ? 外面縦ハ

ケ後ヨコナデ。

胴部外面縦方向のハケ、煤付着。内面横方

向のナデ。脚台部欠損。

好

良
茶黄

良

精
暗

Al甕

46 ~~7
6--2771

A10i
一 YTl

128
172
12.8

69

口唇部は面を作 り、面上に櫛状器具によ

る刻目紋。内面横ハケ。外面は縦ハケ後
ヨコナデ。

外面上】同部斜、下胴部縦方向のハケ、煤付

着。内面上部横方向の箆ナデ、下部ハケ。

胴部に明瞭な稜がつく。脚台部外面縦ハケ

後ナデ。内面ナデ。

好
含

茶
多

黄
粒

い

良

砂
暗

甕 A2

47 _子
6--2340

A10e
一 YTl

15 1

172
147
60

□唇部は面を作 り、面上に捧又は櫛状器
具による刻目紋。内面横ハケ後ナデ。外
面粗い縦ハケ。

外面上胴部横、下胴部斜方向の粗いハケ、

煤付着。内面上部横方向の箆ナデ、下部ハ

ケ。内面下部に炭化物付着。脚台部との接

合部に粘土帯。脚台部内外面 ともヨコナデ。

好

む
茶

含
暗

粒

い

良

砂
暗

甕 A2

48 _:
6--1641

A10d
一 YTl

12.4

17.2

114
7.2

口唇部は面を作 り、面上に櫛状器具によ

る刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ。
外面斜方向のハケ、腹部のみ横ハケ、煤付

着。内面上部横方向の箆ナデ。下部横ハケ。

内面下部に炭化物付着。脚台部外面斜ハケ。

内面横ハケ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

B2甕

49 ~~7
6--1695

A10i
一 YTl

22 2

22.8

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ? 外
面縦ハケ後ヨコナデ。

外面斜方向のハケ、煤付着。内面横方向の
ハケ。下胴部から脚台部にかけては欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

BI甕

50 ~~7
6--2346

A101
-YTl

20 6

20.3

折返しによって肥厚させた口縁部。口唇
部は面を作 り、下端に棒状器具による刻
目紋。内面横ハケ。外面ナデ。

外面横方向の細かなハケ、煤付着。内面横

方向のナデ。脚台部欠損。

質
含

茶

軟

多
黄

や
粒

い

や
砂
暗

B4甕

51~7
6--2351

A101
-YTl 68

口縁部欠損。 上胴部欠損①下胴部の一部残存。下胴部内

外面ともナデ調整、外面煤付着。脚台部外

面縦ハケ。内面 ヨコナデ。

好

む

橙

含

黄

粒

ぶ

良
砂

に
甕脚 台 部 A

52 ~~7
6--1694

A101
-YTl

40 4 口唇部は面を作る。口唇下端に棒状器具
による刻目紋。内外面ともナデか。

胴部外面縦ハケ。内面ハケ後ナデか。胴部

欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

甕

53 ~~7
6--1692

A10e・ h
一 YTl

24.0 口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

も縦方向の丁寧なヘラミガキ。
脚部欠損。 好

良
橙味

良
精
赤

高 杯  B2

54 _:
6--2343

A10e
一 YTl

161 口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

もハケ後、縦方向の比較的雑なヘラミガ

キ。

脚部欠損。 好

良

橙味

良

精
赤

高 邦  B2

55   7
6--1672

A10h
一 YTl

21,8 口唇部は円頭状に作る。邪部無紋。郭上部
は内外面とも磨滅のため調整不明。郭下
部内面縦方向の丁寧なヘラミガキ、外面
磨滅のため調整不明。郭上部内外面丹彩。

脚部欠損。郭部と脚部の接合は円板充填法。 質

良

橙す

軟

精

う

高 杯  B2

56   7
6--1657

A10e
一 YTユ

181 口唇部は円頭状に作る。郭部無紋。内面
上部ヨコナデ、下部縦方向のヘラミガキ。

外面上部 ヨコナデー部ヘラミガキ、下部

縦ハケ。脚部との接合は円板充填法。

脚部欠損。 好
良

橙す

良
精

う
高 杯  B之

57 ~~7
6--2351

A10i
一 YTl

196
161

8.8

口唇部は面を作る。郷部無紋。口縁部は

内外面ともヨコナデ。郭部外面磨滅のた
め調整不明。内面上部横、下部縦方向の
ヘラミガキ。脚部との接合は円板充填法。

脚部無紋。外面ハケ後ナデ? 内面ナデ。 質
良

橙
帥　す

や
精

う
高 杯  B9



番号雪畳置矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

□
器
胴
底

郭 部 脚 部
器 種 形 態

58 ~~7
6--2353

A101
-YTl 150

邪部欠損。 脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面上部ンボリ、下部横ハケ。裾端面は円

頭状に作リヨコナデ。

好

良

橙味

良
精

赤

高郭 脚 部 A2

59 ~~8
6--18隆 9

A10d
一 YTl 14.6

郷上部欠損。下部一部残存。内面縦方向
のヘラミガキ。外面磨滅のため調整不明。

脚上部に 3条、裾部に2条の櫛描直線紋。

幅広い問帯部は無紋で縦方向のヘラミガキ。

内面上部ナデ? 下部横ハケ。裾端面は面。

好

良
橙味

良

精
赤

高郭 脚 部 A2

60   8
6--1677

A10d
一 YTl 154

郭部欠損。 脚上部から裾にかけて櫛描の直線紋と刺突
紋を組み合わせた文様帯。文様帯下部縦方
向のヘラミガキ。内面ナデ。裾端面は面を

作る。郭部との接合は円板充填法。

好
良

橙味

良
精

赤

高郭 脚 部 A2

61~8
6--2341

A10e
一 YTl 13.9

郷部欠損。 脚上部に櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋を

施紋。文様帯下部横方向の粗いハケ後ナデ、
ヘラミガキ。裾部ヨコナデ。内面上部シボ

リ、下部ハケ。裾端面は面。透孔 3ケ所。

好
良

橙味

良
精

赤

高郭 脚 部 A2

62   8
6--1977

A10i
一 YTl 150

邪部欠損。 脚上部から裾にかけての幅広い範囲に、櫛
描の直線紋と刺突紋を組み合わせた文様が
つく。内面上部シボリ、下部ナデ。裾端面
は面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

良

橙す

良

精

う

高郭 脚 部 A2

63   8
6--1678

A10d
一 YTl 146

郷部欠損。 脚上部から裾にかけての幅広い範囲に、櫛
描の直線紋と刺突紋を組み合わせた文様が
つく。文様帯下部縦方向のヘラミガキ。内

面上部ナデ、下部ハケ。裾端面は円頭状。

好

良

橙す

良

精

う

高郭脚 部 A2

64 ~~8
6--1691

A10ech
一 YTユ 15.2

jTh部欠損。 脚上部から裾にかけての幅広い範囲に、櫛
描の直線紋と刺突紋を組み合わせた文様が
つく。文様帯下部縦ハケ。内面上部シボリ、

下部ハケ。裾端面は面。円形透孔 3ケ所。

好
良
橙味

良
精
赤

高郭 脚 部 A2

65   8
6--1677

A10d
一 YTl 152

tTh部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を 1条施す他は無紋。

文様帯下部縦方向のヘラミガキ。内面上部
シボリ、下部ヨコナデ。裾端面は円頭状に

作る。円形透孔 3ケ 所。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
高杯 脚部 A5

66   8
6--1499

A10i
一 YTl ■ 6

杯部欠損。 脚部の小破片。外面上部縦ハケ、裾部のみ
ヨコナデ。内面横ハケ。裾端面は円頭状に

作る。

好
む
橙

騰

ぶ

良
砂

に
高郭 脚 部 D

67   8
6--2353

A10i
一 YTl 10.5

郭上部欠損。下部一部残存。内外面とも
細かなヘラミガキ。

郭部の境に粘土帯を 1条施す他は無紋。外
面縦ハケ後、縦方向の細かなヘラミガキ。

内面上部ナデ、下部ハケ。裾端面は折返 し
で円頭状に作る。

好

良

橙ぶ

良
精

に
高郭 脚 部 D

68 ~~8
6-1251

A10d
一 YTl 8.2

杯上部欠損。下部一部残存。内面ハケ。

外面ヘラミガキ。
脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ナデ、下部ハケ。裾端面は円頭状に作
る。

好

良

橙す

良

精

う

高郭 脚部 D

69   8
6--2353

A10i
一 YTl 71

邦部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ナデ。裾端面は円頭状に作る。

好

良

橙ぶ

良
精

に
高郭 脚 部 D

70   8
6--2353

A10i
一 YTl 119

郭部欠損。 脚上部から裾にかけての幅広い範囲に、櫛
描の直線紋と刺突紋を交互に施 した文様が
つく。文様帯下部縦ハケ。内面ナデ。裾端

面は円頭状。円形透孔 5ケ 所。中実。

質

良
橙

鞠　す

や
精

う

高郭 脚 部 D

71~8
6--1525

A10d
一 YTl 104

邪部欠損。 脚上部から裾にかけての範囲に櫛描直線紋
と竹管紋を組み合わせた文様がつく。文様

帯下部縦方向のヘラミガキ。内面ナデ。裾

端面は面を作る。円形透孔 2個 1組 3ケ所。

好
良

橙お

良

精

に
高杯 脚部 D

72   8
6--2374

A10d
一 YTl 10.3

郭部欠損。 脚上部から裾にかけての範囲に櫛描の直線

紋と刺突紋を交互に施した文様がつく。文

様帯下部縦方向のヘラミガキ。内面ハケ。

裾端面は面を作る。

好
良

橙味

良

精

赤

高 fTh脚 部 D

-5-



番号響量昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量clB

技 法 ・ 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸 部 (郭部) 1同 部 ・ 底 部 (脚部)器種・ 形 態

73 ~~8
6--2343

A10e
一 YTl

一　

一　

一

凱

郷部欠損。 いわゆるパ ンタロン形態の脚部破片。外面
縦方向のヘラミガキ。鍔および裾端面は面
を作る。内面磨滅により調整不明。

好
良
橙お

良
精

に
高郭 脚 部 E

74 ~~8
6--2350

A101
-YTl

一　

十　

一

ａ

郭部欠損。 いわゆるパ ンタロン形態の脚部破片。外面
磨滅のため調整不明。内面ヨコナデ。鍔に
は折返しによる段がつく。裾端面は円頭状
に作る。

好

良
橙味

良
精
赤

高邦 脚 部 E

75 ~~8
6--1692

A10e oh
一 YTl

一
　

一
　

一

９

，

邦部欠損。 脚部の小破片。底部より2 clll程 上で明瞭な

段を付け、外面に縄紋 (LR)を施す。脚
上部ヘラミガキ。内面ナデ。裾端面は面 ?

好
含

色

多粒
良

砂
茶

高郭 脚 部 F

76 ~~8
6--1684

A10d
一 YTl

高邦Hの杯下部破片。内面斜方向のヘラ
ミガキ。外面縦ハケ後縦方向のヘラミガ
キ。脚部との境に櫛の押圧構線を 6条施
紋。

脚部欠損。 好

む
白

含多

味

粒
良

砂

黄
高杯 脚部 F

77 _息
6-― r852

A10d
一 YTl

13.2

164
105
59

□唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
斜方向の櫛刺突紋。

胴部無紋。外面上胴部縦、腹部横、下胴部
縦方向のヘラミガキ。内面ナデ。底部平底。

好
良

橙味

良
精

赤
鉢 Al

78 ~~8
6--1029

A10h
一 YTユ

152
118
17.4

6.9

口唇部は内側にむけて面取りする。内面
ヨコナデ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
ハケ後ナデ。底部平底、砂粒付着。

好

良
橙味

良

精
赤

鉢 Al

79 ~~8
6--1252

A10d
一 YTl

ａ

一

９
，

一

回唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面斜方向の櫛刺突紋。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ナデ。底部欠損。外面のみ丹彩。

や や 軟 質
精    良
赤味橙(丹彩)

鉢 Cz

80 _:
6--2916

A10d
一 YTl

■ 0

8.2

12.1

51

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面縦方向の細かなヘラミガキ。
内面上部ハケ後ナデ、下部縦方向のヘラミ
ガキ。底部平底、ヘラミガキ。下胴部と底
部に黒斑。

好
良
白味

良

精
黄

鉢 D

81 三:

6--1649

A10d
一 YTl

10.8

7.4

103
5,0

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
縦方向のヘラミガキ。

口頸部の境に沈線を 1本施す他は無紋。胴
部外面縦方向のヘラミガキ。内面ハケ後ナ
デか。底部 ドーナツ底。

好

む
橙

含

黄

粒

和

良

砂

明
鉢 D

82 ~~8
6--2375

A10d
一 YTl

４

一

４

一

□唇部は面を作 リヘラミガキ。内外面と
も縦方向の丁寧なヘラミガキ。口縁部外
面に黒斑。

胴部無紋。 好

良
橙ぶ

良
精

に
合 付 鉢 Al

83 ~~8
6--1441

A10h
一 YTl

10.2

10.4

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面ヨコナ
ラr。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ナデ。脚台部欠損。

好

良
橙お

良
精

に
台 付 鉢 Al

B群 (B10区・ B ll区YTl)

84 __:
3--520

B llc

一 YTl

114
169
163
5,7

口唇部は面を作る。内面端部に櫛描波状
紋 2条施紋、下部磨滅のため調整不明。
外面端部ヨコナデ、頸部にかけては縦方
向の指ナデ。

肩部に櫛描の直線紋と波状紋を交互に施し
た文様帯。文様帯下部は上胴部縦、下胴部
横方向のヘラミガキ。内面板状施紋具によ

るケズリ。底部に穿孔。

好
良

橙味

良
精
赤

広 口 壺 Bl

85 _:
4--1377--5

Bll b

一 YTl

9.5

161
155
6.1

口唇部は面を作る。内面ハケ後ヨコナデ。
内面頸部に絞 り目と合せ目。外面縦方向
の細かなハケ後端部のみヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋と波状紋 3条を施した

文様帯。文様帯下部は磨滅によりはっきり
しないがハケ後ヘラミガキか。底部平底。
日縁部内面と上胴部に黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

広 口 壷 Bl

86 _:
4--1377--58

B llb

一 YTユ

111
18.9

17.0

72

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部に
要を上にした櫛描扇形紋、下部横ハケ。
外面細かな縦ハケ後口縁端部と頸部にヨ
コナデ。

肩部に櫛描の直線紋と扇形紋を交互に施し
た文様帯。文様帯下部は磨滅によりはっき
りしないがハケ後横方向のヘラミガキか。
底部平底、砂粒付着。

好

良

橙味

良
精
赤

広 口 壷 Bl

-6-



番号堅畳目綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

口  頸   部 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)

器 種 形 態

87 ~~9
4--1377

B llb

一 YTl

8.4

146
13.6

6.0

□唇部は面を作 り、 3個 1組の棒状浮紋
を 3ケ所に貼付。内外面ともハケ後ヨコ

ナデ。

肩部に櫛描の直線紋と刺突紋を交互に施し

た文様帯。最下段刺突紋上には口唇部棒状

浮紋と同位置に3個 1組 とした円形浮紋が
つく。下部ヘラミガキ。底部平底。

好

良

白味

良

精

黄

広 □ 壷 Bl

88 _;
4--1377--53

Bllb
一 YTl

12.0

16.9

16.2

76

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部に

要を上にした櫛描扇形紋、下部磨滅によ

り調整不明。外面縦ハケ。

頸部との境に櫛の押圧横線を 1条、その下

肩部には縦方向に施 した櫛描紋で区画を作

り、その中に斜格子状の櫛描紋を施紋。文

様下部に円形浮紋 5ケ 所。底部平底。

好

良

橙ぶ

良

精

に

広 口 壺 B】

89 _;
7--2503

Blla
一 YTl

108
167
159
50

口唇部は面を作 り、櫛の束J突紋。内面端

部水平面を作り、櫛の刺突紋、下部はナ

デ。外面細かな縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋→刺

突紋→刺突羽状紋→扇形紋を施した幅広い

文様帯。文様帯下部横方向のヘラミガキ。

底部 ドーナツ底。胴部に黒斑。

好良

やや粘性弱い

に ぶ  橙

広 日 壺 Bl

90 _;
4-1377-51

Bllb
一 YTl

10.5

18 1

162
62

口唇部は面を作る。内面ハケ後ヨコナデ。

外面磨滅のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部

平底、ヘラミガキ? 頸部と胴部に黒斑。

好

良
橙味

良
精
赤

広 □ 壷 Bl

91
-9
-9

3--518

Bllc
一 YTl

13.5

26 3

180
5.7

口唇部は面を作る。内面端部縄紋 (LR)、

下部磨滅により調整不明。外面端部ハケ、

頸部にかけては縦方向のヘラミガキ。

肩部に低い凸帯を 1条、その下に4個 1組
の棒状浮紋を 3ケ所に貼付。肩部から上胴

部には縄紋 (LR)。 下胴部は横方向のヘラ

ミガキ。底部 ドーナツ底。黒斑あり。

好
含

白

鯵

味

良

砂
黄

広 口 壷 B3

92   9
番号不明

Bllb
一YTl

111
173
170
4.4

日唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
猫波状紋、下部横方向のヘラミガキ。外
面ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇

形紋を施した幅の狭い文様帯。文様帯下部
は磨滅のため調整不明。底部平底。胴部に

黒斑。

好

良
白味

良

精

黄

広 口 壺 B4

93 _;
4--1377--1

Bll b

一 YTl

84
142
150
5.4

口唇部は面を作リヨコナデ。後、面上に

3個 1組の棒状浮紋を 4ケ 所に貼付。内

面横ハケ後ヨコナデ。タト面細かな縦ハケ。

肩部に凸帯が 1条、以下櫛描の直線紋→刺

突紋→直線線→刺突紋→直線紋→扇形紋を

施 した幅広い文様帯。文様帯下部横方向の
ヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好
良
橙ぶ

良
精

に

広 □ 壺 Fl

94 _亀
6--2345

B10g
一YTl

一　

一　
４
　
一

口縁部欠損。頸部内面横方向のヘラミガ

キ。外面縦方向のヘラミガキ。上胴部の

大型破片。

肩部最上段に凸帯と櫛の刺突紋、その下上

胴部には櫛描の直線紋と扇形紋 2段を交互
に施し、その上に2個 1組の円形浮紋 とその

下より垂下する櫛描波状紋を4ケ所に配す。

質
含

橙

多

黄

粒

ぶ

軟
砂

に

壷 胴 部 I

95 ~~9
4--1377--52

B llb
一 YTl

一　

一

８
．
ａ

口頸部欠損。 顕部との境に櫛の押圧横線を 3条、以下肩

部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→刺突

紋→直線紋→波状紋と施した幅広い文様帯。

文様帯下部ヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好
含
橙

膨
味

良

砂
赤

壷 胴 部 I

96 三孔

4--1377

B llb

一 YTJ

9.1

11.9

119
6.2

口唇部は面を作り、櫛の刺突紋を施す。

内外面ともヨコナデ。

胴部無紋。外面上1同部横方向のヘラミガキ、

下胴部磨滅により調整不明。底部平底。

好

良
橙味

良
精
赤

小型広口壷AI

97 三島

4--1377--14

Bll b

一 YTl

6.1

10,8

10.8

4.6

口唇部は面を作る。内面要を上にした櫛
描扇形文。外面ヨコナデ。

肩部に櫛描の波状紋→扇形紋→直線紋→扇

状形を施紋。文様帯下部磨滅のため調整不

明。底部平底。胴部に黒斑。

や や 軟 質

砂粒含粘性弱

黄  味  白

小型広□壺Al

98 三島
6--2382

B10g
一 YTl

7.7

119
10.4

5,0

□唇部は面を作リヨコナデ。内面横方向
の細かなハケ。外面縦方向のハケ後口縁

端部と頸部にヨヨナデ。

胴部無紋。外面ハケ後、上胴部にのみ斜な
いし横方向のナデ調整。底部 ドーナツ底、

砂粒付着。胴部にかなり大きな黒斑。

好
良

橙お

良
精

に

小型広□壷Al

99 三孔

4--519

Bll c

一 YTl
12.1

5.3

口頸部欠損。 胴部無紋。外面全面丁寧なヘラミガキ。底

部あげ底。胴部に一対の黒斑。

好

良

橙ぶ

良

精

に
壷 胴 部 Ⅳ

100 ~~9
3--564

Bllc
一 YTユ

10.1

40

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋と波状紋を施紋。文様

帯下部は磨滅により調整不明。底部平底、

砂粒付着。胴部 2ケ 所に黒斑。

質
含
白

膨

味

軟
砂
黄

小型壷胴部 I

101  三II

番号不明

B10
-YTl

17.8

18.0

184
85

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面横方向のナ

デ。脚台部との接合部に粘土帯。脚台部内

外面ともナデ。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

-7-



番号響量置矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

口
器
胴
底

回 頸 部 (郭部) 】同 部 ・ 底 部 (脚台部)
器種・ 形 態

102 _!I
6--1644

A10d
一 YTl

152

169

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
|こ よる亥1目 紋。内タト面とも横ハケ。

胴部外面斜方向の粗いハケ、煤付着。内面
上部ナデ、下部横ハケ、内面下部に炭化物
付着。脚台部との接合部に粘土帯。脚台部
外面ハケ。内面ナデ。脚台底部は欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂

暗
甕 Al

103 _|!
4--1377--10

Bllb
一 YTl

169

184

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面横ハケ
後ヨコナデ。

胴部外面斜ハケ、腹部のみ横ハケ、煤付着。
内面板状器具による丁寧なナデ、下部に炭
化物付着。脚台部欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

甕 AI

104 _|!
6--2381

B10g
一 YTユ

157

19,3

口唇部は面を作り、面上に櫛状器具によ
る刻目紋。内外面ともナデ。

胴部外面箆状器具によるナデ、媒付着。内
面もやはり板状器具によるナデ調整。脚台
部欠損。

好

良

茶黄い

良

精

暗

甕 Al

105
―-10 番号不明

Bll b

一YTユ

15,0

146

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内外面とも横ハケ。

胴部外面右下りの粗い斜ハケ。内面板状器
具によるナデ。脚台部下部欠損。上部は磨
滅のため調整不明。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗

甕 BJ

106
―-10 6--2305

B10g
一 YTl 95

□頸部欠損。 脚台部の破片。高郭の脚である可能性もあ
る。外面縦ハケ後ナデ。内面ナデ。

好
む
茶

含粒
良

砂
黄

甕脚 台 部 A

107 _!:
番号不明

All b

一YTl

197
191
24 3

71

口唇部は面を作リハケ調整。刻みは施さ
ない。内面横ハケ後横方向の丁寧なヘラ
ミガキ。外面斜ハケ後ナデ。

めずらしく脚合部の付かない器形。外面右
下 りの斜ハケ、下胴部の一部ヘラミガキ、
煤付着。内面丁寧なナデ。底部 ドーナツ底。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

甕 H

108
―-10 7--2466

B lla

一 YTJ

178 口唇部は面を作る。郭部無紋。内面横ハ

ケ。外面磨滅のため調整不明。
脚部欠損。 質

良
橙

軟

　

ヾゝ

や

　
ぉ

や
精

に
亡
同 郭

109 _|!
7--2502

Bll a

一 YTl 148

郭部欠損。 脚上部に櫛猫直線紋(3歯 /5 ulll)を 8条程
連続施紋。文様帯下部縦方向のヘラミガキ、
裾部ヨコナデ。内面上部ナデ、下部横ハケ。
裾端面は面。円形透孔 2個 1組 3ケ所。

好

良

橙ぶ

良
精

に
高郭 脚 部 A4

110
―-10 6--2305

B10g
一 YTJ 150

郷部欠亀 脚部無紋。外面ハケ後縦方向の粗いヘラミ
ガキ。内面上部ナデ、下部横ハケ。郭部と
の接合は円板充填法。

好
良

茶黄ぶ

良
精

に
高郷 脚 部 Bl

―-10 7--2502

Blla
一 YTl

一　

一　

一　
生

郭上部欠損。下部一部残存。内面縦方向
のヘラミガキ。外面磨滅のため調整不明。

脚部外面磨滅のため調整不明。内面上部ナ
デ。下部横ハケ。裾端面は円頭状に作る。

好

良
橙お

良
精

に
高杯 脚 部 D

■2珂
!

4--1377--50

Bll b

一 YTl

118
7.7

13.4

66

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
櫛の刺突紋 (斜 )。

肩部に櫛描の直線紋と扇形紋を施紋。文様
帯下部横方向のヘラミガキ。内面ナデ。底
部平底、砂粒付着。

好
良

橙お

良
精

に
鉢 AI

113 三!:

7--1661

Bll b

一 YTl

88
78
10.0

50

□唇部は面を作る。内面横ハケ後ヨコナ
デ。外面端部ヨコナデ、下部縦方向のヘ

ラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
横ハケ。底部 ドーナツ底。

好

良
橙お

良

精

に
鉢 B2

C群 (A10区 YT2東縁)

114
―-10 6--2573

A10f
一 YT2

137
26 2

25 2

55

□唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に低い凸帯を 1条施す他は無紋。外面
縦ハケ後ヘラミガキか。内面ハケ。底部平
底。腹部に小さな黒斑。

好

良

白味

良

精

黄
広 □ 壷 B

115
-11 6--2588

A10f
一 YT2

14 3

29.2

24 0

66

口唇部は面を作り粗いハケ。内面横・斜
方向の粗いハケ。外面粗い斜ハケ後ヨコ

ナデ。

肩部に低い凸帯を 1条、その下に櫛先端に

よる刺突紋を間隔をあけて 2段。間帯部に

は刷毛による羽状紋。文様帯下部は斜ハケ

後ヘラミガキ。底部平底。胴部に黒斑。

好

良

橙す

良

精

う
広 口 壷 Cl
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番号響量昌綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 焼   薩

胎   土

色   調

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)

器種・ 形 態

116 三揚

6--2574

A10f
一 YT2

149
23 0

24 6

67

口唇部は面を作る。内面横ハケ。外面縦
ハケ後、頸部のみ横方向のヘラミガキ。

肩部に低い凸帯を 1条、その下に櫛先端に

よる刺突紋→斜ハケ→櫛刺突紋→羽状のハ

ケを施紋。ハケは粗く、櫛の役目を果す。

下部横ヘラミガキ。底部平底。胴部に黒斑。

好

良
橙お

良
精

に

広 口 壺 Cl

H7三醤
6--2585

A10f
一 YT2

26 5

75

口縁部欠損。頸部一部残存。内面磨滅の

ため調整不明。外面ヨコナデ。
頸部との境に低い凸帯を 1条施す他は胴部

無紋。外面斜ハケ後横方向の細かなヘラミ

ガキ。底部平底。上胴部に黒斑。

好

良
白味

良
精

黄

壷 胴 部 Ш

H8¬】
6--2582

A10f
一 YT2

188
60

口縁部欠損。頸部一部残存するが磨滅の

ため内外面とも調整不明。

胴部無紋。外面上胴部横方向のヘラミガキ

後縦方向のヘラミガキ。下胴部横方向のヘ

ラミガキ。内面板状器具によるナデ。底部
ドーナツ底。

好

む
橙

障

ぶ

良

砂

に
壷 胴 部 Ⅲ

119
-11 6--2589

A10f
一 YT2

154

157

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ

後ヨコナデ。

胴部外面縦方向のハケ、煤付着。内面横方

向のハケ。脚台部との接合部に粘土帯。脚

台部欠損。

好
む

茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

甕 Bl

120 _|〕
6--258J

A10f
一 YT2

24 0

21 1

151

口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

も磨滅して調整痕ははっきりしないが、

全面縦方向のヘラミガキのようである。

脚部外面全面縦方向のヘラミガキ後、脚上

部に櫛描直線紋をやや間帯をあけて 2条施

紋。内面上部絞り日、下部横ハケ。据端面
は面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

良

橙す

良

精

う

高 郭  Dl

閉■】
6--2580

A10f
一 YT2

111
89
116
48

□唇部は円頭状に作る。口唇部から内面
にかけてはヨコナデ。外面縦方向のヘラ
ミガキ。

胴部無紋。外面上胴部縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ、下胴部横方向の雑なヘラミガキ。

内面上部と下部ハケ、中央付近はナデ。底

部 ドーナツ底。

好

良

橙ぶ

良

精

に
BI鉢

122 _|〕
6--2569

A10f
一 YT2

154
149
168
70

口唇部は面を作る。内面横ハケ後ヨコナ

デ。外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部縦方向の丁寧なヘラ

ミガキ、下胴部横方向のヘラミガキ。内面
ナデ。底部平底、砂粒付着。内面下部に黒

斑。

好

良

橙味

良

精
赤

Cl鉢

D群 (A10区 YT9西 縁 )

―-11
123

6--2649

A10f一 D

12.1 口唇部は面を作り、面上に櫛描波状紋を

施す。内面ヨコナデ。タト面端部に櫛の押

圧横線を 2条、その下に櫛の刺突紋を 1

段施す。文様帯下部は斜ハケ。

肩部一部残存。rTR部 との境に低い凸帯を 1

条、その下に櫛描直線紋を施紋。胴部欠損。

好

む
橙

騰

味

良

砂
赤

受 口 壷 A2

―-11
124

6--1997

A10f一 D

158

24 0

73

□唇部は上部より押えつけるようにして

幅広い面を作 り櫛描波状紋を施す。内面
ナデ後端部に櫛描波状紋。外面縦ハケ後
ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 2条→直線紋
→波状紋を施した文様帯。文様帯下部磨滅
のため調整不明。内面上部ナデ、下部ハケ。

底部平底、木葉痕が残る。

質

良

橙す

軟

精

う

広 口 壷 BI

-11
125

6--2744

A10f一 D

170 口唇部は端部を下方に引き延して幅広い

面を作 リヨコナデ。内面端部要を右にし

た櫛描扇形紋、下部は磨滅のため調整不
明。外面縦ハケ。

胴部欠損。 好
良

橙味

良
精
赤

広 口 壷 A

-11
126

6--2722

A10f一 D

134 口唇部は面を作 り、櫛の刺突紋を施紋。

内面端部にも同一器具による刺突紋。外
面磨滅のため調整不明。

肩部の一部残存。頸部との境に口縁部と同

じ櫛を用いた羽状紋を施紋。胴部欠損。

質

む
橙

騰

す

軟

砂

う

広 口 壷 A

―-11
127

6-1980

A10b一 D

11 6

188
20 2

70

口唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋、

下部ヨコナデ。外面縦ハケ後ヨコナデ。
肩部に櫛描波状紋を 2条施しただけの幅狭
い文様帯。文様帯下部縦ハケ後償方向のヘ

ラミガキ。́内面下部組い横ハケ。底部 ドー

ナツ底、砂粒付着。胴部に一対の黒斑。

好

良
白味

良

精
黄

広 口 壷 B4

128 _I:
6--2664

A10b― D

111
149
145
53

口唇部は面を作 り、櫛描波状紋を施す。
後、2個 1組の棒状浮紋を 4ケ所に貼付。
内面端部櫛描波状紋、下部ナデ。外面縦
ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇

形紋を施した文様帯。扇形紋の上には 2個
1組の円形浮紋が 4ケ所。文様帯下部斜方

向のヘラミガキ。ドーナツ底、木葉痕付着。

好
良

橙ぶ

良
精

に
広 口 壷 B4

129 _括
6--2262

A10a一 D

147
25 3

23.5

70

□唇部は肥厚させ面を作り、沈線 (強い
ヨコナデかも知れない)を 1条施す。内

外面はともヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋 と波状紋を交互に施し

た文様帯(左回り数回停止)。 文様帯下部磨

滅のため調整不明。内面下部はハケ。底部

平底。

質

い
白

珈円味

や
粘
黄

広 口 壷・B4
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番号警量置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸口 胴 部 ・ 底 部
器 種 形 態

-12
130

6--2666

A10f一 D

４
　
一一　
４
　
一

回唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部横方向のヘラミガキ。外
面横方向のヘラミガキ。

肩部に櫛描の直線紋と波状紋を交互に施し
た後、その上に縦方向の櫛描直線紋を4ケ

所に施紋。文様帯下部横方向のヘラミガキ。
内面ハケ。底部欠損。

好
良
白味

良
精
黄

広 口 壷 B4

131 三:|:
6--1800

A10f一 D

10.4

17.2

15 1

72

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

肩部に縦方向の櫛刺突紋を 1段施す他は無

紋。外面上胴部縦方向のヘラミガキ、下胴
部横方向のヘラミガキ。内面横ハケ、底部
平底。

好
良
白味

良
精

黄
広 口 壷 B4

―-12
132

6--2607

A10f
一 YT2

■.8 口唇部は上部より押えつけるようにして
幅広い面を作り、櫛描波状紋。内面端部
櫛描波状紋、その下に刺突紋。外面磨滅
のため調整不明。

肩部の一部残存。頸部との境に低い凸帯を
1条、その下に櫛の刺突紋を施紋。胴部欠
損。

好
良

橙お

良
精

に
広 口 壷 B

―-12
133

6--2743

A10f一 D

10.4 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも磨滅のため調整不明。

肩部の一部残存。櫛描の波状紋と直線紋を
交互に施紋。

好

良

橙す

良

精

う
広 □ 壷 B

-12
134

6……2434

A10f― D

12.3 口唇部は面を作 り、横ハケ志後、下端部
に櫛状器具による刻目紋。内面横ハケ後
横方向のヘラミガキ。外面縦方向の粗い
ハケ。

肩部の一部残存。頸部との境に櫛の押圧横
線を 1纂、その下に櫛の先端による刺突紋
を施紋。胴部欠損。

好
良

橙す

良
精

う
広 口 壷 B

―-12
135

6--2644

A10f一 D

Ｚ

一　

一　

一

口唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋、
下部ナデか。外面ヨコナデ。

上胴部の破片。肩部に櫛描の直線紋→波状
紋→直線紋を施 した幅狭い文様帯。文様帯
下部磨滅のため調整不明。内面には粘土帯
の合わせ目が良く残る。

質

良

橙す

軟

精

う
広 口 壺 B

―-12
136

6--2669

A10f一 D

３

．

一
　

一
　

一

口唇部は円頭状に作る。内面端部櫛描波
状紋、下部磨滅のため調整不明。外面縦
ハケ後ヨコナデ。

胴部欠損。 質

む
橙

軟

含
や
粒

す

や
砂

う
広 □ 壷 B

-12
137

6--2723

A10f一 D

上

一　

一　

一

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

肩部の一部残存。櫛描の直線紋と波状紋を
交互に施紋。胴部欠角

質

む
橙

鞠陸ぶ

や
砂

に
広 口 壷 B

138 _|:
6--2262

A10a一 D

13.1

27.4

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 肩部に稚t出な感 じのする櫛描の波状紋 2条
と扇形紋を施 した幅狭い文様帯。文様帯下
部は底部まで横方向のヘラミガキ。内面上
部指ナデ、下部ハケ。底部欠損。

好

良
橙す

良

精

う
広 口 壷 Cl

―-12
139

6--2703

A10b― D

9.6
23.9

168
6.0

口唇部は面を作り、櫛の刺突紋あるいは
縄紋を施す。内面ヨコナデ。外面粗い縦
ハケ後、頸部のみ縦方向のヘラミガキ。

肩部に 3個 1組の円形浮紋 を 4ケ 所に貼
付。肩部から上胴部にかけては羽状縄紋。
文様帯下部は横方向のヘラミガキ。底部平
底。東 (中遠地域)か らの搬入品か。

好
含

黄

膨

す

良
砂

う
広 口 壺 Cを

―-12
140

6--2731

A10f― D

12.4 口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

上胴部の破片。肩部に櫛描の直線紋と波状
紋を交互に施した文様帯。文様帯下部磨滅
のため調整不明。下胴部欠損。

質

良

橙
轍　す

や
精

う
広 口 壷 C

141~12
6--2406

A10f― D

α

一　

一　

一

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも磨滅のため調整不明。内面端部に
凹線紋状の沈線がつく。

胴部欠損。 好
良

橙ぶ

良
精

に
広 口 壷 C

―-12
142

6--2650

A10f― D

３

．

一
　

一
　

一

口唇部は上部より押えつけるようにして
幅広い面を作る。内外面とも磨滅のため
調整不明。

胴部欠損。 質
含

橙
鞠膨
ぶ

や
砂

に
広 口 壺 C

―-12
143

6--2464

A10f一 D

３

．

一
　

一
　

一

回唇部は上部より押えつけるようにして

幅広い面を作る。内面 ヨコナデ。外面斜
ハケ。

肩部の一部残存。無紋。調整は磨滅により
不明。胴部欠損。

好
良
白味

良

精
黄

広 口 壷 C

144 _|:
6--1503

A10b― D

107
14.4

142
53

口唇部は円頭状に作る。内面端部櫛描波
状紋 (右回り2回停止)、 下部ヨコナデ。
外面ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
文 (左回り数回停止)。 文様帯下部は横方向
のヘラミガキ。底部平底、ヘラミガキ。下
胴部から底部にかけて黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

広 口 壺 D
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番号響賢置矮登 録 番 号

出 土 位 置

法量cn
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

部頸口 胴 部 ・ 底 部
器 種 形 態

145 _14
6--1367

A10a一 D

Ｚ

一

＆

一

□唇部は円頭状に作る。内面縦方向の丁
寧なヘラミガキ、頸部付近は横方向のヘ

ラミガキ。外面も縦方向の丁寧なヘラミ
ガキ。

胴部無紋。外面上胴部縦方向の丁寧なヘラ

ミガキ。下胴部磨滅のためはっきりしない

が横方向のヘラミガキか。内面板状器具に

よるナデ。底部欠損。

好

良

橙す

良

精

う

広 口 壷 D3

146 _抵
6--2686

A10C― D

73
130
115
58

口唇部は円頭状に作る。日唇部から内外
面端部にかけてはヨコナデ。内外面は縦
方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面上胴部縦方向の丁寧なヘラ

ミガキ。下胴部磨滅のため調整不明。内面

下部ハケ。底部平底、ヘラケズリ。

好
良

橙ぶ

良
精

に
広 口 壷 D3

―-12
147

6--2841

A10f一 D

４

一　

一　

一

口唇部は面を作リヨコナデ。内外面とも

縦方向の丁寧なヘラミガキ。
胴部欠損。 好

良
橙味

良
精
赤

広 口 壷 D

―-12
148

6--2644

A10f― D

ａ

一　

一　

一

口唇部は面を作り、下端部に櫛状器具に

よる刻目紋。内面横ハケ。外面磨滅のた
め調整不明。

胴部欠損。 好
良

橙味

良
精

赤

広 口 壺 D

-13
149

6--2553

A10b― D

140
26.0

244
6.3

口唇部は面を作る。内面縦方向の丁寧な
ヘラミガキ、頸部付近は横方向のヘラミ
ガキ。外面磨滅のため調整不明。

頸部との境に低い凸帯を 1条、その下肩部
に櫛描の直線紋と波状紋を交互に施 した文

様帯。文様帯下部は磨滅のため調整不明。

内面ハケ。底部 ドーナツ底。

質

良
白味

軟

精
黄

広 □ 壷 El

-13
150

6-1008

A10b― D

３

．

一
　

一
　

一

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

肩部の一部残存。磨滅のためはっきりしな
いが、肩部に櫛摘直線紋の痕跡がわずかに

残る。胴部欠損。

質

良
白味

軟

精
黄

広 口 壷 E

151 三捉

6--2204

A10a一 b

■

一

７
．

一

□唇部は面を作リヨコナデ。内面横ハケ

後ヨコナデ。外面斜ハケ後ヨコナデ。
肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
した幅狭い文様帯。文様帯下部は斜ハケ後
横方向のヘラミガキ。内面横ハケ。底部欠

損。

好

良
白味

良

精
黄

広 □ 壷 F4

―-13
152

6--2265

A10a― D

12.0

24.2

23.2

6.0

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

肩部に櫛描の波状紋→直線紋→波状紋を施
した幅狭い文様帯。文様は回転を利用しな
いで描いた雑で稚拙な感じがするもの。文

様帯下部磨滅のため調整不明。底部平底。

質

良
白

軟
　

味

やや
精
黄

広 口 壺 F4

153 _!ニ
6--2522

A10b一 D

12 8

23.2

21.3

6.3

□唇部は面を作る。内面端部に櫛描波状
紋、下部はナデか。外面 ヨコナデ。

肩部に櫛摘直線紋を 2条施 しただけの幅狭
い文様帯。文様帯下部は磨滅のため調整不
明。内面横ハケ。底部平底。胴部に一対の

黒斑。

質軟

やや粘性弱い

に ぶ  橙
広 □ 壷 F4

―-13
154

6--2607

A10f― D

３

．

一
　

一
　

一

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

胴部欠損。 質

む

橙
珈騰ぶ

や
砂

に
広国壺 F― a

―-13
155

6--2607

A10f一 D

＆

一　

一　

一

口唇部は面を作り、下端部に櫛状器具に
よる刺目紋。内外面は磨滅のため調整不
明。

胴部欠損。 好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
広口壷 F― a

―-13
156

6--2432

A10f― D

６

．

一
　

一
　

一

□唇部は面を作リヨコナデ。後、面上に
8個 1組の棒状浮紋を数ケ所貼付。内面
端部に櫛描波状紋、その下に扇形紋。外
面細かな縦ハケ。

胴部欠損。 好

良

橙ぶ

良

精

に
広□壷 F― a

―-13
157

6--2606

A10f― D

４

一　

一　

一

回唇部は面を作り、面上に櫛による刺突
紋を施す。内面端部櫛描波状紋、下部横
方向のヘラミガキ。外面粗い縦ハケ後縦
方向のヘラミガキ。

肩部の一部残存。頸部との境に低い凸帯を
1条、その下肩部には刷毛状器具で斜線を

施紋。胴部欠損。

好

良
橙ぶ

良
精

に
広口壷 F― b

―-13
158

6--2840

A10f― D

６

．

一
　

一
　

一

□唇部は幅広い面を作り、櫛の刺突によ
る羽状紋を施す。内面端部も回唇部と同
じ羽状紋。内面下部は丁寧なヘラミガキ。
外面縦ハケ。

肩部の一部残存。頸部との境に断面三角形
の幅広い凸帯を 1条施し、その上辺と下辺
に櫛の刺突による羽状紋を施紋する。胴部

欠損。

好

む

白騰味

良
砂
黄

広□壷 F― b

―-13
159

6--2518

A10b― D

一　

一

α

＆

口頸部欠損。 胴部無紋e外面上胴部斜ハケ。下胴部横方

向のヘラミガキ。内面下部ハケ。底部平底。

胴部に黒斑。

好
含

橙

膨

す

良
砂

う
壷 胴 部 I
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番号響堅昌綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

口  頸   部 胴 部 ・ 底 部器種・ 形 態

160 _|:
6--2805

A10f― D

一　

一

ａ

■

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅により調整不明。底部
平底。胴部 2ケ所に黒斑。

好

良
白味

良

精
黄

壷 胴 部 Ⅲ

161 三|:

6--2370

A10f― D

43
113
117
42

□唇部は面を作リヨコナデ。内面横方向
の丁寧なヘラミガキ。外面縦方向の丁寧
なヘラミガキ。

胴部無紋。外面丁寧なヘラミガキ。内面上
部ナデ、下部ハケ。底部浅い ドーナツ底。
下胴部に 2 clll× 3 cmの 焼成後の穿孔。胴部
の半分以上に黒斑。

質

む
白

朝騰味

や
砂
黄

小型広口壺Al

162 _|:
6--2688

A10f― D

82
1'3
12 1

45

口唇部は丸く作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

肩部に櫛描の直線紋と波状紋を交互に施し
た幅広い文様帯。文様帯下部は細 傘必ケ。
底部 ドーナツ底、砂粒付着。胴部 3ケ所に

黒斑。

質
含

白
鞠修味

や
砂

黄
小型広□壷 A3

163 _|:
6--1827

A10b一 D

68
112
101
49

口唇部は面を作り、面上に櫛の刺突紋と
4個 1組の棒状浮紋を 4ケ所に貼付。内
面ヨコナデ。外面縦ハケ後、頸部にかけ
て縦方向のヘラミガキ。

肩部に櫛の押圧横線を 3条、その下上胴部
には縄紋(LR)を 3段にわたり施紋。縄紋
帯上部には 3個 1組の円形浮紋が 4ケ所に
つく。下部ヘラミガキ。底部平底。胴黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

小型広口壷A2

164
―-13 6-2713

A10f― D

９
．

一

α

一

回唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面は胴部にむけて縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面ナデ。底部欠損。

好

良
白味

良
精

黄
小 型 壷 C

165 _|:
6--2665

A10f― D

91
87
88
49

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
はナデ。底部平底、ナデ。底部一郭に黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

姑

166 _|:
6--2548

A10b一 D

10.4

91
9,9

53

口唇部は円頭状に作る。内面磨滅のため
調整不明。外面縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
下部板状器具によるナデ。底部浅い ドーナ
ツ,蔑。

好

良
白味

良
精

黄
靖

167 三|:

6--2070

A10f― D

7,4

7.7

8.0

4.1

□唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面櫛の刺突による羽状紋(2段 )。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底。

好
む
茶騰す

良

砂

う
増

168 -14 6--2268

A10a― D

11.2

84
105
3.8

回唇部は面を作る。内面ヨコナデ? 外
面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面上部ナデ、下部ハケ。底部平底、ヘラ
ミガキ。下胴部から底部に黒斑。

好

む
白

騰

味

良
砂
黄

靖

169 三|:

6--2727

A10f― D 11,1

6.0

口頸部欠損。 頸部との境に櫛の押圧横線を2条、その下
上胴部には全面に縄紋 (LR)を施紋。下
胴部横方向のヘラミガキ。底部平底。東(中

遠地域)か らの搬入品か。

好
含
白

膨

味

良

砂
黄

小型壷胴部Ⅱ

170 _|:
6--2699

A10f― D

一　

一　
ａ

５
．

口頸部欠損。 肩部最上段に櫛摘波状紋がわずかに残る。
文様は胴部調整のヘラミガキによって大半
が消る。胴部外面斜方向のヘラミガキ。内
面上部ナデ、下部ハケ。 ドーナツ底。

好
良
白味

良
精
黄

壷 胴 部 Ⅱ

171 三|:

6--2502

A10b― D

一　

一

２

＆

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→簾状紋風波状紋→扇
形紋を施紋。文様帯下部は磨滅のため調整
不明。内面下部ハケ。底部平底。上胴部に

黒斑。

質

い
橙

弱性

す

軟
粘

う
小型壷胴部Ⅲ

172 _|:
6--2523

A10b― D 12.1

56

回頸部欠損。 紋無

ｏ

部
底

胴

平
外面磨滅のため調整不明。底部 質

い
繕

弱

ゞ

性

ぉ

軟

粘

に
小型壷胴部Ⅲ

173 三i:

6--2696

A10f― D 13.4

52

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底。胴部に一対の黒斑。

好
含

橙
修

ぶ

良

砂

に
壺 胴 部 Ⅳ

174 正托

6--2542

A10b一 D

一　

一

＆

５
．

口頸部欠損。 胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
底部浅い ドーナツ底。

好
良
白味

良
精
黄

小型壷胴部Ⅲ
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番号響畳昌綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量 clll

調 整 等 の 特 徴技  法 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

□
器
胴
底

口 頸 部 胴 部 ・ 底 部 (脚合部)
器種・ 形 態

175 _!:
6--2546

A10b― D

一　

一　

凱

＆

□頸部欠損。 胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底。

質

含

白
鞠修味

や
砂
黄

小型壷 胴 部

176 _|:
6--2730

A10f一 D

一　

一

９
，
■

□頸部欠損。 胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底。胴部の1/3に 黒斑。

質

良

橙す

軟

精

う

小型壷胴部Ⅲ

177
―-14 6--2687

A10c― D 73
41

回頸部欠損。 胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

底部平底。

好
良
白味

良
精
黄

小型壺胴部Ⅲ

178 _|な
6--2755

A10f― D

7.0

14.2

全体に磨滅していてはっきりしない部分
もあるが、国唇部は円頭状に作り、外面
には櫛描直線紋と刺突紋を交互 (4回 )

に施す。内面ナデ。

頸部との境に、回頸部からの文様の続きと

して櫛描直線紋を 1条施す他は無紋。文様

帯下部は磨滅のため調整不明。内面ハケ。

底部欠損。

質

良

橙

軟や
　

す

や
精

う
長 頸 壷 C

179
―-14 6--2464

A10f― D

109 口唇部は円頭状に作る。内面縦方向のヘ

ラミガキ。外面櫛の束1突による羽状紋。
肩部に櫛描の直線紋→束J突紋→直線紋を施

紋。内面上部ナデ。胴部欠損。

質
良

橙
鞠　ぶ

や
精

に
短 頸 壷 B

180
―-14 6--2874

A10i一 D

139

16.4

□唇部は面を作リヨコナデ。内面ヨコナ

デ。外面櫛による斜方向の刺突紋。
胴部無紋。外面斜ハケ後横方向のヘラミガ

キ。内面板状器具によるナデ。下胴部欠損。

好

良
橙黄ぶ

良

精

に
短 頸 壷 B

181
―-14 6--2743

A10f― D

15,2 全体に磨滅していてはっきりしないが、
口唇部は面を作り、外面には櫛による斜
方向の刺突紋を施 しているようである。

内面は調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

下胴部欠損。

質

良
橙味

軟

精
赤

短 頸 壷 B

182
―～14 6--2649

A10f― D

250 口唇部は面を作る。内面横ハケ後ナデ。
外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面

横ハケ。下胴部欠損。

好
良
白味

良
精

黄
短 頸 壺 C

183
-14 6--2845

A10i― D

100 □唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

下胴部欠損。

質

良

橙

軟

　

味

やや
精

赤

短 頸 壷 D

184
-14 6--2622

A10b― D
130

回頸部欠損。 壷の脚台部。外面縦方向のヘラミガキ。

面上部縦方向のヘラミガキ。下部ハケ。

台底部は円頭状。

内

脚

好

良
橙ぶ

良
精

に
壷 脚 台 部

185
―-14 6- 168

A10f― D

直径
103

高さ

79

円盤状を呈する。中央部につまみ部を作
り出す。

上下面とも指ナデ。 好

良
橙お

良
精

に

蓋 C

186 _|:
6--2514

A10b― D

15_0

19 5

14.5

7.5

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ

後ヨコナデ。

外面上胴部右下り、下胴部左下りの斜ハケ、

煤付着。内面ナデ。脚台部外面左下りの斜
ハケ。内面ハケ後ナデ。

好
含

茶

多

黄
粒

い

良
砂
暗

甕 Al

187
―-14 6--2338

A10a― D

188

19.0

回唇部は面を作る。刻目紋は施さない。

内面横ハケ後 ヨコナデ。外面斜ハケ後 ヨ

コナデ。

胴部外面非常に細かな斜ハケ、煤付着。内

面板状器具によるナデ。下胴部から脚台部
にかけては欠損。

好

む
茶

含

黄
粒

い

良
砂
暗

甕 A3

188 _!:
6--2668

A10f― D

202
25,9

215
95

□唇部は面を作リハケ。□唇下端に櫛状
器具による刻目紋。内面横ハケ。外面横
ハケ後ヨコナデ。

胴部外面右下りの斜ハケ、下胴部にのみ煤

付着。内面頸部付近は斜ハケ、以下ナデ。

脚台部との接合部に粘土帯。脚台部外面縦・

斜ハケ。内面上部ナデ、下部ヘラミガキ。

好

む

茶

含
黄

粒

ぶ

良

砂

に
餐 Bl

189
―-14 6--2494

A10b一 D

17.7

19.5

84

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

外面上胴部斜ハケ、煤付着。内面板状器具
によるナデ。下胴部は存するが接合せず。

脚台部と胴部の境に粘土帯。脚台部外面ナ

デ。内面斜ハケ。

好
含

茶

多
黄

粒

い

良
砂
暗

甕 Bl

-13-



番号響賢昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

回
器
胴
底

部頸□ 胴 部 ・ 脚 台 部器種・ 形 態

190 _!:
6--2062

A10b一 D

＆

一

０
．

一

回唇部は面を作る。口縁下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ
後ヨコナデ。

外面上胴部および下胴部右下りの斜ハケ、
腹部のみ左下りの斜ハケ。内面横方向の粗
いハケ。脚台部との接合部に粘土帯。脚台
部外面縦ハケ後ナデ。内面粗いハケ。

好
含

茶

多

黄
粒

い

良
砂

暗
BI甕

-15
191

6--1982

A10b― D

148
26.1

189
83

□唇部は面を作る。El唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、腹部横ハケ、
下胴部縦ハケ、煤付着。内面ハケ後ナデ。
脚台部との接合部に粘土帯。脚台部外面細
かな斜ハケ。内面上部ナデ、下部横ハケ。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗

Bl甕

192 _|:
6--2693

A10f一 D

一　

一

■

凱

口縁部欠損。 外面上胴部右下 りの斜ハケ、下胴部縦ハケ、
媒付着。内面板状器具によるナデ。脚台部
との接合部に粘土帯。脚台部外面斜ハケ。
内面ナデ。

質
含

橙

軟
多

黄

や
粒

小

や
砂

に
Bl甕

―-15
193

6--1983

A10b― D

24.8

26.8

日唇部は面を作リハケ。口唇下端に櫛状
器具による刻目紋。内面横ハケ。外面斜
ハケ。

胴部外面右下りの斜ハケ、腹部のみ横ハケ、
煤付着。内面右下りの斜ハケ。下胴部から

脚台部にかけては欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂
暗

B】甕

194 _|,
6-2481

A10b― D

α

一

＆

一

口唇部は面を作リハケ。□唇下端に櫛状
器具による刻目紋。内面粗い横ハケ。外
面縦ハケ。

外面上胴部横ハケ、下胴部左下りの斜ハケ、
煤付着。内面上部ナデ、下部粗い横ハケ。
脚台部欠損も

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂

暗
Bl甕

195 _|,
6-2712

A10f― D

７

．

一一　

７

．

一

□唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面粗い横ハケ。外面縦
ハケ後ヨコナデ。

外面上胴部縦ハケ、煤付着。下胴部器面剥
離で調整不明、内面上部ハケ後ナデか。下
部横ハケ.炭化物付着。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

BI甕

196 _|,
6--1378

A10a― D

205

22,7

El唇部は面を作リハケ。口唇下端に棒状
器具による刻目紋。内面横ハケ。外面斜
ハケ。

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面横ハケ後ナ
デ? 脚台部欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗

B]甕

197 _|;
6--2202

A10a― D

13.4

145
13.0

7.2

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ
後ヨコナデ。

胴部外面斜ハケ.煤付着。内面ハケ後ナデ。
脚台部外面斜ハケ。内面横ハケ後ナデ。

質
含

茶

多

黄
粒

い

軟
砂
暗

BI甕

198 _I;
6--1962

A10b― D

２

．

一

３

．

一

口唇部は円頭状に作リハケ。口唇下端に

櫛状器具による刻目紋。内外面ともヨコ

ナデ。

外面上胴部粗い斜ハケ、下胴部器面剥離の
ため調整不明。煤上胴部に一部付着。内面
板状器具によるナデ。脚台部欠損。

好
含

橙修ぶ

良
砂
に

B2甕

―-15
199

6--1960

A10b一 D

＆

一　

＆

一

口唇部は面を作リハケ。口唇下端に櫛状
器具による刻目紋。内面横ハケ。外面斜
ハケ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、煤付着。内面
上部ハケ後ナデ。下胴部から脚台部にかけ
ては欠損。

好
含

茶

多

黄
粒

い

良
砂

暗
賓 Bュ

200 _|,
6--1502

A10a― D

18.8

22.5

196
85

□唇部は面を作る。口唇下部に棒状器具
による刻目紋。内面横ナデ。外面斜ハケ
後ナデ。胴部との境に段。

外面縦方向の粗いハケ、煤付着。内面ナデ。
脚台部外面縦ハケ、内面横ハケ。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗

B3甕

201 ΞI:

6--2487

A10b― D

６
．

一

α

一

口唇部は面を作る。日唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面粗い斜ハケ。外面 ヨ
コナデ。胴部との境に段。

外面上胴部右下り、下胴部左下りの斜ハケ、
一部ナデか、煤付着。内面上部粗い横ハケ、
下部ハケ後ナデ。脚台部との接合は円盤充
填法。脚合部欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂
暗

B3賓

202 ~15
6--2488

A10b― D

26.0

258

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ? 外
面斜ハケ後ヨコナデ。胴部との境に段。

外面上胴部右下り、下胴部左下りの斜ハケ、
煤付着。内面板状器具によるナデ。脚台部
欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

B3甕

―-15
203

6--1960

A10b― D

９

．

一

９

，

一

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ
後ヨコナデ。胴部との境に段。

外面上胴部右下りの粗い斜ハケ、煤付着。
内面上部板状器具によるナデ。下胴部から

脚台部は欠損。

好
む
茶

含
黄

粒

い

良
砂
暗

B3甕

204 _!:
6--9552

A10b― D

８
．

一

α

一

口唇部は面を作る。口唇端部に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ
後ナデ。胴部との境に段。

胴部外面斜ハケ、腹部のみ横ハケ、煤付着。
内面板状器具によるナデ。脚台部欠損。

好
含

茶

多

黄
粒

い

良
砂

暗
B3甕



番号響量昌矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□  頸   部 胴 部 ・ 脚 台 部
器 種・ 形 態

205 _縄
6--2709

A10f― D

12,1

162
12.3

73

口唇部は丸味をもつ面を作る。刻目紋は
施さない。内面横ハケ。外面縦ハケ。

胴部外面縦ハケ、煤付着。内面ナデ。脚台
部との境に粘土帯の痕跡。脚台部外面斜ハ

ケ後ナデ? 内面横ハケ後ナデ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

B5甕

206 _I:
6--2205

A10a― D

174
25 2

196
9.6

口唇部は丸味をもつ面を作 リハケ。口唇
端部に櫛状器具による大きな刻目紋。内
面粗い横ハケ。外面粗い斜ハケ。

胴部外面粗い斜ハケ、煤付着。内面ナデ。
脚台部との境に粘土帯。脚台部外面粗い斜
ハケ。内面細かな横ハケ。

質

む
茶

軟
含
黄

や
粒

い

や
砂
暗

Cl甕

207 _!:
6--2485

A10b一 D

146
184
148
7.0

口唇部は面を作る。口唇端部に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ。外面
斜ハケ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、腹部横ハケ、
下胴部は磨滅のため調整不明。内面板状器
具によるナデ。脚台部との境に粘土帯。脚
台部外面ナデ。内面ハケ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗

Cl甕

208 ~16
6--2499

A10b― D

■

　
一一　
５
。

一

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内外面とも粗い横
ハケ。

外面上胴部斜ハケ、下胴部剥離により調整
不明。内面粗い横ハケ。脚台部欠損。

好
む

茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

―-16
209

6--2552

A10b― D

凱
　
一一　
α
　
一

□唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内外面とも横ハケ
後ナデか。

外面上胴部細かな斜ハケ、下胴部は全面剥
離。上胴部に煤付着。内面板状器具による
ナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

―-16
210

6--2746

A10f― D

19.4

22 1

□唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内面横ハケ。外面
ヨコナデ。

外面上胴部横ハケ、下胴部縦ハケ、煤付着。
内面全面横ハケ。脚台部欠損。

好
含

茶

多

黄

統

い

良
砂

暗
Cl甕

211
-16 6--2648

A10f一 D

ａ

一

上

一

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、煤部分的に付
着。内面上部ハケ? 下1同部から脚台部に
かけては欠損。

好

含
茶

多粒

す

良
砂

う
Cl甕

212
―-16 6--2535

A10b一 D

19.5

22.2

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内面横ハケ縁 デ?

外面ヨコナデ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、煤部分的に付
着。内面上部ハケ? 下1同部から脚台部に
かけては欠損。

や や 軟 質
精    良
に ぶ 黄 橙

Cl甕

―-16
213

6--2912

A10f― D

199

20.6

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ。外面
ヨコナデ。

胴部横方向の粗いハケ、胴部最大径を境に

して下部にのみ煤付着。内面板状器具によ
るナデ。下胴部から脚台部にかけては欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

甕 Cl

214 ~16
6--2511

A10b一 D

20.3

23 4

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、煤付着。内面
上部ナデ。下1同部から脚台部にかけては欠
損。

好

良

茶黄い

良

精

暗

甕 Cl

215 三据

6--2336

A10a一 D

飢

一

３
．

一

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
を押引きして付けたような刻目紋。内面
横ハケ。外面ヨコナデ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、腹部横ハケ、

下胴部左下りの斜ハケ、煤付着。内面上部
ナデ、下部ナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

甕 Cl

216 正電

6--2064

A10b一 D

６
．

一

ａ

一

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面ナデ。

胴部外面右下りの斜ハケ、煤付着。内面上
部横ハケ、下部ナデ。下胴部から脚台部に
かけては欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

甕 Cl

217 三掲

2510

A10b― D

７
．

一一　
凱

　
一

口唇部は面を作る。口唇下端に棒あるい

は箆状器具による大きな刻目紋。内面横
ハケ。外面粗い羽状のハケ後ヨコナデ。

胴部外面右下りの斜ハケ、煤付着。内面ナ
デ。下胴部から脚台部にかけては欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

CI甕

―-17
218

6--2000

A10f― D

193

20.8

口唇部は面を作る。回唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ヨコナデ?
外面ハケ後ヨコナデ。

胴部外面右下りの斜ハケ、煤付着。内面横
ハケ。下胴部から脚台部にかけては欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

CJ甕

219 _|`
0--2695

A10f― D

８

．

一

９

，

一

□唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ。

胴部外面右下りの斜ハケ、煤部分的に付着。
内面ナデ。下胴部から脚台部にかけては欠
損。

質

含
茶

軟

多
黄

や
粒

い

や
砂
暗

C】甕

- 15 -



番号響量置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 胴 部 ・ 脚 台 部
器種・ 形態

220 _括
6--2741

A10f一 D

＆
　
一一　
９
。

一

口唇部は面を作 る。口唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ。外面
ヨコナデ。

胴部外面右下りの粗い斜ハケ、煤付着。内

面粗い横ハケ後ナデ。下1同部から脚台部に

かけては欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

―-17
221

6--2541

A10b― D

＆

一

８
．

一

口唇部は円頭状に作る。口唇上に棒状器
具による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

胴部外面細かな斜ハケ後ナデ、煤付着。内
面ナデか。下】同部から脚台部にかけては欠

損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

222 ~17
6--2901

A10a一 D

６
．

一

■

一

口唇部は面を作る。口唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ? 外
面 ヨコナデ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、下胴部縦ハケ、

煤付着。内面板状器具によるナデ。脚台部

欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

223 _I`
6--2495

A10b一 D

α

一

α

一

回唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面 ヨコナデ。外面斜ハ

ケ。

外面上胴部右下りの粗い斜ハケ、下胴部磨

滅のため調整不明、煤付着。内面ナデ。脚
台部欠損。

質
含

茶

軟

多
黄

や
粒

い

や
砂
暗

Cl甕

224 ~17
6--1336

A10a― D

４

一

ａ

一

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ。

外面上胴部右下りの斜ハケ、下1同 部磨滅お

よび剥離のため調整不明、煤付着。内面横
ハケ。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

225 _|`
6--2497

A10b―D

４

　
一一

生

　
一

口唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ
後ヨコナデ。

外面上胴部細かな斜ハケ、下胴部器面剥離
のため調整不明、煤付着。内面板状器具に

よるナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗

Ci甕

226 _気
6--2489

A10b一 D

９

，

一

０

，

一

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内面細かな横ハケ。
外面 ヨコナデ。

外面は熱により器壁の大半が剥離、残存部

斜ハケ、煤付着。内面斜ハケ。脚台部欠損。

質

む
茶

含
黄

粒

い

軟

砂
暗

C2甕

227 三男

6--1973

A10b一 D

７
．

一

＆

一

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内面細かな横ハケ。
外面ヨコナデ。胴部との境に段。

外面粗い横ハケ、煤付着。内面細かな横ハ

ケ。脚台部欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂
暗

C2甕

228 _ケ〔
6--1957

A10b一 D

＆

一

６
．

一

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面粗い斜ハケ。外面 ヨ
コナデ。胴部との境に段。

外面磨滅 していて調整痕ははっきりしない

が粗い斜ハケを施している、煤付着。内面
ハケ後ナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

C2甕

229 ~17
6--1964

A10b一 D

14.2

141

口唇部は面を作る。刻目紋は磨滅のため
はっきりしないが施していないようであ
る。内面粗い横ハケ。外面斜ハケ。

胴部外面斜ハケ、煤一部付着。内面板状器
具によるナデ。脚台部欠損。

好

む
橙

含

黄

粒

か

良

砂

に
C3甕

230
-17 6--1999

A10f一 D

６

．

一

７

．

一

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。口唇
下端に櫛状器具による刻目紋。内面粗い

横ハケ。外面粗い斜ハケ。

胴部外面組い斜ハケ、煤付着。内面斜ハケ。

脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Dl甕

231 三死

6--1984

A10b― D

６

．

一

７

．

一

全面著しく磨滅 しているためはっきりし
ないが、回唇部は面を作り、刻目紋は施
していないようである。内外面は調整不
明。

内外面とも磨滅のため調整不明。脚台部欠

損。

質

含
橙

膨

ぶ

軟

砂

に
D2甕

232 三死

6--1974

A10b― D

15.5

20 2

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ヨコナデ。
外面ヨコナデ。

胴部外面右下りの斜ハケ、腹部のみ横ハケ、

煤付着。内面斜ハケ。脚台部欠損。

質

む
茶

軟

含
黄

や
粒

い

や
砂
暗

El甕

―-17
233

6--2662

A10f一 D

４

一　

一　

一

口唇部は上部より押えつけるようにして

幅広い面を作リハケ。回唇下端に櫛状器
具による刻目紋。内面組い横ハケ。外面
粗い縦ハケ。

外面上胴部右下りの粗い斜ハケ、煤付着。
内面上部ナデ。下胴部から脚台部にかけて

は欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

甕

234 ~17
6--2428

A10f一D

212 口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面粗い横ハケ。外面粗
い縦ハケ。

如面上胴部右下りの粗い斜ハケ、煤付着。

内面上部ナデ。下1同部から脚台部にかけて

は欠損。

好
む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

甕

- 16-



番号雪畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

七表彊菖cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

口 頸 部 胴 部 ・ 脚 台 部
器 種 形 態

235
-18 6--2428

A10f― D

２
．

十　

一　

一

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。口唇
下端に櫛状器具による刻目紋。内面横ハ

ケ。外面ヨコナデ。

外面口頸部との境に櫛状器具による雑な刺
突紋。上胴部斜ハケ、煤付着。内面上部縦
ハケ、炭化物付着。下胴部から脚台部にか
けては欠損。

質

む
茶

障

す

軟

砂

う
甕

236
―-18 6--2545

A10b一 D

α

一　

一　

一

口唇部は面 ?を作リハケ。□唇下端に櫛
状器具による刻目紋。内面横ハケ。外面
縦ハケ。

上胴部の一部残存。外面縦ハケ、煤付着。
内面斜ハケ後ナデ? 下】同部から脚台部に
かけては欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂

暗
甕

237   18
7--2674

A10e― D

３

．

一
　

一
　

一

口唇部は面を作る。刻目紋は施さなし

内面磨滅のため調整不明。外面ハケ。

外面上1同部斜ハケ。内面上部磨滅のため調
整不明。下胴部から脚台部にかけては欠損。

質

む
橙

珈陸
ぶ

や
砂

に
甕

238 ~18
6--1293

A10b一 D

一　

一　

一

α

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面縦ハ

ケ。内面ナデ。胴内面底部に放射線状のハ

ケと炭化物。胴部との接合法は不明。

好

む
茶

含粒
良
砂
黄

甕脚 台部 A

239   18
6--2752

A10f― D
10.1

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面細か
な斜ハケ。内面粗い横ハケ。胴部との接合
法は不明。

好

む
茶

含粒
良
砂
黄

甕脚台 部 A

240
-18 6--2535

A10b一 D
100

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面縦ハ

ケ後裾部のみヨコナデ。内面細かな斜ハケ。
胴部との接合は円板充填法。

好

む
茶

含粒
良
砂
黄

甕脚 台部 A

241
-18 6--2712

A10f一 D

一　

一　

一　
儀

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面粗い

縦ハケ後ナデ。内面ナデ。胴部との接合は
円板充填法。

好

む
白

障

味

良

砂
黄

甕脚 台 部 A

242
―-18 6--2712

A10f― D

一　

一　

一

ａ

回頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面細か
な斜ハケ後ナデ。内面ナデ。胴部との接合
は円板充填法。

好

む
白

騰

味

良

砂
黄

甕脚 台部 A

０
０

４９

留

-18 6--2535

A10b一 D

一　

一　

一

生

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面斜ハ

ケ。内面斜ハケ。胴部との接合は円板充填
法。

好

む
黄

陸

す

良

砂

う
甕脚 台部 A

244 ~18
6--1973

A10b一 D

一　

十　

一　
７
．

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部タト面ハケ
後ナデ。内面斜ハケ。胴部との接合は円板
充填法か。

質

む
黄

珈略
す

や
砂

う
甕 脚 台部 A

245
-18 6--2533

A10b― D

一　

一　

一

＆

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面ハケ

後ナデ。内面斜ハケ。胴部との接合は円板
充填法。

質

む
白

帥騰味

や
砂
黄

甕 脚 台部 A

246 ~~18
6--2913

A10f― D

十　

一　

一　
＆

口頸部欠損。 上胴部欠損。下1同部から脚台部の破片。下
胴部外面斜ハケ、煤付着。内面ナデ。脚台
部外面縦ハケ後ナデ。内面ナデ。接合法は

不明。

質

む
茶

含

黄

粒

い

軟

砂
暗

甕脚 台部 A

247
―-18 6--2600

A10f― D
9.5

口頸部欠損。 上胴部欠損。下胴部から脚台部の破片。下
胴部外面細かな斜ハケ、煤付着。内面ナデ。
脚台部との境に粘土帯。脚台部外面縦ハケ。
内面細かな横ハケ。接合は円板充填法か。

好

む
黄

障

す

良

砂

う
甕脚 台部 B

248
-18 6--1031

A10b― D
9.5

口頸部欠損。 上胴部欠損。下胴部から脚台部の破片。下
胴部外面上部横ハケ、下部斜ハケ、煤付着。
内面ナデ。脚台部との境に粘土帯。脚台部
外面縦ハケ。内面横ハケ。接合法は不明。

好
む
茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗

甕脚 台部 B

249 _う
i

6--1958

A10b― D
7.9

日頸部欠損。 上胴部欠損。下胴部から脚台部の破片。下
胴部外面粗い斜ハケ、煤付着。内面横ハケ。
脚台部外面斜ハケ。内面細かな斜ハケ。胴
部と脚台部は別作りの後接合か。

好

む
茶

含粒
良

砂
黄

甕 脚 台 部 B

―- 17 -一



番号督畳置綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量 cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸 部 (郭部) 胴 部 。 底 部 (脚台部)
器 種 形 態

250 ~18
6-1983

A10b― D
一　
一　
一
躙

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面磨滅
のため調整不明。内面細かな横ハケ。胴部
との境に粘土帯。胴部とは別作 りの後接合
か。

質

む
茶

軟
含

や
粒

や
砂
黄

甕 脚 台 部 B

251 ~18
6--2621

A10b― D

． 　
． 　
．
８
．

３

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面細か

な斜ハケ。内面上部ナデ、下部横ハケ。胴
部との境に粘土帯。胴部との接合法は不明。

好

む
茶

含

黄

粒

す

良

砂

う
甕脚 台 部 B

252 ~18
6-1342

A10b― D
77

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面粗い

羽状のハケ、煤付着。内面粗い横ハケ。胴

部との境に粘土帯。胴部との接合法は不明。

質

含
茶

多

黄

粒

い

軟

砂

暗
甕脚 台 部 B

253 ~18
6--2894

A10b― D

． 　
． 　
．
９
．
５

□頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面ハケ

後ナデ。内面横ハケ。胴部との境に粘土帯。
胴部との接合法は不明。

好
含

黄

修

す

良

砂

う
甕 脚 台 部 B

254 ~18
6--2912

A10f― D
117

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面細か

なハケ後ナデ、煤付着。内面細かな横ハケ。
胴部との境に粘土帯。胴部との接合は円板

充填法か。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂
暗

甕 脚 台 部 B

255 ~18
6-1479

A10b― D

一
　

一
　

一

９

．

ュ

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面粗い

斜ハケ。内面ナデ。胴部との境に粘土帯。

胴部とは別作りの後接合か。

好
含
茶

多粒
良
砂
黄

甕脚 台 部 B

256 ~18
6--2621

A10b― D

． 　
． 　
．
８
，
４

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面斜ハ

ケ、煤付着。内面ナデ。胴部との境に粘土

帯。胴部との接合法は不明。

好

含
茶

多粒
良

砂
黄

甕脚 台 部 B

257 ~18
6--2751

A10f― D
一　
一　
一
悧

日頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面上部
ナデ、下部斜ハケ。内面ナデ。胴部との境
に粘土帯。胴部との接合は円盤充填法か。

好

む
黄

騰

す

良
砂

う
甕脚 台 部 B

258 ~18
6--2751

A10f― D

一
　

一
　

一

７

．

５

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面上部
ナデ、下部斜ハケ。内面上部絞 り日、下部
横ハケ。胴部との境に粘土帯。胴部との接
合は円盤充填法か。

好

む
黄

脩

す

良

砂

う
甕脚 台 部 B

259  ~181
6--2428

A10f― D

． 　
． 　
．
７
．
９

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面粗い

縦ハケ。内面ナデ。胴部との境に粘土帯。

胴部との接合は円盤充填法。

好

む
黄

随

す

良
砂

う
甕脚台部H

260 ~18
6--2894

A10b― D
70

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面細か
な斜ハケ。内面粗い横ハケ。胴内面底部に

炭化物付着。胴部との境に粘土帯。胴部と
の接合法は不明。

好
含

橙

多

黄
粒

ぶ

良
砂

に
甕 脚 台 部 B

261
-18 6--2533

A10b― D
一　
一　
一
調

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。脚台部外面細か
な縦ハケ、部分的に煤付着。内面細かな斜
ハケ。胴部との接合は円盤充填法か。

好

む
橙

含
黄

粒

ぶ

良

砂

に
甕 脚 台 部 A

262 -18 6--2900

A10a― D

199
150
21.7

6.0

口唇部は面を作る。内外面はヨコナデか。 胴部は内外面とも縦方向の丁寧なヘラミガ
キ。底部はやや突出した ドーナツ底。底部
に黒斑。内面下部に炭化物 らしき付着物。

好

む
橙

胎

ぶ

良
砂

に
片  口 A3

263
―…18 6--2543

A10b― D

13.3

6.5

76

口唇部は面を作る。 胴部外面細かな斜ハケ後ナデ? 内面ハケ

後ナデ? 底部 ドーナツ底。

質

良
橙味

軟
精

赤

片  口  A2

264 三ウニ
6--2509

A10b― D

27.8

18.6

144

口唇部は面を作る。杯部無紋。口縁部内
外面ともヨコナデ。郭部内外面とも縦方
向の丁寧なヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面上部ンボリ。下部横ハケ。裾端面は折
返しにより幅の広いやや丸味をもち面を作
る。

好

良
白味

良

精
黄

高  杯  Bl

-18-



番号雪畳置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

郷 部 脚 部
器 種 形 態

265 ~19
6--2368

A10f― D

33 0 口唇部は円頭状に作る。郭部内面端部に

櫛描直線紋、外面上部に櫛描波状紋と棒
状器具による沈線紋 (4条)を施紋。他
は丁寧な縦方向のヘラミガキ。

脚部欠損。 好
良
橙味

良
精
赤

高 郭  Bl

266 ~19
6-1976

A10b― D

19.1

13 1

12.ユ

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。郭部
外面上部に櫛描波状紋を 1条施紋。内面
は上部横、下部縦方向のヘラミガキ。外
面下部は縦方向のヘラミガキ。

脚上部に乾燥 してから施 したと思われる繊
細な櫛描直線紋が 2条、文様帯下部縦方向
ヘラミガキ。内面上部ンポリ、下部不明。

裾端面は幅広い面を作る。

質

良
黄

蠍
　
す

や
精

う

高 郭  Bと

267 ~19
6--2214

A10a― D

23 2 口唇部は円頭状に作る。杯部内面端部に

棒状器具による沈線を 1条、外面上部に

櫛描波状紋 1条を施す。他は縦方向のヘ

ラミガキ。内面全面に煤付着。

脚部欠損。 質

良

橙

轍
　
味

や
精

赤

高 郷  B2

268 ~19
6--2663

A10f― D

20 5 回唇部は円頭状に作る。杯部内面端部及
び外面上部に櫛描直線紋を施紋。外面下
部は縦方向のヘラミガキ。他は磨滅のた
め調整不明。脚部との接合は接合法か。

脚部欠損。 質

良
橙

轍
　
味

や
精
赤

高 郭  B2

269 ~19
6-1377

A10a― D

25 2 日唇部は面を作る。杯部無紋。内面縦方
向の丁寧なヘラミガキ後上部のみヨコナ
デ。外面上部縦方向のヘラミガキ後ヨコ

ナデ、下部斜方向のヘラミガキ。

脚部欠損。 好

良
黄す

良
精

う

高 添  B2

270 ~19
6--2740

A10f― D

23.9 口唇部は円頭状に作る。郭部無紋。内外
面とも磨滅のため調整不明。

脚部欠損。 質

良
自味

軟

精
黄

高 郷 B4?

０
る

-19 6--2551

A10b― D

26.6 口唇部は面を作る。杯部外面上部に櫛描
波状紋を 1条施紋。外面下部縦方向のヘ

ラミガキ。内面は磨滅のため調整不明。

脚部欠損。 質

良
白

帥
　
味

や
精
黄

高 郭 B5?

272  Ξ:ヶ子
6--2705

A10b― D

23,7

197

15.2

日唇部は面を作る。郭部無紋。内面上部
横、下部縦方向の丁寧なヘラミガキ。外
面上部ヨコナデ、下部ハケ後ナデ。

脚部無紋。外面上部縦方向のヘラミガキ、

裾部ヨコナデ。内面上部ンボリ、下部ヨコ

ナデ。裾端面は面を作リヨコナデ。

好

良
橙味

良
精

赤

高 郭  B3

273  Ξ:j! 6--2507

A10b― D

17.9

14.8

126

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。邦部
無紋。内外面とも縦方向の丁寧なヘラミ
ガキ。

脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面上部ツボリ、下部ヨコナデ。裾端面は

折返しにより幅広い丸味のある面を作る。

好
良
クン

良
清
ピ

ヽ
高 杯  B4

274  Ξ:ゥニ
6--2055

A10b― D

22 7

18.9

140

□唇部は円頭状に作る。杯部外面上部に

椎拙な感じのする櫛描波状紋を1条施紋。
外面下部縦方向のヘラミガキ。内面は磨
滅のため調整不明。

脚上部に櫛描直線紋を 2条施紋。下部は縦

方向のヘラミガキ (調整痕は磨滅のためほ

とんど残らない)。 内面上部ツボリ、下部ハ

ケc裾端面は折返して面。透孔 3ケ所。

質

む
橙

獣
随
す

や
砂

う

高 邦 B5?

275  E:〕ニ
2491

A10b― D

21.0

16.5

122

日唇部は円頭状に作る。杯部無紋。内外
面とも磨滅のため調整不明。

脚部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

裾端面は円頭状に作る。円形透孔 3ケ所。

質

良

橙す

軟

楕

う

高 郷  B5

276 ~19
6--2691

A10f― D

21.8 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。郭部
無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

脚下部欠損。無紋。外面上部磨滅のため調
整不明。内面上部シボリと横ハケ。割れ日
に円形透孔の跡。

質

良

橙ぶ

軟

精

に
高 邦  B8

277  Ξ:j: 6--2540

A10b― D

198
17,ユ

14.2

日唇部は面を作る。杯部無紋。内面上部
ヨコナデ、下部縦方向のヘラミガキ。外
面ハケ後ヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ンボリ、下部ハケ。裾端面は折返 しに

より幅広い面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

む
白

鰭

味

良
砂
黄

高 杯  Dl

278 ~19
6--2744

A10f― D

13.8 口唇部は円頭状に作る。邦部無紋。内外
面とも縦方向のヘラミガキ。

脚部欠損。 好

良
橙ぶ

良

精

に
高 郭  D3

279 一　

一

6-2685

A10b― D

20.0 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。郭部
無紋。内外面とも縦方向の丁寧なヘラミ

ガキ。外面下部第 2次焼成をうけ煤付着。

脚部との接合は円盤充填法c

脚部欠損。 好

良
黄す

良

精

う
高 杯  D3

-19-



番号讐畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

部琢 部脚
器 種 形 態

280  三:9ウ
~6-

A10b― D

30 5

28 7

157

□唇部は面を作る。□縁端部は水平面を
もち、内外面ヨコナデ調整。郭部無紋。
内外面とも縦方向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面上部シボリ、下部横ハケ。裾端面は面
を作る。円形透孔 3ケ所。

好
良
橙ぶ

良
精

に
高 郭  Fl

281 ~20
6--2506

A10b― D

26 1

21.6

14 1

口唇部は円頭状に作る。郷部無紋。内外
面とも縦方向のヘラミガキと思われるが
磨滅のため調整痕ははっきりしない。脚
部との接合は円盤充填法又は挿入付加法。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ンボリ、下部横ハケ。裾端面は折返し
により幅広い丸味のある面を作る。脚部外
面に黒斑。

質

良
橙お

軟

精

に

高 郷  Fl

282  _ち
:

6--2556

A10b― D

26 6 口唇部は面を作る。□縁端部は水平面を
もち、内外面ヨコナデ調整。郭部は無紋。
内外面とも縦方向の丁寧なヘラミガキ。
上部ひびわれに 2個 の補修孔。

脚下部欠損。外面上部に櫛描直線紋が 2な
いし3条施されている。内面上部ンボリ、

下部横ハケ。円形透孔 3ケ所。

質
含

橙
多

ゞ

粒

ぉ

軟
砂

に
高  邦  Fl

283 ~20
2520

A10b― D

26 6 口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も縦方向の丁寧なヘラミガキ。内面下部
に煤 ドーナツ状に付着。

脚下部欠損。外面上部に櫛描直線紋を数条

施紋。内面上部ツボリ。円形透孔 3ケ 所。

好

良

橙黄ぶ

良

精

に

高  jFk F

284  _::
6-1986

A10b― D

31.ユ

24 6

145

口唇部は面を作る。口縁端部は水平面を
もち、内外面ヨコナデ調整。杯部は無紋。
外面上部ヨコナデ、下部および内面は縦
方向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部横ハケ。裾端面が底面。

円形透孔 3ケ 所。

好
良
白味

良
精
黄

高 郭  F2

一　

一
285

6--2054

A10b― D

25 1

20 2

1,3

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。口縁
端部は水平面をもち、内外面ヨコナデ調
整。郭部無紋。内外面とも縦方向のヘラ
ミガキ。郭外面に黒斑、内面に煤付着。

脚上部に櫛描直線紋を 2条施紋、下部縦方

向のヘラミガキ (調整痕は磨滅のためはっ

きりしない)。 内面上部シボリ、下部斜ハケ。

据端面が底面。円形透孔 3ケ所。

質

良
白味

軟

精
黄

高 郷  F2

286 三ち:
6--1966

A10b― D

32 6

24 0

192

口唇部は尖頭状に作る。郭部無紋。外面
上部から内面にかけては横方向のヘラミ
ガキ。外面下部は縦方向のヘラミガキ。

脚上部は円柱状に作 り、櫛描直線紋を 7条
施紋。脚下部は大きく開き、鍔がつく。鍔
部をはさんで上部レンズ状、下部円形の透
孔が 5ケ所にあく。

好

良
橙ぶ

良

精

に
高  邪  G

287 ~2ユ
6--887

A10e― C

27 0

23 5

178

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。郭部
無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

脚上部は下部にむけてややすばまる形態で、
中実。櫛の押圧横線らしい文様がつく。脚
下部は大きく開き、鍔がつく。透孔はない。

好

良

橙味

良

精

赤

高  郷  GJ

一　

一
288

6--2557

A10b― D

31 3

24 7

20 0

□唇部は面を作る。不部無紋。内外面と

も磨滅のため調整不明。
脚上部は円柱状で無紋。脚下部は大きく開
き、鍔がつく。鍔部をはさんで上部レンズ

状、下部円形の透孔が 4ケ所にあく。

や や 軟質

精   良
に ぶ 黄橙

高 杯  Gl

289 ~21
6-2910

A10f― D
156

郷部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部横ハケ後ナデ。裾端面は

円頭状に作る。裾部外面に黒斑。外面のほ
ぼ全面に煤付着。

好

良
橙黄ぶ

良
精

に
高 tTh脚 部 A2

290 ~21
6-189

A10b― D
140

杯部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ナデ、下部横ハケ。据端面は折返しに

より幅広い面を作る。郷部との接合は円盤
充填法か。

好

良

白味

良

精

黄

高郷 脚 部 札

291
6--2646

A10f― D
14.4

郷部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ンボリ、下部横ハケ。裾端面は折返し
により幅広のやや丸味のある面を作る。郭

部との接合は円盤充填法か。

質

良
白

撒
　
味

や
精
黄

高郭 脚 部 A

292
6--2474

A10b― D
135

郷部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ハケ後ツボリ、下部横ハケ。裾端面は

折返しにより幅広い面を作る。邪部との接
合は円盤充填法か。

好

良
橙黄ぶ

良

精

に
高杯 脚 部 A2

293 ~21
6--2512

A10b― D
143

郭上部欠損。下部一部残存。内面磨滅の
ため調整不明。外面縦方向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ナデ、下部ハケ? 裾端面は折返しに

より幅広いやや丸味のある面を作る。裾部
に黒斑。接合は円盤充填法。透孔 3ケ 所。

質
良

橙

撒
　
す

や
精

う

高郷 脚 部 A2

294 ~21
6--2841

A10f― D
15.9

郷上部欠損。下部一部残存。内外面とも
ヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ナデ、下部横ハケ。裾端面は面を作り
ハケ。円形透孔 3ケ 所。郷部との接合は円
板充填法。

好

良
橙す

良

精

う
高邦 脚 部 A2
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調

焼

胎

色

径
高
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径
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器
胴
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295 ~21
6--2646

A10f― D
117

郭部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ツボリ、下部ハケ。裾端面は折返しに

より幅広いやや丸味のある面を作る。円形

透孔 3ケ所。郷部との接合は円板充填法。

好

良

橙す

良

精

う

高郷 脚部 A2

-21
296

6--2710

A10f― D
14.7

郭部欠損。 脚外面縦方向のヘラミガキ後、上部に櫛描

直線紋を間帯をおき3条施紋。内面上部シ

ボリ、下部ハケ後ナデ。裾端はやや丸味を

もつ面を作る。透孔 3ケ所。円板充填法。

好

む
白

騰

味

良

砂
黄

高郭 脚 部 A2

297 ~21
6--2474

A10b― D

一　
一　
一
“

邦部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき4条施紋、

下部縦方向のヘラミガキ。内面上部ハケ、

下部ナデ。裾端面は折返しにより幅広いや

や丸味のある面を作る。外面に黒斑。

好

良
白味

良

精
黄

高杯 脚 部 A2

298 ~21
6--2536

A10b― D
133

郭部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき3条施紋。

下部磨滅のため調整不明。内面上部ンボリ

下部磨滅のため調整不明。裾端面はやや丸

味のある面を作る。円形透孔 3ケ所。

質

良
橙

帥
　
す

や
精

う

高郭 脚 部 A2

299
-21 6--206ユ

A10b― D
12.5

杯上部欠損。下部一部残存。内面磨滅の

ため調整不明。外面縦方向のヘラミガキ。
脚上部に櫛摘直線紋を間帯をおき2条施紋、

下部縦方向のヘラミガキ。内面上部シボリ、

下部横ハケ後ナデ。裾端面は面 ? 裾部に

黒斑。円形透孔 3ケ所。

好

良

白味

良

精

黄

高郷 脚 部 A2

300 ~21
6--2537

A10b― D
137

郭上部欠損。下部一部残存。内面磨滅の

ため調整不明。外面縦方向のヘラミガキ。
脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき2条施紋、

下部磨滅のため調整不明。内面上部ンボリ、

下部横ハケ。裾端面は折返しにより幅広い

丸味のある面。透孔 3ケ所。底部黒斑。

好

良
自味

良
精
黄

高郭 脚 部 Aを

301
-21 6--2910

A10f― D

一　
一　
一
鶴

郭部欠損。 脚上部に間帯を挟んで上段 2条下段 1条の

櫛楢直線紋がつく。下部は縦方向のヘラミ

ガキ。内面上部ンボリ、下部横ハケ。裾端

面は面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

良

橙す

良

精

う

高郷 脚 部 A2

302 ~21
6--2400

A10e― D
一　
一　
一
孵

郭部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を連続して 7条施紋、

下部縦方向のヘラミガキ。内面上部ンボリ、

下部ハケ後ヨコナデ。据端面は面を作る。

円形透孔 3ケ所。中実。

好
含

橙

修

す

良
砂

う

高不 脚 部 A2

303 ~21
6--2710

A10f― D
146

郷部欠損。 脚上部に櫛描直線紋と櫛の刺突による羽状

紋とを交互に施した文様がつく。文様帯下
部は縦方向のヘラミガキ。内面上部シボリ。

下部横ハケ。裾端面は円頭状。透孔 3ケ所。

好

良
白味

良

精
黄

高 邦 脚部 A

304 ~21
6--2647

A10f― D
133

郷部欠損。 脚外面縦方向のヘラミガキ後、上部に櫛描

直線紋を間帯をおき2条施紋。内面上部ン

ボリ、下部ハケ。裾端面は折返 しにより幅

広い面を作る。透孔 3ケ所。裾底部に黒斑。

質

良
白

轍
　
味

や
精
黄

高 jTh脚 部 A3

305 一　

一

6--2066

A10b― D
150

郷部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき3条施紋、

下部縦方向のヘラミガキ。内面上部シボリ、

下部ハケ。梶端面は折返しにより幅広い丸

味のある面を作る。円形透孔 3ケ所。

質

良

白

撒
　
味

や
精
黄

高邪 脚 部 Ae

306 ~21
6--2755

A10b― D
140

郭部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき3条施紋、

下部縦方向のヘラミガキ。内面横ハケ、裾

部のみヨコナデ。裾端面は折返しにより幅

広い面を作リヨコナデ。円形透孔 3ケ所。

好

良

白味

良

精

黄

高郭 脚 部 A【

307 ~21
6--253J

A10b― D
158

郷部欠孔 脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき3条施紋、

下部磨滅のため調整不明。内面上部ンボリ、

下部細かな斜ハケ。裾端面は折返しにより

幅広い面。円形透孔 3ケ 所。裾部に黒斑。

質

良
橙

軟

　

゛ゝ

や

　
ぉ

や
精

に

高邦 脚 部 A3

308 ~2J
6-1864

A10b― D
H.2

郷部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき2条施紋、

下部磨滅のため調整不明。内面上部指頭圧

痕、下部ハケ。裾端面は折返 しにより幅広
い丸味のある面を作る。円形透孔 3ケ所。

好
良
白味

良

精

黄

高郭 脚 部 B`

309 ~22
6--2531

A10b― D
107

不部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面

上部ハケ、下部ナデ。裾端面が底部。

好

良
白味

良

精
黄

高杯 脚部 C
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番号磐畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸  部 (郭部) 胴 部 ・ 底 部 (脚部)器 種 形 態

-22
310

6-2912

A10f― D

一　
一　
一
四

添部欠損。 脚部無紋。外面縦ハケ、煤付着。内面上部
縦ハケ、下部横ハケ。裾端面が底部。

好
良
茶黄

良
精

暗
高 tTh脚 部 C

311 ~22
6--1428

A10a― D
11.4

郷部欠損。 脚部無紋。郭部との接合部に粘土帯。脚部
内外面ともナデ。裾端面は円頭状に作る。

好
含
白

修

味

良

砂
黄

高杯 脚 部 D

312 ~22
6-1890

A10b― D
140

不部欠損。 脚上部に櫛描直線紋と箆の刺突紋とを交互
に施 した文様帯 (磨滅によりほとんど消え
ている)。 下部調整不明。内面も磨滅により
調整不明。裾端面は円頭状に作る。

質

良
橙お

軟

精

に
高郭 脚 部 D

- 22
313

6--2724

A10f― D
109

郷部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ンボリ、下部横ハケ。裾端面は面を作
る。郷部内面下部丹彩。

好

む
白

騰

味

良
砂
黄

高郷 脚 部 D

314  三ち4
6--2662

A10f― D
104

郷上部欠損。下部一部残存。内外面とも
縦方向のヘラミガキ。

郭部との境に櫛の押圧横線を 5条施紋。紋
様帯下部縦方向のヘラミガキ。裾部は段を
もうけ、段外面に斜ハケを文様風に施す。
内面ナデ。東 (中遠地域)力)らの搬入品か。

好
含

茶

多粒
良
砂
黄

高郭 脚 部 F

315  1:94
6--2697

A10f― D
lD 4

郷部欠損。 郭部との境に櫛の押圧横線を 2条施紋。文
様帯下部磨滅のため調整不明。裾部は段を
もうけ、段外面に斜ハケを文様風に施す。
内面ナデ。外面に黒斑。

良   好
砂 粒 多含
明るい茶灰

高邦 脚 部 F

316 三鋸

6-1640

A10e― D

129
122
137
56

□唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面櫛の刺突による羽状紋 (15段 )。

胴部無紋。外面上胴部ナデ、下胴部縦方向
のヘラミガキ。内面上部板状器具によるナ
デ、下部ハケ。底部平底、籾痕付着。胴部
に黒斑。

好

良
橙す

良
精

う
BI鉢

- 22
-25317

6--1979

A10b― D

12.6

10 3

14.0

40

回唇部は円頭状に作る。内面横方向のヘ

ラミガキ。外面ナデ後櫛の刺突による羽
状紋 (15段 )。

胴部無紋。外面上胴部横、下胴部斜方向の
ヘラミガキ。内面横方向のヘラミガキ。底
部あげ底。底部に黒斑。

好

良
白味

良

精
黄

Bl鉢

318  三:ち:

6--1967

A10b― D

152
118
15,3

6.1

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部 ドーナツ底。下月同部に黒斑。

質

良
橙す

軟

精

う
Bl鉢

319 三 ::

6--2266

A10a― D

157
123
149
52

口唇部は円頭状に作る。内面縦方向のヘ

ラミガキ。外面櫛の刺突による羽状紋
(2段 )。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
横ハケ。底部平底。底部内面に黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

Cェ鉢

一　

一

320
6--2667

ハ10f― D

146
11.5

158
54

口唇部は円頭状に作る。内面磨滅のため
調整不明。外面櫛の刺突による羽状紋
(2段 )。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
上部ハケ、下部調整不明。底部平底。下胴
部に黒斑。

質

良
茶

軟やや
精
黄

Cl鉢

321  三ち:
6--2690

A10f― D

136
105
125
48

□唇部は円頭状に作る。内面縦方向のヘ

ラミガキ。外面櫛の刺突による大きな羽
状紋 (1段 )。

胴部無紋。外面磨滅のため調整痕はっきり
しないが縦方向のヘラミガキのようである。
内面ナデか。底部平底。口縁部と胴部に黒
斑。

好
含

色

多粒

良

砂
茶

Cl鉢

322 三ち:
6--2510

A10b― D

19,1

12.3

190
7.2

口唇部はやや丸味のある面を作る。内面
縦方向の丁寧なヘラミガキ。外面櫛の刺
突による羽状紋 (2.5段 )。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面ハケ後ナデ。底部平底、砂粒付着。内
外面の底部に黒斑。口頸部内外面と胴部外
面丹彩。

好

良

クン

良

精

ピ
CI鉢

323 ~22
6--2001

A10f― D

166

19,3

口唇部は面を作る。内面磨滅のため調整
不明。外面磨滅して不鮮明であるが櫛描
波状紋が全面につく。

胴部無紋。下胴部から底部にかけては欠損。
上胴部内外面とも磨滅のため調整不明。

好

良

橙す

良

精

う
鉢 Cを

324 ~22
6--2058

A10b― D

108
84
138
58

口唇部は上部より押えつけるようにして
面を作る。内面指頭圧痕。外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ハケ後ヘラミガキか。底部平底、ヘラミガ
キ。底部全面に黒斑。

好

良
茶

良

精
黄

Ct鉢
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325 Ξ:みそ
6--2514

A10b― D

136

133

□唇部は円頭状に作る。鉢部無紋。□縁

部内外面ヨコナデ。内面ナデ。煤付着。

外面縦方向のヘラミガキ。

脚上部のみ残存。外面上部に櫛描直線紋 2

条の間に櫛の刺突紋を施した文様がつく。

内面磨滅により調整不明。円形透孔 3ケ所。

好

良

黄す

良

精

う

台 付 鉢 Al

326 三:9:
6-1961

A10b― D

9,0

87
96
71

口唇部は円頭状に作る。鉢部無紋。内面
ナデ。外面縦方向のヘラミガキ。

脚部無紋。内外面とも縦方向のヘラミガキ。

円形透孔 3ケ所。

好
良
橙ぶ

良
精

に

台 付 鉢 Al

327 ~22
6--2749

A10f― D
10.6

鉢上部欠損。下部一部残存。下部内面ハ

ケ後ヘラミガキ。外面縦方向のヘラミガ
4。

脚上部に櫛描直線紋と刺突紋を交互に施 し

た文様がつく。下部縦方向のヘラミガキ。

内面ナデ。据端面は円頭状に作る。円形透

孔 3ケ所。

好

良
橙味

良
精
赤

脚部D(鉢 )

A10区・ B10区 YT2

328 ~23
6--2847

A101
-YT2

1119 口唇部は面を作 り櫛の刺突紋。内面ハケ

後ナデ。外面櫛の刺突紋、頸部にかけて

はハケ。

胴部欠損。 好
良
白味

良
精
黄

受 口 壷 B

329 三:9:
7--2458

B10g
一 YT2-D

112

180

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛

描波状紋、下部ヨコナデ。外面ハケ後ナ

フ
~o

肩部に櫛描直線紋を 1条、その下上1同 部全

面に縄紋 (無節R?)を施す。下胴部欠損。

質

良
白

轍
　
味

や
精
黄

広 口 壷 Bl

330 Ξ:9:
7--2660

B10i
一YT2-C2

12.6

22 0

197
83

□唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋、

下部ヨコナデ。外面縦ハケ後端部のみヨ

コナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
した幅狭い文様帯。文様帯下部上胴部横、

下胴部縦方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ

底、砂粒付着。

好

良

クン

良

精

ピ

広 口 壷 B2

331 Ξ:ちそ
6--2828

A101
-YT2

88
148
158
6.2

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部ヨコナデ。外面ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋を施しただけの幅狭い

文様帯。文様帯下部は底部まで横方向のヘ

ラミガキ。内面黒色。底部平底、砂粒付着。

胴部に黒斑。

好

む
橙

騰

す

良

砂

う

広 口 壷 B4

332 E:み子
6--2738

A10c
― YT2

9,0

16.3

140
56

口唇部はやや肥厚させ丸味をもつ面を作
る。内面ハケ後ヨコナデ。外面ヨコナデ、

頸部は縦ハケ。

肩部に刷毛状器具による羽状紋。文様帯下

部ハケ後ナデ。底部 ドーナツ底。砂粒付着。

外面 2/3に煤付着。

好

良
白味

良
精
黄

広 口 壷 B4

333 ~23
6--2823

A10i
一 YT2

16.7 口唇部は幅広い面を作リヨコナデ。内面
端部櫛描波状紋。内面下部および外面磨

滅のため調整不明。

肩部の一部残存。頸部との境に櫛描直線紋
を 1条施紋。胴部欠損。

好

良
橙ぶ

良
精

に

広 口 壷 B

334 ~23
6--2075

A10i
一 YT2

71 口唇部は幅広い面を作る。内面端部櫛の

刺突紋。内面下部および外面磨滅のため

調整不明。

肩部の一部残存。外面磨滅のためはっきり

しないが、ほぼ残存部全面に櫛猫紋 (直線

紋ないしは細かな波状紋)を施している。

胴部欠損。

質

良
灰味

軟

精
黄

広 国 壷 B

335 ~23
6--2817

A10i
一 YT2

13 1 口唇部はやや肥厚させ、幅広い面を作り
ヨコナデ。内面端部櫛摘波状紋、下部ナ

デ。外面端部ヨコナデ、頸部にかけては

縦方向のヘラミガキ。

肩部の一部残存。頸部との境に低い凸帯を
1条、その下に櫛描の直線紋→波状紋を施

紋。胴部欠損。

好
良
白味

良
精
黄

広 口 壺 B

386 ~23
6--2824

A10i
一 YT2

15.2 口唇部はやや丸味をもつ面を作リヨコナ

デ。内面端部櫛描波状紋、下部ヨコナデ。

外面縦ハケ後ヨコナデ。頸部外面に黒斑。

肩部の一部残存。頸部との境に櫛描波状紋

を 1条施紋。胴部欠損。

好

良
橙ぶ

良
精

に

広 口 壷 B

337 ~23
6--2399

A10e
一 YT2

12.8 口唇部はやや丸味をもつ面を作リヨコナ

デ。内面端部櫛描波状紋、下部ナデ。外

面ヨコナデ。

肩部の一部残存。頸部との境に櫛猫波状紋
を 1条施紋。胴部欠損。

好

む
橙

糖

味

良

砂
赤

広 口 壷 B

338 ~23
6--2887

A10i
YT2

16 1 口唇部は幅広い面を作り、面上に円形浮
文 (中央に竹管を施した)を施紋 (単位

不明)。 内面端部櫛の刺突紋、下部横方向
のヘラミガキ。外面縦方向のヘラミガキ。

肩部の一部残存。頸部との境に低い凸帯を

1条施紋。胴部欠損。

好

良
白味

良
精
黄

広 口 壷 B
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番号愁畳昌綴登 録 番 号

出 土 位 置
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技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上
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焼

胎

色

径
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径

口
器
胴
底

部頸回 胴 部 ・ 底 部器種・ 形 態

339 ~23
6--2625

A10a
一 YT2

11,7 口唇部は上部より押えつけるようにして
幅広い面を作リヨコナデ。内外面とも磨
滅のため調整不明。

肩部の一部残存。肩部に櫛描の直線紋と波
状紋を交互に施紋。胴部欠損。

好
良
白味

良
精
黄

広 日 壷 B

340 __9;
6--2680

A10i
一 YT2

173
25 9

21.2

65

□唇部は上部より押えつけるようにして
幅広い面を作リヨコナデ。内外面とも磨
滅のため調整不明。

頸部との境に凸帯を 1条、その下肩部に櫛
又は刷毛状器具による羽状紋 (1.5段 )、 最
下段には櫛の刺突紋を施した文様帯。文様
帯下部ヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

軟   質

砂粒含粘性弱

`こ

 ぶ  橙
広 口 壷 C2

341  Ξ::ニ
6--2347

B10g
一YT2-C2

127
29 6

22.6

73

口唇部は面を作り櫛の刺突紋を施す。内
面磨滅のため調整不明。外面一部に縦ハ

ケがみられるが大半は磨滅のため調整不
明。

頸部との境に凸帯を 1条、その上に櫛の刺
突紋。肩部には縄紋 (無節R)を施紋。文
様帯下部縦方向ヘラミガキ。底部 ドーナツ

底。胴部に黒斑。

質
含
橙

帥
膨
小

や
砂

に
広 口 壷 C2

342 ~23
6--2571

A10f
一 YT2

129 口唇部は面を作り櫛の刺突紋を施す。内
面上部縦、下部横方向のヘラミガキ。外
面端部ヨコナデ、頸部にかけては縦方向
のヘラミガキ。

§尉表暴写言縁竿皇覆魯菖軽 乙急専伝齢
突紋を施す。文様帯下部横方向のヘラミガ
キc下胴部欠損。

好

良
橙お

良

精

に
広 口 壷 C

343 ~23
6--2890

A10i
一 YT2

149 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面
ナデ。外面は格子状に施された斜ハケ。
頸部から肩部にかけては縦方向のヘラミ
ガキ。

胴部欠損。 好

良
橙す

良
精

う
広 □ 壷 C

344 ~23
6--2764

A10f
一 YT2

11.4 □唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面
横ハヶ。外面ヨコナデ。

肩部の一部残存。頸部との境に椎拙な感じ
のする櫛描波状紋と直線紋を施紋。胴部欠
損。

好

む
白隣

味

良

砂

黄

広 口 壷 C

345 ~23
6-2415

B10g
一YT2-D

122 口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面端部ヨコナデ、頸部にかけては縦ハ

ケ後縦方向のヘラミガキ。外面の2/3に

煤付着。

胴部欠損。 好
良
茶黄

良
精
暗

広 口 壷 C

346 ~23
6--2765

A10f
一 YT2

136 □唇部は面を作る。内外面とも横ハヶ。 肩部の一部残存。頸部との境に低い凸帯を
1条施す他は無紋。凸帯直下が縦ハケ、以
下肩部はヘラミガキ。胴部欠損。

好

む
橙

随

ぶ

良

砂

に
広 口 壷 C

347
-23
-27

6--2679

A10i
一 YT2

11.1

16.3

133
47

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面上胴部横、下胴部横から縦
方向のヘラミガキ。内面ハケ後ヘラケズリ。
底部 ドーナツ底、ヘラケズリ。胴部に一対
の黒斑。

好

む
白

騰

味

良

砂
黄

広 口 壷 D2

348 ~23
6--1633

A10e
一 YT2

9.2

16.0

15.1

58

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
ドーナツ底、胴部に一対の黒斑。

質

含
橙

修

味

軟
砂
赤

広 口 壷 D3

349 ~23
6--2804

A10i
一 YT2

13,7 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも磨滅のため調整不明。

肩部の一部残存。肩部に櫛描の直線紋と波
状紋を交互に施した文様帯。胴部欠損。

好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に
広 □ 壺 D

350 ~23
6--2847

A10i
一 YT2

144 □唇部は幅広い面を作る。□唇下端に棒
状器具による刻目紋。内面横ハケ、外面
縦ハケ。

胴部欠損。 質

む
橙

軟
含

ゞ

や
粒

ぉ

や
砂

に
広 □ 壷 D

351 ~23
6--2847

A10i
一 YT2

13.2 回唇部は幅広い面を作る。□唇下端に棒
状器具による刻目紋。内面横ハケ。外面
ヨコナデ。

肩部の一部残存。無紋。外面上胴部縦方向
のヘラミガキ。胴部欠損。

好

良
橙す

良
精

う
広 口 壷 D

352 ~23
6-2413

B10g
一 YT2-D

11.8 口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
ハケ後ナデ。

上胴部ほぼ残存。肩上部に低い凸帯を 1条
施す他は無紋。外面縦方向のヘラミガキ。
凸帯以下全面丹塗。内面肩部指頭圧痕。下
胴部欠損。

好
含

色

多粒
良
砂
茶

広 回 壷 E

353 ~23
6--2708

A10f
一 YT2

24 4 口唇部は内面に折返すようにして幅広い

面を作り櫛刺突による羽状紋。内面縦方
向のヘラミガキ。外面端部に櫛の押圧横
線を2条、その下に櫛刺突による羽状紋。

胴部欠損。 好
含
橙

多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
広 口 壷 E

-24-



番号雪畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 cll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口  頸   部 胴 部 ・ 底 部
器 種 形 態

354 ~24
6--2229

B10g
一 YT2

14.1 口唇部は面を作る。内面横ハケ。外面端
部ヨコナデ。下部縦方向のヘラミガキ、

頸部ヨコナデ。

胴部欠損。割れ口に断面三角形をした凸帯
の一部が残存する。

好
良
白味

良
精
黄

広 口 壷 E

355 ~24
6-1875

A10f
一 YT2

152 □唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面
ヨコナデ。外面縦方向のヘラミガキ。

胴部欠損。 好

良
白味

良

精
黄

広 □ 竜 E

356 ~24
7--2349

B10g
一YT2-C2

140 □唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴上部残存。無紋。外面ハケ後ヘラミガキ。

内面ナデ。下胴部欠損。

好
含

橙

修

す

良
砂

う

広 口 壷 E

357 ~24
6--2235

B10g
一 YT2

14.6 □唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

肩部の一部残存。肩部に低い凸帯を 1条施

す他は無紋。外面磨滅のため調整不明。胴

部欠損。

質

良
白味

軟

精
黄

広 口 竜 E

358 ~24
7--2291

B10g
一YT2-C2

160 口唇部は円頭状に作る。内外面とも縦方

向の丁寧なヘラミガキ。
胴部欠損。 好

良
白味

良
精
黄

広 □ 壷 E

359 ~24
6-1875

A10f
一 YT2

140 口縁部は折返し。口唇部は面を作り、櫛
の刺突紋を施す。内面磨滅のため調整不
明。外面縦ハケ。

胴部欠損。 質

良
橙

轍
　
す

や
精

う

広 回 壷 F

360 _::
6--2839

B10g
一 YT2

129
26 0

23 2

80

口唇部は面を作り横ハケ。内面端部櫛描

波状紋、下部横ハケ。外面縦ハケ、頸部
のみヨコナデ。

胴部外面粗い斜ハケ後肩部に櫛柏の直線紋
と波状紋 2条を施紋。内面ハケ後ナデ。底

部平底。1同 部に黒斑。

好

良
橙す

良
精

う

広 口 壷 Fl

361 ~24
6--2858

B10g
一 YT2

174 □唇部は幅広い面を作り、櫛描波状紋を

施す。内面端部櫛描波状紋、下部ハケ後
ヘラミガキ。外面縦ハケ後縦方向のヘラ
ミガキ。

胴部欠損。 質

良
橙

轍
　
小

や
精

に

広口壷 F― a

362 ~24
6--2853

A10i
一 YT2

14.4 口唇部は幅広い面を作り、櫛描波状紋を

施す。内面端部櫛描波状紋 2条 と櫛の刺
突紋、下部横方向のヘラミガキ。外面斜
ハケ後縦方向のヘラミガキ。

肩部の一部残存。肩部に低い凸帯を 1条、
その下辺に櫛の刺突紋を施す。凸帯下部は

斜ハケ。胴部欠損。

好

良
橙お

良

精

に

広口壷 F― a

363 ~24
6-1899

A10f
一 YT2

188 □唇部は面を作る。内面端部に縄紋又は

櫛の刺突紋と思われる文様が幅広くつく。

下部および外面は磨滅のため調整不明。

肩部の一部残存。肩部に櫛描直線紋又は櫛
の押圧横線と思われる文様を施 し、その下
に2個 1組の円形浮紋を4ケ 所に貼付する。

文様下部は磨滅により調整不明。

質
含
茶

軟
多
黄

や
粒
す

や
砂

う

広□壷 F― a

364 ~24
6--2608

A10f
一 YT2

17.5 口唇部は面を作る。内面磨滅のため調整

不明。外面斜ハケ。
頸部との境に低い凸帯をユ条施す他は無紋。

内外面とも磨滅のため調整不明。胴部欠損。

質

む
橙

撒
騰
す

や
砂

う

広口壷 F― a

365 ~24
6--2672

A10e
一 YT2

165 口唇部は幅広い面を作り、櫛の刺突によ

る羽状紋を施す。内面端部櫛の刺突によ

る羽状紋 (1.5段 )、 下部縦方向のヘラミ
ガキ。外面縦方向のヘラミガキ。

肩部の一部残存。肩部に低い凸帯を 1条施
し、その下辺に棒又は櫛の先端による刺突

紋を施紋。胴部欠損。

好

良
橙ぶ

良

精

に

広口壷 F― b

366 ~24
6--1635

A10e
一 YT2

17.9 □唇部は幅広い面を作リヨコナデ。後、

面上に 6個 1組の棒状浮紋を4ケ 所に貼
付。内面端部櫛描波状紋、下部ハケ。外
面縦ハケ。

肩部の一部残存。肩部に低い凸帯を r条、
その下に櫛描の直線紋と波状紋を施紋。胴
部欠損。

質

良
橙

軟

　
黄

や
　
ぶ

や
精

に

広□壷 F― b

367 ~24
6--2890

A10i
一 YT2

14.6 口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部は

外側に折曲げて、外側にやや傾く面を作
り、面上に櫛の刺突による格子紋を施す。

外面磨滅のため調整不明。

胴部欠損。 好

良
橙黄ぶ

良
精

に

広日壷 F― b

368 ~24
7--2600

B10i
一YT2-C2

158 口唇部は幅広い面を作り、櫛描波状紋を

施す。内面端部櫛描波状紋、下部縦方向
のヘラミガキ。外面斜ハケ、頸部ヨコナ
デ。□縁部の 2ケ所に黒斑。

肩部の一部吸存。頸部との境に低い凸帯を
1条、その下肩部に櫛描の直線紋と波状紋
3条を施紋。胴部欠損。

好

良
橙味

良
精
赤

広口壷 F― b
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番号督畳置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

口 頸 部 胴 部 ・ 底 部器種・ 形 態

369 三:み子
6--2866

B10g
一 YT2

147
60

口頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明。
下胴部細かな縦ハケ後粗いヘラミガキ。底
部平底。下胴部から底部にかけて黒斑。

好
良
橙味

良
精
赤

壷 胴 部 I

370 Ξ:ちな
6-1506

A10e
一 YT2

174
61

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋と波状紋 2条を施した
だけの幅狭い文様帯。文様帯下部ハケ後横
方向のヘラミガキ。下部縦方向のヘラミガ
キ。内面ハケ。底部 ドーナツ底。

好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に
壷 胴 部 Ⅱ

371 ~24
6--2809

A10i
一 YT2

．　
．
３．４明

口縁部欠損。頸部一部残存。内面横ハケ。
外面ヨコナデ。

肩部に凸帯を 1条、以下上胴部に櫛描の直
線紋 2条→波状紋→直線紋 2条→刺突紋→

直線紋→刺突紋を施紋。後、肩部より垂下
する櫛描J字紋を2ケ所に配す。ドーナツ底。

質
含

橙
撒修
ぶ

や
砂

に
壷 胴 部 Ⅲ

372 一　

一

6--2867

B10g
一 YT2

一　
一
日
嗣

口縁部欠損。頸部一部残存するが磨滅の
ため内外面とも調整不明。

全面著 しく磨滅しており文様の有無、調整
等不明。底部平底。

好

む
橙

騰

す

良

砂

う
壷 胴 部 Ⅳ

373
-25
- 28

7--2692

Bllg
一 YT2-C2

20 3

57

口縁部欠損。頸部一部残存するが磨滅の
ため内外面とも調整不明。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
した文様帯。文様帯下部は底部まで横方向
のヘラミガキ。底部平底、砂粒付着6

好

良
橙お

良

精

に
壷 胴 部 Ⅳ

374 ~25
7-2414

B10g
一 YT2-D

22 0

7.9

□頸部欠損。 上胴部著しく磨滅するが、肩部に櫛描の直
線紋と波状紋らしい文様がわずかに認めら
れる。下部は横方向のヘラミガキ。内面ナ
デとハケ。底部平底、籾痕付着。

好

良
橙ぶ

良

精

に
壷 胴 部 Ⅳ

375
-25
- 29

7-2311

B10a
一YT2-C2

194
80

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→刺
突紋を施 した文様帯。文様帯下部は磨滅の
ためはっきりしないが横方向のヘラミガキ

か。内面ハケ。底部平底。胴部に煤付着。

好

良
茶黄

良

精
暗

壷 胴 部 Ⅳ

376 ~25
6--2682

A10i
一 YT2

21 5

69

口頸部欠損。 胴部無紋。外面一部にハケメが残るが大半
は磨滅のため調整不明。底部浅い ドーナツ

底。下胴部から底部にかけて黒斑。

好

良
橙す

良

精

う
壷 胴 部 Ⅳ

377 三 ::

7--2505

Bll i

一YT2-C2

一　
一
調
弱

□頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
上部ナデ、下部ハケ。底部平底、木葉痕。

胴部に黒斑。

質

良
橙す

軟

精

う
壷 胴 部 Ⅳ

378 __,:
7--2412

B10g
一 YT2-Dl

142
63

口頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部斜、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部平底、砂粒付着。下胴部
に黒斑。

好

良
橙味

良
精

赤
壷 胴 部 IV

379 Ξ:::
6--2891

A10i
一 YT2

65
11.5

■.5

48

口唇部は面を作る。内苗ヨコナデ。外面
縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇
形紋を施 した文様帯。文様帯下部は磨滅の
ため調整不明。底部平底。胴部に黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
小型広口壺 Al

380 一　

一

6--2868

B10g
一 YT2

71
11.6

110
44

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
するがヨコナデか。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底。

好
含
橙

修

ぶ

良
砂

に
小型広口壷 Bl

381 ~25
7--2298

Bll i

一YT2-C2
12.1

54

口頸部欠損。 肩部に凸帯を 1条施す他は無紋。外面磨滅
のため調整不明。内面ハケ。底部平底。胴
部に黒斑。

質

良
黄す

軟

精

う
小型壷胴部 I

382 _::
6-1637

A10e
一 YT2

10.2

4.4

口頸部欠損。 肩部に櫛の刺突紋と雑な櫛描波状紋を交互
に施 した文様帯。文様帯下部磨滅のため調
整不明。内面ナデ。底部平底。

好

良
白味

良
精
黄

小型壷胴部Ⅲ

383 三ち:
6--2683

A10i
一 YT2

123
53

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後ヘラミガキしている
が磨滅のため調整痕はほとんど残らない。
底部あげ底。

好

良
橙味

良
精
赤

小型壷胴部Ⅲ
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番号響饗置綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量 cn
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口  頸   部 胴 部 ・ 底 部 (脚 台 部)
器 種 形 態

384 一　

一

6…-2314

B10g
一 YT2

一　

一

７
．
ａ

□縁部欠損。頸部一部残存。内面ナデ。
外面縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面ハケ後ヘラミガキか。内面

ナデ。底部 ドーナツ底。

好
良
白味

良
精
黄

小型壷胴部Ⅲ

385 __::
6--2678

B10g
一 YT2

88
71
70
45

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面

底部指頭圧痕。底部平底、木葉痕。
好
む
橙緒

ぶ

良
砂

に
鷲

386 ~25 番号不明

B10h
一YT2

一　

一

９
．
４

口頸部の一部残存。外面に櫛の刺突によ
る羽状紋がわずかに残る。内面縦方向の
ヘラミガキか。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ、一部

磨滅。内面上部ナデ、下部ハケ。底部平底、
ヘラキズあり。底部の内外面に黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
靖

387 一　

一

6--1638

A10e
一 YT2

一　

一　
ａ

ａ

口縁部欠損。頸部の一部残存。内面上部
横、下部縦方向のヘラミガキ。外面縦方
向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面横ハケ。底部平底。胴部と底部の 2ケ

所に黒斑。外面に第 2次焼成の跡。

好
含

橙

多
黄

粒

ぶ

良
砂

に
長 頸 壷 A

388 三:ち:

6-1755

A10f
一 YT2

150
72

口頸部欠損c 胴部無紋。外面ハケ後縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。底部平底。下胴部に焼成後の穿孔。

好

良
白味

良
精
黄

壷 胴 部 Ⅳ

389 ~25
7--2506

B101
-YT2-D

128
146
17,7

6.0

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ、
外面縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面上胴部横、下胴部縦方向の
ヘラミガキ。内面上部ナデ、下部横ハケ。
底部平底、砂粒付着。下胴部から底部に黒
斑。

質

良
橙

敵
　
す

や
精

う
短 頸 部 D

390 ~25
6--2818

A10i
― YT2

156 □唇部は円頭状に作る。内面ナデ。外面
縦方向の櫛刺突紋。

肩部の一部残存。無紋。内外面とも斜方向
のヘラミガキ。胴部欠損。

好
含

橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に
短 頸 壷 B

391 ~25
6--2817

A10i
一 YT2

14.ユ □唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも磨滅のため調整不明。

肩部の一部残存。無紋。外面磨滅のため調
整不明。内面ナデ。胴部欠損。

質

良
橙

轍
　
す

や
精

う
短 頸 壷 D

392 ~25
6--2818

A10i
一 YT2

０

・

一
　

一
　

一

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
斜方向の櫛刺突紋、頸部ナデ。

肩部の一部残存。無紋。外面右下りの斜ハ

ケ。内面ナデ。胴部欠損。
質
良
白

蠍
　
味

や
精
黄

短 頸 壷 B

393 ~25
6--2417

B10g
一 YT2-Dl

一
　

一
　

一

９

．

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面上部櫛描直
線紋、以下据部にかけては縦方向のヘラミ
ガキ。内面ナデ。裾端面は面を作る。

好
良
橙す

良
精

う
壷 脚 台 部

394 ~25
6--2885

A10i
一 YT2 110

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面細かなハケ

後ナデ。内面上部のみヘラミガキ、他はナ
デ。裾端面は面を作リヨコナデ。

好

良
橙お

良
精

に
壷 脚 台 部

395 ~~26
6--2530

A10a
一 YT2

19,9

18.7

9.1

口唇部は面を作リハケ。日唇下端に櫛状
器具による刻目紋。内面粗い横ハケ。外
面粗い縦ハケ。

腹部欠損のため上下体に別れるが同一個体。

外面上胴部右下り、下胴部左下りの粗い斜
ハケ、煤一部付着。内面上部ナデ、下部横
ハケ。脚台部外面縦ハケ、煤付着。内面ナデ。

好
含
黄修

す

良

砂

う
甕   Al

396 こ::I
6--2707

A10f
一 YT2

20.6

21.2

回唇部は面を作 リハケ。口唇下端に櫛状
器具による亥J目 紋。内面横ハケ。外面縦
ハケ。

胴部外面横ハケ、煤付着。熱のため器面著
しく剥離する。内面上部ナデ、下部横ハケ、

炭化物付着。脚台部欠損。胴部に一対の黒
斑。

質
含

橙

軟
多
黄

や
粒

ぶ

や
砂

に
BI甕

397 ~26
6--2392

A10a
一 YT2

２

一

２
．

一

□唇部は面を作り、面上に櫛状器具によ
る刻目紋。内面横ハケ。外面頸部ヨコナ
フ~O

胴部外面細かな縦ハケ後ナデ。内面板状器
具によるナデ。脚台部欠損。胴部に黒斑。
煤はつかない。

好

良
橙黄ぶ

良

精

に
甕   A2

398 ~26
6--2664

A10f
一 YT2

猛

一一　
■

一

曰唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面ハケ後ナデ? 外面
ヨコナデc

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面上部斜ハケ

後、下部ナデ。内面も全面煤ける。下胴部
から脚台部にかけては欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

味

良
砂

灰
Cl甕
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番号雪畳謬矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸 部 胴 部 ・ 脚 台 部
器種・ 形 態

399 ~26
6--2735

A101
-YT2

凱

一

歩

一

日唇部は面を作る。口唇下端に櫛による
刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面横ハケ。下
胴部から脚台部は欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

味

良
砂

灰
甕   Ci

400 __::
7--2345

B10g
― YT2-C2

158
24.3

18.0

84

□唇部は磨滅のためはっきりしないが、
円頭状に作り、端部に刻みを施 している
ようである。内面横ハケ、外面細かな縦
ハケ後端部のみヨコナデ。

胴部外面細かな斜ハケ、煤は付着せず。内
面粗いハケを底部より螺旋状に施紋。脚台
部外面縦方向のハケ。内面ヨコナデ。胴下
部から脚台部にかけて黒斑。

好

む
橙

脆

ぶ

良
砂

に
甕   Di

401 ~26
6……2826

A10i
一 YT2

α

一　

一　

一

□唇部は円頭状に作 り、刻みは施さな寺

内外面ともヨコナデか。
胴部外面斜ハケ後ナデ、煤は付着せず。内

面ナデ。下胴部から脚台部にかけては欠損。

短頸壺の可能性もある。

好

良
白味

良

精
黄

甕

402 ~26
6--2828

A10i
一 YT2

＆

一　

一　

一

口唇部は面を作る。回唇下端に櫛又は棒
状器具による刻目紋。内面横ハケ。外面
縦ハケ。

胴部外面粗い斜ハケ、煤付着。内面ナデ。

下胴部欠損。

好

む
橙

含
黄

粒

ぶ

良
砂

に
甕

403 ~26
6-1570

A10d
一 YT2

一
　

一　

一

α

口頸部欠損。 4同 部欠損。脚台部の破片。外面縦方向のヘ

ラミガキ。内面横ハケc甕脚台部として判
組したが高杯の脚の可能性が高い。

好
良
白味

良
精
黄

高杯脚部BI?

404 ~76
6--2226

B10g
一 YT2

一　

一　

一

α

□頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面斜ハケー部
ナデか。内面上部板状器具によるナデ、下
部横ハケ。胴部との接合は円板充填法。

好

む
白騰

味

良
砂
黄

甕脚 台部 A

405 ~26
6--2394

A10d
一 YT2

一
　

一
　

一　

上

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面磨滅により
調整不明。内面上部横ハケ、下部ナデ。高
郭脚の可能性もある。胴部との接合法は不
明。

好

良
橙ぶ

良
精

に
甕脚 台部 A

406 ~26
6--2849

A10i
一 YT2 11.0

日頸部欠損c 胴部欠損。脚台部の破片。内外面とも粗い

斜ハケ。胴部との接合法は円盤充填法か。

好
含

白

鯵

味

良
砂
黄

甕脚 台部 A

407 ~26
7…-2507

B10i
一 YT2

一　

一　

一

ａ

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面斜方向の細
かな斜ハケ、煤付着。内面ナデ。胴部との

接合法は不明。

好

含
茶

多
黄

粒

味

良

砂
灰

甕脚 台部 A

408 ~26
6--2885

A10i
一 YT2 7.5

□頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面細かな縦ハ

ケ、接合部付近はナデ。内面ナデ。胴部と
の接合は円板充填法。

好

む
灰

含
茶ヽ

粒

私

良
砂
明

甕脚 台 部 A

409 ~26
7--2417

B10g
一 YT2-D

一
　

一
　

一

８

．

□頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面縦ハケ。内
面積ハケ。胴部との境に粘土帯。胴内面底
部に炭化物付着。胴部との接合は円板充填
法か。

好
含

黄

修

す

良
砂

う
甕脚 台部 B

410
- 26 6--2226

B10g
一 YT2

一　

一　

一

＆

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面細かな斜ハ

ケ後ナデ。内面横ハケ。胴部との境に粘土
帯らしき跡。胴部との接合は円板充填法。

好

む
黄

糖
す

良

砂
う

甕脚 台 部 B

411  ~~26
7--2415

B10g
一 YT2-D 9,ユ

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面細かなハケ

後ナデ。内面ハケ後ナデ。胴部との境に粘
土帯。胴部との接合法は不明。

好
含
黄

鯵

す

良

砂

う
甕脚 台 部 B

412
- 26 7--2464

Bll l

―YT2-C2

一
　

一
　

一

３

．

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片c外面縦ハケ。内
面斜ハケ。胴部との境に幅広い粘土帯を貼
付 し、帯上 3ケ所に鰭状突起。胴部との接
合は円板充填法。

好

含
黄

鯵

す

良
砂

う
甕脚 台 部 C

413 ~26
6-1881

A10f
一 YT2

20.8 日唇部は面を作る。口唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面粗い斜
ハケ。

胴部外面箆状器具による斜線列 (粗いハケ
メのようにみえる)、 煤付着。内面ヘラミガ

キ。下胴部欠損。脚台部はつかない器形。

東からの搬入品か。

好
む
橙

含

黄

粒

ぶ

良
砂

に
G甕
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番号讐畳昌綴登 録 番 号

出 土 位 置

法 量 cコ

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

部郷 部脚
器種・ 形 態

414 _:I
6--2275

A10i
一 YT2

29 0

19,9

176

口唇部は円頭状に作る。□縁部ヨコナデ。
邪部外面上部に櫛描波状紋。外面下部縦
方向のヘラミガキ。内面縦方向のヘラミ
ガキ。

脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき3条施紋。

下部縦方向のヘラミガキ。内面上部ンボリ、
下部細かなヨコハケ。裾端面は折返しによ
り幅広い丸味のある面。円形透孔 3ケ所。

好
良
白味

良
精
黄

高 ITh Bl

415 _貿
6--2737

A10i
一 YT2

23_6

20 2

124

口唇部は円頭状に作る。郭部無紋。内外
面とも縦方向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ンボリ、下部ナデ。裾端面は折返しに

より幅広い丸味のある面。円形透孔 3ケ所。

好
良
橙ぶ

良
精

に
高 郭  B2

416 三留

6-1429

A10d
一 YT2

20 3

166

15,4

□唇部は面を作る。杯部無紋。内面上部
横、下部縦方向のヘラミガキ。外面全面
縦方向のヘラミガキ。□唇部に黒斑。

脚上部に櫛描直線紋と櫛の束J突紋とを交互
に施 した文様帯。文様帯下部縦方向のヘラ
ミガキ、裾部ナデ。内面上部ンボリ、下部
横ハケ。裾端面は面。円形透孔 3ケ所。

好
良

橙お

良
精

に
高 jTh B2

417 ~27
6-1383

A10e
一 YT2

188
20 1

116

口唇部は円頭状に作る。郭部無紋。内外
面とも縦方向のヘラミガキであるが磨滅
のため調整痕ははっきりしない。

脚部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
上部シボリ、下部磨滅のため調整不明。

質

良
白

蠍
　
味

や
精
黄

高 郷  c2

-27
418

6--2733

A10i
一 YT2

24 1

24 2

13.5

□唇部は上部から押えつけて幅広い面を

作る。不部無紋。内外面とも縦方向の丁
寧なヘラミガキ。外面上部に黒斑。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。裾部
にハケ残存。内面上部シボリ、下部細かな

横ハケ、裾端面は折返しにより、幅広い面
を作る。円形透孔 3ケ 所。

好

良
白味

良
精
黄

高 郭  DI

419 _:`
6--2732

A10i
一 YT2

23.9

23 2

139

回唇部は上部から押えつけて帳広い面を

作る。郭部無紋。□縁部 (郭部内外面端
部)ヨ コナデ。杯部内外面とも縦方向の丁
寧なヘラミガキ。外面に一対の黒斑。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部細かな横ハケ。据端面は

折返 しにより幅広い面を作リハケ調整。円
形透孔 3ケ 所。

好

良
白味

良
精
黄

高  jTh DI

420 ~27
6--2820

A101
-YT2

198 口唇部は面を作リヨコナデ。郷部無紋。
内面横ハケ後縦方向のヘラミガキ。外面
斜ハケ後縦方向のヘラミガキ。内外面に

黒斑。

脚部欠損。 好

良
橙黄ぶ

良
精

に
高 郭  E

421 ~27 番号不明

A10
-YT2

23 8 口唇部は面を作る。郷部無紋。内面上部
横、下部縦方向のヘラミガキ。外面上部
横、下部縦方向のヘラミガキ。

脚部欠損。 好

良
橙黄ぶ

良

精

に
高 郷  HI

422 ~27
6--2820

A10i
一 YT2

一　

一　

一

ａ

郷部欠損。 高さが20clll余 りもある大型の脚部。脚上部
に櫛描直線紋を間帯をおき4条施文。文様
帯下部磨滅のため調整不明。内面上部ナデ、

下部横ハケ。裾端面は面。透孔 3ケ所。

好
良
白味

良
精
黄

高郭 脚 部 AI

423 ~27
6--1754

A10e
一 YT2 127

郭上部欠損。下部一部残存。内面磨滅の

ため調整不明。外面縦方向のヘラミガキ。
脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。裾部
のみハケ。内面上部ツボリ、下部横ハケ。
裾端面は折返しにより面を作る。円形透孔
3ケ所。胴部との接合は円板充填法。

好
良
白味

良
精
黄

高郭 脚 部 A2

424 ~27
6-2885

A10i
― YT2 12.3

郷部欠損。 脚部無紋。外面上部ナデ、下部斜ハケ。内
面上部シボリ、下部ナデq裾端面は円頭状
に作る。円形透孔 3ケ所。胴部との接合法
は不明。

好

良
橙す

良
精

う
高郭 脚 部 A2

425 ~27
7--2506

Bll l
― YT2-D 135

郭部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部ツボリ、下部ナデ。裾端面は面を作る。
円形透孔 3ケ所。胴部との接合は円板充填
法か。裾部に黒斑。

好

良
黄す

良
精

う
高郭 脚 部 A2

426 ~27
7--2355

B10i
一 YT2-C2 154

杯部欠損。 脚上部に櫛摘直線紋を間帯をおき3条施紋。

下部磨滅のため調整不明。内面上部シボリ、
下部磨滅のため調整不明。裾端面は折返し
により幅広い面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

良
橙味

良

精
赤

高郭 脚 部 A2

427 ~27
7--2346

B10g
一 YT2-C2 99

郭上部欠損。下部一部残存。内面縦方向
のヘラミガキ。外面磨滅のため調整不明

脚部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明c

円形透孔 3ケ所。胴部との接合法は円板充
填法か。

好

良
橙お

良
精

に
高 郷 脚 部

428 ~27
6…-2885

A10i
一 YT2 90

杯部欠損。 脚部無紋。外面縦ハケ.内面上部ナデ、下
部横ハケ。胴部との接合法は不明。

好

む
橙

含
黄

粒

ぶ

良

砂

に
高杯 脚 部 C
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番号雪畳置罐登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□ 頸  部 (郷部) 胴 部 ・ 底 部 (脚部)
器種・ 形 態

429 ~~27
6--2460

A10e
― YT2 11,0

郷部欠損。 郷部との境に粘土帯。脚上部から裾部にか

けては櫛描直線紋を 6条施紋。間帯部の 1

ケ所に箆状器具による刺突紋。内面ナデ。

裾端面は円頭状。円形透孔 2個 ユ組 3ケ 所。

好
良
橙お

良
精

に
高郭 脚 部 D

430 ~27
6……2814

A10i
一 YT2 116

外部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
横ハケ。裾端面は円頭状に作る。中実。胴

部との接合は挿入付加法か。

好
良
白味

良

精
黄

高不 脚 部 D

431 ~28
番号不明

一YT2

13 1

104
139
4.0

口唇部は□頭状に作る。内面 ヨコナデ。
外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。後、ヘ

ラミガキで」を逆さにしたような文様を
つける。頸部ナデ。

頸部との境に櫛刺突紋 (横方向)を 1段施
す他は無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガ

キ、腹部のみ横。内面上部ナ八 下部ハケ。

底部平底、ヘラケズリ。

好
良
橙お

良

精

に
BI鉢

432 _::
6--2159

A10f
一 YT2

117
104
130
55

口唇部は円頭状に作る。内面 ヨコナデ。
外面ナデ後縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面磨滅により調整痕ははっき
りしないが縦方向のヘラミガキ。内面横ハ

ケ。底部平底。外面全面丹彩。

好
良
白
勅

味

良
精
黄
僻Bl鉢

433 __:;
6-2401

A10e
一 YT2

87
7.2

78
3.6

口唇部は面を作り強いヨコナデ。内面ナ
デ。外面櫛の刺突による羽状紋 (15段 )。

胴部無紋。内外面ともナデ調整。底部平底。

下胴部から底部全面に黒斑。

好
含

橙

修

ぶ

良

砂

に
BI鉢

434 __:♀
番号不明

一YT2

102
8.3

10.2

4.6

□唇部は面を作る。内面横方向のヘラミ
ガキ。外面櫛の刺突による羽状紋 (2段 )。

頸部との境に箆状器具による沈線 1条。胴

部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面横
ハケ。底部平底、砂粒付着。胴部に黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

BI鉢

435 ~28
6-1611

A10e
一 YT2

146
70

□縁部欠損。口頸部の一部残存。内面ナ
デ。外面磨滅のため調整不明。

胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明、

下胴部縦方向のヘラミガキ。内面ナデ。底

部平底、砂粒付着。

好

良

橙す

良

精

う

B2鉢

436 _:ニ
6--2069

A10e
一 YT2

109
9.6

12.6

50

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
斜方向の櫛描束」突紋。

胴部無紋。外面上胴部ハケ後ナデ、下胴部
ハケ。内面板状器具によるナデ。底部あげ

底。

好

良
橙す

良
精

う
Cl鉢

437 _:ニ
6‐-2818

A10i
一 YT2

11.1

10.5

129
5,1

口唇部は面を作る。内面横ナデ。外面櫛
の刺突による羽状紋 (1段 )。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ナデ。底部平底、ヘラミガキ。上胴部に小
さな黒斑。

好

良
白味

良
精

黄
C2鉢

438 ~28
6--2876

B10g
一 YT2

５

，

一

０

・

一

□唇部は内側にむけて面取りする。内外
面ともヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部縦方向のヘラミガキ、

腹部横ハケ。内面ナデ? 下胴部欠損。

質

良
橙

蠍
　
す

や
精

う

C2鉢

439 ~28
7--2417

B10g
一 YT2-Dl

9.2

5,1

59

口唇部は面を作る。 胴部無紋。内外面とも磨滅によりはっきり
しないがハヶ後ナデ調整か。底部平底。脚
台部である可能性もある。

好

良
橙味

良

精
赤

E2鉢

440 ~28
6--2596

A10f
一 YT2

28.1 口唇部は端部を内外面に引き出すように
して幅広い面を作リヨコナデ。

胴部無紋。内外面とも縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。底部欠損。高郷の郷部である可能

性もある。

好

良
橙味

良

精
赤

F鉢

441 ~~28
6……2566

A10f
一 YT2

27,7

9,4

54

口唇部は面を作リヨコナデ。 胴部無紋。内外面ともかなり磨滅するが、

縦方向の丁寧なヘラミガキを施 している。

底部平底。内面下部に黒斑。

質

良

橙

轍
　
味

や
精
赤

F鉢

442 _::
6--2836

A10i
一 YT2

２

．

一

５

，

一

日唇部は円頭状に作リヨコナデ。 胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面上部磨滅のため調整痕ははっきりしな
いが縦方向のヘラミガキ、下部ナデ。脚台

部欠損。

好
良
白味

良

精
黄

台 付 鉢 Al

443 ~28
6--2886

A101
-YT2

０
・

一

工

一

□唇部は円頭状に作リヨコナデ。 胴部無紋。外面磨滅のため調整痕ははっきり

残 らぬが縦方向のヘラミガキ。内面磨滅のた
め調整不明。脚台部上部櫛描直線紋と刺突

紋を交互に施紋。下部欠損。透孔 3ケ所。

好

良
橙す

良
精

う
台 付 鉢 A2
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別冊図版
番号

写真図版
登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸 部 胴部・底部 (脚台部)
器 種・ 形 態

444 __〔
:

6--2804

A10i
一 YT2

134

140

口唇部はやや丸味をもつ面を作 リヨコナ
ア O

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面ナデ。脚台部欠損。外面上部に一対の

黒斑。

好
良
橙お

良
精

に
台 付 鉢 Aュ

445 ~~28
6--2816

A10i
一 YT2

91

10.0

□唇部は円頭状に作る。□縁部内外面ヨ
コナデ。

胴部無紋。外面横方向のヘラミガキ。内面
ナデ。脚台部欠損。

好

良

橙お

良
精

に
台 付 鉢 Al

446 ~28
6--1756

A10f
一 YT2

92 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。 胴部無紋。内外面とも縦方向のヘラミガキ。

脚台部上部に櫛描直線紋1条。下部は欠損。

円形透孔 3ケ所。

好

良

橙お

良
精

に
台 付 鉢 C

447 ~28
6--2261

A101
-YT2

28 5

11.3

87

口唇部は面を作リヨコナデ。片□部は 7

clll程の幅で、外側へ 2 cm程張り出す。口

縁部外面に黒斑。

胴部無紋。内外面とも横方向のヘラミガキ。

底部は貼りつけにより突出した平底を作る。

好

良

橙ぶ

良

精

に
片 口 Aュ

448
-28
-32

7--2416

B10g
一 YT2-D

20 4

7.8

56

口唇部は面を作 リヨコナデ。片口部は 3

clll程の幅で、外側へは 0 5cm程張り出す

胴部無紋。内外面とも縦方向のヘラミガキ。

底部平底。

好
良
白味

良

精
黄

片 口 BI

B10区 VT9

449 ~28
7--2753

B10h
一 YT9-D

136 口唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛

描波状紋。下部ナデ。外面斜ハケ後 ヨコ

ナデ。

肩部の一部残存。肩部最上部に櫛摘波状紋
を 1条施紋。胴部欠損。

や や 軟 質
やや粘性弱い

う す 種

広 口 壷 B

450 ~28
7い-2753

B10h
一 YT9-D

15,9 口唇部は折返しにより幅広い面を作リヨ
コナデ。内面端部櫛の刺突による羽状紋
と櫛先端による束J突紋。下部斜ハケ。外
面ハケ後ヨコナデ。

胴部欠損。割れ口に頸部との境に施された

凸帯がわずかに残存する。

好

良
橙ぶ

良

精

に
広口壷 F一 a

B10区 YT9西 緑

451 ~28
6--2408

B10d― D

141 □唇部は面を作る。内面磨滅のため調整

不明9外面粗いヨコハケ。
肩部の一部残存。残存部に櫛描直線紋 1条。

以下胴部欠損。

好

良
橙ぶ

良

精

に
広 口 壷 C

452 ~~28
6--2890

B10g― D

15.5 口唇部は折返 しにより幅広い面を作 り、

櫛描波状紋を施す。内面ナデ、外面縦ハ

ケ。

肩部の一部残存。残存部に櫛描の直線紋と

波状紋がわずかに認められる。以下胴部欠

損。

好
含

橙
修

ぶ

良

砂

に

広口壷 F一 b

453 _:】
6--2629

B10g― D

86
14.5

15.0

6.3

口唇部、口縁部とも著しい磨滅のため成

形、調整法不明。
胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明。

下胴部縦方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ

底。上胴部に黒斑。

好
含

黄

鯵

す

良
砂

う

広 口 壷 B2

454 __:B
7-1211

B10g― D

9.0

11,9

136
66

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面

粗い横ハケ。
胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面

調整不明。底部浅いドーナツ底、砂粒付着。
口縁部から上胴部にかけて黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に

短 頸 壷 D

455 __:与
6--2802

B10d― D

18ユ

155
19,4

6.3

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面

横ハケ。外面櫛の刺突による羽状紋(25
段)。

胴部無紋。外面磨滅のため調整痕はっきり
しないが縦方向のヘラミガキ。内面横ハケ
とナデ。底部平底。下胴部に小さな黒斑。

良 好

やや粘性弱い

1こ  ぶ  橙

鉢 Bュ

456 
……29 1212

B10g― D

19.1

20 7

口唇部は面を作る。国唇下端から日縁部
外側にかけて櫛状器具による大きな刻目

紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

頸部との境に刷毛状器具を押圧 (横線と呼
べるほどはっきりしない)。 胴部外面右下 り
の斜ハケ、煤付着。内面ナデ。下胴部か ら

脚台部にかけては欠損。

質
含

茶

軟
多

黄

や
粒

い

や
砂
暗

甕 Cl

-31-



番号雪畳目綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸 部 胴部・底部 (脚台部)
器種・ 形 態

457 ~~29
6い-2559

B10d― D
一　
一　
一
踊

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面粗い斜ハケ。

内面粗い斜ハケ。胴部との境に粘土帯 ?

接合法は不明。

好
含

橙

多
黄

粒

ぶ

良
砂

に
甕脚 台 部 A

458 ~29
6--2883

B10d― D

一　
一　
一
幽

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面粗い斜ハケ。

内面粗い横ハケ後ナデ? 胴部との境に粘
土帯 ? 胴部との接合は円板充填法か。外
面に一対の黒斑。

好
含

橙

多
黄

粒

ぶ

良
砂

に
甕脚 台 部 A

459 ~~29
6…-2410

B10d― D

． 　
． 　
．
８
．
３

口頸部欠損。 胴部欠損。脚台部の破片。外面細かな斜ハ

ケ。内面横ハケ。胴部との境に粘土帯。胴

部との接合は円盤充填法。

好

む
白

騰

味

良
砂
黄

甕脚 台 部 A

460 ~29
6--2445

B10d― D
11,9

口頸部欠損。 胴部欠損.脚台部の破片。外面斜ハケ。内

面横ハケ。胴部との境に幅広い粘土帯を貼

付 し、帯上 5ケ所に鰭状突起を設ける。胴
部との接合は円板充填法か。

好
含

橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に
甕脚 台 部 C

-29
461

6--2410

B10d― D
14.0

邦部欠損。 脚部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
上部ナデ、下部横ハケ。裾端面折返しによ

り幅広い面を作る。杯部との接合は円板充
填法。

好

む
橙

随

ぶ

良
砂

に
高郭 脚部 A2

462 ~29
6--2410

B10d― D
11.8

ITh部欠損。 脚上部に櫛描直線紋を 3条施紋。文様帯下
部縦方向のヘラミガキ。内面横ハケ。裾端

面は面を作 リヨコナデ。郭部との接合法は

不明。

好

良
橙お

良
精

に

高郭 脚 部 D

463 ~29
6--2834

B10g― D
11.8

邦部欠損。 郭部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外
面上部縦、下部横方向のヘラミガキ。裾部
は段を設け外面ハケ調整。内面上部ンボリ。

下部ナデ。裾部ハケ。接合は円盤充填法。

好

良

橙す

良

精

う

高郭 脚 部 F

A10区・ B10区・ Bll区環濠上面

464 _:】
番号不明

B10g

11.9

187
183
60

口唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋、
下部横方向のヘラミガキ。外面 ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→刺突紋を施
した文様帯。文様帯下部横方向のヘラミガ
キ。内面ナデ。底部平底。下胴部に黒斑。

質

良

白

撒
　
味

や
精

黄

広 国 壷 B2

465 __:〕
6-1196

A10c― B

10.0

16.2

144
42

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面斜ハケ後横方向のヘラミガ
キ。底部平底。下胴部に黒斑。

好

む
橙

脩

ぶ

良

砂

に
広 回 壷 D3

466 ~29
6-1801

A10f― C・ D

13.3 口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも磨滅のため調整不明。

胴部欠損. 質

良
白味

軟

精
黄

広 口 壷 B

467 ~29
6-1801

A10f― C・ D

12.8 口唇部はやや丸味をもつ面を作リヨコナ
デ。日唇下端に櫛状器具による刻目紋。
内外面とも磨滅のため調整不明。

胴部欠損。 好

良
橙味

良
精

赤
広 口 壷 D

468 ~29
6--768

A10e― C2

13.1

27 1

22 0

3.9

口唇部は円頭状を作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

頸部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外
面磨滅のため調整不明。内面上部ナデ、下
部横ハケ。底部は大半が欠損するが平底の

ようである。

好

良
白味

良
精
黄

広 回 壷 E3

469 ~~29
6--769

A10e― C2

166 □唇部は面を作る。内面端部横、下部縦
方向のヘラミガキ。外面端部ヨコナデ、
下部縦方向のヘラミガキ。

肩部の一部残存。頸部との境に凸帯、その

下肩部に櫛描直線紋と櫛の刺突による羽状
紋を施 しただけの幅狭い文様帯。下部磨滅
のため調整不明、内面ナデ。胴部欠損。

好
良
白味

良
精
黄

広 □ 壷 E

470 ~29
6-1293

A10b一 C

15.6 口唇部は折返しにより幅広いやや丸味を
もつ面を作リヨコナデ。内面端部椎拙な
感じのする櫛描波状紋、下部横ハケ。外
面縦ハケ。

胴部欠損。 好
良
黄す

良
精

う
広口壷 F― a
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番号雪畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□ 頸  部 (杯部 ) 胴部・底部 (脚台部)

器種・ 形 態

471  1:::
6--950

A10e― C 162
55

口縁部欠損。頸部一部残存。内外面とも

磨滅のため調整不明。
胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
ドーナツ底。腹部と底部の2ケ所に黒斑。

好
む
橙

脆

す

良
砂

う

壷 胴 部 I

472 ~29
-33

番号不明

A10区

76
98
85
40

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面

磨滅のため調整不明。外面斜ハケ。

肩部に櫛の押圧横線を 3・ 4条→櫛描直線

紋→櫛描扇形紋を施 した文様帯。文様帯下

部はハケ後横方向のヘラミガキ。底部平底。

下腹部から底部に黒斑。

好

む
粒

騰

ぶ

良
砂

に

小型広口壷Al

473  ~~29
-33

6-1845

A10C― CD
一　
一
開
颯

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線を 1条施紋。上胴部縦
ハケ後ナデ、一部に縄紋 (LR)。 下1同 部縦
ハケ。底部平底。

好
含

白
修

味

良

砂
黄

小型壷胴部Ⅱ

474  ~~29
-33

7--1268

B llh
一 YPユ

一　
一
酪
調

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部縦′ヽケ後粗い横ナデ、

下胴部ハケ。底部平底。胴部 /3に黒斑。

好
含
白

修

味

良
砂
黄

小型壷胴部 I

475 ~29
-33

6-1193

B10h― B 100
51

□頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明、腹部
に一部横方向のヘラミガキが残る。底部浅
い ドーナツ底、砂粒付着。腹部に黒斑。

好
含

橙

修

味

良
砂
赤

小型壷1同 部亜

476 ~29
-33

7-578

B10i― C

6.5

81
8.4
47

口頸部は円頭状に作る。内外面 ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。内外面ともナデ調整。底部 ドー

ナツ底。口縁部から腹部にかけて黒斑。
良   好

やや粘性弱い

黄 味 白

小 型 壷 C

477  ~~29
番号不明

B10h

7.9

76
80
4.7

□唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。外面ハケ後ナデか。内面ナデ。

底部平底。腹部に2ケ 所黒斑。

良   好
やや粘性弱い

黄 味 白

小 型 壷 C3

478  ~~29
6-1846

A10f― CD

138 口唇部は面を作リヘラミガキ。内面横方

向のヘラミガキ。外面櫛の刺突による羽

状紋、頸部ヨコナデ。

肩部の一部残存。肩部に櫛描の直線紋と波
状紋を交互に施紋。胴部欠損。

好
良
橙ぶ

良
精

に

短 頸 壷 A

479  ~~29
7--469

Bll c
― Y Pll

180 口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

もハケ後ナデ調整。両面に煤付着。脚部
との接合は円板充填法。

脚部欠損。 好

含

橙

修

ぶ

良
砂

に

高 郭  B3

480 ~29
6-1847

A10f― CD
120

郭部欠損。 脚部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
上部ンボリ、下部横ハケ。裾端面折返しで

丸味をもつ。円形透孔 3ケ 所。郷部との接

合は円板充填法。

質

良
白

轍
　
味

や
精
黄

高郷 脚 部 A2

48ユ  ~29
-33

6-1305

A10b― C

11.0

55

56

□唇部は面を作る。 胴部無紋。外面斜ハケ後斜方向のヘラミガ

キ。内面磨滅のため調整不明。底部平底。

底部に黒斑。

質

良
白

轍
　
味

や
精

黄

鉢 E2

482  ~~29
5-116

Bllh一 Ⅳ

136
9.5

120
5.5

口唇部は円頭状に作る。内面ナデ、外面
ヨコナデ。

胴部無紋。外面横方向の丁寧なヘラミガキ。

内面板状器具によるナデ。底部平底。古式

土師器か。

好

良
白味

良
精

黄

鉢 B3

483 ~29
6……2020

A10f一 CD

160
94

49

回唇部は円頭状に作る。片回の可能性も
ある。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面

磨滅のため調整不明。底部平底、木葉痕。

好

良
橙味

良
精
赤

鉢 G

484  ~~29
番号不明

A10d

口頸部欠損。 下胴部から脚台上部の破片。鉢又は壷の一

部。下胴部は内外面ともヘラミガキ。脚台

部は胴部との境に竹管紋、以下櫛描直線紋
と刺突紋を交互に施紋。下部欠損。

好

良
橙す

良

精

う

脚  台  部

C10区 。Cll区・ Dll区・ D12区 YTl
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番号雪畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸口 胴 部 ・ 底 部
器種・ 形 態

485 _::
7…-1405

D12d
一 YTla

102
15.8

162
64

□唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 肩部に櫛描 (9歯 /8 Hllll)の直線紋→波状紋
→直線紋→扇形紋→直線紋→扇形紋を施 し
た幅広い文様帯。文様帯下部横方向のヘラ
ミガキ。底部 ドーナツ底、砂粒付着。

好
良
橙味

良
精
赤

広 □ 壷 Bl

486 _::
7--1443

D12d
― YTla

10.7

16.5

16 1

6.0

□唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋
下部横ハケ。外面縦ハケ端部のみヨコナ
ラド。

肩部に櫛描の直線紋→扇形紋 (要右)を施
した文様帯。文様帯下部横方向のヘラミガ
キ。底部 ドーナツ底、砂粒付着。下胴部か
ら底部にかけて黒斑。

好

良
橙す

良

精

う
広 口 壷 BI

487 _::
7--1428

Cllf
一 YTla

9,1

146
128
5,7

□唇部は円頭状に作る。内面細かな横ハ

ケ。外面縦ハケ後ヨコナデ。
肩部に雑な櫛描直線紋を間帯をおき3条施
し、下部間帯部に 3個 1組とした円形浮紋
を 3ケ所に貼付する。文様帯下部は縦方向
のヘラミガキ。底部平底。肩部に黒斑。

好

良
黄す

良

精

う
広 口 壷 Bl

488 _::
7--2385

Cllb
―YTユ a―C2

87
125
■.8

50

口唇部は面を作る。内面端部櫛の刺突紋
下部ヨコナデ。外面縦ハケ後ヨコナえ

肩部に櫛描の直線紋→刺突紋と施 し、その

下に要を上にした扇形紋を 1/4周 にのみ施
している。文様帯下部は底部までハケ。底
部平底。胴部の 1/2に 黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

広 口 壷 Bl

一　

一
489

7--1383

D12d
一 YTユ a

13.3

19.4

172
69

口唇部は面を作る。内面端部櫛の刺突に
よる羽状紋 (1段 )、 下部横ハケ。外面縦
ハケ後端部と頸部ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 3条、その下
文様帯最下段に上とは波長の異なる(大)波

状紋を 1条施 した文様帯。文様帯下部横方
向のヘラミガキ。底部平底。

好

良

橙味

良

精

赤
広 口 壷 B2

490 ~30
12--2--1050

D12e
一 YTl

15,8

27 2

25 4

6.9

口唇部は肥厚させ円頭状に作る。
部椎拙な感じのする櫛描波状紋、
コナデ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

端

ヨ

面
部

内

下
肩部のごく狭い範囲 (幅 3 cm)に 縄紋 (無

節R)を施紋。胴部外面はハケ後斜方向の
ヘラミガキ。内面上部指ナデ、中・ 下部は
横ハケ。底部 ドーナツ底。腹部に黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
広 口 壷 B4

491  こ:::
7--1201

Dlld
一 YTla― D

9.3

21.0

164
7.3

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 頸部との境に椎拙な感じのする櫛描波状紋
を 1条のみ施紋。胴部縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。底部平底、ヘラケズリ。胴部に一

対の黒斑。

好

含
橙

修

ぶ

良

砂

に
広 口 壷 E2

492 ~30
12……2-105ユ

D12b
一 YTl

10.8

19.9

18 1

64

口唇部は折返しにより幅広い面を作り櫛
描波状紋を施す。内面端部櫛描波状紋、
下部横ハケ。外面縦ハケ、頸部のみヨコ

ナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→波
状紋→直線紋→扇形紋を施した幅広い文様
帯。文様帯下部斜方向のヘラミガキ。底部
平底、砂粒付着。胴部 2ケ所に黒斑。

好
含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
広 口 壷 F2

493 ~~30
7--2437

Cllb
― YTla― D

18.1 □唇部は面を作リヨコナデ。後、面上に
8個 1組の棒状浮紋を5ケ所に貼付。内
面端部櫛描の半円形紋を 1周 にわたり施
紋。外面縦ハケ後頸部のみ縦ヘラミガキ。

肩部の一部残存。肩部に要を上にした櫛描
扇形紋を 1段、その上に3個 1組の円形浮
紋を5ケ 所に貼付。以下胴部欠損。東 (中

遠地域)か らの搬入品か。

好
含
白修

味

良

砂

黄
広口壷 F― a

494 _:!
7--3287

Cllf
一 YTla― D

157
61

口縁部欠損。頸部一部残存。内面上部に

櫛描波状紋がわずかに残る。下部ヨコナ
デ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 2条 を施 した
幅狭い文様帯。文様帯下部上胴部斜ハケ後
縦方向の、下胴部斜ハケ後斜方向のヘラミ
ガキ。内面下部ハケ。底部平底、ヘラケズリ。

好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に
壷 胴 部 I

495 _:!
7--1379

D12-d
― YTla

155
58

口頸部欠損。 頸部との境に凸帯を 1条、以下肩部から上
胴部にかけて櫛描直線紋と刺突紋とを交互
に施 した文様帯。文様帯下部磨滅のため調
整不明。底部平底。

好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に
壷 胴 部 I

496 __::
7--1663

C12f
― YTla

・　
・

‐
・
９

５
．
２

回縁部欠損。頸部一部残存。内面ハケと
ナデ。外面ヨコナデ。

頸部との境に櫛の押圧横線を 2条、その下
に櫛の刺突による羽状紋を 1段施 した幅狭
い文様帯。胴部外面は磨滅のため調整不明。
底部平底。胴部に一対の黒斑。

好

含
白

修

味

良
砂
黄

壷 胴 部 I

497 _::
7-1393

Cllf
一 YTla

20.4

79

回縁部欠損。頸部一部残存。内面ナデ?
外面縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→波
状紋を施 した文様帯。文様帯下部上胴部斜
ハケ後板状器具によるナデ、下胴部ハケ。
底部平底、砂粒付着。胴部 2ケ 所に黒斑。

好

む

ク

脩

ン

良

砂

ピ
壷 胴 部 コ

498 _::
7--1937

D12d
一 YTユ a

24.2

6.4

口頸部欠損。 頸部との境に櫛の押圧横線を 2条施す他は
胴部無紋。外面磨滅 していてはっきりしな
いがハケ調整だけのようである。底部平底
中央部のみわずかに凹む。腹部に黒斑。

好
良
橙味

良
精

赤
壷 胴 部 Ⅱ

499 _::
7--3289

cnf
一YTla―D

23.8

83

口頸部欠損。 胴部無紋。外面肩部横、上胴部縦、下胴部
横方向のヘラミガキ。底部平底。

好

良

橙ぶ

良

精

に
壷 胴 部 Ⅱ
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番号響賢目綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cn
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸口 胴 部 ・ 底 部
器種・ 形 態

500  二::志
7……1394

Cllf
― YTla

24_4

81

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明、
下胴部縦ハケ後縦方向のヘラミガキ。底部
平底。

好

良

橙お

良
精

に
壷 胴 部 Ⅱ

501  二:::
7--1427

C12f
一 YTla

182
68

□頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
した幅狭い文様帯。文様帯下部磨滅のため

調整不明。底部平底。胴部に黒斑。

質

良
橙

蠍
　
味

や
精
赤

壷 胴 部 コ

502  __::
7--2427

CHb
一 YTla― D

143
68

口縁部欠損。頸部一部残存。内外面とも
磨滅のため調整不明。

肩部に 2 cm程の幅で縄紋 (LR)。 以下底部
まで縦ハケ後横方向のヘラミガキ。内面上
部ナデ、下部ハケ。底部浅い ドーナツ底。
胴部に一対の黒斑。東からの搬入品。

好
含

茶

多

黄

粒

味

良
砂

灰

壷 胴 部 Ⅲ

503  _::
7--1395

Cllf
一 YTla

一　
一
貶
帥

口頸部欠損。 頸部との境に凸帯を 1条、以下肩部に櫛描
の直線紋→扇形紋 2段→波状紋→扇形紋→

直線紋→扇形紋を施した幅広い文様帯。文

様帯下部ハケ後ヘラミガキ。 ドーナツ底。

軟   質
砂粒含粘性弱
赤 味 橙

壺 胴 部 Ⅲ

504  二:::
7--1399

CHf
一 YTla

5,9

102
10.6

60

口唇部は円頭状に作る。内面磨滅のため

調整不明。外面縦ハケ後ヨコナデ。
胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
あげ底。胴部に一対の黒斑。

好

含
橙

修

味

良

砂
赤

小型広□壷 Bl

505  Ξ:::
7--1378

D12d
一YTla― C

65
94
8,1

42

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。

肩部に櫛描直線紋を 3な いし4条施紋。文
様帯下部磨滅のため調整不明。底部平底。

好
含

橙
粒
蛾

お

良

砂

に
小型広口壷 C2

506  1:::
7--3288

Cllf
一YTla― D

11,3

9.4

96
53

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面

下部に指頭圧痕。底部 ドーナツ底、木葉痕。

好

良
白味

良

精
黄

靖

507
-31
-36

7-1442

D12d
― YTla

■.2

42

口頸部欠損。 胴部無紋。外面肩部縦方向のヘラミガキ。

胴部横方向のヘラミガキ。底部浅いドーナ
ツ底。胴部と底部の 2ケ所に黒斑。

好

良

橙味

良

精
赤

小型壷胴部Ш

508  __:を
7--1440

D12d
一 YTユ a

89
17.7

120
54

口唇部は円頭状に作る。内面板状器具に
よるナデ。外面縦方向のナデ、胴部と接
する付近はヨコナデ。外面に黒斑。

胴部無紋。外面斜・横方向のナデ。底部 ド
ーナツ底。胴部に黒斑。

好

良

橙ぶ

良

精

に
長 頸 壺 A

509  三:::
7……1381

D12d
―YTla― D

83
156
13.5

5.8

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
磨滅のため調整不明。

胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明。

下胴部粗いヘラミガキか。内面下部ハケ。

底部平底。口縁部と胴部の 2ケ 所に黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

長 頸 壷 A

510 三 ::

7-1661

C12f
一 YTla

51
114
98
4.4

口唇部は尖頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。内面に粘土帯の合わせ目の痕跡。
胴部無紋。外面磨滅のため調整不明e底部
平底、砂粒付着。

好

い
橙

爛

ぶ

良

粘

に
長 頸 壷 B

511 三 :;

7--1438

D12d
一 YTla

84
14 1

131
4.9

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。外面斜ハケ後横方向の丁寧なヘ

ラミガキ。底部平底。胴部から底部全面に

黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
長 頸 壷 B

512 _:;
7--2416

C■ b
一YTユ a― 功

7,3

193
143
4.8

口唇部はやや肥厚させ面を作リヨコナデ。
内面板状器具によるナデ、粘土帯の合わ
せ目の痕跡。外面縦方向の丁寧なヘラミ
ガキ。

頸部との境に低い凸帯を1条施す他は無紋。
外面横方向の丁寧なヘラミガキ。底部平底
ヘラミガキ。胴部 2ケ所に黒斑。

好

良
自味

良

精
黄

長 頸 壷 B

513 _::
7--2391

Cll b
―YTユ a一Q

158
54

□縁部欠損。頸部内面磨滅のため調整不
明。外面縦方向のヘラミガキ。

頸部との境に低い凸帯を1条施す他は無紋。
外面横方向のヘラミガキ。内面下部ハケ。

底部平底。

好

良

橙味

良
精

赤
長 頸 壷 B

514 ~31
7--1298

Dll g
― YTユ a

65
10,9

120
5.3

□唇部は面を作 リヨコナデ。内面ヨコナ
デ。外面櫛による斜方向の刺突紋。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 2条→直線紋
→扇形紋→直線紋→扇形紋を施 した幅広い

文様帯。文様帯下部磨滅のため調整不明。
内面下部横ハケ。底部 ドーナツ底。

質

好
橙

轍
　
ぶ

や
良

に
短 頸 壷 B
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番号讐畳目綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

口 頸 部 (郭部) 胴 部 。 底 部 (脚台部)
器 種 形 態

515
7--1429

C12f
一 YTla

27 8

20 4

30 0

68

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

胴部無紋。外面上胴部ハケ後横方向のヘラ
ミガキ。下胴部磨滅のためはっきりしない

がハケメが残る。内面ハケ。底部 ドーナツ

底。下胴部から底部にかけて黒斑。

好
含
橙

多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
短 頸 壷 C

一　

一
516

7--1582

C12o
一 YTla

114
131
124
65

口唇部は円頭状に作り、端部に棒状器具
による刻目紋。内面ナデ。外面ヨコナデ。

胴部外面横方向のナデ。下部に一部ハケメ

残存、煤付着。内面ナデ。脚台部との境に

粘土帯。脚台部外面縦ハケ、煤付着。内面
上部ナデ、下部ハケ。接合法は円板充填法。

好

む
茶

含
黄

絃

い

良
砂
暗

甕 ハ 1

一　

一
517

7--1385

D12d
一 YTla

開
５，９
一　
一

□唇部は面を作る。□唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ

後ヨコナデ。

胴部外面細かな斜ハケ。内面上部ナデ。下

部横ハケ。脚台部は欠損。

好

良
灰

良
精
茶

甕 Al

518
7--1444

D12d
一 YTla

194

21 8

口唇部は面を作る。□唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ

後ヨコナデ。

胴部外面細かな横ハケ、煤付着。内面ナデ。

下胴部か ら脚台部にかけては欠損。

好

む
灰

含粒
良

砂

茶
甕 Ci

519
7-1312

Dllg
一 YTla

20 1

187

102

□唇部は円頭状に作る。郭部内外面とも
磨滅のため調整不明。

不部との境に凸帯を 1条、その下脚上部に

は鋭利な箆状器具により斜線列を 3段施文

下部縦ハケ。内面上部板状器具によるナデ、

下部横ハケ。裾端面は円頭状。

質

良

橙

軟

　

゛ゝ

や
　
　
ぉ

や
精

に

高 郷  B3

520 三
:〔

7--1724

D12d
一 YTla― D

105
7.8

127
56

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。外面横方向の丁寧なヘラミガキ。

内面上部ナデ、下部ハケ。底部平底、砂粒

付着。

好

良
茶

良

精
黄

Al鎌

521  Ξ
:子

7--1662

C12f
一YTla

120
11,9

164
72

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミ舟 。

内面上部ナデ? 下部粗いヘラミガキ。底

部平底、ヘラミガキ。内面下部に黒斑。

好
含
白

修

味

良
砂
黄

D鉢

522 三 ::

7-2508

C lla
一YTユ ー D

23 4

119

20 0

口唇部は面を作る。邦部無紋。外面縦方
向のヘラミガキ。外面全面 (脚台部も含
む)丹塗。内面丁寧なナデ。邦上部と脚
台部に 2個 1組の円孔が 1対。

脚台部無紋。外面ヘラミガキ、丹塗。内面
ハケ、脚台下部に 2個 1組の円孔をはさん

で 1 l clll× 1 6cmの 長方形切 り込みが2ケ

所ずつ計 4ケ所にあく。

好
良
り丹

良
精

赤

台 付 鉢 D

C10区 。C ll区・ Dll区・ D12区 YT2

523 ~32
12--2--1070

D12b
一 YT2-D

95
14.4

143
57

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛

楢波状紋、下部斜ハケ。外面斜ハケ後 ヨ
コナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 2条を施 した

文様帯。文様帯下部ハケ後横方向のヘラミ

ガキ。底部平底、砂粒付着。

好

良

橙味

良

精
赤

広 口 壷 Bl

一　

一
524

7--1562

Dll a

一 YT2

72
16.3

133
7.0

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面縦ハケ後ヨコナデ。

頸部との境に櫛の刺突紋を 1条施す他は無

紋。外面上胴部斜、下胴部横方向のヘラミ

ガキ。底部平底、ヘラミガキ。胴部に一対
の黒斑。下胴部に第 2次焼成の跡。

好

含
橙

多
潰

粒

和

良

砂
明

広 □ 壷 D2

525 ~32
12--2-1071

D12e
一YT2-C

■.2

173
188
54

全面著 しく磨滅しており回唇部であるか
どうか不明。内外面も調整不明。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。底部
ドーナツ底。胴部 3ケ所に黒斑。

好
良

橙お

良
精

に
広 □ 壷 D負

526 三 ::

2055

Cllb
― YT2

140
25 9

24 9

70

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。

外面縦ハケ後ヨコナデ。
肩部に櫛描直線紋と刺突紋を交互に施 した

幅狭い文様帯。文様帯下部縦ハケ後横方向
のヘラミガキ。底部平底。

好

良

橙す

良

精

う

広 口 壷 E負

527 ~32
7--1563

D■ d
一 YT2

一　
一　
閑
“

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後斜方向のヘラミガキ。

内面下部横ハケ。底部平底。腹部に黒斑。

好
良
橙す

良
精

う

壷 胴 部 Ⅳ

528 ~32
7--2453

C lla
―YT2-Dl

60
74
7.1

34

回唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

底部あげ底。下】同部に黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

小 型 壷 A
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番号讐畳置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底 部頸回 胴 部 ・ 底 部 (脚部)

器 種 形 態

529 二:::
7--1558

Cllf
一 YT2

83
10.0

10.4

36

口唇部は円頭状に作る。内面斜ハケ後ヨ
コナデ。外面 ヨコナデ後縦方向のヘラミ
ガキ。

頸部との境に櫛の押圧横線を 1条施紋。以
下胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガ
キ。底部平底、ヘラケズリ。下胴部に黒斑

好
良
橙ぶ

良
精

に
小 型 壷 B

530 三:::
7--2433

Cll b
一 YT2-C2

一　
一
加
４．４

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
し、その後直線紋上に櫛描扇形紋を配す
(流水紋を表現)。 文様帯下部磨滅のため調
整不明。底部 ドーナツ底。

好

む
橙

脆

す

良
砂

う
小型壺胴部Ш

531 三託

7--1830

Clle
一 YT2

9.5

177
140
57

□唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
磨滅のため調整痕ははっきりしないが縦
方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面横方向の丁寧なヘラミガキ。

底部平底、ヘラミガキ。底部に黒斑。

好

良
橙お

良
精

に
長 頸 壷 ハ

532 三誕

7--2452

C10g
一 YT2-C2

148
5,3

口縁部欠損。頸部残存。内面横方向のナ
デ。外面縦方向のヘラミガキ。

頸部との境に低い凸帯を 1条施す他は胴部
無紋。外面横ないし斜方向のヘラミガキ。
底部 ドーナツ底、砂粒付着。腹部に一対の

黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
長 頸 壷 B

533 ~32
12--2--1053

D12h
一 YT2

8.5

7.0

110
45

口唇部は面を作リヨコナデ。内面横方向
のヘラミガキ。外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面斜方向のヘラミガキ。内面
上部ナデ、下部ハケ。底部平底、ヘラミガ
キ。胴部 2ケ所と底部に黒斑。

質
良

ク

軟

　

ン

やや
精

ピ
短 頸 壷 D

534 ~32
7--2411

Clla
一 YT2-Dl

二
　
一
哨

郷上部欠損。下部一部残存。内外面とも
磨滅のため調整不明。

脚部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。 質

良
橙お

軟

精

に
高郭 脚 部 D

535 __::
7--2451

C10g
一YT2-C2

137
11 0

13.3

6.2

口唇部は円頭状に作る。内面磨滅のため
はっきりしないがヨコナデか。外面櫛の

刺突による羽状紋 (15段 )。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

底部平底。下胴部と底部に黒斑。

好

良
白味

良

精
黄

Bl鉢

586 ~32
6--2881

B10g
一 YT2

109
8.1

11.4

5,3

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面
横方向のヘラミガキ。外面ヨコナデc

胴部無紋。外面ハケ後斜方向のヘラミガキ。
内面上部横、下部放射線状のヘラミガキ。
底部 ドーナツ底。下胴部の内外面に黒斑。

好

良
橙す

良

精

う
D鉢

537 ~32
12--2--1058

D12f
一 YT2-C

10.8

6.7

42

□唇部は面を作る。内面横方向のヘラミ
ガキ。外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面細かな斜方向のヘラミガキ。
内面上部ヘラミガキ、下部ナデ。底部平底、
ヘラケズリ。

良   好
やや粘性弱い

う す 橙
El鉢

C10区 。Cll区 。Dll区・ D12区 YT9

538 ~~33
12--2--1024

D12f
一 YT9

9,8

127
131
56

口唇部は肥厚させ面を作り櫛描波状紋、
その後面上に 2個 1組の円形浮紋を3ケ
所に貼付。内面端部櫛描波状紋。外面端
部ヨコナデ、下部縦ヘラミガキ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
紋。波状紋の上には 2個 1組の円形浮紋を
貼付。文様帯下部横方向の丁寧なヘラミガ
キ。底部平底、ナデ。下胴部に黒斑。

好

良

黄す

良

精

う
広 口 壷 B4

539 ~33
12--2--1033

D12h
一 YT9

．　
．
颯
６．２

日縁部欠損。頸部一部残存。内面ハケ?
外面ヨコナデ ?

胴部無紋。外面上胴部斜、下胴部横方向の
ヘラミガキ。内面下部ハケ。底部 ドーナツ

底、砂粒付着。上胴部に黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
長 頸 壷 A

540 ~33
12--2-1025

D12f
一 YT9

93
7.8

10.5

5,8

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面上胴部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。内面上部板状器具によるナ八

下部ハケ。底部平底、ヘラミガキ。胴部に

黒斑。

好

良
橙味

良

精

赤
Bュ鉢

C10区・ Cll区・ Dll区・ D12区 その他遺構

541  三:::
7-1313

Dlld
一 YTlb

90
186
148
4.8

□唇部は面を作る。内面磨滅のため調整
不明。外面縦ハケ。

頸部との境に凸帯を 1条、以下肩部に櫛描
の直線紋→波状紋→直線紋→刺突紋を施 し
た幅広い文様帯。文様帯下部磨滅のため調
整不明。底部 ドーナツ底。底部付近に黒斑

良   好
やや粘性弱い

に ぶ 橙
広 口 壷 C
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番号
別冊図版

写真図版
登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

土

土

調

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸 部 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)
器種・ 形 態

542  E:::
7-1314

Dlld
一 YTユ b

82
98
11.5

52

口唇部は面を作る。内外面ともハケ後 ヨ
コナデ。

胴部無紋。外面上胴部粗いハケ後ナデ、下
胴部ハケ。内面に粘土帯の合わせ目の痕跡。
底部平底。

好
良
橙味

良
精
赤

広 口 壷 El

543  __::
7-1780

Dll g
一 YTlb

144
5,5

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋→波
状紋→直線紋→波状紋→直線紋を施した幅
広い文様帯。文様帯下部腹部はナデ、下胴
部ハケ。底部平底。底部に黒斑。

好

む
橙

脆

す

良

砂

う
壷 胴 部 Π

544 _::
7-1445

Dll d
― YTlb

84
159
12.ユ

46

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底。

好

む
橙

含
黄

粒

ぶ

良

砂

に
ひ さ ご 壷

545 ~33
7-1856

Cll h

一 Y T13

70
105
102
46

□唇部は面を作リヨコナデ。内面横ハヶc

外面縦ハケ、頸部のみヨコナデ。
胴部無紋。外面縦ハケ後横方向の粗いナデ。
底部浅い ドーナツ底、砂粒付着。腹部に黒
斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
小型広口壷 C

546 _二
i

7-1857

CHh
一 Y T13

107

口頸部欠損。 長い脚台部をもつ壷。脚台部の下部は欠損。
胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ハケ。脚台部外面縦方向のヘラミガキ。内
面ナデ。上胴部に黒斑。

良 好

精 良

明るい黄茶
脚台付長頸壷

547 ~33
7--1791

C12c
―YTユ b―枝

102
80
11.8

57

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
斜方向の櫛の刺突紋。

頸部との境に櫛の押圧横線を 1条施紋。以
下胴部無紋。外面ハケ後横方向のヘラミガ
キ。内面箆状器具によるナデ。底部平底、
ヘラケズリ。胴部に黒斑。

好

良
橙す

良

精

う
鉢 A4

548 __二
;

7--876

D12d― C

9.ユ

139
182
60

口唇部はやや肥厚させ面を作る。内面磨
滅のため調整不明。外面縦ハケ後端部の
みヨコナデ。

胴部無紋。外面雑なヘラミガキ。底部平底、
砂粒付着。胴部に黒斑。

質

良
白

轍
　
味

や
精

黄
広 口 壷 Bを

549 ~33
大亘
口ｍ

調次

土

第
出

D12-8
-Ⅳ

137
25.8

23 8

65

口唇部は円頭状に作リヨコナデ。内面端
部櫛描の簾状紋風波状紋、下部ヨコナデ。
外面ヨコナデ。

肩部に直線紋→扇形紋→竹管紋→扇形紋→

直線紋を施 した幅狭い文様帯。文様帯下部
横方向のヘラミガキ。内面上部ナデ、下部
ハケ。底部 ドーナツ底。胴部に一対の黒斑。

良 好

やや粘性弱い

に ぶ 橙
広 口 壷 B4

550 __二
i

7--875

D12d― C

79
17.9

19 1

68

磨滅ひどくはっきりしないが口唇部は円
頭状に作るようである。内外面とも磨滅
のため調整不明。

頸部との境に凸帯を1条施す他は胴部無紋。
外面縦方向のヘラミガキと思われるが磨滅
のため調整痕はっきりしない。下胴部横方
向のヘラミガキ。底部平底。胴部に黒斑。

好

む
白

陸

味

良

砂
黄

広 □ 壷 F4

551  三:::
7-1611

D12d― C2

一　
一
Ｍ
”

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後ナデか。底部平底。 好

良
橙味

良
精

赤
小型壷胴部Ⅲ

552 ~33
7--2561

C13a
一 YT8-D

47
54
50
32

口唇部は尖頭状に作る。内面ハケ後ヘラ
ミガキ。外面磨滅のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
浅い ドーナツ底。

好

良
白味

良
精
黄

小型広□壷5]

C12区・ C 3区 YT7

553 _二
i

7-1897

C12g
一 YT7-C

120
165
133
46

口唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋、
下部ハケ後ナデ。外面斜ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施
した文様帯。文様帯下部ハケ後横方向の丁
寧なヘラミガキ。底部 ドーナツ底、砂粒付
着。下胴部に黒斑。

好
む
橙脆

す

良

砂

う
広 口 壷 Bz

554 ~33
7--2630

C13b
― YT7-Cl

■.9

17.3

146
5,8

□唇部は折返しにより幅広い面を作リヨ
コナデ。内面ハケ後横方向のヘラミガキ。
外面縦ハケ後頸部のみ縦方向のヘラミガ
4。

頸部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外
面上胴部ハケ後斜、下胴部ハケ後横方向の
ヘラミガキ。底部平底、砂粒付着。日縁部
と胴部の 2ケ 所に黒斑。

好
む
白胎

味

良

砂
黄

広 口 竜 F3

C12区・ C13区 YT6
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番号磐畳置綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量cm
技 法 ・ 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

□   頸   部 胴 部 ・ 底 部 (脚部)

器種・ 形 態

555  __二
i

7-1980

C13a
一 YT6-Dl

93
124
135
60

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。外面磨滅のためはっきりしない

が一部にヘラミガキの跡がみられる。内面

上部ナデ、下部ハケ後ナデ? 底部平底、

砂粒付着。

好
含
橙

膨

味

良
砂
赤

広 口 壷 B4

556 ~33
7-1626

C13c
―YT6

96
15,4

132
66

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面

横ハケ。外面ヨコナデ。
胴部無紋。外面上胴部縦ハケ、下胴部縦ハ

ケ後ナデ。内面上部ナデ、下部横ハケ。底

部平底、木葉痕付着。下胴部に黒斑。

良   好

砂 粒 多含
明るい黄橙

広 口 壷 E2

557  Ξ:二i

7--1995

C13a
一YT6-Dl

一　
一
躙
関

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇

形紋→直線紋を施 した幅広い文様帯。文様

帯下部横、下胴部縦方向のヘラミガキ。内

面上部横ハケ、下部ナデ。底部 ドーナツ底。

好

良

黄す

良

精

う

壷 胴 部 Ⅱ

558  三:二i

7-1979

C13a
一YT6-Di

一　
一
野
佃

口縁部欠損。頸部一部残存。内面上部に

縄紋、下部ナデ。外面ハケ後ナデ。

頸部との境に櫛の横圧横線を 1条、その下
に4個 1組の円形浮紋を 5ケ所に貼付。肩

部には縄紋 (LR+附加条)を施す。文様

帯下部ハケ後ヘラミガキ。底部平底。

好

良

白味

良

精

黄

小型壷胴部Ⅱ

C12区 ・ C13区

559  三:二|

第 4次調査

出土品

C12g

99
166
153
69

口唇部は折返しにより幅広い面を作る。

内面端部櫛の刺突による羽状紋、下部横

方向のヘラミガキ。外面縦ハケ後縦方向
のヘラミガキ。

肩部に櫛描の刺突紋→直線紋→扇形紋→直

線紋を施 した幅広い文様帯。文様帯下部斜
ハケ後横方向の丁寧なヘラミガキ。底部 ド
ーナツ底、砂粒付着。胴部に一対の黒斑。

好

良

橙味

良
精
赤

広 口 壷 F2

560 ~34
第 4次調査

出土品

C12g 22 3

6.5

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋と波状紋を交互に施 し

た文様帯。文様帯下部磨滅のため調整不明。

内面腹部にハケ。底部平底、砂粒付着。胴

部に一対の黒斑。

好

む
白

騰
味

良

砂
黄

壷 胴 部 I

561 ~34
第 4次調査

出土品

C12g 25 8

72

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部

平底。胴部に穿孔 (発掘時の傷かも知れな
い)。

質

良

橙

軟

　

゛ゝ

や

　

ぉ

や
精

に

歳 胴 部 ]

562  二:二|

第 4次調査

出土品
C12g

81
11,9

102
5.0

口唇部はやや肥厚させ面を作リヨコナデ。

内面横ハケ後横方向の丁寧なヘラミガキ。

外面縦ハケ後縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面斜ハケ後横方向の丁寧なヘ

ラミガキ。底部平底、ヘラケズリ。胴部に

黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

小型広口壺A2

563  __二
;

7--205ユ

C12a― Ⅲ～Ⅳ

68
112
98
5,0

口唇部は円頭状に作る。内面ハケ後ヨコ

ナデ。外面ヨコナデ。
胴部無紋。外面縦ハケ後横方向のヘラミガ

キか。磨滅のため調整痕はっきりしない。

内面指ナデ。底部 ドーナツ底。胴部の 1/3

に黒斑。土師器の可能性もある。

好
良
白味

良

精
黄

小型広口壷 B3

564 ~34
第 4次調査

出土品

C12g 134
5ユ

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面

頸部付近に指頭圧痕。底部平底、砂粒付着。

好
良
橙お

良
精

に

竜 胴 部 I

565    34
第 4次調査

出土品

C12g

一　
一
』
蜘

口縁部欠損。頸部一部残存するが磨滅の

ため内外面とも調整不明。

頸部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外

面磨滅のため調整不明。底部平底。下胴部
から底部にかけて黒斑。

質
含
橙

修

ぶ

軟

砂

に

小型壷胴部 I

566 ~34
第 4次調査

出上品
C12g H.0

44

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明、

下胴部横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ

底。下胴部に黒斑。

好

良
橙お

良

精

に

小型壷胴部 I

567  Ξ:二|

7-1466

C12f― C2

一　
一
闘
鶴

口縁部欠損。頸部一部残存するが磨滅の

ため内外面とも調整不明。

頸部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外

面磨滅して調整痕はっきりしないが横方向
のヘラミガキ。底部平底。腹部に黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

長 頸 壷 B

568  三:二十
第 4次調査

出土品
C12g

山
一　
一　
一

口唇部は折返しにより幅広い面を作る。
□唇下端に箆状器具による刻目紋。杯部

内面上部ヨコナデ。下部ヘラミガキ。外

面縦方向のヘラミガキ。郭部外面に黒斑。

脚上部の一部残存。残存部に断面三角形の

凸帯が 3段認められる。下部欠損。
良   好

砂 粒 含 む

明るい茶灰

高 郭  H2
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番号薯督昌綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸口 胴 部 ・ 底 部器種・ 形 態

569 ~34
第 4次調査

出土品
C12g

88
56
83
47

回唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面縦ハケ後縦方向の雑なヘラ
ミガキ。内面ナデ。底部平底、砂粒付着。

好
良
橙ぶ

良
精

に
D鉢

B12区・ B13区 YT7下 層

570
- 34
-42

7--2723

B13b
一YT7-D

150

27 2

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
上部 (受 口部)横ハケ後端部に櫛描扇形
紋、その後 5～ 7個を 1組 とした縦方向
の棒状浮紋を3ケ所に貼付。頸部ハケ。

頸部との境に凸帯を 1条、その下肩部に櫛
描の直線紋と扇形紋を交互に施 した文様
帯。文様帯下部縦、腹部横方向のヘラミガ
キ。内面板状器具によるナデ。下4同部欠損。

好

良

橙お

良

精

に
受 口 壷 B

571 E:二
|

7--2145

B13b
一 YT7-D

109
173
164
65

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部粗いヘラミガキ。外面 ヨ
コナデ。

頸部との境に低い凸線を 1条、その下肩部
に櫛描の直線紋と波状紋 2条 を連続 して施
紋。文様帯下部斜方向の雑なヘラミガキ。
底部平底、砂粒付着。胴部 2ケ所に黒斑。

質

む
白

轍
騰
味

や
砂
黄

広 口 壷 Bl

572 ~34
7--2731

B13b
一YT7-Dl下

99
17.1

15.8

55

口唇部は面を作り、面上に3個 1組の棒
状浮紋を 3ケ所に貼付する。内面横ハヶ。
外面縦ハケ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋 (浮
紋 3)→扇形紋→波状紋 3条 →扇形紋 (浮
紋 6)を連続 して施 した幅広い文様帯。文
様帯下部横ハケ。底部あげ底。胴部に黒斑。

好

良

橙お

良

精

に
広 □ 壷 Bl

573
-34
-41

7--2641

B13b
一 YT7-Dl

98
158
15,3

58

□唇部は面を作る。内面端部櫛の刺突紋
を簾状紋風に施紋。下部横ハケ。外面縦
ハケ後頸部のみヨコナデ。

頸部との境に櫛の押圧横線を 1条 、その下
肩部に櫛楢の扇形紋と直線紋を施 した幅狭
い文様帯。文様帯下部横方向のヘラミガキ。
下胴部ハケ。底部 ドーナツ底。黒斑 2ケ所。

好

良
橙お

良
精

に
広 口 壷 Bl

574
-34
-42

7--38

B13b
一 YT7-D

94
142
156
55

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明 (

下胴部粗い縦ハケ。内面上部ナデ、下部横
ハケ。底部平底、砂粒付着。底部に黒斑。

良   好

精   良
明るい黄橙

広 口 壺 Bl

575
-35
-42

7--2629

B13d
一 YT7-Dl

ユ3.2

25 4

26 2

6,7

口唇部は面を作リヨコナデ。口唇下端に
箆状器具による刻目紋。内面横ハケ後ナ
デ。外面細かな縦ハヶ後端部のみヨコナ
ア 。

頸部との境に櫛の押圧横線を 1条施す他は

無紋。外面板状器具によるナデか。底部 ド
ーナツ底。

好

良
橙す

良
精

う
広 口 壷 Bl

一　

一
576

7--2683

B13b
一 YT7-Dl

85
58
132
5,8

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面板状器具によるナデ (ハケ
かも知れない)。 内面上部ナデ、下部ハケ。
底部平底。

好

良
白味

良
精
黄

広 口 壷 Bl

577 三二,
7--2759

B13b
一YT7-Di下

88
137
11.7

5,8

口唇部は面を作り縄紋 (原体不明)、 内面
端部 0 8 clll幅に縄紋 (LR)、 下部横方向
の丁寧なヘラミガキ。外面縦ハケ後ヨコ
ナデ。

肩部に縄紋 (LR)。 文様帯下部横方向のヘ

ラミガキ。底部平底、ヘラケズリ。胴部に
黒斑。

好

良
橙お

良

精

に
広 口 壷 B2

578 ~35
7-2618

B13b
一 YT7-Dl

ユユ.9

22 7

196
67

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。外面上胴部縦方向のヘラミガキ、
下1同 部磨滅によりはっきりしないが横方向
のヘラミガキか。内面上部箆状器具による
成形痕、下部ハケ。底部浅いドーナツ底。

質
含
橙

軟
多

黄

や
粒

ぶ

や
砂

に
広 □ 壷 B3

579 ~35
7--2522

B13b
一 YT7-Dl

114
20.0

17.2

57

口唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋。
下部 ヨコナデ。外面縦ハヶ後頸部のみヨ
コナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 6条→扇形紋
を連続 して施 した幅広い文様帯。文様帯下
部横方向のヘラミガキ。内面ナデ。底部あ
げ底、ヘラミガキ。上胴部に黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に
広 口 壷 B3

580 Ξ:二:

7--2687

B13b
一Y-7-D

115
18.1

16.3

63

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
描刺突紋、下部ヨコナデ。外面端部ヨコ

ナデ、頸部にかけては縦ハケ。

肩部に櫛猫の直線紋と波状紋を交互に施 し
た文様帯(左回りで数回停止)。 文様帯下部
横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ底、砂
粒付着。

好

む
橙

騰

味

良

砂
赤

広 □ 壷 B3

581 三二:
7--2491

B13b
一 YT7-Dl

1117

24.2

192
73

口縁部の大半が欠損。一部口唇部と思え
る場所も残存するがはっきりしない。内
外面の調整は磨滅のため不明。

胴部無紋。外面上胴部磨滅のためはっきり
しないが、一部にヘラミガキの跡。下胴部
斜方向のヘラミガキ。底部平底。胴部に小
さな黒斑。

質

む
橙

轍
騰
す

や
砂

う
広 □ 壷 B4

582 三二:
7--2286

B13c
一YT7-Dl

96
14 1

14.ユ

55

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。全面ハケ後ヘラミガキ。底部平
底、下胴部にヒズミ。胴部と底部に黒斑。

質軟

砂粒含粘性弱
う す 橙

広 口 壷 B4
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番号雪畳詈綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸口 胴  部  ・  底  部
器種・ 形 態

583 ~35
7--2035

B12i
一YT7-Dl

96 口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。

外面縦ハケ。

肩部の一部残存。無紋。外面磨滅のため調

整不明。内面粘土帯の合わせ目と指頭圧痕

が残る。胴部欠損。

好
良
橙味

良
精
赤

広 口 壷 B

584  E:二
:

7--2589

B13b
一YT7-Dl

95
182
178
65

口唇部は面を作る、口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

肩部最上段に櫛の押圧横線を 1条施す他は

無紋。外面縦方向のヘラミガキ。底部平底。

胴部に 1ケ所黒斑らしき場所。

質
含

橙

修

味

軟

砂
赤

広 口 壷 C,

585  Ξ:二:

7-2590

B13b
一YT7-Dl

130
22 7

199
58

口唇部は面を作リヨコナデ。内面半周に

ついては櫛描波状紋が 2条、残る半周は

無紋。外面端部ヨコナデ、頸部にかけて

は縦ハケ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 2条を施 した

だけの幅狭い文様帯。文様帯下部上胴部ハ

ケ後斜方向のヘラミガキ。下胴部横方向の
ヘラケズリ。底部 ドーナツ底。黒斑

好

良

橙ぶ

良
精

に

広 口 壷 C2

一　

一
586

7-2135

B13b
一YT7-D2

102
23 5

17.7

70

□唇部は面を作る。口唇から内面にかけ

ては横方向のナデ。外面左回りの縦ハケ。

口縁から2 cm程下の頸部では右回りの縦
ハケ。

胴部無紋。外面斜ハケ後縦方向の雑なヘラ

ミガキ。内面上部粘土帯の合わせ目と指頭

圧痕。下部ヨコナデ。底部 ドーナツ底。腹

部に黒斑。

好
良

橙お

良
精

に

広 口 壷 C2

587
一　

一

7-2120

B12i
一YT7-Dl

13 1

26 4

21.2

89

□唇部は面を作 リヨコナデ。内面は細か

な横ハケ。外面は粗い斜ハケ後頸部のみ

ヨコナデ。

胴部無紋。外面細かな縦方向のヘラミガキ。

底部平底。腹部に 3 cm程の黒斑が一対ある。

好
含

白
粒

味

良
砂

黄

広 口 壷 C2

588  三二:
7-2626

B13b
一YT7-Dl

107
194
15,6

55

口唇部は面を作り、櫛の刺突紋を施す。

内面はハケ後ヨコナデ。外面縦ハケ後縦

方向のヘラミガキ。

肩部最上段に櫛の押圧横線を 3条、その下

上胴部には縄紋 (無節R)を施す。下胴部

横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ底。下

胴部に黒斑。

好

良
橙お

良

精

に

広 口 壷 F3

589  三二:
7--2625

B13d
一YT7-Dl

105

15,2

口唇部はやや丸味のある面を作り、櫛の

刺突紋を施す。内面ハケ後ナデ。外面ハ

ケ後縦方向のヘラミガキ。

肩部最上段に櫛の押圧横線を3条、その下

上胴部に縄紋 (無節R)を施す。文様帯下

部横方向のヘラミガキ。下胴部に 4.8 cm×

3 clllの 焼成後の穿孔。胴部に黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

広 口 壺 F3

590  三二:
7--2762

B13b
一YT7-Dl下

9,2

143
134
48

口唇部は面を作り、櫛の刺突紋を施す。

内面は細かな横ハケ 外面は縦ハケ。
肩部最上段に櫛の押圧横線を2条、その下

上胴部には縄紋 (無節R)を施す。下胴部

横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好

良

橙お

良

精

に

広 口 壷 F2

591
一　

一

7-2621

B13b
一 YT7-Dl

160
54

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→扇形紋を施 しただけ
の幅狭い文様帯。文様帯下部ハケ後横方向
のヘラミガキ。底部はやや突出した平底。

下胴部と底部の 2ケ所に黒斑。

好

良
橙ぶ

良
精

に

壷 胴 部 I

592
一　

一

7-2106

B12i
一 YT7-Dl

22.5

68

口頸部欠損。 肩部磨滅 していて文様不鮮明だが櫛描直線

紋が 5～ 6条施されている。文様帯下部上

胴部磨滅のため調整不明、下胴部ハケ後横

方向のヘラミガキ。内面ハケ。底部平底。

質

良
橙

軟

　

ヾヽ

や

　
ぉ

や
精

に

壷 胴 部 I

一
　

一
593

7-2104

B13c
一 YT7-Dl

21,8

75

口頸部欠損。 肩部に櫛描の波状紋3条を上から順に施 し、

その上に肩部より垂下する櫛描紋を6ケ 所
に配す。文様帯下部斜方向のヘラミガキ。

底部平底、木葉痕付着。胴部と底部に黒斑。

質
合

橙
轍
鯵
ぶ

や
砂

に

壷 胴 部 ]

594  三二:
7--2757

B13b
一YT7-DIT

14.5

62

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後斜方向の雑なヘラ :

ガキ。底部平底、砂粒付着。下腹部に黒斑

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に

壷 胴 部 Ⅱ

595  三二:
7-2123

B12i
一YT7-Dl

21 6

6.6

□頸部欠損。 上胴部のほぼ全面に縄紋 (RL)。 縄紋帯上

下端に櫛の先端ないし棒状器具による刺突

紋を 1́条施紋。紋様帯下部ヘラミガキ。底

部 ドーナツ底。胴部に一対の黒斑。

好

む
橙

脆

ぶ

良

砂

に

壷 胴 部 Ⅱ

596  三二:
7--2122

B121
-YT7-Dl

25 0

6.0

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部

ドーナツ底。上胴部に大きな(13cttX12clll)

黒斑。

質
良

橙す

軟

精

う

壷 胴 部 Ⅱ

一　

一
597

7-2758

B13b
一YT7-Dl下

10.9

5.6

□縁部欠損。頸部一部残存。外面縦ハケ

内面横ヘラミガキ。

肩部に 4 cm程 の幅で縄紋 (無節R)を施紋。

文様帯下部上胴部ハケ後横ヘラミガキ。下

胴部ハケ後雑なヘラミガキ。底部やや突出

した平底。腹部に黒斑。

好

良
橙ぶ

良

精

に

小型壷胴部Ⅱ
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番号
別冊図版

写真図版
登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技 法 ・ 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)器種・ 形 態

598 ~36
7-210ユ

B12i
一 YT7-Dl

129

□頸部欠損。 上胴部の破片。肩部に櫛描刺突紋を 1段 、
その下に櫛の押圧横線を 1条施紋。文様帯
下部ハケ後ヘラミガキ。東 (中遠地域)か
らの搬入品か。

好
含

茶

多

黄
粒

い

良
砂

暗
壷 胴 部 Ш

599  三二:
7--2554

B13b
一YT7-Dl

一　
一
佃
明

口頸部欠損。 胴部無紋。外面縦ハケ後ナデか。底部平底。
下胴部が大きくひずむ。上胴部に黒斑。

好

含

橙

修

す

良

砂

う
壷 胴 部 Ⅲ

600  三二:
7-2578

B13b
一 YT7-Dl

81
13 1

116
52

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面ハケ後横方向の粗いヘラミ
ガキ。内面ナデ、粘土帯の合わせ目が顕著
に残る。底部平底、砂粒付着。

質

む
橙

軟
含

ゞ

や
粒

ぉ

や
砂

に
小型広口壷 B2

601  三二:
6--3906

B13d
一YT7-D

64
93
91
45

□唇部は円頭状に作 る。内タト面 ともヨコ
ナデ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
ドーナツ底。下胴部に黒斑。

好

む
白

脩

味

良

砂
黄

小型広口壺 B2

602  三二:
7--2587

B13b
一 YT7-Dl

65
93
92
38

□唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面ヨコナデ後縦方向の雑なヘラミガ+。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
底部 ドーナツ底。腹部に一対の黒斑。

好

む
茶

合

黄

粒

す

良

砂

う
小型広口壷 B3

603  三二:
7-2157

B12i
一YT7-Dl

45
83
7.2

36

口唇部は面を作る。内面 ヨコナデ。外面
ヨコナデ後縦方向の雑なヘラミガキ。

胴部無紋。外面上胴部横方向のヘラミガキ。
下胴部斜方向のヘラミガキ。底部平底。□
縁部から胴部にかけて黒斑。

好

良
橙味

良
精

赤
小型広□壷 B2

604 ~36
7--2633

B13b
一 YT7-D

118 □唇部は面を作り、櫛描波状紋を施す。
内面端部櫛描波状紋と棒状器具による刺
突紋。内面下部および外面磨滅のため調
整不明。

肩部一部残存。残存部に櫛描直線紋。胴部
欠損。

質
良
白

轍
　
味

や
精
黄

広 口 壷 D

605 ~36
7-2609

B13b
一YT7-Dl

9,4

9,3

10.4

43

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部あげ底。

質

む
橙

騰

す

軟

砂

う
靖

606 ~36
7-2102

B12i
一YT7-D

109
60

口頸部欠損。 胴部無紋。外面r｀ ケ後横方向の丁寧なヘラ
ミガキ。底部平底。砂粒付着。胴部に 2ケ
所黒斑。

好

良
茶黄す

良
精

う
小型壷胴部Ⅲ

607 一　

一

7-2639

B13b
一 YT7-D

7.1

132
12.9

60

口唇部は面を作る。内面磨滅のため調整
不明。外面縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整痕ははっき
りしないがヘラミガキか。底部平底。

質
良

橙す

軟

精

う
長 頸 壷 A

608 一　

一

7--2663

B13b
一YT7-Dl

77
127
120
64

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。上胴部ハケ後ヨコナデ。下胴部
ハケ後横方向のヘラミガキ。底部平底、ヘ
ラミガキ。下胴部に黒斑。

好

む
橙

騰

ぶ

良
砂

に
長 頸 壷 A

609 ~37
7--2137

B13b
一 YT7-D

84 口唇部は面を作る。内面磨滅のため調整
不明。外面磨滅するが縦ハケ後縦方向の
ヘラミガキ。

肩部の一部残存。無紋。外面縦方向のヘラ
ミガキ。内面指頭圧痕。胴部欠損。

好

良

橙味

良
精

赤
長 頸 壷 B

610 ~37
7-2116

B12i
一 YT7-Dl

14.9

53

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋を施紋。文様
帯下部ヘラミガキ。底部 ドーナツ底。□縁
部内外面と胴部外面に丹塗。底部に黒斑。

好良

砂粒含粘性弱
赤味橙(丹彩)

長 頸 壷 A

611 ~37
7--2634

B13b
―YT7-Dl

82
154
17.4

71

□唇部は内側にむけて面取りする。内面
ヨコナデ。外面縦方向の櫛の刺突紋。

肩部に櫛描の直線紋と刺突紋を交互(3段 )

に施 した文様帯。文様帯下部ハケ後横方向
のヘラミガキ。底部あげ底。胴部に一対の
黒斑。

好

良
橙味

良
精

赤
短 頸 壺 A

612 三二:
7-2118

B12i
一 YT7-Dl

103
17.0

12.3

68

□唇部は面を作るが、刻みは施さない。
口縁部内外面ともヨコナデ。

胴部外面縦ハケ、腹部のみ横ハケ。内面板
状器具によるナデ。脚台部外面縦ハケ。内
面ナデ。表面に火を受けた痕跡はなく、未
使用か。

好

良
橙味

良

精

赤
E2甕

-42-
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613 一　

一

7--2736

B13b
一 YT7-D2

17.4 口唇部は面を作る。郭部無紋。郭部内外
面とも縦方向の丁寧なヘラミガキ。

脚部欠損。図版縮尺1/2.5。 好
良

色

良
精
茶

高 郭  A

614
7--3905

B13a
一YT7-D

26 0 口唇部は円頭状に作る。□縁部内外面ヨ
コナデ。郭部外面上部に櫛描の波状紋と

直線紋、下部縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面縦方向のヘラミガキ、全面に煤付着。

脚上部残存。外面に間帯をおいて施 した櫛
描直線紋が 3条認められる。内面ツボリ。

脚下部欠損。邦部との接合は円経充填法。
図版縮尺1/25。

好

含

橙

修

味

良

砂
赤

高 邦  B

615
6-1397

B13d
一 YT7-D

23 2

21 0

H.5

□唇部は面を作る。郭部無紋。郭部内外
面とも縦方向の丁寧なヘラミガキ。内面
全面に煤付着。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ、裾部
のみヨコナデ。内面ハケ。図では書きおと
したが円形透孔が 3な いし4ケ所にあく。

郭部との接合は円盤充填法。

好

良
茶す

良

精

う

高 郭  D2

一　

一

616
7--2770

B13d
一 YT7-D2

158
9,3

97

口唇部は面を作る。郭部無紋。内面縦方
向のヘラミガキ後端部に軽いナデ。外面
ハケ後ナデ、一部ヘラミガキ。

脚部無紋。外面ハケ後ナデか。内面上部ナ

デ、下部ハケ。裾端面は円頭状に作る。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
高 郭  E

617 三二:
7-2113

B12i
一 YT7-Dl

19,9

16.0

120

口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

磨滅のため調整不明。内面上部に煤付着。
脚外面上部無紋で縦方向のヘラミガキ。裾
部は内側に折り曲げて直立させヨコナデ、

稜部には櫛の刺突紋。内面上部シボリ、下
部ナデ。

質

良

黄す

軟

精

う

高 邪  H2

618 _二
:

7--2684

B13b
一 YT7-D 11.7

杯部欠損。 邦部との境に幅広い櫛描直線紋を 1条施す

他は無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

裾部には段を作る。

好
良
橙お

良
精

に
高郷 脚 部 F

619
7--2285

B13c
一 YT7-Dl

103
85
106
48

口唇部は円頭状に作る。内面 ヨコナデ。

外面縦方向のヘラミガキ。
頸部との境に箆状器具で沈線を 1条施す他
は無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面上部ナデ、下部ハケ。底部 ドーナツ底、

砂粒付着。

や や 軟質
やや粘性弱い

黄 味 白

B]鎌

620  Ξ:二子
7--2343

B13b
一 YT7-Dェ

89
75
97
43

□唇部は面を作る。内面 ヨコナデ。外面
縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面左回りに施 したハケ。底部 ドーナツ底、
下胴部に 2ケ所黒斑。

好

良
白味

良
精

黄

Bz鉢

621  三二子
7--2108

B12i
一 YT7-Dl

132
97
131
61

口唇部は円頭状に作る。外面櫛の刺突に

よる羽状紋を 15～ 2段施紋。内面磨滅
により調整不明。

胴部無紋。外面ハケ後縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。内面下部ハケ。底部 ドーナツ底。

下胴部に黒斑。

好

良
橙す

良

精

う

Bl鉢

622 ~37
―-2622

B13b
一YT7-Dl

102
90
102
4,0

口唇部は円頭状に作る。内面横ハケ。外
面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面上胴部縦方向のヘラミガキ、

下胴部磨滅のため調整不明。内面板状器具
によるナデ、下部ハケ。底部平底、ヘラケ
ズリ。下胴部に小さな黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

D鉢

623  三:二子
7-2114

B13i
一 YT7-Dl

11.ユ

107
133
60

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整痕ははっき
りしないがハヶ後ヘラミガキ。内面上部ヨ
コナデ、下部板状器具によるナデ。底部 ドー

ナツ底、下胴部から底部に二次加熱の跡。

質
含

色

多粒

軟

砂
茶

D鉢

624  三:二子
-2551

B13b
一YT7-Dl

104
145

12.3

口唇部は円頭状に作る。鉢部内面ヨコナ
デ。外面縦方向のヘラミガキ。鉢部外面
に黒斑。

脚台上部に櫛描直線紋を 2条 と間帯部に箆
描斜線列を施 した幅狭い文様帯。文様帯下

部縦方向のヘラミガキ。内面斜ハケ。裾端
面は面を作る。

好
含

橙
修
す

良
砂

う

台 付 鉢 Al

625 ~37
7--2670

B13b
一 YT7-Dl

11,6 □唇部はやや丸味をもつ面を作る。口縁
部内外面ヨコナデ。鉢部は内外面とも縦
方向の丁寧なヘラミガキ。

脚台部欠損。 好

良
白味

良

精

黄

台 付 鉢 A2

626  三二子
7--2769

B13d
一YT7-D2

ユ5,3

64

69

□唇部は雑ながらも面を作る。片□部は
上部から押えつけるようにして作り出す。

外面端部に雑な縄紋 (単位不明)を施紋、

下部ハケ後粗いヘラミガキ。内面細かなヘ

ラミガキ。底部平底、ヘラケズリ。

好

む
白

騰

味

良

砂

黄

片  口 A2

B12区・ B13区 YT7中 。上層

-43-
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部頸□ B同 部 ・ 底 部器種・ 形 態

627 ~37
7--453

B13c
一 YT7-C3

82
16.4

145
50

口唇部は面を作る。内面横方向のヘラミ
ガキ。外面磨滅のため調整痕はっきりし
ないがハヶ後縦方向のヘラミガキか。

頸部との境に断面三角形の凸帯をユ条施す
他は無紋。外面上胴部ハケ後縦、下胴部横
方向のヘラミガキ。底部平底。

好
良
橙ぶ

良
精

に
受 口 壷 A2

628 ~37
7--2024

B12i
一 YT7-C

105
194
184
67

回唇部は面を作 り、面上に櫛の刺突紋を
施す。内面横ハケ後ナデ。外面縦ハケ後
ヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部斜ハケ後縦方向の丁
寧なヘラミガキ。下胴部横方向のヘラミガ
キ。底部平底。胴部に2ケ 所黒斑。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
広 □ 壷 B2

629 三
:子

広 口 壷 Dl

7--2287

B13c
一 YT7-C2

9,8

148
133
58

全面著 しく磨滅 しているためはっきりし
ないが、口唇部は円頭状に作り、内外面
はヨコナデを施 しているようである。

やはり磨滅しているため胴部調整等不明。

頸部との境に櫛描直線紋が 1条かすかに残
る。底部浅いドーナツ底。腹部に黒斑っ

質

含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

軟

砂

に

630 三二子
7-519

B13b
一 YT7-Ct

81
143
90
59

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキと思わ
れるが磨滅のため調整痕はっきりしないの

底部平底。□頸部、上胴部、下胴部の 3ケ

所に黒斑。

質

い
黄隅

す

軟

粘

う
広 口 壷 Dl

一　

一
631

7--540

B13c
一 YT7-C2

81
14 1

13.1

55

□唇部は円頭状に作 リヨコナデ。国唇上
に 2個 1組の円形浮紋を 1ケ 所にのみ貼
付。内外面ともハケ後 ヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部ハケ後縦方向のヘラ
ミガキ、下胴部ハケ後横方向のヘラミガキ。
内面下部ハケ。底部平底。

好良

精   良
明るい黄橙

広 □ 壷 D3

632 ~38
7--561

B13c
一 YT7-C3

125 口唇部は面を作る。□唇部から□縁部端
部はヨコナデ。□縁部内外面はともに縦
方向の丁寧なヘラミガキ。

肩部の一部残存。破片内全面に櫛描直線紋
がつく。胴部欠損。

質
良
橙

軟

　

ヾゝ

や
　
　
ぉ

や
精

に
広 □ 壷 E

633 ~38
6--3752

B13b
一 YT7-C3

149 口唇部は面を作り、面上に繊細な櫛刺突
紋を施す。内面端部にもやはり繊細な櫛
刺突紋を 2段施紋、下部ナデ 外面縦ハ

ケ。

肩部の一部残存。櫛描直線紋の間に櫛先端
による刺突紋を施 した文様がつく。胴部欠
損。

質

良
白

轍
　
味

や
精

黄
広 口 壷 E

634 _露
7-1920

C12g
一 YT7-C3

12.6

20.5

197
7.0

□唇部は円頭状に作 リヨコナデ。内面端
部櫛描波状紋、下部 ヨコナデ。外面ヨコ

ナデ。

肩部に櫛描の波状紋 2条 →直線紋→波状紋
2条 を順に施 した幅広い文様帯。文様帯下
部斜ハケ。底部平底。底部に 2ケ所黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

広 口 壷 F4

- 38
-48635

6--3810

B13b
一 YT7-C3

一　
・
躙
Ｗ

口頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部縦、腹部横、下胴部
縦方向のヘラミガキ、内面ナデ? 底部平
底。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
壺 胴 部 I

636  _二
:

6--3811

B13b
一 YT7-C3

一　
一
関
閑

□頸部欠損。 全面著 しく磨滅しているためはっきりしな
いが、肩部には櫛摘の直線紋→波状紋→直
線紋が施されている。胴部調整不明。底部
平底。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
壷 胴 部 Ⅳ

637 ~38
6--3808

B13b
一 YT7-Ca

179
5,4

口頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部斜ハケ。下胴部横ハ

ケ後縦ハヶ。底部 ドーナツ底^底部に箆に
よる傷が多数つく。胴部に一対の黒斑。

好

良
白味

良

精

黄
壷 胴 部 Ⅳ

３８

鶴

一　

一
638

6--3718

B13b
一 YT7-C2

74
108
■ 2

49

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面上胴部右下りの斜ハケ。下
胴部左下りの粗い斜ハケ。底部 ドーナツ底
凹部に木葉痕付着。

好
含

橙
修

ぶ

良
砂

に
小型広口壷 BI

639 _霜
6-3717

B13b
一 YT7-C2

7.9

12.8

122
5,0

□唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面下部粗いハケ。底部平底。木葉痕付着。

胴部に2ケ所黒斑。

好

良
橙お

良

精

に
小型広口壷 B3

640
- 38
-48

6--3842

B13d
一 YT7-C2

8,2

85
11,0

56

器壁著 しく剥離。口唇部一部わずかに残
存、面 ?を作リヨコナデか。外面ヨコナ
デ。内面調整不明。

胴部無紋。外面著 しく磨滅 しており調整不
明。底部 ドーナツ底、粗いハケ、砂粒付着。

上胴部に黒斑。

質

含

黄修
す

軟

砂

う
小 型 壷 C

641
- 38
-49

7-51

B13b
一YT7-C2

90
9,0

8.ユ

46

□唇部は円頭状に作 リヨコナデ。内面横
方向の丁寧なヘラミガキ。外面縦方向の

丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面横方向の丁寧なヘラミガキ。

内面ナデか。底部平底、ヘラミガキ。
好
含

白

修

味

良

砂

黄
増
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642  三二:
7-515

B13b
一 YT7-C3

100
47

□頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後横方向の粗いヘラミ
ガキ。腹部に明瞭な稜。底部平底、砂粒付
着。上胴部に一対の黒斑。

好
含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
小型壷胴部 I

643  三二8
6--3844

B13d
一 YT7-C2

133
49

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後ヘラミガキ。

調整痕は細かすぎてはっきりせず。

底。

し
平

だ

部
た
底

好
良
白味

良

精
黄

小型壷胴部皿

644  三 ::

6--3671

B13b
一 YT7-C

ユ17
36

口頸部欠損。 胴部無紋。外面著 しく磨滅 しており調整不
明。底部平底、ナデ。肩部に黒斑。

好

含

橙

修

ぶ

良

砂

に
小型壷胴部Ⅲ

645
一　

一

6--3845

B13d
一 YT7-C2

一　
一
岬
担

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後ヘラミガキと思われ
るが磨滅のためはっきりしない。底部あげ
底。胴部に黒斑。

好

良
橙味

良
精

赤

小型壷胴部皿

646
一
　

一

6-3716

B13b
一YT7-C2

・　
・
‐・３蠅

口頸部欠損。 残存部最上部に櫛描紋らしき痕跡が残る。
以下胴部無紋。外面は縦方向のヘラミガキ

と思われるが磨滅のため調整痕不明。底部
ドーナツ底、木葉痕付着。下胴部に黒斑。

好

良
橙お

良

精

に
小型壷胴部Ⅲ

刀
■

蛮
υ

一
　

一

7--451

B13c
一 YT7-C3

10,3

143
146
42

口唇部は面を作る。内面指ナデ。外面斜
方向の繊細な櫛刺突紋。

肩部に椎拙で雑な櫛描の直線紋→波状紋 2

条を施紋。文様帯下部横方向のヘラミガキ。

内面板状器具によるナデ。底部あげ底。胴
部に黒斑。

質
好
白

轍
　
味

や
良
黄

短 頸 壷 A

648  _二
:

7--3843

B13d
一 YT7-C2

176
166
20 4

6,7

□唇部は円頭状に作る。内外面とも強い

ヨコナデ。
胴部無紋。外面ナデ。内面横ナデ。底部平
底、木葉痕付着。

好

良
白味

良
清

黄

短 頸 壺 E

一　

一
649

7--454

B13c
一 YT7-C3

159

187

口唇部は面を作る。口唇下端に棒状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。 隅俗冒偽i絵 絡震扶墓質た概裳

脚台部欠損。

好

含
茶

多
黄

粒

い

良

砂
暗

甕 Al

650  三二;
7-100

B13d
一 YT7-C2

24.4

186

144

口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

も縦方向の丁寧なヘラミガキ。
脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

内面上部ナデ、下部横ハケ。裾端面は面を

作る。円形透孔 3ケ所。

好

良
橙味

良

精
赤

高 郷  Bz

-39
- 50

651
7--504

B13b
一 YT7-C3 11,7

□縁部欠損。郭部内外面とも磨滅して調
整痕ははっきりしないが縦方向のヘラミ
ガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
横ハケ。円形透孔 2ケ所。

好

良
橙お

良
精

に
高 郭  Ci

652 ~39
7-452

B13d
一 YT7-C3

11,4

105
144
5,8

口唇部は面を作る。内面横ハケ後ヨコナ
デ。外面太い櫛状器具による斜方向の刺
突紋。

胴部無紋。外面上胴部縦ハケ後縦方向のヘ

ラミガキ、下胴部横方向のヘラミガキ。内
面上部ナデ、下部横ハケ。底部平底。下胴
部に黒斑らしき場所。

好

む
橙

騰

ぶ

良
砂

に
Al鉢

-39
-51653

6--3806

B13b
一YT7-C3

H.3
101
13.2

7ユ

口唇部は円頭状に作る。内面横ハケ。外
面縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描直線紋を 1条施紋。以下胴部無
紋。外面ハケ後ナデか。内面上部ハケ、下
部ナデか。底部平底。下胴部に黒斑。

質

含

橙

多

黄

粒

ぶ

軟
砂

に
BI鉢

654 ~39
6--3809

B13b
一 YT7-C3

107
8,7

127
5,4

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面ヨコナデ後縦方向のヘラミガキか。胴
部との境に段。

胴部無紋。外面上胴部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。内面上部縦方向のヘラミガキ、

下部ナデ。底部平底。内面胴部に黒斑。

好

良
橙す

良
精

う
C2鉢

一　

一

655
6--3808

B13b
一 YT7-C3

10.7

8.6

127
56

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面ともヨコナデ。胴部との境に段。

胴部無紋。外面上胴部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。内面上胴部縦方向のヘラミガ
キ、下部ナデか。底部平底。

好

良

橙す

良

精

う

C2鉢

656 ~39
7--504

B12b
一 YT7-C3

116
169

125

口唇部は円頭状に作る。日縁部内面横方
向のヘラミガキ、外面ヨコナデ。鉢部外
面上胴部斜、腹部横方向のヘラミガキ、

下胴部不明。内面ナデ。実測図縮尺%5

脚台上部に櫛描直線紋を幅広い間帯をおき
2条施紋、下部縦方向のヘラミガキ。内面
ナデか。裾端面は円頭状に作る。□縁部内
面から外面全面に丹彩。西からの搬入品か。

好

良
＞彩丹

良

精

赤

台 付 鉢 Al



別冊図版
番号

写真図版

登 録 番 号

出 土 位 置

法量cn
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

部頸□ 部】同 底 部 (脚台部)器種・ 形 態

657 ~39
7--2277

B13d
―YT7-C

11.1

134

104

口唇部は円頭状に作る。鉢部内外面とも
横方向の雑なヘラミガキ。

脚台部無紋。外面縦方向の雑なヘラミガキ。

内面横ハケ後ナデか。裾端面は面を作る。

好

良
橙ぶ

良
精

に
台 付 鉢 Al

658 ~39
7-47

B13b
―YT7-C2

7.7 口唇部は円頭状に作る。鉢部内外面とも
磨滅のため調整不明。      .

脚台部無紋。内外面とも磨滅のため調整不
明。円形透孔 3ケ 所。脚台下部は欠損。

質

良

橙す

軟

精

う

台 付 鉢 A2

B12区・ B13区VT7

659  三:i

6-1555

B13d
一YT7

82
182
149
51

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
には櫛の押圧横線を8条程施紋。

肩部に断面三角形の凸帯を 1条、その下に

櫛描直線紋を連続 して数条施紋。文様帯下
部縦ハケ後横方向のヘラミガキ。底部 ドー

ナツ底。□縁部と胴部 2ケ 所に黒斑。

好

含

茶鯵
す

良
砂

う

受 口 壷 Al

660 ~40
6-1454

B13d
一YT7

67 口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
斜ハケ。

肩部の一部残存。無紋。外面ハケ後ヘラミ
ガキc胴部欠損。

好
含

橙
粒
減

お

良

砂

に
受 口 壷 A2

661
-39
-50

6--1550

B13d
一YT7

137
23 0

22,7

76

□唇部は面を作る。内外面に強いヨコナ
ア 。

肩部に雑な櫛描の直線紋→波状紋を施 した

狭い文様帯。上胴部ハケ後縦方向のヘラミ
ガキ。下胴部横方向のヘラミガキ。内面粗
いハケ。底部浅い ドーナツ底。胴部に黒斑。

好

む
橙騰

す

良

砂

う

広 口 壷 B

662
一
　

一

6--1774

A13d
一 YT7

ユ1.9

20 9

17,7

68

□唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部横ハケ後ナデ。外面縦ハ

ケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描直線紋 2条→櫛猫波状紋 4条→

竹管紋を施 した文様帯。文様帯は雑で権拙
な感じを受ける。文様帯下部上胴部横、下
胴部縦方向のヘラミガキ。底部平底。

好

良
橙黄ぶ

良

精

に
広 口 壺 Cl

663 一　

一

6-ユ 419

B13d
一 YT7

16.5

41 7

33 1

82

□唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
斜ハケ後ヨコナデ。

頸部との境に櫛描直線紋らしい (強いヨコ

ナデかもしれない)文様を 1条施す他は無

紋。外面全面右下りの細かな斜ハケ。底部
ドーナツ底。

好

む
橙

騰
す

良

砂

う
広 □ 壷 E2

664 ~40
6--1560

B13d
一YT7

94
166
174
57

星祭翌農堰絆漂与
/毯

呂晶藩承F:絲
明。内外面はヨコナデ調整のようである。

胴部無紋。器面の剥離が著 しいため外面調
整不明。下胴部に一部粗いハケが残る。底

部やや突出した平底。胴部に黒斑。

好
含

橙

修

味

良
砂
赤

広 □ 壺 Fl

665  _::
6-1810

B13e
一YT7

13 1

20 9

187
6.3

□唇部は折返しにより幅広い面を作リヨ
コナデ。内面端部縄紋(LR+附加条)、

下部横方向のヘラミガキ。外面ハケ後縦
方向のヘラミガキ。

肩部に 7 clll程 の幅で縄紋 (LR+附加条)。

文様帯下部上胴部斜ハケ後ナデ?下胴部横
方向の丁寧なヘラミガキ。底部平底。胴上

部に一対の黒斑。

好

良

白味

良

精

黄

広 口 壷 F3

666 ~40
番号不明

B13e
一YT7

99 回唇部は折返 しにより幅広い面を作り斜
ハケ。内面横ハケ。

肩部の一部残存。無紋。外面斜ハケ後縦方
向のヘラミガキ。内面ナデ。胴部欠損。東
からの搬入品。

質

含
茶

軟
多

黄

や
粒

い

や
砂
暗

広 口壷 F一 a

667
-40
-51

6--1554

B13d
一YT7

18 1

5,7

口頸部欠損。 頸部との境に、櫛の押圧横線を 1条、その

項発藍矮撃談磐灘。
好

良

白味

良

精

黄

壷 胴 部 I

668 ~40
6--1549

B13d
一YT7

21.0

70

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明、

下】同部横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ

底。

質

む
橙

轍
騰
す

や
砂

う
壷 胴 部 ]

669  三 :!

6-1545

B13d
一 YT7

一　
一
射
的

口縁部欠損。頸部の一部残存。内外面と
も磨滅のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整痕はっきり
しないが横方向のヘラミガキ。底部 ドーナ
ツ底。胴部に一対の黒斑。

好
含

橙修
ぶ

良

砂

に
壷 胴 部 Ⅱ

670 __:!
6-1553

B13f
一YT7

ユ1.7

46

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線を 1条。以下胴部無紋。

外面磨滅のため調整法はっきりしないが、
おそらくヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好
含
灰

多
環

粒
和

良
砂
明

壷 胴 部 Ⅲ

-46-



番号留昼昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量銅
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

部頸口 月同 部 ・ 底 部 (脚 台部)

器種・ 形態

671   40
6--1426

B13d
一 YT7

24.1

7.0

口頸部欠損。 肩部に幅広い櫛摘直線紋を 3条施し、その

上 1ケ所に肩部より垂下する櫛描 J字紋を

施紋する。文様帯下部ハケ後ヘラミガキ。

内面ハケ。底部平底。

好

良

橙お

良
精

に

壷 胴 部 Ⅳ

672 _::
6--1548

B13d
一 YT7

22 3

80

口縁部欠損。頸部一部残存。内外面ヨコ

ナデ。
肩部に櫛描の直線紋→波状紋 4条→直線紋
を施す。文様帯は幅狭い。文様帯下部ヘラ
ミガキ。内面ハケ。底部平底。

質

む
橙

帥障味

や
砂
赤

壺 胴 部 Ⅳ

673 _::
7--  52

B13b
一 YT7

198
70

□頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇
形紋の順に施した文様帯。文様帯下部横方
向のヘラミガキ。底部平底。下胴部から底

部にかけては黒斑。

質

良

黄

軟や

　

す

や
精

う

壷 胴 部 Ⅳ

674 ~40
6--1424

B13b
一 YT7

一　

一

４

６

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋→刺
突紋と施し、最下段に4個 1組の円形浮紋
を5ケ 所に貼付する。文様帯下部横方向の
ヘラミガキ。内面横ハケ。底部平底。

好

良
橙お

良

精

に

壷 胴 部 IV

675 _鰐
6--1562

B13d
一 YT7

7.7

103
10,8

49

口唇部やや丸味をもつ面を作る。内外面
ともヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部ハケ後横ナデ、

部ハケ後縦方向の丁寧なヘラミガキ。

浅い ドーナツ底。底部と腹部に黒斑。

胴
部

下
底

好
含

橙

修

ぶ

良
砂

に

小型広□壷 BI

676 _努
6--1552

B13d
一 YT7

4,9

109
8_4

51

口唇部は円頭状に作る。口唇から内面に

かけては磨滅によりはっきりしないがヨ
コナデか。外側は胴部にかけて縦方向の
ヘラミガキ。

胴部無紋。外面全面縦方向のヘラミガキ。
底部 ドーナツ底。

好
含

茶

多

黄
粒

い

良
砂
暗

卜 型 壷 A

677 _錫
6-E309

B13b
一 YT7

56
93
7.5

42

全体に手ずくねの跡が残る不整形な壷。
口唇部は円頭状に作る。内面ハケ後ナデ。

外面ハケ後縦ヘラミガキ、一部に櫛描刺
突紋。口縁部に0 3cm程の孔が 2対あく。

胴部無紋。磨滅 しているがところどころに

横方向のヘラミガキの跡が残る。底部 ドー

ナツ底。底部付近に黒斑。

好

良

橙お

良
精

に

小 型 壷 B

678 _錫
6--1697

B13d
一 YT7

一　

一

止

＆

口頸部欠損。 肩部最上段より櫛描直線紋→縄紋(無節 R)
→櫛描直線紋→櫛描束1突紋→櫛描直線紋→

櫛描扇形紋の順に施紋。文様帯下部は磨滅
のため調整不明。底部平底。上胴部に黒斑。

好
含

黄
多粒

す

良

砂

う

小型壷胴部 I

679 _錫
6-1551

B13d
一 YT7

12.5

5_2

口頸部欠損。 胴部無紋。外面粗いハケ後雑なヘラミガキ。
底部平底。腹部に一対の黒斑。

好
含

灰

多
茶

粒

和

良

砂
明

小型壷胴部 I

680 ~40
6--1395

B13d
一 YT7

106
56

□頸部欠損。 胴部無紋? 磨滅のためはっきりしないが

外面はハケ後ヘラミガキか。内面下部に指

頭圧痕が顕著に残る。底部平底。

好
良
白味

良
精
黄

小型壷胴部Ⅲ

681 三錫

6--1076

A13d
一 YT7

一　

一

ｉ

３
．

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
あげ底。胴部に黒斑。

好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に

小型壷胴部Ⅲ

682 _::
6--1421

B13d
一 YT7

15.3

189

□唇部は面を作リヨコナデ。内面横方向
の細かなハケ。外面横方向のハケ後斜方
向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面ハケ後横方向のヘラミガキ。

内面肩部付近指頭圧痕、下部ハケ後横方向
のヘラミガキ。底部欠損。

好

良

橙す

良

精

う

短 頸 壷 B

683 _:!
6-E210

B13b
一 YT7

８

．

２

．

一
　

一

断面逆台形の円板の中央に円筒状のつま

み部を作 り出したもの。

上下面ナデ。側面ヨコナデ。下面に黒斑。

図版縮尺1/2.5。

好
良
白味

良

精
黄

D蓋

684 _:!
7-E39

B13C
一 YT7

82
28

円盤状を呈する。中央部に円筒状のつま
みをはりつけ、縁部には、 2個 1組の小

円孔を 1対穿つ。

上下面ともヘラミガキ。図版縮尺1/25。 好

良

橙す

良

精

う

C蓋

５６８

ヽ

-41
--54

7--2121

B121
-YT7

18.5

21 0

18.8

98

口唇部は面を作 り、面上に櫛状器具にあ

る刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ後ヨ

コナデ。

外面上1同部上から下への斜ハケ、下胴部下
から上への斜ハケ、煤付着。内面横ハケ。

脚台部外面縦ハケ後端部のみヨコナデ。内

面粗いハケ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

A2甕

―- 47 -―



番号堅畳置矮登 録 番 号

出 上 位 置

七【覆豊cn
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸 部 鉢 部) 月同 部 底 部 (脚台部)
器種・ 形 態

686 三銑

6--2088

B13d
一 YT7

25,1

31 0

24 5

10.2

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面斜ハケ、
頸部付近は縦ハケ。

外面上胴部横ハケ、下胴部縦ハケ、煤付着。
内面丁寧なナデ、下部に炭化物付着。脚台
部との境には粘上帯。脚台部外面縦ハケ後
ナデか。内面ナデ。

好

良
茶黄

良
精

暗
B】甕

-41ウ
‘

０
０

６
6--1564

B13d
一 YT7

一　

一　
４

■

口縁部欠損。 外面細かな斜ハケ、煤付着せず。内面上部
ナデ、下部粗いハケ。脚台部外面縦ハケ後
ナデか。内歯横ハケ。胴部に黒斑。

好

む
橙

騰

す

良

砂

う
Bl甕

688 ~41
6--1406

B13d
一 YT7

31 6 □唇部は面を作る。□唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面粗い横ハケ。外面粗
い斜ハケ。

外面粗い斜ハケ、煤付着。内面粗い横ハケ。
下胴部欠損。脚台部の付かない器形と思わ
れる。図版縮尺 1/2.5。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗

F甕

689 正::

6-1461

B13d
一 YT7

口唇部は円頭状に作る。□唇部から□縁
部端部ヨコナデ。郭部無紋。内面縦方向
のヘラミガキ。外面上部斜、下部縦方向
のヘラミガキ。郷部に黒斑。

脚部無紋。外面上部縦、下部斜方向のヘラ
ミガキ。内面上部シボリ、下部横ハケ。脚
端面は面を作る。円形透孔 3ケ 所。

好
良

橙味

良
精

赤
高  郭  B′

一-41
ハ
υ

奇
υ

６
6--1556

B13d
一 YT7

24.5 □唇部は円頭状に作る。杯部無紋。内面
上部横、下部縦方向のヘラミガキ。全面
に煤付着。外面上下部とも縦方向のヘラ
ミガキ。

脚部一部残存。残存部に櫛描直線紋。 好

良

茶黄い

良

精

暗
高 ITh B2

691 三::

6--1558

B13d
一 YT7

＆

一　

一　

一

口唇部は面を作る。郭部無紋。内面縦方
向のヘラミガキ。外面上部ヨコナデ後縦
方向のヘラミガキ、下部縦ハケ後縦方向
のヘラミガキ。外面上部に黒斑。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
磨滅のため調整不明。脚下部は欠損。中実。
外面に黒斑。円形透孔 3ケ 所。

好

良

橙す

良

精

う
高 郭  B4

４‐

５４
一　
一

２９６
6--1457

B13d
一 YT7

□唇部は面を作る。口唇部から口縁部端
部にかけてはヨコナデ。lTh部 内外面とも
縦方向の丁寧なヘラミガキ。

外面全面に縦方向の雑なヘラミガキを施し
た後、上部に櫛描直線紋 3条を施紋。内面
上部ツボリ、下部横ハケc脚端面は折返し
により面を作る。

好

良
橙味

良

精
赤

高  郭  Dl

693 _:!
番号不明

B13d
一 YT7

24.2

19.9

110

□唇部は折返しにより幅広い面を作 り、
櫛の刺突紋を施す。郭部内面横ハケ後横
方向のヘラミガキ。外面縦ハケ後上部斜、
下部縦方向のヘラミガキ。

郭部との境に断面三角形の凸帯を 1条施紋。
外面縦方向のヘラミガキ? 内面ナデ。裾
部は折返 しにより幅広い面を作 り、櫛の刺
突紋。口唇部と脚上面に黒斑。

好

良
茶

良

精
黄

高 邦  H

694 _:ζ
6--1559

B13d
一 YT7

116
10。 1

127
55

口唇部は円頭状に作る。内面縦方向の丁
寧なヘラミガキ。外面櫛の刺突による羽
状紋(2.5段 )。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面上部ハケ後ナデ、下部横ハケ。底部平
底。

好

良
橙す

良
精

う
Bl鉢

695 _::
番号不明

B13区
一YT7

12.2

89
13.3

5_8

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ?

外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
胴部無紋。外面磨滅のため調整痕はっきり
しないが横方向のヘラミガキ。内面上部ナ
デ、下部ヘラミガキ。底部 ドーナツ廠、ヘ

ラミガキ。下胴部に黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

BJ鉢

696 _:4
6--1565

B13d
一 YT7

17.2

12.0

18.2

73

回唇部は面を作る。内外面ともハケ後ナ
デ か 。

胴部無紋。外面細かなハケ後償方向の丁寧
なヘラミガキ。内面粗い横ハケ。底部平底、
砂粒付着。内面底部と外面の下胴部と底部
に黒斑。

好

良

黄す

良

精

う
B`鉢

697 _銘
7--2279

B13d
一 YT7

95
79
10.2

43

□唇部は尖頭状に作る。内面横ハケ、外
面ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→扇形紋→直線紋を施
した文様帯。文様帯下部上胴部横、下胴部
縦方向のヘラミガキ。内面板状器具による
ナデ。底部平底。下胴部から底部に黒斑。

好

む
橙

含

ミ

粒

ぉ

良

砂

に
Cと鉢

698 _::
6--3792

B13b
一 YT7

99
80
9,1

50

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。回縁部に二次加熱の跡。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部あげ底、木葉痕付着。

好

良

黄す

良

精

う
D鉢

699 _:そ
7--2552

B13b
一 YT7

■

一
　

一
　

一

□唇部は円頭状に作る。鉢部内外面とも
磨滅のため調整不明。

脚台部の一部残存。残存部に櫛描直線紋。 質

良
白味

軟
精

黄
台 付 鉢 Al

700 _::
6--1561

B13d
一 YT7

Ｚ

一　

一　

一

口唇部は面を作る。□縁端部 ヨコナデ。
鉢部内外面とも縦方向の丁寧なヘラミガ
キ。

脚台部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内
面上部シボリ、下部横ハケ。脚下部は欠損
する。円形透孔 3ケ所。

好
良

橙お

良
精

に
台 付 鉢 A2

-48-



番号警賢置綴登 録 番 号

出 土 位 圏

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

土

調

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸 部 1同 部 。 底 部
器種・ 形 態

701 正銘

6--1563

B13d
一 YT7

113 口唇部は円頭状に作る。鉢部外面細かな

斜ハケ後端部のみヨコナデ。内面ナデ。
脚台部欠損。 好

含

橙

多

黄

粒

ぶ

良
砂

に
台 付 鉢 A3

702 _銘
6-1456

B13d
一 YT7

17.5

79

61

□唇部はやや丸味をもつ面を作リヨコナ

ブ O

胴部無紋。内外面とも上部横、下部縦方向
のヘラミガキ。底部平底、ヘラミガキ。

好
良
橙お

良
精

に
片  □  Bl

B12区・ B13区YT6下 層

―-42
703

7--  88

B13d
一 YT6-D

口唇部は面を作る。 胴部無紋。外面斜ハケ後ナデか。内面磨滅
して調整痕はっきりしないが債ハケ後縦方
向のヘラミガキ。底部平底、木葉痕付着。

好

良

橙す

良

精

う

片  □ A2

704 ~42
7--2220

B13b
一 YT6-D

80
17.6

154
62

□唇部は円頭状に作る。内面ナデ。外面
磨滅のため調整痕はっきりしないが縦方
向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面 もやはり磨滅のため調整痕
はっきりしないが横方向のヘラミガキ。内
面上部ナデ、下部横ハケ。底部平底、砂粒
付着。

質

良

橙
帥
　す

や
精

う

広 □ 壷 Df

705 _銘
7--2219

B13c
一 YT6-D

81
145
14,0

61

□唇部は円頭状に作る。内面ナデ。外面

縦方向のヘラミガキ。
胴部無紋。外面上胴部斜、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部平底、砂粒付着。

質

良

橙

軟

　

゛ゝ

や

　

ぉ

や
精

に
広 口 壺 Df

B12区・ B13区YT6中 。上層

706
―-42 7-- 425

B13c
一 YT6-C2

13.1

23.7

回唇部は下端を引き延ばすようにして幅

広い面を作 リヨヨナデ。内外面 ともヨコ

ナデ。

肩部に結節縄紋 (LR)を 2段施紋。文様帯

下部磨滅のため調整痕はっきりしないが横

方向のヘラミガキ。内面ナデ。下胴部欠損。

図版縮尺1/2.5。

質

良

橙す

軟

精

う

広 口 壷 A2

707
―-42 7-- 389

B13e
一 YT6-C2

155

23.5

□唇部は面を作る。内面 ヨコナデ。外面
文様効果をもつ粗い斜ハケ、頸部ヨコナ

デ。

肩部に櫛の押圧横線を 3条、その下上胴部
ほぼ全面に縄紋 (LR)を施紋。文様帯下部

横方向のヘラミガキ。内面粘土帯の合わせ

目残存、ナデ。外面に黒斑。下胴部欠損。

質

む
白

帥障味

や
砂
黄

広 □ 壷 Cz

708 _銘
7-- 390

B13e
一 YT6-C3

13.4

27.8

23.8

7.3

□唇部は折返しにより幅広い面を作 リヨ
コナデ。内面端部櫛の刺突による羽状紋、

下部横ハケ。外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面斜ハケ後斜方向のヘラミガ

キ。内面上部板状器具によるナデ、下部横
ハケ。底部平底。

好
良

橙黄ぶ

良
精

に
広 口 壷 F`

709 _銘
7--  91

B13b
一YT6-C2D

一　

一

３
．
■

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線を 1条施す他は無紋。

外面上胴部縦、腹部横、下胴部斜方向の粗
いハケ調整。底部平底。底部に黒斑。

好
含
白

修

味

良

砂
黄

小型壷胴部 I

710 _:そ
7- 138

B13c
一 YT6-Cl

一　

一

２
．
■

口縁部欠損。頸部一部残存。内面ナデ?

外面縦方向の細かなヘラミガキ。
頸部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外

面上胴部縦方向の丁寧なヘラミガキ、下胴
部磨滅のため調整不明。底部平底。底部付
近に黒斑。

軟 質

やや粘性弱い

赤  味  橙

長 頸 壷 B

711  ~~4そ
7--419

B13e
一 YT6-Ca

12.8

59

口頸部欠損。 頸部との境に櫛の押圧横線を 3条施す他は

無紋。外面上胴部粗い縦ハケ、腹部粗い横
ハケ、下胴部横方向のヘラミガキ。底部 ド
ーナツ底。上】同部に黒斑。

好
含

橙

鯵

す

良
砂

う

壷 胴 部 Ⅲ

712 _:そ
7-- 391

B13c
一 YT6-C3

6.5

10.0

90
47

口唇部は円頭状に作る。内面横ハケ後横

方向のヘラミガキ。外面縦ハケ後ヨコナ

デ。

胴部無紋。外面縦ハケ後横方向の丁寧なヘ

ラミガキ。内面粘土帯の合わせ目の痕跡が

顕著に残る。内面下部箆ナデ。底部平底。

や や 軟 質
やや粘性弱い

明 るい黄 橙

小型広口壷 B2

713  ~~43
7--  90

B13e
一 YT6-C2

95
85
9.5

40

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。

外面縦方向のヘラミガキ。
胴部無紋。外面磨滅のためはっきりしない

が上胴部縦方向のヘラミガキ、下胴部ナデ
か。内面横ハケとナデ。底部 ドーナツ底。

質

良

黄

軟や

　

す

や
精

う

靖

―- 49 -―



番号雪畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

□
器
胴
底

口 頸  部 (郭部 ) 胴 部 。 底 部 (脚部)器 種・ 形 態

714 三舒

7- 416

B13e
一 YT6-C3

9.6

4.2

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後、上胴部縦、腹部か
ら下胴部にかけては横方向のヘラミガキ。
底部平底、ナデ。全面に二次加熱を受けて
いる。

好
良
茶黄

良
精
暗

小型壷胴部 I

715
―-43 7-― 388

B13e
一 YT6-C3

13.6

109
142
6.0

□唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。胴部の境に段。
胴部無紋。外面上胴部縦、腹部から下胴部
にかけては斜又は横方向のヘラミガキ。内
面上部ナデ、下部細かなハケ。底部平底、
ヘラミガキ。

好

良
白味

良

精
黄

鉢 Cl

716 _:阜
7- 417

B13e
一 YT6-C3

120

12.6

□唇部は面を作る。鉢部内面上部ヨコナ
デ、下部縦方向の指ナデ? 外面縦方向
の丁寧なヘラミガキ後、上部下端に櫛描
直線紋を 1条施紋。

脚上部残存。残存部に櫛描の直線紋→刺突
紋→直線紋を施した文様帯。文様帯下部縦
方向のヘラミガキ。円形透孔 3ケ所。

好

良
橙ぶ

良
精

に
台 付 鉢 B

B12区・ B13区YT6

717
―-43 7--1626

B13c
一 YT6

一　

一

■

４

□頸部欠損。 外面磨滅のため文様ははっきりしないが肩
部に櫛描の直線紋と扇形紋を交互に施紋す
る。文様帯下部横方向のヘラミガキ。下胴
部に焼成後の穿孔。底部平底。

好
良

橙味

良
精

赤
壷 胴 部 I

718 _:,
6--1574

B13g
一 YT6

7.4

104
97
4.9

□唇部は円頭状に作る。□唇部から□縁
部内面にかけてはヨコナデ。外面は縦方
向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面は磨滅のためはっきりしな
いが、上胴部をヘラミガキ、下胴部をナデ
ているようである。底部やや丸味をもつ平
底。底部全面に黒斑。

好

む
橙

障

ぶ

良
砂

に
小 型 壷 C

719
-43 番号不明

B13g
一YT6

81
7.5

7.8
4,0

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅の趣 調整不明。
底部 ドーナツ底。外面の約1/2に 黒斑。

好

良
橙す

良
精

う
靖

720 _:ニ
6--1279

B13g
一 YT6

7.9

7.4
77
4.0

口唇部は円頭状に作る。内外面 ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面磨滅のためはっきりしない

が、全体をナデ仕上げしているようである。
底部 ドーナツ底。胴部に2ケ 所黒斑。

好

良

橙お

良
精

に
靖

B12区・ B13区 YT8

721 正:,

6--1575

B13g
一 YT8

一　

一

４

α

口頸部欠損。 胴部無紋。外面著しく磨滅しており調整法
不明。底部平底。胴部に黒斑。

好
含

橙

修

味

良

砂
赤

小型壷胴部 I

十　
一

２２７
7-- 354

B13h
一 YT8-D

12.9

6.0

□頸部欠損。 胴部無紋。外面丁寧なヘラミガキを施して
いるようであるが、磨滅のため調整痕は残
らない。底部浅い ドーナツ底。下胴部に小
さな黒斑。

好
良

橙小

良
精

に
小型壷胴部Ⅲ

723
―-43 7-- 364

B13h
一 YT8-D

一
　

一
　

　

０

・

口縁部欠損。鉢部内面細かな横ハケ。外
面ハケ後ナデ。内面全面丹彩。

脚台部無紋。外面縦ハケ後ナデ。内面上部

指頭圧痕、下部横ハケ。裾端面は面を作 り
ヨコナデ。

好
良

橙黄ぶ

良
精

に
台 付 鉢 D

724 _:ニ
6-1062

A14b
一 YT8

21.1

路.1

148

口唇部は円頭状に作 リヨコナデ。口縁部
内面横ハケ後ヨコナデ? 外面上部縦ハ

ケ後ヨコナデ、下部縦ハケ。

脚上部に櫛の刺突による文様を上部より、
押圧横線 4条→縦の刺突紋→押圧横線 3条
→刺突紋の順に施紋。文様帯下部は縦方向
のハケ。脚内面を除く全面丹彩。黒斑あり。

好
む
０

含
僻

粒
唯

良
砂
赤

高 郭  B3

725 _鋸
7-- 230

B13g
一 YT8-C3

156

22 4

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも強いヨコナデ。図版縮尺1/2.5。

肩部に櫛描直線紋と櫛先端による刺突紋を
交互に 2回施しただけの幅狭い文様帯。文
様帯下部横方向の幅広いヘラミガキ。内面
上部ナデ、下部ハケ。下胴部欠損。

好

良

橙お

良

精

に
広 □ 壷 E

726 _::
7--  93

B13g
一 YT8-Cl

50
10.6

107
5.4

手ずくねの跡が残る不整形な口縁部。
唇部は円頭状に作る。内面横ハケ後ヨ

ナデ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

□ 胴部無紋。外面ハケ後、横方向の雑なヘラ
ミガキ。底部平底、ヘラミガキ。口縁部か
ら上胴部にかけては黒斑。

好

む
白

騰

味

良

砂
黄

小 型 壷 B

―- 50 -―



番号堅量田矮登 録 番 号

出 土 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸  部 (杯部) 胴 部 。 底 部 (脚台部)
器 種・ 形 態

727
―-43 7-- 171

B13g
一 YT8-C2

85
7.4

7.1

2,8

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面ヨコナデ後縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ナデ。底部 ドーナツ底。胴部に黒斑。

好

良

橙す

良

精

う
対

728 _::
7-- 173

B13g
一 YT8-C2

一　

一

生

４

口頸部欠損。 胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底。

好

良
橙お

良
精

に
小型壷胴部Ⅲ

729 _鋸
7-- 228

B13g
一 YT8-C3

124

13.4

口唇部は円頭状に作 り、櫛による刻目紋。
内面横ハケ。外面縦ハケ後頸部から肩部
にかけてヨコナデ。

胴部外面縦ハケ、煤付着。内面粗いハケ後
板状器具によるナデ、下部に炭化物付着。
脚台部欠損。

好
含

茶

多
黄

粒

い

良
砂
暗

B2甕

730   43
7-- 170

B13g
一 YT8-C2

□唇部は面を作 リヨコナデ。tTh部無紋。
内外面とも縦方向の丁寧なヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦ハケ後縦方向のヘラミガ
キ。内面上部シボリ、下部横ハケ。裾端面
は面を作 リヨコナデ。

好
良

橙ぶ

良
精

に
高 郭  Cl

A13区YT7

一　
一

３７
6--1541

A13f
一 YT7

78
162
13.4

59

口唇部は面を作る。内面ナデ。外面磨滅
著しく文様、調整等不明。

外面著しく磨滅 しているため文様はっきり
しないが、肩部に凸帯を 1条、その下に櫛
描の直線紋と扇形紋を交互に 2ないし3回
施している。下部調整不明。平底。黒斑。

好
含

橙

修

ぶ

良

砂

に
・受 口 壷 AI

732 三鑑

6--1536

A13f
一 YT7

86
144
13.4

55

□唇部は面を作る。内面縦方向のヘラミ
ガキ。外面上部斜方向の櫛刺突紋、下部
縦方向のヘラミガキ、頸部刷毛状器具に

よるナデ?

胴部無紋。外面上胴部縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ、下胴部横方向の細かなヘラミガキ。
底部平底。底部に黒斑。

好
良
橙味

良
精
赤

受 □ 壷 A2

733 三銘

6--1697

A13e
一 YT7

125
183
18 5

65

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部ヘラミガキ。外面ハケ後
ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋と扇形紋を交互に2回
施紋 (左回り数回停止)、 文様帯下部丁寧な
ヘラミガキ。底部浅い ドーナツ底。下腹部
に焼成後の穿孔。胴部に黒斑。

好

良

橙味

良
精
赤

広 口 壷 Bl

734 _:;
6--1701

A13e
一 YT7

12.1

199
190
6.8

□唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部ハケ後ナデ。外面縦ハケ
後、口縁端部と頸部ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋 3条を施す。
文様帯下部は横方向のヘラミガキ。内面ハ

ケおよびナデ。底部平底、砂粒付着。

好

良
橙味

良
精
赤

広 口 壺 Bl

735 _銘
6--1527

A13e
一 YT7

9,1

182
153
5.6

□唇部は円頭状に作 る。□唇部から□縁
部外面 にかけてはヨコナデ。内面ハケ後
ナデ。

胴部無紋。肩部に一部ハケ調整痕がみられ
る他は底部まですべて横方向のヘラミガキ。
底部平底、ヘラミガキ。下】同部に黒斑。

好

良
橙お

良
精

に
広 □ 壺 B2

736 _:;
6--1535

A13f
一 YT7

80
13.5

13.0

5.5

口唇部やや月巴厚させ面を作 り、ヨヨナデ。
内面ハケ後櫛描波状紋を施す。外面粗い

斜ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描直線紋と櫛の刺突紋を施 しただ
けの幅狭い文様帯。文様帯下部上胴部縦方
向、下胴部横方向のヘラミガキ。底部平底、
砂粒付着。腹部に一対の黒斑。

好
良

橙す

良
精

う
広 □ 壷 B2

737 _:;
6--1544

A13f
一 YT7

9.2

13.4

122
4.7

口唇部やや幅広い面を作 り、 5～ 7個 1

組とした棒状浮紋を3ケ所に配す。内面
ハケ後櫛描波状紋。外面縦ハケ後ヨコナ
デ。

肩部から上胴部にかけて、櫛描の直線紋→

波状紋→直線紋→刺突紋→直線紋→刺突紋
を施 した幅広い文様帯。下胴部横方向のヘ

ラミガキ。底部 ドーナツ底。2ケ所に黒斑。

好
良
自味

良

精

黄
広 □ 壷 B2

738 _銘
6--1703

A13e
一 YT7

115
20,7

171
6.0

口唇部は面をもつ。内面端部要を上にし
た櫛猫扇形紋。外面縦ハケ後、口縁端部
ヨコナデ、頸部縦方向のヘラミガキ。

肩部に櫛描直線紋→櫛描扇形紋 (要上)を
施 しただけの幅狭い文様帯。文様帯下部横
方向のヘラミガキ。底部平底、ヘラミガキ。
腹部に直径 2 clllの 穿孔。底部に黒斑。

好
良

橙味

良
精
赤

広 口 壷 B

739 三結

6--1528

A13e
一 YT7

112
19.4

168
65

□唇部は幅広い面を作り、櫛描波状紋を
施す。内面端部櫛描波状紋、下部ナデ。
外面ナデ。

胴部無紋。外面全面ナデ調整。底部平底。
胴部に数ケ所黒斑。

好
含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
広 口 壷 B4

740 _話
6-1813

A13e
一 YT7

91
14.5

14.4

58

□唇部は円頭状に作る。口唇部から内面
にかけてはヨコナデ。外面磨滅のためは
っきりしないがヘラミガキの可能性が強
い。

胴部無紋。外面ハケ後横方向の細かなヘラ
ミガキ。底部平底、ヘラケズリ。胴部に一

対の黒斑。

好

む

白騰味

良
砂
黄

長 頸 壷 A

-51-



番号聖畳目綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸回 胴  部   ・  底  部
器 種 形 態

741 三鈷

6--1809

A13e
一 YT7

117
20 6
17 1

65

口唇部は折返しにより幅広い面を作り
ヨコナデ。内面端部櫛描波状紋を2条
下部はナデ? 外面斜ハケ後ヨコナデ

肩部に櫛描の波状紋→直線紋→波状紋 3条
を連続して施し、その上に肩部より垂下す

る櫛描波状紋を 4ケ所に配す。文様帯下部

斜ハケ。 ドーナツ底、木葉痕・籾痕付着。

好

む
橙

障

味

良
砂
赤

広 口 壷 F3

742 _話
6--1534

A13f
一 YT7

10,9

186
16 1

58

□唇部は面を作り、 4個 1組の棒状浮紋
を4ケ 所に貼付。内面端部ヨコナデ、頸
部にかけては横方向のヘラミガキ。タト面
ハケ後縦方向のヘラミガキ。

肩部最上段に櫛の縦刺突紋、その下に櫛描
の直線紋と扇形紋を交互に施した文様帯。

文様帯下部横方向の細かなヘラミガキ。底

部平底、砂粒付着。胴部に2ケ所の黒斑。

好
良

橙味

良
精

赤

広 □ 壷 F3

743 _箭
6--1808

A13e
一 YT7

102
193
15_9

60

□唇部は面を作る。内面磨滅のため調整

不明。外面ハケ後縦方向のヘラミガキ。
肩部に櫛の刺突による羽状紋→櫛猫直線紋
→櫛猫扇形紋→櫛描直線紋 2条を施した幅

広い文様帯。文様帯下部横方向のヘラミガ

キ。底部平底。胴部に黒斑。

好
良

クン

良

精

ピ

広 口 壷 F

744 ~44
6--1766

A13e
一 YT7

α

　
一　

一　

一

超大型壷の口縁部破片。□唇部は折返し
により幅広い面を作 り、横ハケ後櫛刺突
による斜格子紋。内面端部櫛刺突による

斜格子紋と羽状紋、下部ヨコナデ。

肩部の一部残存。断面三角形の凸帯が 1条、

その下に櫛の刺突による羽状紋が 2条認め

られる。胴部欠損。

好
含

白
鯵

味

良

砂
黄

広口壷 F― b

745 _:i
6--1538

A13f
一 YT7

75
115
114
46

口唇部はやや丸味のもつ面を作る。内外
面とも縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。上胴部縦、下胴部横方向の丁寧
なヘラミガキ。底部平底、ヘラミガキ。底

部に黒斑。

好
良
橙味

良
精
赤

小型広□壺 CI

―-44
746

6--1540

A13f
一 YT7

75
12.1

13 1

56

口唇部は面を作 リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋 2条 、下部ナデ? 外面縦ハケ

後頸部のみヨコナデ。

肩部に低い凸帯を 1条、その下に繊細な櫛

描波状紋を2条施紋。文様帯下部は磨滅の

ため調整不明。底部平底、ヘラミガキ。

好
良

クン

良
精

ピ

小型広口壺 Al

747 ~45
6--1723

A13e
一 YT7

□縁部欠損。頸部一部残存。内面ナデ。
外面細かな縦ハケ。

肩部に櫛描直線紋と波状紋を交互に施 した

幅狭い文様帯。文様帯直下には 3個 1組の

棒状浮紋が 3ケ所につく。胴部横方向のヘ

ラミガキ。底部平底。胴部に黒斑。

好

良
橙お

良
精

に
壷 胴 部 I

748 _笛
6--1702

A13e
一 YT7

□頸部欠損。 肩部に櫛猫の直線紋→扇形紋→波状紋→扇

形紋を施 した文様帯。文様帯下部横方向の
ヘラミガキ。内面上部箆ナデ、下部ハケ。

底部平底。下腹部に焼成後の穿孔あり。

好
良
橙お

良
精

に
壷 胴 部 I

749 _雷
6--1539

A13f
一 YT7

一　

一

３
．
＆

□頸部欠損。 肩部の一部欠損か。現存部で確認するとこ

ろでは櫛描の直線紋と扇形紋を交互に施し

た文様がつく。文様帯下部横方向のヘラミ

ガキ。内面箆ナデ。底部あげ底。

好
良
橙味

良
精
赤

壷 胴 部 I

750 _雷
6--1533

A13f
一 YT7

139
65

口縁部欠損。頸部の一部残存。外面縦方
向のヘラミがキ。内面調整不明。

胴部無紋。外面ハケ後上胴部斜、下胴部横

方向の細かなヘラミガキ。内面上部ナデ、

下部ハケ。底部平底、砂粒付着。

好
良
橙味

良
精

赤

壷 胴 部 I

751 三::

6--1532

A13f
二 YT7

一　

一

４

α

口縁部欠損。頸部一部残存。内面左回り
の細かなハケ。外面ハケ後ナデ。

胴部無紋。外面上胴部縦および横方向のヘ

ラミガキ、下胴部横方向のヘラミガキ。底

部平底、ヘラケズリ。底部に黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

壷 胴 部 I

752 _雷
6--1532

A13e
一 YT7

一　

一

■

６
．

□縁部欠損。頸部一部残存。内面ナデ。

外面ハケ後ヨコナデ。
肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→波

状紋→扇形紋を施文。文様帯直下には 4個
1組の円形浮紋を3ケ 所に貼付。文様帯下

部横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好
良
橙す

良
精

う

壷 胴 部 Ⅱ

753 _::
6--1700

A13e
一 YT7

一　

一　
ａ

■

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線を 2条施す他は無紋。

外面全面に右回り施した斜方向の粗いハケ。

医部平底。下胴部から底部にかけて黒斑。

好
含
白

修

味

良

砂
黄

壷 胴 部 Ⅲ

754 _筋
6--1546

A13f
一 YT7

一　

一　
＆

ａ

口頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→刺突紋→直

線紋を施紋。最上段直線紋上には3個 1組
の円形浮紋を 3ケ所に貼付。文様帯下部ヘ

ラミガキ。底部平底、ナデ。

質
含

白
帥鯵味

や
砂
黄

壷 胴 部 Ⅳ

755 _錫
6--2450

A13d
一 YT7

一　

一

α

ａ

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線を3条施す他は無紋。

外面上胴部縦方向、下胴部横方向の細かな
ヘラミガキ。内面上部ナデ、下部ハケ。底

部 ドーナツ底。上胴部に帯状の黒斑。

好
含

橙

多

黄
粒

ぶ

良

砂

に

小型壷胴部 I

―- 52 -―



番号聖賢昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□ 頸 部 (郭部) 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)
器 種 形 態

一　

一

６５７
6--1531

A13e
一 YT7

12.1

44

□頸部欠損。 胴部無紋。外面全面著しく磨滅しており調
整不明。内面下部指頭圧痕が残る。底部 ド
ーナツ底。腹部に黒斑。底部から下胴部に
かけて二次加熱を受けている。

好
含

橙

修

小

良

砂

に
小型壷胴部Ⅲ

４５

６２

一　

一
757

6--1542

A13f
一 YT7

75
17.1

154
52

□唇部は外側に向けて面取りする。内面
上部 ヨコナデ、下部ナデ。外面上部ヨコ

ナデ、下部縦方向のヘラミガキか。

胴部無紋。外面磨滅のためはっきりしない

がヘラミガキか。底部浅い ドーナツ底。腹
部に黒斑。

質

い
橙

靭円味

や
粘

赤
長 頸 壷 B

758 _:,
6-1220

A13e
一 YT7

一　

一

α

４

□縁部欠損。頸部一部残存。内面磨滅の
ため調整不明。外面縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。

胴部無紋。外面細かな斜ハケ後縦方向の丁
寧なヘラミガキ。内面上部ナデ、下部横ハ

ケ。底部平底。

好

良

黄す

良

精

う

長 頸 壷 A

759 _:】
6-1150

A13f
一 YT7-C

216
217
23.7

84

□唇部は面を作る。内面粗い横ハケ。外
面斜ハケ後ヨコナデ。

胴部無紋。外面粗い斜ハケ。内面粗い横ハ

ケ。底部 ドーナツ底、木葉痕が残る。

好
む
黄

含粒

す

良
砂

う
短 頸 壷 C

４５

６３
一　
一

０６７
6--1775

A13e
一YT7

＆

一

９
，

一

口唇部は面を作る。□唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面細かな横ハケ。外面
縦ハケ。

胴部外面細かな斜ハケ、腹部のみ横ハケ、
煤付着。内面上部板状器具によるナデ、下
部細かな横ハケ。脚台部欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

AI甕

一　
一

６７
6--1777

A13e
一 YT7

ａ

一

７
．

一

□唇部は面を作る。□唇下端に箆または
棒状器具による刻目紋。内面細かな横ハ

ケ。外面細かな縦ハケ。

胴部外面細かな斜ハケ、腹部のみ横ハケ、
煤付着。内面上部横ハケ後板状器具による
ナデ、下部細かな横ハケ。脚台部欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

762 _な
:

6--1724

A13e
一 YT7

５

．

一一　

５

．

一

口唇部はやや丸味をもつ面を作リヨコナ
デ。刻みは施さない。内外面ともヨコナ
ア 。

胴部外面斜ハケ後板状器具によるナデ、煤
付着。内面ナデ。脚台部欠損。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

島甕

763   45
6--1762

A13d
一 YT7

13.8

115
15,4

58

□唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面ナデ。底部平底。下胴部に黒斑。

好
良
黄す

良

精

う
Cl鉢

764 _::
6--1812

A13e
一 YT7

9.1

81
10.6

3.6

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面斜ハケ後横方向の雑なヘラ
ミガキ。内面ナデ。底部平底。内面下部に

黒斑。

好

む
黄

障

す

良
砂

う
鉢 C?

765 _::
6-1598

A13f
一 YT7

12.9

83

3.8

口唇部は面を作る。内面横ハケ。外面縦
方向のヘラミガキ後ヨコナデ。

胴部無紋。外面全面縦方向の丁寧なヘラミ
ガキ。内面斜方向のヘラミガキ。底部平底、
ヘラミガキ。

好
含
橙

多

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
EI鉢

766
―-45 6--1773

A13e
一 YT7

２

．

一
　

　

一

□唇部は面を作る。片口部は口唇部内側
を軽く押えて作り出す。鉢内面上部横、
下部縦方瞼 ヘラミガキ。外面上部斜ハケ、
下部縦方向のヘラミガキ。内外面に煤付着。

郭部と脚台部との境に凸帯を 1条貼付。以
下脚台部欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗

台 付 片 □A

767   46
6--1705

A13d
一 YT7

口唇部は円頭状に作る。郭部無紋。内外
面とも磨滅のため調整痕ははっきりしな
いが縦方向のヘラミガキ。ITh部 内面に黒
斑。

脚部縦方向の丁寧なヘラミガキ後上部に櫛
描直線紋を 4条施紋。内面上部シボリ、下
部横ハケ、裾部ヨコナデ。裾端面は折返し
により幅広い面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

良

橙す

良

精

う
高  郭  B2

768 三籠

6--1820

A13d
一 YT7

□唇部は面を作る。杯部無紋。内外面と
も縦方向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部横ハケ。裾端面は面を作
る。円形透孔 3ケ所。

好
良
橙お

良
精

に
高 ITh B4

769 ~46
6--1547

A13f
一 YT7

14.7

10.0

90

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。邦部
無紋。内面磨滅のためはっきりしないが
ナデか。外面縦方向のヘラミガキ。

脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき2条施紋、

下部斜ハケ後雑なヘラミガキ。内面上部ナ
デ、下部横ハケ。裾端面は円頭状に作る。

好
良

橙ぶ

良
精

に
高 郭  B7

770 ~46
6-1098

A13d
一 YT7

９

０

　

８

２３

‐９

　

Ю

口唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も縦方向の丁寧なヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面ナデ。円形透孔 3ケ 所。

好

良
橙お

良
精

に
高  杯  C
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番号警豊置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量ca
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸□ 部打同 底 部 (脚台部)
器 種・ 形 態

A13区 YT6

771  三鑓

6-- 430

A13h
一 YT6

117
16 1

18.0

65

□唇部は面を作る。□唇部から内面端部
にかけてはヨコナデ。内面下部横ハケ。
外面細かな縦ハケ後頸部のみヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部斜方向、下胴部横方
向のヘラミガキ。底部平底。下腹部に焼成
後の穿孔 (3.5 ca× 2.5 cm)が ある。底部
に黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

広 □ 壷 Bl

772 _;:
6-1571

A13i
一 YT6

16 1

25 1

25 6

7_2

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
縦ハケ後ナデ。頸部外面は縦ハケ後板状
器具によるナデ。

胴部無紋。外面上胴部斜、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部平底、砂粒付着。下胴部
に焼成後の穿孔 (直径 2 5cm)が ある。

好

良
橙味

良
精
赤

広 口 壷 BI

773 _続
6-―

A13h
一 YT6

20 7

22 2

189
70

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内面
ヨコナデ。外面縦ハケ後端部のみヨコナ
デ。

胴部無紋。外面斜方向のヘラミガキ。下胴
部斜ないし横方向のヘラミガキ。底部平底、

砂粒付着。下胴部から底部にかけて黒斑。

好

む
橙

騰

す

良
砂

う
広 □ 壷 C2

774 ~46
6-―・427

A13g
一 YT6

155 口唇部は面を作り縄紋 (LR)を施す。内
面端部水平近くまで折り曲げ、そこに縄
紋 (LR)と 棒状器具による刺突紋を施す。
外面ハケ後ヨコナデ。

頸部との境に櫛の押圧横線を 1条、その下
肩部には (LR)を 施す。胴部欠損。

好

良

橙お

良
精

に
広口壷 F一 b

775 _!:
6--1570

A131
-YT6

一　

一

α

α

□縁部欠損。頸部一部残存。内面ナデ。
外面強いヨコナデ。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。底部

平底。

好

良

橙す

良

精

う
壷 胴 部 I

776 _;:
6--1569

A13i
一 YT6

12.9

50

口縁部欠損。頸部の一部残存。内面ハケ。
外面ヨコナデ。

肩部に櫛の刺突による羽状紋を2段施す他
は無紋。文様帯下部は底部まで横方向のヘ

ラミガキ。底部平底、ヘラミガキ。胴上部
に黒斑。

好
良

橙味

良

精
赤

壷 胴 部 Ⅳ

777 _紙
6-1568

A13i
一 YT6

一　

一

＆

■

□縁部欠損。頸部の一部残存。内外面と
もヨコナデ。

胴部無紋。外面上胴部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。内面粘土帯の合わせ目とハケ
メが残る。底部平底。底部に黒斑。

好
良

橙味

良
精
赤

壷 胴 部 Ⅳ

778 三鑓

6--1567

A13h
一 YT6

21 4

口縁部欠損。頸部の一部残存。内外面と
もヨコナデか。

頸部との境に櫛の押圧横線を 2条、その下
肩部 (3 cm程下)に は4個 1組の円形浮紋
を3ケ所に貼付。上胴部斜、腹部横方向の
ヘラミガキ。下胴部欠損。腹部に黒斑。

好

良

橙す

良

精

う
壷 胴 部 Ⅳ

779 _::
6--1566

A13h
一 YT6

20 7

7.2

口頸部欠損。 下胴部の破片。外面細かなハケ後横方向の
ヘラミガキ。内面ハケ後ナデ。底部平底。
底部に黒斑。下腹部に3 cn× 3 cm程の焼成
後の穿孔。

好

良
橙味

良
精
赤

壷  胴  部

780 _::
6--1233

A13g
一 YT6

90
74
84
42

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

胴部に穿孔あるが発掘時のものか。底部 ド
ーナツ底。

好

良
白味

良

精
黄

靖

781 正::

6-- 433

A13i
一 YT6

一　

一

９
．
４

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
ナデ。底部平底。

好

む
橙

陸

ぶ

良

砂

に
小型壷胴部Ⅲ

782 _::
6--1572

A13i
一 YT6

10.8

64

□頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後横方向のヘラミガキ。

内面ナデ。底部平底。底部に黒斑。

好

良

橙す

良

精

う

小型壺胴部Ⅱ

783 _::
6--1573

B13d
一 YT6

10.2

61
96
55

□唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。内外面ともハケ後ナデか。底部

平底。

好
む
橙

障

す

良

砂

う
D鉢

一　

一

４８７
79

A13g
一 YT6

18 1

27.8

195
93

口唇部は面を作る。口唇下端に櫛状器具
による大きな刻目紋。内面粗い横ハケ。
外面斜ハケ後ナデか。

胴部外面粗い斜ハケ、煤付着。内面板状器

具によるナデ、下部に炭化物付着。脚台部

外面粗い縦ハケ。内面ナデ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗

Dl甕
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番号警畳置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸 部 胴 部 ・ 底 部
器種・ 形 態

一　

一

５８７
6--1884

A13g
一 YT6

23.4

21 3

157

口唇部はやや丸味をもつ面を作 リヨコナ

デ。郭部無紋。内面上部ヨコナデ、下部

縦方向のヘラミガキ。外面上部ヨコナデ、

下部斜ハケ。

脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき3条施紋、

下部横方向のヘラミガキ。内面上部シボリ、

下部横ハケ。据端面は面を作る。円形透孔
3ケ所。

好
良
橙味

良
精

赤

高 郭  B8

786 _籠
7-- 392

B13e
一 YT6

87
11 5

84

□唇部は円頭状に作る。鉢部内外面とも

磨滅のため調整不明。

邪部と脚台部の境に低い粘土帯を 1条施す

他は無紋。脚台部外面縦方向のヘラミガキ。

内面ナデ。裾端面は円頭状に作る。

質

良
橙ぶ

軟

精

に

台 付 鉢 Al

B13区・ A13区環濠外 (包含層)下層

787 ~47
6--2292

A13d― D

■

　

一
　

一　

一

口唇部は面を作る。内面上部ヨコナデ、

下部横ハケ。外面は上部に櫛の押圧横線

を4条施紋、下部細かな斜ハケ。

胴部欠損。 好

む
橙

騰

味

良
砂
赤

受 □ 壷 B

788 三籠

6--2042

A13f一 D

86
140
125
56

□唇部は面を作る。内面端部櫛描波状紋、

下部横ハケ、外面 ヨコナデ。

肩部に櫛猫の直線紋→刺突紋→直線紋→波

状紋→櫛先端による刺突紋を施した文様帯。

文様帯下部横方向のヘラミガキ◇底部 ドー

ナツ底、砂粒付着。腹部に一対の黒斑。

好
良
白味

良
精

黄

広 口 壷 B2

789 _籠
6-- 539

A13d一 D

9,9

12.5

■ 9

50

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅著しく調整不明。底部

平底、砂粒付着。下胴部に黒斑①

好

良
橙味

良
精
赤

広 口 壷 B2

790 _な
:

6-- 151

A13e― D

70
130
126
62

口唇部は円頭状に作る。内外面は磨滅 し

ているがヨコナデ調整のようである。

胴部無紋。外面上胴部に一部縦方向の丁寧

なヘラミガキの跡がみられるが、大半は磨
滅のため調整ス明ハ底部平底ハ底部 に黒郵6

質
含

橙
多

ゞ

粒

ぉ

軟

砂

に

広 □ 壷 B2

791 三::

6- 156

A13e一 D

97
19,1

155
60

□唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。

頸部外面はハケ後縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面上胴部縦、腹部から下胴部
にかけては横方向のヘラミガキ。底部付近

に一部ハケメ残存。底部平底。胴部に一対
の黒斑。

好

良
橙お

良
精

に

広 □ 壷 B3

792 ~47
6--2424

B13d一 D

15,1 口唇部は面を作る。内面 ヨコナデ、外面
ハケ後縦方向のヘラミガキ。

胴部欠損。 好
良
橙す

良
精

う

広 口 壷 E

793 _::
6-- 654

A13g一 D 21 3

68

□頸部欠損。 肩部に稚拙な感じのする櫛描の波状紋→直

線紋→波状紋を施紋。文様帯下部は磨滅す

るがハケ後ヘラミガキか。底部 ドーナツ底。

胴部 2ケ所に黒斑。

好

良
白味

良
精
黄

壷 胴 部 I

794 _:子
6--2134

A13f一 D 140
58

□縁部欠損。頸部の一部残存。内面横ハ

ケ。外面縦ハケ。

肩部に櫛描の刺突紋→直線紋→波状紋→直

線紋→刺突紋→直線紋を施紋 (左回り数回

停止)。 文様帯下部横方向のヘラミガキ。底

部 ドーナツ底、砂粒付着。上胴部に黒斑。

好

良
白味

良
精

黄

壷 胴 部 Ⅱ

795 _1子
6-- 930

A13f一 D 12.6

66

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部平底。

好
含

橙

膨

味

良

砂

赤

壷 胴 部 Ⅱ

一　
一

６９７
6-- 154

A13e― D 14.2

5,2

□頸部欠損。 胴部無紋。外面斜ハケ後横方向の粗いヘラ

ミガキ。内面板状器具によるナデ。底部平

底、ヘラミガキ。下胴部に黒斑。

好

良
白味

良
精

黄

壷 胴 部 Ⅳ

一　
一

７９７
6--2279

B13d一 D 144
5_2

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後横方向の丁寧なヘラ

ミガキ。底部平医、砂粒付着。上胴部に黒

斑。

好

良
橙味

良

精
赤

長 頸 壷 B

798 _:子
6--2136

B13d一 D 144
52

□頸部欠損。 頸部との境に低い凸帯を 1条施す惚 よ無紋。

外面磨滅のためはっきりしないがハケ後ヘ

ラミガキか。底部平底、中央に凹み。下腹

部に黒斑。

好
合

茶
多

黄

粒

す

良

砂

う

長 頸 壷 B
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番号響畳置矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□ 頸 部 胴 部 ・ 底 部 (脚部)器種・ 形 態

799 _:子
6--2326

A13f― D

61
96
100
49

口唇部は面をもつ。内外面ともハケ後ヨ
コナデ。

胴部無紋。外面上胴部右下 り、下胴部左下
りの細かなハケ。内面下部ハケ。底部 ドー
ナツ底。下胴部から底部にかけて黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

小 型 壷 B

800 _:子
6--2252

B13d一 D 10.3

48

口縁部欠損。頸部一部残存するが磨滅の
ため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底。下腹部と底部の 2ケ 所に黒斑。

質

含

白

多粒

味

軟

砂
黄

小型壷胴部 I

801 三訂

6-- 536

A13d―D

110
98
118
55

□唇部はやゃ丸味をもつ面を作る。内面
上部ナデ? 後縦方向のヘラミガキ、下
部ハケ。外面ナデ後縦方向の細かなヘラ
ミガキ。

頸部との境に箆の押引らしい沈線を 1条施
紋。胴部外面は縦方向の細かなヘラミガキ。
内面ハケ後ヘラケズリ。底部あげ底。底部
に黒斑。

好
良
白味

良
精

黄
鉢 BI

802 _訂
6-- 929

A12g― D

90
73
90
44

口唇部は円頭状に作る。 胴部無紋。外面粗い縦ハケ。内面ナデ?後
丹塗。底部平底。胴部から底部にかけて黒
斑。

好

む
白

騰

味

良

砂
黄

鉢 D

803 三評

6--2293

B13d― D

97
76
109
52

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底。底部に黒斑。

良 好

やや粘性弱い

黄  味  白
鉢 BI

804 _評
6--2640

A13f一 D

口唇部は円頭状に作る。 胴部無紋。内外面ともハケ後ナデか。底部
平底。胴部に黒斑。

好

良
橙ぶ

良

精

に
鉢 E2

805 _鋸
6-- 538

A13d― D

口唇部は円頭状に作る。郭部無紋。内面
縦方向のヘラミガキ。外面磨滅のため調
整不明。

脚部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
上部シボリ、下部横ハケ。円形透孔 3ケ所。
必部との接合は円盤充填法。

質

良
橙

鞠　ぶ

や
精

に
高 杯  c3

806 ~48
6-- 140

A13d― D

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。郭部
無紋。内面上部横、下部縦方向のヘラミ
ガキ。外面粗い斜ハケ後横方向の雑なヘ
ラミガキ。郭部内面に黒斑。

脚部無紋。外面粗い縦ハケ後雑なヘラミガ
キ。内面粗いハケ。

好

良
黄す

良

精

う
高 郭  c4

807 _::
6--2739

A13f一 D

□唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も縦方向の丁寧なヘラミガキ。内面に黒
斑。

脚上部に櫛描直線紋を間帯をおき5条施紋。
裾部別作りの合部貼付けにより段。裾上部
縦方向のヘラミガキ、下部 ヨコナデ。据上
部に長方形透孔4ケ所。

好
良

橙お

良
精

に
高 郭  G3

808 ~48
6-- 283

A13e一 D

一　

一　

　

■

郭上部欠損。下部の一部残存。内面ナデ、
外面縦ハケ後縦方向のヘラミガキ。

郭部との境に幅 l cm程 の粘土帯を施す他は
脚部無紋。外面縦ハケ後縦方向のヘラミガ
キ。内面ナデ。裾端面を円頭状に作る。

好

良
橙お

良
精

に
高 郭  B3

809 ~48
6-- 932

A12g― D

一
　

一
　

　

３

．

４

郭部欠損。 脚部無紋。外面上部縦方向のヘラミガキ。
裾部別作 りの台部貼付けにより鍔状突起と
段。脚中程に凸レンズ状の透孔 3ケ所、裾
部に長方形の切込み 3ケ所。内面はナデ。

好

良
橙味

良
精

赤
高郭 脚 部 E

810 ~48
6-- 244

A13d一 D

一
　

一
　

　

０

，

４

郎部欠損① 脚下部の小破片。据部に折り曲げによる段
を作る。段上部粗い斜ハケ、下部組い横ハ

ケ。内面ナデ。

好

良

橙す

良

精

う
高邦 脚部 F

B13区 。A13区環濠外 (包含層)中層

811 ~48
6--1356

B13d― C2D

168 □唇部は面を作る。内面ヨヨナデ。外面
斜ハケ後□縁端部に櫛の刺突による鋸歯
紋。

胴部欠損。 好

良

黄す

良

精

う
受 □ 壷 B

812 _な息
6-- 553

A13e―C2D

149 口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部櫛
描波状紋、下部磨滅のため調整不明。外
面磨滅のため調整不明。

頸部との境に凸帯を 1条、その下肩部に、
櫛描の波状紋 2条→直線紋→波状紋→直線
紋を順に施紋 (左回り数回停止)。 文様帯下
部縦方向のヘラミガキ。下胴部欠損。

質

む
橙

軟

含

ゞ

や
粒

ぉ

や
砂

に
広 口 壷 A

一- 56 -―



番号響畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

口 頸 部 胴 部 ・ 底 部
器 種 形 態

一　

一

〇
〇

８
6- 931

A13f― C2D

118
22. 1

20 2

59

□唇部は面を作る。口唇部から内面にか

けてはヨコナデ。外面縦ハケ後頸部のみ
ヨコナデ。

頸部との境に櫛の押圧横線を2条施す他は

無紋。外面縦ハケ後、横方向の雑なヘラミ

ガキ。底部あげ底。腹部に黒斑。

や や 軟 質
やや粘性弱い

赤  味 橙

広 □ 壷 Cl

814
―-48 6--2276

B13d一C2D

は

一　

一　

一

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。

肩部の一部残存。無紋。外面磨滅のため調

整不明。内面ナデ。胴部欠損。

好

良

橙黄いる

良
精

明

広 口 壷 D

815
―-48 6--1313

B13d―一C2D

143 口唇部は円頭状に作 る。内外面とも強い

ヨコナデ。

肩部の一部残存。無紋。外面細かな縦ハケ。

内面ナデ。胴部欠損。

好

良

橙す

良

精

う

広 口 壷 E

816 _:息
6-- 118

B13f一C2D 17.9

60

口縁部欠損。頸部の一部残存。内面横ハ

ケ。外面縦ハケ。

肩部に櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇

形紋を施した (左回り)だけの幅の狭い文

様帯。文様帯下部上胴部は縦、下胴部横方

向のヘラミガキ。底部平底。胴部に黒斑。

好

良
橙味

良

精
赤

壷 胴 部 I

一　

一

７８
6-- 494

A13d一 C2D

一　

一　
■

牲

口縁部欠損。頸部の一部残存。内面ナデ。

外面縦ハケ。

胴部無紋。外面斜ハケ後、横方向の雑なヘ

ラミガキ。内面ハケ。底部 ドーナツ底。

好
良
白味

良
精

黄

壷 胴 部 ]

818 三駕

6- 315

A13e一 C2D 183
63

□縁部欠損。頸部の一部残存。内外面と

もヨコナデか。

肩部に櫛描の直線紋→簾状紋→直線紋を順
に施紋。最下段直線紋上には 2コ 1組の円

形浮紋を 3ケ所に貼付。文様帯下部横方向
のヘラミガキ。底部 ドーナツ底。黒斑。

好

良

橙す

良

精

う

壷 1同 部 Ⅳ

一　

一

９８
6-1311

B13d一 C2D 27 4

80

□頸部欠損。 肩部に櫛描の直線紋→波状紋→刺突紋 (先

端による)を 2回連続 して施紋。文様帯下

部ハケ後横方向のヘラミガキ。底部 ドーナ

ツ底、木葉痕付着。上胴部に黒斑。

好

良

橙す

良

精

う

壷 胴 部 Ⅳ

820 _駕
6--1345

B13d― C2D 28 7

口頸部欠損。 胴上部の大型破片。肩部に櫛描の直線紋→

櫛刺突による鋸歯紋→波状紋→刺突による

羽状紋→直線紋→束J突紋を施した文様帯。

文様帯下部横方向のヘラミガキ。内面横ハケ。

好
良
白味

良
精

黄

壷 胴 部 Ⅳ

821 三駕

6-- 231

A13e一 C2D

65
67
57
3.6

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

底部平底。

好
む
白

障

味

良
砂

黄

小型広□壷C3

822 ~49
6-- 882

A13d一 C2D

一　

一

ａ

３
．

□頸部欠損。 胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。

底部あげ底風平底。

好

良

橙お

良

精

に

小型壷胴部Ш

823 _駕
6--1330

B13d―C2D

一　

一

■

３
．

□頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部

平底。下腹部に黒斑。

好

む
橙

騰

ぶ

良
砂

に

小型壷胴部 I

824 _鋸
6-- 602

A13e一 C2D

69
104
98
44

□唇部は円頭状に作 る。内外面 ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。外面粗いハケ後、横方向の雑な
ヘラミガキ。内面上部ナデ、下部ハケ。底

部浅いドーナツ底。

好

良

黄す

良

精

う

′
!ヽ 型 壷 C

825 _弼
6-- 496

A13d一 C2D

一　

一

２
．
ょ

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上1同 部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部平底。

好
含

茶

多粒
良

砂
黄

壷 胴 部 I

826 三弼

6- 880

A13f一 C2D

一　

一

α

４

口頸部欠損。 胴部無紋。外面の一部にヘラミガキが残る

が、大半は磨滅のため調整不明。底部平底。

好

良
橙お

良
精

に
′
!ヽ 型 壷 Ⅲ

827 _弼
6--1328

B13a一C2D

77
153
142
5_6

□唇部は面を作る。内面横ハケ後ヨコナ

デ。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
頸部との境に低い凸帯を 1条施す他無紋。

外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。腹部に一

部横方向のヘラミガキ。底部平底。

好

良

橙お

良
精

に

長 頸 壷 A

―- 57 -―



番号響畳昌矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量 cll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

部頸口 胴 部 ・ 底 部 (脚部)器種・ 形態

828 _;i
6- 497

B13d―C2D

53
67
91
44

□唇部は円頭状に作る。日唇部から胴部
にかけて黒斑。

胴上部に幅 3.6 co、 高さ 1 0 ctllほ どの把手
を 1対設うけ、そこに2個 1組の小円孔(紐

懸け用か)を穿つ。胴部外面磨滅のため調
整不明。内面ナデ。底部 ドーナツ底、木葉痕。

好

良
橙お

良
精

に
無 頸 壺 A

829 _;i
6-E176

A13e― C2D

13.0

20
円板状を呈する。中央部はやや内彎し、
縁部には 2個 1組の小円孔 (直径 0.8 cm)

を 1対穿つ。

L下面とも丁寧なヘラミガキ。上下面の同
じ位置に黒斑。実測図の縮尺1/25。

好

良
橙味

良
精

赤
B蓋

830 _li
6--1331

B13d―C2D

146
64

70

口唇部は尖頭状に作る。 胴部無紋。内外面とも横方向の丁寧なヘラ
ミガキ。底部平底、ヘラミガキ。

好

良

白味

良

精

黄
片  口 A,

831  三%
6--1319

B13d―C2D

137
71

3.5

口唇部は面を作る。内面磨滅のためはっ
きりしないがヨコナデか。外面横方向の
ヘラミガキ。片□部は大半が欠損。

胴部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
磨滅のため調整不明。底部 ドーナツ底。

好

良
橙お

良
精

に
片  口  Bl

832 ~49
6-- 166

A13e―C2D

24 0 回唇部は円頭状に作る。郭上部に櫛描波
状紋と直線紋を施紋、下部縦方向のヘラ
ミガキ。内面磨滅のため調整不明。

脚部欠損。 好

良
橙ぶ

良

精

に
高 郭  Bセ

833 ~49
6--2320

A13f―C2D

29 2

193

169

□唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も磨滅のため調整不明。

脚上部は円筒状に作り、櫛の押圧横線を12

条施紋。裾部は別作りの台部貼付けにより
段をもつ。裾上部に円形透孔、下部に長方
形の切り込みが各々4ケ 所につく。

好

良

橙お

良
精

に
高 郭  Gc

834 _紹
6-1317

B13d―C2D

13.2

13.9

152
57

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面上部ヨコナデ、下部縦方向のヘラミ
ガキ。

胴部無紋。外面斜ハケ後横方向のヘラミガ
キ。内面ナデ。底部平底、底部に黒斑。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
Bl鉢

835 _;ニ
6--1307

B13d――C2D

84
7.0

84
46

□唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面ハケ後縦方向のヘラミガキ。
内面上部ナデ、下部ハケ。底部平底。下胴
部に黒斑。

好
良
白味

良
精

黄
BI鉢

836 _;♀
6--1772

A13e一 C2D

16.8

71

5.4

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。口縁
部の約1/6が欠損するので、そこに片口部
が付いていた可能性もある。口唇部に黒
斑。

胴部無紋。外面ハケ後ナデ? 内面横方向
のヘラミガキか。底部平底。

好

良

クン

良
精

ピ
F鉢

837 _聟
6--1329

B13d―C2D

82
4_6

3.7

□唇部は円頭状に作る。口縁部ヨコナデ。 胴部無紋。外面縦ハケ後横方向の雑なヘラ
ミガキ。内面ナデ。底部あげ底(木葉痕付
着。外面胴部に黒斑。

好
良
黄す

良
精

う
E鉢

B13区・ A13区環濠外 (包含層)上層

838 三,I

6-- 268

A13d― C2

99
165
142
56

口唇部は面を作 り、面上に櫛による刺突
紋を施す。内外面ともヨコナデ。

磨滅のため不鮮明であるが、肩部に櫛描の
波長の異なる波状紋を 2条、その下に櫛描
刺突紋を施す。文様帯下部ハケ後横方向の
ヘラミガキ。底部は突出した平底。

好

良
白味

良
精
黄

広 口 壷 D′

839 _;:
6-- 267

A13d― C2

120
20 7

183
6.2

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ
ナデ。

胴部無紋。外面著しく磨滅しており調整不
明。底部 ドーナツ底、砂粒付着。胴部に黒
斑。

質軟

砂粒含粘性弱
赤  味  橙

広 口 壷 D

840 三門

6--1306

B13d― C2

168
30 3

跨 1

7.8

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面とも強いヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋→斜格子紋 (櫛の刺突)

→直線紋→刺突紋→直線紋→刺突紋 (櫛先
端による)を施 した文様帯。文様帯下部横
方向のヘラミガキ。底部ドーナツ底、木葉痕。

質

良

白
鞠　味

や
精
黄

広 口 壷 Eそ

841 三招
6-- 386

A13f一 C2

99
15,9

14.2

48

口唇部は面を作る。内外面とも磨滅のた
め調整不明。頸部外面にわずかにヨコナ
デの跡が残る。

頸部との境に櫛の押圧横線を 2条、その下
ほぼ上胴部全面に縄紋 (RDを施す。下胴
部磨滅のため調整不明。底部 ドーナツ底。
胴部に黒斑。

好

良
白味

良
精

黄
広 口 壷 F

―- 58 -



番号響量置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□  頸   部 胴 部 。 底 部器種・ 形 態

842 三褐

6-- 269

A13d― C2

一
　

一

２

．

５

．

□頸部欠損。 胴部無紋。肩部ヨコナデ、以下胴部全面横
方向のヘラミガキ。底部平底、砂粒付着。
腹部と底部に黒斑。

好

む
黄

騰

す

良

砂

う
壷 胴 部 Ⅱ

843 三鴇

6-- 392

A13f― C2

一　

一

飢

盈

口頸部欠損。 肩部最上段に櫛刺突による羽状紋を 1段、
その下ほぼ上I同部全面に縄紋(Rめ を施す。
下胴部横方向のヘラミガキ。底部平底、中
央やや凹む。上胴部に黒斑。

質

む
橙

含

黄

粒

ぶ

軟

砂

に
壺 胴 部 Ⅲ

844 _;〕
6- 316

A13e― C

一　

一

α

ａ

口頸部欠損。 肩部に櫛描波状紋を 3条施した (左回り)

だけの幅狭い文様帯。文様帯下部ハケ後横
方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ底、砂粒
付着。胴上部の 2ケ所に黒斑。

好

良
橙お

良

精

に
壷 胴 部 Ⅳ

845 ~50
3-- 878

A13c

96
100
92
4.6

口頸部著しく磨滅しており、成形・ 調整
等不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底。

好

含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に
小型広口壷C3

846 _;〕
6-- 357

A13e― C2

73
11 7

11 7

5。 1

□唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面斜ハケ後、横方向のヘラミ
ガキ。底部 ドーナツ底。胴部に黒斑。

質

む
白

鞠障味

や
砂
黄

小 型 壷 C

847 _;〕
6-- 493

A13d― C2

5_8

9.4

79
4.0

回唇部は円頭状に作 リヨコナデ。内面横
ハケ後縦方向のヘラミガキ。外面斜ハケ
後縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面ハケ後縦方向のヘラミガキ。
内面指ナデ。底部 ドーナツ底。下胴部に黒
斑。

好
良

橙お

良
精

に
小 型 壷 C

848 _,,
6-- 387

A13f― C2

83
7_3

7,9

3.8

円唇部は円頭状に作る。□唇部から内面
にかけては磨滅のため調整不明。外面縦
方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面下部ハケ。底部 ドーナツ底。腹部に黒
斑。

好

良
白味

良
精
黄

小 型 壺 C

一　

一

９４８
6-- 354

A13e― C2

110
98
10.8

5.4

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面 とも磨滅のため調整不明。
底部平底、木葉痕付着①

好

良
橙お

良
精

に
靖

850 ~50
6- 715

A13f― C2

12.1

100
108
50

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底。

質

い
橙

性

す

軟

粘

う
靖

851 三詔

6- 150

A13e― C2

8,9

100
93
4.6

口唇部は面を作る。内面ヨコナデ? 外
面縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面斜ハケ後縦方向のヘラミガ
キ。内面上部ナデ、下部指頭圧痕。底部 ド
‐ナツ底、木葉痕付着。

好

含

白膨味

良
砂
黄

靖

852 _;:
6- 317

A13e― C2

6.7

8.7

82
50

□唇部は円頭状に作る。内外面ともハケ
後ヨコナデか。

胴部無紋。外面縦方向のハケ。内面ナデ ?

底部平底、わずかに凹む。
好

い

クン

性

良
粘

ピ
靖

853 三裾

6- 402

A13f―C2 13,9

68

□頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底、わずかに凹む。

質

含

橙

膨

ぶ

軟

砂

に
小型壷胴部 1

854 _;!
6-- 353

A13e― C2 145
62

□頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部磨滅のため調整不明、
下胴部縦と斜方向のヘラミガキ。内面下部
ハケ。_底部平底。下腹部に黒斑。

好
良
橙味

良
精
赤

小型壷胴部 I

855 ~50
3-- 880

A13c

一　
一
鰤
４．８

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底、木葉痕付着。

質

良
白味

軟

精
黄

小型壷胴部Ⅲ

856 _;:
6-- 152

A13e一 C2

一　

一　
α

４

□頸部欠損。 胴部無紋。外面肩部縦方向のヘラミガキ、
胴部から底部にかけては横方向のヘラミガ
キ。内面上部ナデ、下部ハケ。底部平底。

好
良

橙ぶ

良
精

に
小型壺胴部Ⅲ
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番号響量昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

□
器
胴
底

□ 頸  部 岱 部) 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)器種・ 形 態

857 _;:
6- 115

A13e― C2 106
52

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線らしい痕跡が 2条。以

下胴部外面縦方向の細かなヘラミガキ。内
面指ナデ。底部 ドーナツ底、木葉痕付着。
胴部の2/3に黒斑。

好

良

黄す

良

精

う
小型壷胴部Ⅲ

858 ~50
番号不明

A13f― C2

8_5

152
12.7

40

□唇部は内側にむけて面取りする。内面
磨滅のため調整不明。タト面縦方向の丁寧
なヘラミガキ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底。

好
良
白味

良

精
黄

長 頸 壷 A

859 三鴇

7-- 544

B12h―C3

70
185
12,9

3.0

□唇部は面を作る。日唇部から内面にか
けてはヨコナデ。外面端部ヨコナデ、以
下頸部にかけては縦方向のヘラミガキ。

頸部との境に凸帯を 1条施す他は無紋。外
面上胴部斜、腹部から下胴部にかけては横
方向のヘラミガキ。底部平底、砂粒付着。
胴部に2ケ 所黒斑。

好

良
橙味

良
精

赤
長 頸 壷 B

860 _;:
6-- 267

A13d―C2

一
　

一

３

．

３

．

□縁部欠損。頸部の一部残存。内面斜、
外面縦方向の細かなヘラミガキ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
あげ底。下腹部に一対の黒斑。

好
良
白味

良
精

黄
長 頸 壷 A

861 三詔

6-- 203

A13e― C2

一　

一　
■

＆

口縁部欠損。頸部の一部残海。内面横ハ

ケ(左回り)。 外面縦方向の細かなヘラミ
ガキ。

胴部無紋。肩部に一部ヘラミガキの跡がみ
られるが、大半は磨滅のため調整不明。底
部平底。

好
良
橙お

良
精

に
長 頸 壺 A

862 三乳

6-- 236

A13d― C2

169
217
17.5

97

回唇部は面を作る。刻目紋は施さない。
内面 ヨコナデ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

胴部外面斜方向の細かなハケ、煤付着。内
面上部板状器具によるナデ、下部横ハケ。
脚台部外面斜ハケ。内面ナデ。

質

い
茶

弱
黄

性

い

軟
粘
暗

B5甕

863 _;!
6-- 406

A13f― C2

180
30 5

22.0

77

口唇部は面を作る。日唇下端に櫛状器具
による刻目紋。内外面とも磨滅のため調
整不明。

胴部外面縦方向の組いハケ、著しく磨滅。
煤はつかない。内面および脚台部内外面磨
滅のため調整不明。

質

い
橙

性

ぉ

軟

粘

に
Dl甕

864 三乳

6-- 492

A13d一 C2

16,9

190

13.5

回唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も縦方向の丁寧なヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦ハケ後縦方向の丁寧なヘ

ラミガキ。内面横ハケ。杯部と脚部に黒斑。

好
良
橙ぶ

良
精

に
高  郭  DI

一　
一

５６８
6-- 356

A13e―C2

一
　

一
　

一

３

．

爪上部欠損。下部の一部残存。内面縦方
向のヘラミガキ。外面横方向のヘラミガ
キ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部横ハケ。裾端面は折返し
により幅広い丸味をもつ面を作る。円形透

孔 3ケ 所。

好
良
白味

良
精
黄

高郭 脚 部 A

866   51
6- 401

A13f一C2

211 □唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も磨滅のため調整不明。

脚部欠損。 好
良

白味

良

精
黄

高 郭  c3

-51ｒ
υ

Ｏ
Ｏ

6-- 266

A13d― C2

一
　

一
　

一

２

．

郭部欠損。 脚部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
円形透孔 3ケ 所。

好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に
高郭 脚 部 C2

868 _;:
6-- 795

A13f―C2

160
114
18,3

7.1

壷の下胴部に片□部を設けたような形態。
□唇部は内側にむけて面取 りをする。片
田部の作 りは小さい。内外面とも磨滅の
ため調整不明。

胴部無紋。外面横方向のヘラミガキ。内面
磨滅のため調整不明。底部 ドーナツ底、木
葉痕付着。

好

む
橙

騰

す

良

砂

う
片  口  A

869 _;:
3-- 397

A13a

103
85
10.6

48

□唇部は円頭状に作る。内面調整不明。
外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面ヘラケズ リ。底部 ドーナツ底、砂粒付
着。口縁部と胴部の 2ケ所に黒斑。

好
良
白味

良
精

黄
Bl鉢

870 ~51
3-- 872

A13b

10.9

8.0

118
5_8

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。胴部との境に段。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
下部ハケ。底部平底。

好
含

白

膨

味

良

砂
黄

CI鎌

-51ウ
ｆ

Ｏ
Ｏ

3-- 897

A13b

90
6.6

7.4

3.8

□唇部は面を作る。内外面とも縦方向の

丁寧なヘラミガキ。
胴部無紋。内外面とも縦方向のヘラミガキ。
底部平底。下胴部に黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

D鉢
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番号詈量目綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸  部 (郷部) 胴 部 ・ 底 部 (脚部)器種・ 形 態

872 三晃

6-- 346

A13e一 C2

90
75
80
50

口唇部は円頭状に作 る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。外面磨滅のためはっきりしない

が縦方向のヘラミガキか。内面下部に指頭
圧痕。底部平底、木葉痕付着。

好

良

橙す

良

精

う
鉢 D

873 三晃

6-- 232

A13e― C2

97
55

49

□唇部は円頭状に作る。 胴部無紋。外面斜ハケ後横方向の粗いヘラ
ミガキ。内面磨滅のため調整不明。底部平
底。底部に黒斑。

好
含

灰

多

茶

粒

和

良
砂

明
鉢 E2

874 _写
:

6--2244

A13f一C

76
4.0

3.7

口唇部は円頭状に作る。 胴部無紋。外面斜方向の細かなヘラミガキ。
内面横方向のヘラミガキ。底部 ドーナツ底。

好

良

橙す

良

精

う
鉢 E

875 三晃

3--308-2

A13c―Ⅳ

ａ

２
．

一　

一

浅鉢を逆さにした形態。 上紛 デ。下部横かケ。実測図の縮尺 1/2.5。 好

む
茶

含

黄

粒

す

良
砂

う
蓋 A

B13区・ A13区 。その他地区

876 _托
4--1034

B13a― ■

91
13.4

113
56

□唇部は円頭状に作る。内面ハケ後ナデ。
外面ヨコナデ。

肩部に櫛の横圧横線と刺突紋を施しただけ
の幅狭い文様帯。胴部外面ハケ後横方向の
ヘラミガキ。底部平底、ヘラケズリ。底部
に黒斑。

好
含

橙

多粒

す

良

砂

う
広 □ 壷 B3

877 _;!
6--1529

A13e
一 YT7?

109
186
171
65

口唇部は面を作る。内外面ともヨコナデ。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
横方向の粗いハケ。底部平底。底部に黒斑。

好

良
橙味

良
精

赤
広 口 壺 B4

878 _;:
3-

A13a
一 YT7?

10,8

159
15,7

5_7

□唇部は円頭状に作 る。内外面ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
平底、木葉痕付着。

好
良

橙お

良
精

に
広 □ 壷 B4

879 ~51
6--1555

B13d
一 YT7?

82
14.3

118
47

□唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
ヨコナデ後雑な縦方向のヘラミガキ。

胴部無紋。外面上胴部縦、下胴部横方向の
ヘラミガキ。内面頸部絞 り目と指頭圧痕、
下部ハケ。底部平底、砂粒付着。

好

良
橙お

良
精

に
広 口 壷 Dク

880 三晃

6--3166

B12h一工～Ⅲ

一
　

一　

３

．

５

．

口頸部欠損。 肩上部に櫛の押圧横線を3条施す他は無紋。
胴部外面横方向のヘラミガキ。内面下部ハ

ケ。底部平底、ヘラミガキ。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良
砂
暗

壺 胴 部 Ⅲ

881
-51 4-- 684

B12d― Ⅲ 96
3.6

口頸部欠損。 胴部無紋。外面横方向の丁寧なヘラミガキ。
内面指ナデ。底部平底、ヘラミガキ。胴部
に黒斑。

好
良
白味

良
精
黄

小型壷胴部Ⅲ

882 _;:
4--1453

B121-Ш 75
46

口頸部欠損。 胴部無紋。外面上胴部斜、下胴部横方向の
ヘラミガキ。底部平底。腹部に黒斑。

好

む

白艦味

良

砂
黄

小型壷胴部コ

883 ~51
4--1422

B12e―Ⅱ

100
7.6

12.2

5_2

日唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面ともヨコナデ。

胴部無紋。外面磨滅のためはっきりしない

がハケ後ヘラミガキか。内面上部ナデ、下
部横ハケ。底部 ドーナツ医。

好

良
橙お

良
精

に
無 頸 壺 A

884
-51 番号不明

B13区
一YT

90
7.0

100
48

口唇部は面を作る。□唇部から内面にか
けてはヨコナデ。外面縦方向の櫛刺突紋。

肩部に縦方向の櫛刺突紋を 1段施紋。文様
帯下部横方向の丁寧なヘラミガキ。内面上
部ナデ、下部横ハケ。底部平底、ヘラミガ
キ。

好

良

橙す

良

精

う
鉢 C2

885 _;:
4--1707

A13d― Ⅱb

21 2

180

12.3

□唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と
も縦方向の丁寧なヘラミガキ。

脚部無紋。外面ハケ後縦方向のヘラミガキ。
内面斜ハケ。円形透孔 3ケ所。

好

む

橙

騰

す

良

砂

う
高  郷  Ce

-61-



番号警量昌綴登 録 番 号

出 土 位 置

法量clll

伎  法 調 整 等 の 特 徴 成

土

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

□  頸   部 】同 部 ・ 底 部 (脚台部)器 種 形 態

886 ~52
7--1556

B14g
一方周-3W

ａ

一

α

一

□唇部は幅広い面を作り、全面に櫛刺突
紋を施す。その後 4個 1組の棒状浮紋を
4ケ所に貼付。内面端部は水平面を作 り
櫛刺突紋、下部ヘラミガキ。

回頸部と胴部は接合しないが同一個体。頸
部に凸帯と竹管紋の組み合せが 2回、その

下肩部には櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋
→刺突紋→扇形紋を施す。

好
む
橙騰味

良
砂
赤

広 口 壺 Al

887 ~52
7--1552

B14e
一方周一 ユW

11 7

216
185
65

□唇部は面を作る。内面横ハケ。外面縦
ハケ後ヨコナデ。

胴部無紋。外面縦ハケ後斜方向の粗いヘラ
ミガキ。内面上部指ナデ、下部板状器具に
よるナデ。底部平底、籾痕付着。頸部と胴
部の 2ケ 所に黒斑。

好
良

橙味

良
精

赤
広 □ 壷 B2

888 _;:
7--1252

ル 7-C2 140
52

□頸部欠損。 肩部に磨滅により消えかかった櫛描直線紋
が 2条認められる。間帯部にも文様が施さ
れていた可能性高い。外面磨滅のため調整
不明。底部 ドーナツ底。胴部に黒斑。

好
良

橙す

良
精

う
壷 胴 部 I

889 三%
6--1259

A12e
一 YP

100
103
97
4.8

□唇部は面を作る。内面 ヨコナデ。外面
縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面横方向の細かなヘラミガキ。
底部平底。

好
良
橙お

良
精

に
対

890 ~52
6--3874

A13c
―YP

5_8

97
89
40

口唇部は円頭状に作る。内面横ハケ。外
面縦ハケ。

胴部無紋。外面ハケ調整。底部 ドーナツ底。
胴部に黒斑。

好

む
橙

含

ミ

粒

ぉ

良

砂

に
小型広口壺 Bl

891 三耗

7--1293

B12h
一 YT

10.0

46

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線 2条→櫛描直線紋 2条
→櫛描扇形紋→働 1突紋を施した文様帯。
施紋法は稚拙で雑である。文様帯下部横方
向のヘラミガキ。底部平底。胴部に黒斑。

好
含

橙

多粒

味

良
砂
赤

小型壷胴部Ⅱ

892 _;:
7-1698

キ 7

-YT

13.2

13.2

188
66

口唇部は円頭状に作る。内面ヨコナデ。
外面櫛猫波状紋。

肩部に櫛描波状紋を 1条施紋。以下胴部外
面磨滅のため調整不明。内面横ハケ。底部
平底。

好

む
茶

含
黄

粒

す

良

砂

う
短 頸 壷 B

893 _,:
6--134J

A12e
一 YT

53
7.2

86
4.8

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。疑口縁かも知れない。
胴部無紋。外面縦ハケ。内面ナデ。底部 ド
ーナツ底。土師器の可能性がある。

好

良

黄す

良

精

う
無 頸 壷 A

894 _;子
7--2918

B13a
一 YP2

■

一

ａ

一

□唇部は面を作る。内面細かな横ハケ。
外面粗い縦ハケ。

胴部外面粗い斜ハケ、煤付着。内面上部粗
い横ハケ、下部細かな横ハケ。脚台部欠損。

好
含
茶

多

黄

粒

い

良
砂
暗

AI甕

895 _;子
7-- 162

B13a
一 YP3-C3

13.0

10.6

13.8

6.4

□唇部は面を作る。内面ヨコナデ。外面
縦方向の丁寧なヘラミガキ。

頸部との境に捧状器具による沈線を 1条施
す他は無紋。胴部外面縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。内面上部ハケ、中ナデ、下部ヘラ
ミガキ。底部平底。底部に穿孔 ?

好

良
白味

良
精
黄

BI鉢

896 ~52
A12i

― Y Pll

6-一 12.8

7.5

10.2

□唇部は面を作る。胴部外面上部に櫛描
の直線紋→扇形紋→直線紋を施した文様
帯、下部縦方向のヘラミガキ。内面縦方
向の細かなヘラミガキ。

脚部無紋。内外面とも縦方向のヘラミガキ。
裾部に長方形の透孔 (切込み)3ケ所。

好
良
白味

良
精
黄

合 付 鉢 C

897 _需
A12i
一 Y Pll

6-― ＆

一

１

一

□唇部は円頭状に作る。鉢部外面斜ない
し縦方向の丁寧なヘラミガキ。内面上部
板状器具によるナデ、下部横ハケ。鉢部
外面に黒斑。

脚部無紋。外面縦ハケ後縦方向のヘラミガ
キ。内面ナデ。脚下部は欠損。鉢部との接
合は円板充填法。

好

良
橙ぶ

良
精

に
台 付 鉢 A3

898 _;子
7--1501

枝溝 1-V 13.8

48

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
あげ底。底部に黒斑。

質

い
白珈榊味

や

や
黄

小型壷胴部Ⅲ

899 ~52
7--2657

枝溝 2-V4

＆
　
一一　
＆

　
一

口唇部は円頭状に作り、櫛状器具による
刻目紋を施す。内面横ハケ。外面斜ハケ。

胴部外面粗い斜ハケ。煤はつかない。内面
板状器具によるナデ。脚台部欠損。

質

弱
白

性釣
味

粒
軟

砂
黄

D甕

900 _;子
7--2856

枝溝 2-V4

108
19.6

20 3

7.0

口唇部は面を作 る。内外面ともハケ後ヨ
コナデ。

胴部無紋。外面上胴部斜ハケ、下胴部ハケ
後償方向のヘラミガキ。内面ハケ。底部 ド
ーナツ底。胴部に一対の黒斑。

質
含

橙
鞠践す

や
砂

う
広 □ 壷 Dl
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番号聖賢置綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 焼

胎

色

成

上

調

径
高
径
径

口
器
胴
底

□ 頸  部 (郭部) l同 部 ・ 底 部 (脚台部)

器 種・ 形 態

901 三需

7--2855

枝溝 2-V4

74
17.9

134
64

口唇部は円頭状に作る。内面 ヨコナデ。

外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
ナデ。底部平底。胴部に2ケ所黒斑。実測
図の縮尺1/25。

好
良
橙お

良
精

に
長 頸 壷 A

902 ~52
7--1034

枝溝 ユーV

143
79

60

□唇部は面を作る。 胴部無紋。内外面とも横方向のヘラミガキ。
底部平底。

好
良

灰茶る

良

精

明

鉢 El

X12区・ X13区

903 ~53
12-141

X13f
一 YT6-C

105
136
23 2

67

□唇部は面を作る。内面に棒状器具によ

る沈線を 1条、他はヨコナデ。外面ヨコ

ナデ。焼成後に内側から穿けた 2個 1組
の円孔 (直径 4 Hull)が 2ケ所につく。

肩部に稚拙な感 じのする櫛描の直線紋と波

状紋を交互 (2回 )に施紋。文様帯下部ハ

ケ後ヘラミガキと思われるが磨滅のため調
整痕はっきりしない。底部平底。

好

良

橙す

良

精

う

広 □ 壷 B2

904 ~53
12--387

X12c― D
(YT6の 東)

81
198
156
64

口唇部は上部からの押えつけにより幅広
い面を作る。内面ナデ。外面粗い斜ハケ。

胴部外面文様効果をもつ粗い斜ハケ。底部
浅いあげ底。□縁部と上胴部の 2ケ所に黒
斑。東 (中遠地域)か らの搬入品か。

好

む
橙

含

黄

粒

ぶ

良
砂

に
広 口 壷 C2

905 ~53
12--359

X12c― D
(YT6の 東 )

102
17 1

178
66

口唇部は折返 しにより幅広い面を作り、
面上に 3個 1組の棒状浮紋を4ケ 所に貼
付する。内面端部櫛描波状紋、下部ハケ

後ナデ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

肩部最上部に低い凸帯、その下に櫛描の直
線紋と波状紋を交互に施した幅広い文様帯。
文様帯下部横方向のヘラミガキ。底部平底、

砂粒付着。

好

良

橙お

良

精

に
広 口 壷 Fl

906 ~53
12--140

X13f
一 YT6-D

108
50

口頸部欠損。 肩部に櫛の押圧横線を 4条施す他は無紋。
外面磨滅のため調整不明。内面下部横ハケ、
底部平底。胴部は二次加熱を受けて煤けて
いる。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良

砂
暗

壷 胴 部 Ⅲ

907 ~53
12--228

X13c
一 YT7-C

54
74
67
40

□唇部は円頭状に作 る。内外面ともヨコ

ナデ。

胴部無紋。外面上胴部ハケ後ナデ、下胴部

斜ハケ。内面指ナデ。底部平底。胴部に黒

斑。

好
良

橙黄ぶ

良
精

に
小型広口壷 Bl

908 ~53
12- 36

X12c― D
(YT6の 東)

88
3.3

5,0

口唇部は面を作る。 外面斜ハケ、内面ナデ。底部平底。壷蓋で
ある可能性もある。

好

良
白味

良
精

黄
鉢 EI

909 -53
12--125

X13c
―CD

108
131
123
63

口唇部は尖頭状に作る。刻目紋は施さな
い。内外面ともヨコナデ。

胴部外面細かな横ハケ、煤付着。内面ナデ。
脚台部外面ナデ、裾部 ヨコナデ。内面ナデ。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良
砂
暗

甕 C4

910
-53 12--380

X12c
― D

20 0 口唇部は折返しにより幅広い面を作り、

櫛の束1突紋を施す。□唇下端に箆又は櫛

状器具による刻目紋。□縁部内面は横方
向の丁寧なヘラミガキ。

下胴部欠損。上胴部無紋。外面粗い斜ハケ。
内面横方向の丁寧なヘラミガキ。内面二次
加熱もしくは黒斑により黒色を帯びる。

好
含

灰

多

茶

粒

和

良
砂

明
短 頸 壷 F

911 -53
12--226

X12c
― YT6 124

郭部欠損。 脚部無紋。外面脚上部縦方向の丁寧なヘラ
ミガキ。裾部は段を作り斜ハケ。内面ナデ。

好
含
茶

多
黄

粒

い

良

砂
暗

高 ITh脚 部 F

912
―-53 12--323

X12c
― CD

180
165

122

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。郭部

外面上部に櫛描波状紋を 3条、下部横方
向のヘラミガキ。内面上部横、下部縦方
向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部横ハケ。郭部との接合は

円盤充填法。円形透孔 3ケ所。

好
良

橙味

良
精
赤

高  邦  B6

913
―-53 12--141

X13f
一YT8

153
68

5,8

口唇部は面を作る。片口部は上部より押
えつけるようにして作り出す。

鉢部外面上部に櫛の刺突紋を施す。文様帯

下部ハケ後ナデ。内面ナデ。底部平底。

質

良

橙味

軟

精

赤
片  □  B2

第 1次調査出土品
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番号響賢昌矮登 録 番 号

出 上 位 置

法量 clll

技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口  頸   部 胴 部 ・ 底 部 (脚台部)器種・ 形態

一　

一

４９
第 1次調査

出土品
188
30 4

288
7.8

□縁部わずかに残存。口唇部は面を作 り
棒状浮紋 (単位不明)を貼付。内面端部
には櫛の面と先端刺突による羽状紋(15
段)がつく。

肩部に低い凸帯→直線紋 2条 →刺突紋→直
線紋 2条 →扇形紋→直線紋 2条→扇形紋を

施紋。その後、肩部 (縦 4本 )と腹部に鰭
状突起。鰭部に櫛刺突紋。胴部に黒斑。

好

良

橙す

良

精

う
広 口 壷 Fl

915
-53 第 1次調査

出土品
17 7

27 6

口唇部は折返 しにより幅広い面を作り縄
紋 (LR)を施す。内面端部縄紋 (LR)と
棒刺突紋、下部ナデ。外面細かな斜ハケ。

上胴部のほぼ全面に縄紋 (LR)を施す。内
面はナデ。下胴部欠損。腹部に黒斑。

好
含

橙

修

味

良
砂
赤

広 □ 壺 Fl

916 ~54
第 1次調査

出土品
ユーー203

98
24.3

19.9

60

□唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

肩部に櫛の押圧横線 3条 と棒刺突紋 ユ段、
その下上胴部のほぼ全面に縄紋 (LR+附
加条 )。 縄紋帯の上下端には 3・ 4個 1組の

円形浮紋を4ケ所に貼付。底部 ドーナツ底。

好
含
橙

多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
広 口 壷 B

917  ~~54
第 1次調査

出土品

ハ 2

一　

一

■

５
．

口頸部欠損。 胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。底部
あげ底。胴部に2ケ 所黒斑。

好
含

橙

多粒

然

良

砂

に
壺 胴 部 I

-54
918

第 1次調査

出土品

ハ 2--0--2

110
120
109
6.7

口唇部は円頭状に作り、ヨコナデ。内面
横ハケ(左回り)、 外面縦ハケ。

胴部禦紋。外面縦ハケ。内面ハケ? 底部
ドーナツ底、ヘラミガキ。下月同部に黒斑。

や や 軟 質

砂粒含粘性弱
明 るい黄 橙

小型広口壷 CF

919   54
第 1次調査

出土品

ハ 2-G

85
12.5

134
4.8

口唇部は円頭状に作る。内面ハケ後ヨコ

ナデ? 外面指ナデ?
胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
粘土帯の合わせ目がよく残る、下部はナデ、
底部平底。

質

好

ク

軟

ン

やや
良

ピ
広 口 壺 Fl

920 ~54
第 1次調査

出土品
1-403
ハ 2-G

86
105
H0
44

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

頸部との境に棒状器具による浅い刺突紋を
1条めぐらす他は無紋。外面磨滅のため調
整不明。底部浅いドーナツ底。

良    好
やや粘性弱い

黄  味  白
小型広口壷 A∩

921 ~54
第 1次調査

出上品

ハ 2

66
76
7.9
3.4

口唇部は円頭状に作り、ヨコナデ。内面
ヨコナデ? 外面縦方向の丁寧なヘラミ
ガキ。

胴部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
底部あげ底。下胴部から底部にかけて黒斑。

好
良

茶黄す

良
精

う
小 型 壷 C

922 ~54
第 1次調査

出土品

ハ 2--0-3

一　

一

α

ａ

口頸部欠損。 胴部無紋。外面ハケ後横方向のヘラミガキ。
底部 ドーナツ底Ь腹部に黒斑。

質軟

やや粘性弱い

明 るい茶 灰
小型壺胴部 I

923 ~54
第 1次調査

出土品
ユーー701

ハ 2-G
167
62

□縁部欠損。頸部の一部残存。内面ナデ?
外面縦方向のヘラミガキ。

肩部に低い凸帯を 1条め ぐらす他は無紋。
外面は磨滅により調整不明。底部平底。腹
部に黒斑。

好
良
橙味

良
精
赤

長 頸 壷 B

924 ~54
第 1次調査

出土品

２

．

一
　

一
　

一

回唇部は面を作る。内面斜ハケ。外面斜
方向の櫛刺突紋。

胴部無紋。外面上胴部縦ハケ後横方向の丁
寧なヘラミガキ。内面斜方向のヘラミガキ。
下胴部欠損。

好
良

橙す

良
精

う
無 頸 壷 ?

925 ~54
第 1次調査

出土品
114
90
111
58

口唇部は円頭状に作る。内面ハケ後ナデ。
外面ヨコナデ。

胴部無紋。外面磨滅のため調整痕はっきり
しないが横方向のヘラミガキ。内面ナデ。
底部 ドーナツ底、木葉痕付着。

好
良
白味

良
精

黄
Bl鉢

926 ~54
第 1次調査

出土品

ハ 2

101
89
■ 2

5,0

口唇部は円頭状に作る。内外面とも磨滅
のため調整不明。

胴部無紋。内外面とも磨滅のため調整不明。
底部平底、木葉痕付着。胴部外面に黒斑。

好
良

橙お

良

精

に
BI鉢

927 ~54
第 1次調査

出土品
1-483

イ8-B

99
4.6

4.6

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。内外面ともナデ。底部平底、ヘ

ラケズリ。上師器かも知れない。

好
含

橙
多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に
E3鉢

928 三話

第 1次調査
出土品

22 1

25_3

22.2

87

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。口唇
下端に箆または櫛状器具による刻目紋。
内面横ハケ。外面ヨコナデ。

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面板状器具に
よるナデ。脚台部との境に粘土紐。脚台部
外面縦ハケ後ナデ。内面ナデ。胴部と脚台
部の接合は円盤充填法。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

BI甕
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番号留雪昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cn
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

口 頸 部 (郭部) 月同 部 底 部 (脚台部)

器 種 形 態

929 ~54
第 1次調査

出土品

＆

一

α

一

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。□唇

下端に棒状器具による刻目紋。内面横ハ

ケ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面ナデ、下部
に炭化物付着。脚台部との接合は円盤充填
法。脚合部欠損。

好
む
茶

含
黄

粒

い

良
砂
暗

甕 CI

930 ~54
第 1次調査

出土品
1-503

＆

一

＆

一

口唇部は面を作る。□唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ後ナデ? 外
面ヨコナデ。

胴部外面斜ハケ、煤付着。内面横ハケ後ナ
デ、下部に炭化物付着。脚台部欠損。

好

む
茶

含
黄

粒

い

良
砂
暗

甕 Cl

931 三託

第 1次調査

出土品
1--308

23 8

185

140

□唇部はやや丸味をもつ面を作る。郷部
無紋。内面縦方向のヘラミガキ。外面上
部ヨコナデ、下部縦方向のヘラミガキ。

脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
ナデ? 裾端面は折返しにより幅広い丸味
をもつ面を作る。

好

良

白味

良

精

黄

高 郭  B2

932   54
第 1次調査

出土品

ハ 2

22 2

22.3

140

□唇部は面を作る。郭部無紋。内外面と

も縦方向の丁寧なヘラミガキ。
脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面上部シボリ、下部横ハケ。裾端面は面
を作る。

好
良
橙お

良
精

に
高 郭  B3

933 ~55
第 1次調査

出土品
1-801

23.2 □唇部は面を作る。郭外面上部に櫛描波
状紋を 1条施紋、下部縦方向のヘラミガ
キ。内面縦方向のヘラミガキ。

脚部欠損。 好
良
橙黄ぶ

良

精

に
高  郭  B

934 ~55
第 1次 調査

出土品

29 8 □唇部は面を作る。郭外面上部に櫛描波
状紋を 2ないし3条施紋。外面下部およ
び内面は磨滅のため調整不明。

脚部欠損。 好

良

橙す

良

精

う

高 邪  B

935 _:i
第 1次調査

出土品
一　

一　

一　
ａ

必部欠損。 邪部との境に沈線、その下に櫛の刺突紋を
間帯をおき 2段施紋。文様帯下部縦方向の
ヘラミガキ。内面上部シボリとナデ、下部
横ハケ。据端面は円頭状に作る。

好
良
橙味

良
精
赤

高郷 脚 部 A2

936 ~55
第 1次 調査

出土品

126

郭部欠損。 脚部無紋。外面縦方向の丁寧なヘラミガキ。
内面横ハケ。郭部との接合は円盤充填法。
円形透孔 3ケ所。

好
良

黄す

良
精

う
高邦 脚部 Ag

937 ~55
第 1次調査

出土品
一　

十　

一　
＆

郭部欠損。 脚部無紋。外面縦方向のヘラミガキ。内面
上部シボリ、下部ナデ。裾端面は折返しに

より幅広い面を作る。円形透孔 3ケ所。

好

良

橙味

良

精

赤
高邪 脚部 A

938 ~55
第 1次調査

出土品
十　

一　

一　
５
．

郭部欠損。 脚上部から中程にかけて櫛描直線紋と櫛刺
突紋を交互に施した幅広い文様帯、下部縦
方向のヘラミガキ。内面上部ナデ、下部ヨ
コナデ。裾端面は円頭状。透孔 3ケ所。

好

良
橙お

良

精

に
高郭 脚部 A4

939 ~55
第 1次調査

出土品

ハ 2

一　

十　

一　
■

邦部欠損。 脚下部の破片。破片上部に櫛描直線紋が残
る。裾部は別作りの台部貼付けにより鍔状
突起をもつ段がつく。裾上部に楕円形透孔、

下部に半円形の切り湧 力洛 々3ケ所につく。

好
良
橙味

良
精
赤

高郭 脚 部 E

出土地点不明

940 _;:
番号不明

A13d
YT?―CD

187
35 5

33.4

71

口唇部は幅広い面を作る。内面上部櫛の

刺突による羽状紋 2段施紋、下部ナデ。
外面ナデ。

頸部との境に断面三角形の凸帯を 1条、そ
の下肩部に櫛描の直線紋 と波状紋 を交互
(45回 )に施す。文様帯下部横方向のヘラ
ミガキ。底部平底。胴部に数ケ所黒斑。

好
含
橙

多

黄

粒

小

良

砂

に
広 □ 壷 Al

941 ~55
6-1682

A10d
一 YTl

155 口唇部は幅広い面を作り、櫛描波状紋を
施す。内面端部櫛描波状紋、下部縦、頸
部横方向のヘラミガキ。外面縦ハケ後ナ
デ?

肩部の一部残存。残存部に低い凸帯と櫛描
直線紋がつく。胴部欠損。

好

良
橙味

良
精

赤
広 □ 壷 A

942 ~55 出土地点
不明

116
24 8

20 6

58

口唇部は面を作リヨコナデ。内面端部浅
くて大きな櫛の刺突紋 ? 下部ハケ後ナ
デ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛押圧横線→櫛刺突による羽状紋→

櫛押圧横線→櫛束J突紋の順に施 した幅狭い

文様帯。文様帯下部斜ハケ後ナデ。内面板状
器具によるナデ。底部平底、わずかに凹む。

好
良

橙お

良

精

に
広 口 壷 B3

―-65 -―



番号雪畳昌綴登 録 番 号

出 上 位 置

法量cm
技  法 調 整 等 の 特 徴 成

上

調

焼

胎

色

径
高
径
径

口
器
胴
底

国 頸  部 (邦部 ) 周同 部 底 部 (脚台部)
器 種 形 態

力
仕

∩
υ

-55
出土地点
不明

13.4

28 9

24 1

80

口唇部は円頭状に作る。内外面 ともヨコ

ナデ。
肩部に櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋を施
しただけの狭い文様帯。文様帯下部磨滅の (

ため調整不明。底部平底、木葉痕付着。上
胴部に直径 6 cm程の焼成後の穿孔がある。

好

良

茶

良

精
黄

広 □ 壷 El

944 ~55
6-- 355

A13e
~C2

74
82
98
48

口唇部はやや丸味をもつ面を作る。内外
面ともヨコナデ。

頸部の境に低い凸帯を施す他は無紋。外面
磨滅のため調整不明。底部浅いドーナツ底。
底部に黒斑。

質

良
橙ム

軟
精

に
小 型 壷 C

945 ~56
6-1886

A13d
一 YT6

14.3

28 7

27 8

76

口唇部は円頭状に作リヨコナデ。内面端
部櫛描波状紋、下部横ハケ後ナデ。外面
縦ハケ後ヨコナデ。

肩部に櫛描の直線紋と波状紋 4条を連続し
て施した幅狭い文様帯。文様帯下部上胴部
縦、下1同部横方向のヘラミガキ。内面上部
ナデ、下部横ハケ。

好

良

橙す

良

精

う
広 □ 壷 F4

946 ~56 出土地点
不明

136
32 5

27 1

65

口唇部は折返しにより幅広い面を作る。
内外面とも磨滅のため調整不明。

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。内面
ナデ。底部 ドーナツ底。

質

含
橙

軟
多

ゞ

や
粒

ぉ

や
砂

に
広 □ 壷 F4

947 _,:
6--1383

A10e
一 YT2

187
190
212
64

口唇部は円頭状に作る。内外面ともヨコ

ナデ。
胴部無紋。内外面とも横方向のヘラミガキ。
底部 ドーナツ底。胴部に6 cm× 8 cmほ どの

焼成後の穿孔 (円窓)がある。胴部内外面
に黒斑。

好

良
白味

良

精
黄

短 頸 壷 D

948 三弼

出土地点

不明

(YTlか )

148
186
154
8.6

□唇部は面を作る。□唇下端に箆状器具
による刻目紋。内外面ともヨコナデ。

外面上胴部縦ハケ、下胴部斜ハケ、煤付着。
内面上部板状器具によるナデ、下部横ハケ。
脚台部との境に粘土帯。脚台部外面縦ハケ、
内面上部ナデ、下部横ハケ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗

Al甕

949 ~56 出土地点
不明

18.6

25 7

20 0

89

□唇部は面を作る。口唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ。

胴部外面斜方向の粗いハケ、煤付着。内面
板状器具によるナデ。脚台部外面粗いハケ。
内面ナデ。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗

Bl甕

950 ~56 出土地点
不明

218

23 0

□唇部は面を作る。口唇下端に棒または
箆状器具による刻目紋、内面横ハケ後ナ
デ。外面縦ハケ後ヨコナデ。

胴部外面細かな横ハケ、煤付着。内面板状
器具によるナデ。下胴部から脚台部にかけ
ては欠損。胴部外面に黒斑 2ケ所。

好
含

色

多粒
良

砂
茶

Bl甕

951   56 出土地点

不明

172

20 8

□唇部は面を作る。□唇下端に箆状器具
による刻目紋。内面横ハケ。外面縦ハケ
後ヨコナデ。

胴部外面粗い斜ハケ、煤付着。内面板状器
具によるナデ。脚台部欠損。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗

Cl甕

952   56 出土地点

不明

３

．

一
　

　

一

口唇部は面を作り横ハケ。□唇下端に櫛
による刻目紋。郭部内面上部横ハケ後ナ
デ? 下部横方向のヘラミガキ。外面上
部横・斜ハケ、下部縦方向のヘラミガキ。

脚上部の一部残存。残存部に櫛の押圧横線
が 4条残る。東 (中遠地域)か らの搬入品
か。郭部内面と郭部外面下部から脚部にか
けて黒斑。

好
含
橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に
高  郭  H2

953 _:I
4--1184

B12i
― Ⅱ下

94
65
104
53

□唇部は円頭状に作 る。内外面ともヨコ

ナデ ?
面

胴

内

下

胴部無紋。外面磨滅のため調整不明。
上部指頭圧痕、下部ハケ。底部平底。
部に黒斑。

好

良
橙お

良

精

に
D鉢
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影拓

拓 影図 番号 号

置

番

位

録

土

登

出
形  態 文  様 調 整 等 の 特 徴

成
上

調

焼
胎

色種器

A10区・ B10区 YTl

954 -57 6--1493

A10d
一 YTl

口縁端部を水平近くまで折り曲げた広口壷 Fの口縁部破片。□唇部は幅広い面を作り櫛描波状
紋を、口縁部内面には櫛描波状紋と、その上に櫛の刺突紋を施す。

好
良
橙味

良
精
赤壷 。口縁 部

955 -57 6--2355

A10i
一 YTl

朝顔型に大きく開く広口壷 Fの 口縁部破片。口唇部と口縁部内面の 2ケ 所に、櫛の刺突による
羽状紋を施す。

好

良
白味

良

精

黄壷 。□縁 部

956 -57 6--2376

A10d
一 YTl

口唇下端を下部に引き延ばして幅広く作った広口壷Aの口縁部破片。□唇部と□縁部内面に縄
紋 (LR)を施す。

好
含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に壷 。□縁 部

957 ―-57 6--1472

A10i
一 YTl

無頸壷の口縁部破片。□唇部はやや凹ませ、丸味をもつ端部には櫛状器具による刻目紋を施坑
胴部外面 ヨコナデ、内面ハケ。

好

良

クン

良
精

ピ壷・ □縁部

958 -57 6--1676

A10d
一YTユ

外側に大きく開 く□縁部と、なだらかな肩部をもつ壷上胴部の破片。□唇部には箆状器具で刻
目紋を施す。肩部は 2個 1組の棒状浮紋を3ケ所に配し、そこより垂下する櫛描紋で全体を 3

区画に区切り、区画内に整った流水紋を施紋する。

好
む

茶

含

黄

粒

い

良
砂
暗壺・ 上 胴 部

959 -57 6--2348

A10i
一YTl

腹部にほど近い上胴部の小破片。櫛描の直線紋と直線紋の間に、櫛描の逆 U字紋を施紋する。 好

む
茶

含粒

良

砂
黄壷・ 上 胴 部

960 -57 6--1681

A10d
一 YTl

頸部から腹部に至る大型の破片。同一の櫛を用い、直線紋と波状紋を交互に施紋する。 好

良

クン

良

精

ピ壷・ 上 胴 部

961 -57 6--1680

A10d
一YTユ

上胴部がほぼ残存する大型破片。肩部に櫛猫直線紋を約 6 5cmほ どの幅で施紋し、その下に櫛
描扇形紋を一段施 したもの。内面から頸部割口にかけて、二次加熱を受けて煤けており、煙突
のような用途に使用されたものと考えられる。

好

良
橙味

良

精
赤壷・ 上胴部

962 -57 6--1472

A10i
一 YTユ

鉢もしくは高邦 Dの郭部破片。口径推定19,2cm。 口唇部は面を作る。□縁部外面に櫛の刺突に
よる羽状紋を 1段施紋する。紋様以下は丁寧なヘラミガキ。

好
良
橙ム

良
精

に高郭・ 邦 部

A10区・ B10区 YT2

963 -57 6--2823

A10f
一YT2

頸部から腹部に至る大型の破片。同一の櫛を用い、直線紋と波状紋を交互に施紋する。 好

良
橙黄ぶ

良

精

に壺・ 上 胴部

964 -57 6--2594

A10f
一 YT2

肩部から腹部に至る大型の破片。幅広の櫛状器具を用い、上段より直線紋→波状紋→直線紋→

波状紋の順に施紋し、その下に原体のはっきりしない器具 (櫛 ?)で幅広い羽状紋を表現する。
そしてその後、肩部より腹部にむけて垂下する櫛描波状紋を2ケ所に配す。

好
含

橙
多
黄

粒

ぶ

良
砂

に壷 。上 胴部

965 -57 6--2817

A10i
一 YT2

腹部にほど近い上胴部の破片。破片上部より、櫛描の波状紋→直線紋→波状紋→直線紋→刺突
紋の順 |こ施紋する。

好

む
橙

含

黄

粒

ぶ

良

砂

に壺・ 上胴 部

966 -57 6--2852

A10i
一 YT2

頸部から肩部にかけての破片。 3片 とも同一個体と思われる。頸部と肩部の境に凸帯を 2条、
肩部には縄紋 (I択)を施紋する。凸帯直下と縄紋帯最下部に4個 1組の円形浮紋を貼付する。
縄紋帯は幅広いようである。

好
含
橙

膨

す

良
砂

う壷 ・ 肩 部

967 -57 6-2857
B10g
一 YT2

胴部に丸味をもつ中型土器の肩部から腹部にかけての破片。上胴部一郭に縄紋 (無節R)を施
紋する。紋様帯下部は丁寧な横方向のヘラミガキ。東 (中遠地域)か らの搬入品か。

好
含
橙

多
黄

粒

ぶ

良
砂

に壷 ・ 胴 部

968 -57 6--2829

B10g
一 YT2

大型壷の肩部破片。肩部に 8 cm程の幅で縄紋 (LR+附加条)を施し、その下文様帯最下段に
櫛の刺突による鋸歯紋を施す。

好
む
白

時

味

良
砂
黄壷 。 肩 部

969 -57 6--2879

B10g
一 YT2

高郭 Dの郭部。□唇部は面を作る。口縁部外面に要を上にした繊細な櫛描扇形紋を施紋する。
内外面とも丁寧なヘラミガキ。

好

良
茶黄す

良

精

う高郭・ 郭 部
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拓影 図番号 号

置

番

位

録

土

登

出
形  態 文 様 調 整 等 の 特 徴

成

上

調

焼
胎

色種器

970 -57 6--2825

A10i
一YT2

鉢もしくは無頸壷の口縁部破片。胴部は内彎気味に立ちあがり、国縁部でわずかに外反する。
文様は上胴部に櫛描の直線紋→扇形紋→直線紋を施紋する。

好
含

橙

多

ゞ

粒

ぶ

良
砂

に鉢 ?・ 口縁部

971 -57 6--2235

B10g
一 YT2

鉢もしくは短頸壷の口縁部破片。□唇部は円頭状に作る。国縁部外面には箆状器具による羽状
紋を 2段めぐらす。日縁部内面 ヨコナデ。

好

良

橙す

良

精

う鉢 ?・ □縁部

Alo区・ B10区 YT9西 縁

972 -57 6--2464

A10f一 D
接合しないが同一個体と思われる国縁部破片と胴部破片。国径推定17 4ca。 広口壷Aの変形で、
幅広く作 られた回唇部には凹線紋風の沈線を 3条施紋。胴部には肩部上段より櫛描の直線紋→

扇形紋→直線紋→扇形紋 2段を施し、文様帯最下段に 3個 1組の円形浮紋を貼付する。

質

含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

軟
砂

に壷・ 上 胴 部

973 -57 6--2276

A10i
一YT2畦 畔

口縁部を三角形に作り出した超大型壷の口縁部破片。幅広 く作られた口唇部には櫛描波状紋を
めぐらし、その山と山の間、谷の部分に直径 0 8cm程 の竹管紋を施紋する。日縁部内面には櫛
の刺突による羽状紋を 25段 にわたって施す。

好

含

橙

多

ゞ

粒

ム

良

砂

に壷・ 回 縁 部

974 -57 6--2002

A10f― D
腹部にほど近い上胴部の破片。櫛描直線紋と縦方向の櫛描紋とで方形区画を設うけ、その区画
内に稚拙な感 じのする流水紋を施紋する。

質

良

白
珈　味

や
精

黄壺 。上 胴 部

975 -57 6--2872

A10f― D
肩部破片。頸部との境に扁平で幅広い凸帯を 1条めぐらし、以下肩部に櫛描の直線紋→波状紋
→直線紋→逆U字紋の順に施紋する。内面炭化物付着。

好

良
橙お

良

精

に壷 ・ 肩 部

976 -57 6--2470

A10f一 D
大型壷の肩部破片。頸部の境より櫛描の直線紋→波状紋→直線紋と施紋して、その下に棒の刺
突による鋸歯紋を 1条 、そして文様帯最下段に再び櫛描直線紋を 1条施している。文様帯の幅
は狭い。文様帯下部は縦方向のヘラミガキ。

好

良
橙味

良
精

赤壷 ・ 肩 部

977 -57 6--2607

A10f
一YT2畦 畔

大型壺の肩部破片。頸部との境に凸帯を 1条、以下肩部にかけては、櫛描波状紋を 2条→櫛先
端による刺突紋→櫛描波状紋→竹管紋→櫛描波状紋を施紋する。

好

良
白味

良
精

黄壷 ・ 肩 部

978 -57 6--2219

A10i
一YT2畦 畔

肩部破片。肩部最上段に櫛先端利用による刺突紋を 1条 めぐらし、
(刷毛かも知れない)に よる稚拙な感じのする羽状紋を施紋する。

同じ櫛の刺突紋を 1条 めぐらしている。

以下肩部全面に、櫛状器具

文様帯最下段には最上段 と

好

良
白味

良
精

黄壷・ 上 胴 部

979 -57 6--2218

A10i
一YT2畦 畔

aと bは 直接接合しないが同一個体である。共に肩部の小破片で、肩部最上段に櫛の押圧横線
を 3条めぐらし、その下に羽状縄紋を施 している。

好

良

白味

良

精

黄壷 ・ 肩 部

980 -57 6--2754

A10f― D
肩部に近い上胴部の破片。破片全面に縄紋 (LR)を施 している。東 (中 遠地域)か らの搬入
品か。

質

含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

軟

砂

に壺 。上 胴 部

981 -57 6--2428
A10f一 D

無頸壷の回縁部破片。口径推定20 0clll。 口唇部は円頭状に作 り、日縁部外面に櫛による刻目紋、
胴部との境にも長さ0 3cmほ どの小さな刺突紋を施 している。胴部外面はハケ調整と思えるが、
磨滅のためはっきりしない。

好

む
橙

含

ゞ

粒

▲

良
砂

に壷・ 口縁 部

982 -57 6--2463

A10f― D
鉢、もしくは高郭Dの杯部破片。日唇部は面を作 り、ヨコナデ。文様は□縁部外面に、櫛もし
くは刷毛状器具を用いて、雑な感じのする格子紋を描く。内面ヘラミガキ。

好

良
橙

良

精

に高郭・ 郭 部

B12区・ B13区 YT7下 層

983 -58 7--2495

B13b
一 YT7-Dl

口唇下部を下方に引き延ばすようにして作 った広回壷Aの回縁部破片。□径18 0cm。 回唇部無
紋。口縁部内面には櫛描波状紋を施す。また、頸部と肩部の境には凸帯を 1条 もうけ、その下
肩部には櫛描直線紋を施す。

好

良
橙す

良
精

う壷・ 口縁 部

984 -58 7-2127
B12i

一YT7-Dl

広口壷 Bの口縁部破片。□径10 0cm。 日唇部は面を作る。口縁部内面には櫛描波状紋を施す。
また、肩部残存部にも櫛描の直線紋→波状紋→直線紋を施 している。

好

良
橙味

良

精
赤壺・ 回 縁 部

985 -58 7--2730

B13b
一 YT7-Dl

広口壷 Fの回縁部破片。□径推定 14 8clll。 日縁端部は折返 し部をなめらかに仕上げ、日唇部お
よび口縁部外面をヨコナデ調整する。口縁部内面には櫛描波状紋を施す。

好
含
白

膨

味

良
砂
黄壷・ 回縁部

986 -58 7--2613

B13b
一 YT7-Dl

広口壷 Fの口縁部破片。国径19 5cm。 幅広い口唇部には棒状浮紋を3ケ所に貼付する。日縁部
内面には櫛描波状紋を施す。肩部には凸帯が 1条認められる。

好
含
橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に壺・ 口 縁 部
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拓影 図 番 号 号

置

番

位

録

土

登

出
形 態 文 様 調 整 等 の 特 徴

成

上

調

焼
胎

色種器

987 -58 7--2093

B12i
一 YT7-Dl

広□壷 Fの□縁部破片。□径推定19,4cm。 幅広い口唇部には 6個以上を 1組 とした棒状浮紋を
数ケ所に貼付する。□縁部内面には櫛描の波状紋と扇形紋を施紋する。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に壷・ □縁 部

988 -58 7--2557

B13b
一YT7-Dl

広□壷 Fの □縁部破片。□径 14 3cm。 □唇部は面を作る。日縁部内面に櫛描束J突紋と櫛描波状
紋を施す。

質

含
橙

多粒

味

軟

砂
赤壷・ 口縁 部

989 -58 7--2766

B13b
一 YT7-Dl

広口壷 Fの 口縁部破片。□径推定16 3cm。 幅広い口唇部はヨコナデ後、棒状浮紋を貼付する。
□縁部内面には要を右にした櫛描扇形紋を施紋する。

好
良

橙味

良

精
赤壷・ 口 縁 部

990 -58 7--2564

B13b
一 YT7-Dl

広□壷 Aの 口縁部破片。□径推定 15,Ocm。 幅広い□唇部はヨコナデ調整だけで無紋。□縁部内
面には変形した櫛描扇形紋を施紋する。

好

良
橙お

良
精

に壷・ 口 縁 部

991 -58 7--2342

B13c
一 YT7-Dl

広口壷 Fの口縁部小破片。□唇部は面を作る。□縁部内面には要を下にした扇形紋とその上部
に文様のはっきりしない櫛描紋を施す。東 (中遠地域)力うらの搬入品か。

好
含
白

修

味

良

砂
黄壷・ 口縁 部

992 -58 7生
_2193

B13b
一 YT7-D

広口壷 Fの□縁部破片。□径推定 13.4clll。 □唇部は面を作り、日唇下端に櫛による刻目紋を施
す。口縁部内面には要を上にした櫛描扇形紋を 2段以上にわたり施紋する。東 (中遠地域)か
らの搬入品か。

好
含

茶

多

黄

粒

す

良

砂

う壷 。日縁 部

993 -58 7--2492

B13b
一 YT7-Dl

広口壺 Bの口縁部破片。□唇部は折返すようにしてやや肥厚させ丸味をつける。□縁部内面に
櫛の刺突による雑な格子紋を施す。

軟    質

砂粒含粘性弱
|こ   ぶ  橙壷 。□縁 部

994 -58 7--2766

B13b
一YT7■D下

広□壷Cの口縁部破片。口径推定 1 7 2clll。 口唇部はやや丸味をもつ面を作り、日唇下端に櫛に
よる刺突紋を施す。□縁部内外面無紋。頸部と肩部の境に低い凸帯を 1条 もうけ、その下肩部
に櫛の刺突による羽状紋を施紋する。

好
良
橙お

良
精

に壷・ 口縁 部

995 -58 7--2671

B13b
一 YT7-D

広□壷 Bの□縁部破片c口唇部はやや丸味のもつ面を作る。□縁部内面には櫛の刺突による羽
状紋を施す。肩部には櫛描の波状紋と直線紋を施紋する。

好
良
橙お

良

精

に壷・ 口縁 部

996 -58 7--2340

B13c
一YT7-DI

広□壷 Fの 口縁部破片。□径 16 9cm。 □唇部は面を作 り、面上に 7個 1組の棒状浮紋を 3ケ所
にHh付する^日縁部内面

`こ

lt櫛 の創牢 tr士 ス朔叶紳歩怖オ^あず為ゝ豚虚ス言螺ιr l― r齢鮎滞拌飾
質

む
橙

軟

含

ゞ

や
粒

ぉ

や
砂

に壷・ 口縁 部 がつく。

997 -58 7--2744

B13b
一 YT7-Dl

広口壷 Fの口縁部破片。□径推定20.Oclll。 口唇部は面を作 り、面上に4個 1組の棒状浮紋を 4

ないし5ケ所に貼付する。口縁部内面には櫛の刺突による羽状紋を施す。

好

む

橙

脆

す

良
砂

う壷・ 口縁 部

998 -58 7--2556

B13b
一 YT7-Dl

□縁端部を水平近くまで折り曲げた広口壷 Fの口縁部破片。□径 14.2cm。 □唇部はやや丸味を
もつ面を作り、面上に 7個 1組の棒状浮紋を 4ケ所に貼付する。口縁部内面には櫛の刺突紋と
竹管紋を施す。わずかに残る肩部には凸帯と櫛描直線紋がつく。

好

含

ク

多
ン

粒
良
砂
ピ壷・ 口縁 部

999 -58 7-2194
B13b
一 YT7-Dl

広□壷 Fの 日縁部破片。口径推定 17.Oclll。 口唇部は面を作る。□縁部内面に櫛の束1突紋と、そ
の下に粗い櫛描の扇形紋を施す。

好

む
橙

騰

す

良

砂

う壺 。□縁 部

1000 -58 7--2489

B13c
一 YT7-D

広口壷 Bの 口縁部破片。口径15.2cm。 □唇部は面を作る。日唇部と口縁部内面に縄紋 (LR)を
施紋する。わずかに残る肩部には縄紋 (LR)を施す。

質

良
橙

軟や
　
す

や
精

う壷・ 口縁 部

-581001 7--2492

B13b
一 YT7-Dl

広口壷Bの 口縁部破片。口唇部は丸味のもつ面を作る。口縁部内面には縄紋 (LR)を施す。□
縁部外面は縦ハケ後ナデ。肩部には凸帯を 1条めぐらし、その下に櫛描直線紋を施紋する。

質

良
橙

軟や
　
す

や
精

う壷・ 口縁 部

1002 -58 7--2335

B13c
一YT7-Dl

広□壷 Fの回縁部破片。□径推定13.6cn。 口唇部は面を作る。
り広い範囲に縄紋 (LR)がつく。肩部にも縄紋 (LR)を施す。
入品か。

□唇部および□縁部内面のかな
東 (中遠地域)か らの搬入品か。

好
含

橙

多

黄

粒

ぶ

良
砂

に壷・ 口 縁 部

1003 -58 7--2787

B13c
一YT7-Dl

広□壷 Fの 回縁部破片。□径推定 14 5cm。 □唇部は面を作り、縄紋 (RL)を 施す。日縁部内面
は端部付近で折り曲げて水平面を作り、そこに縄紋 (RL)と 棒状器具による刺突紋を施す。

好
含

橙

膨

ぶ

良
砂

に壷・ 口縁 部

1004 -58 7--2234

B13b
一 YT7-Dl

受□壷 Bの□縁部破片。日径推定21 8cm。 口唇部は面を作る。日縁部内面は丁寧なヘラミガキ。
幅広い口縁部外面には櫛の刺突による羽状紋を 3段にわたり施す。

好
良
白味

良
精
黄壷・ □縁 部

1005 -58 7-2682
B13b
一 YT7-Dl

短頸壺 ?の 国縁部破片。□径推定 17.8cln。 □唇部は面を作る。□縁部内面は無紋でナデ。□縁
部外面は櫛描刺突紋を施す。

好

む

ク

含

ン

粒
良
砂

ピ壷・ □縁 部

―-69 -―
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1006 -58 7--2568

B13b
一 YT7-Dl

広口壷 Cの 口縁部破片。□径推定11 2ca。 □唇部は面を作る。□縁部内面は無紋でナデ。□縁
部外面は全面に縄紋 (LR)を 施紋する。

好

良

橙お

良
精

に壷・ □縁 部

1007 -58 7--2483

B13c
一 YT7-D】

広口壷Cの □縁部破片。□径14 0cm。 □唇部は面を作る。□縁部内面は無紋でナデ。国縁部外
面は□縁部から幅 4 5 cll程 の範囲に縄紋 (無節R)を施紋する。頸部ヨコナデ。肩部にも縄紋
が認められるが磨滅のためはっきりしない。

好

良

橙す

良

精

う壷・ □縁 部

1008 -58 7--2488

B13c
一 YT7-Dl

受□状の壺の口縁部破片か。□唇部は面を作り、縄紋を施す。□縁部外面は全面に縄紋を施し
た後、複数の棒状浮紋を貼付する。

好
良
橙お

良
精

に壷・ □縁 部

1009 -59 7--2153

B12i
一 YT7-Dl

上胴部の破片。縦方向の櫛猫紋を数条施し、その間に流水紋を配す。 好

良

白味

良

精

黄壷 。上 胴 部

1010 -59 7--2496

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。肩部より垂下する櫛描紋の両側に、稚拙な感じのする流水紋を施紋する。 好
良
橙す

良
精

う壺・ 上胴 部

1011 -59 7--2645

B13b
一 YT7-Dl

胴部最大径付近の破片。破片上部に雑にひかれた流水紋と思える文様がつく。 好

良
白味

良
精

黄壷 ・ 胴 部

1012 --59 7--2616

B13b
一 YT7-D

広□壷 Cま たはEの口縁部破片。□唇部は丸味をもつ。□縁部無紋。内外面ともヨコナデ。肩
部残存部に櫛描波状紋が 2条認められる。

質

含

橙

軟
多

や
粒

す

や
砂

う壷・ 回縁 部

1013 -59 7--2730

B13b
一 YT7-Dl

肩部破片。破片内に櫛描波状紋が 2条認められる。文様はさらにその下に続くようである。 好
む

橙

含

黄

粒

ぶ

良

砂

に壷 ・ 肩 部

1014 -59 7--2685

B13b
一 YT7-Dl

広口壷Aの 口縁部破片。口径推定13.4cm。 口唇部は面を作る。口縁部内面には櫛描波状紋が施
されているが磨滅により文様ははっきりしない。肩部には櫛枯の直線紋、その下に波状紋数条
が施されている。

好

良
橙味

良

精
赤壷・ □縁 部

1015  --59 7--2144

B13b
一 YT7-DJ

広□壷 Dの口縁部破片。□径推定14 7cm。 □唇部は円頭状に作る。□縁部無紋。内外面とも強
いヨコナデ。肩部に櫛描の直線紋→波状紋 2条を施した幅狭い文様帯がつく。

好

む

ク

含
ン

粒
良

砂

ピ壷 。上 胴 部

1016 -59 7--2613

B13b
一 YT7-Dl

大型壷の肩部破片。文様帯は櫛描の直線紋と波状紋を交互に2回施紋 しただけのもので、壷の
大きさに比べ、狭い。文様帯下部はヘラミガキ。内面ハケ。

好
含

橙

多

黄

粒

ぶ

良

砂

に壺 ・ 肩 部

1017 -59 7--2558
B13b

一YT7-Dl

上胴部の小破片。櫛描の直線紋と波状紋を交互に施 したもの。文様は左回りに施紋されている。 好

良
橙お

良
精

に壺・ 上 胴 部

1018 -59 7--2492

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の破片。櫛描の波状紋 2条→直線紋→波状紋 2条の順に施紋する。 好
良
橙お

良
精

に壷・ 上 胴 部

1019 -59 7--2564

B13b
一 YT7-Dl

腹部にはど近い上胴部の破片。櫛描の直線紋→波状紋→直線紋の順に施紋する。 好

良

橙す

良

精

う壺・ 上 胴 部

1020 --59 7--2193

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の破片。櫛描直線紋と、同じく櫛描の粗く大きな波状紋とを交互に施す。 好

良

橙す

良

精

う壷・ 上 胴 部

1021 -59 7--2674

B13b
一 YT7-D4

上胴部の破片。櫛描の直線紋と波状紋を交互に施す。 好

良

橙す

良

精

う壷・ 上 胴 部

1022 -59 7--2732

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。単位ははっきりしないが、たぶん同一の櫛を用い、破片上部より直線紋→波
状紋 2条→直線紋→波状紋 2条→直線紋の順に施紋する。文様帯下部横方向のヘラミガキ。

好
良
橙味

良
精
赤壷・ 上 胴 部

1023 -59 7--2732

B13b
一 YT7-D

肩部破片。肩部最上段より櫛描の直線紋→波状紋 2・ 3条→直線紋の順に施紋する。 好良

やや粘性弱い

黄  味  自壷 ・ 肩 部

1024 -59 7-2640
B13b
一 YT7-Dl

肩部破片。肩部上段の比較的狭い範囲に、櫛描の直線紋→波状紋 2条→直線紋を施紋する。 好

む
橙

騰

ぶ

良

砂

に壺 ・ 肩 部
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1025-59 7--2557

B13b
一 YT7-Dl

肩部破片。粗い櫛 (10本 /17111111)を用いて、頸部との境より、直線紋→波状紋→直線紋の順に

施紋する。

好

良

橙す

良

精

う壷 ・ 肩 部

1026 -59 7--2163

B131
-YT7-Dl

上胴部の破片。頸部との境に凸帯を 1条 もうけ、以下肩部にかけて櫛描の波状紋と直線紋を交

互に施紋する。

質

い
橙帥棚す

や

や

う壺 ・ 肩 部

1027 -59 7--2234

B13b
一 YT7-Dl

肩部破片。頸部との境に低い凸帯を 1粂めぐらし、以下肩部にかけて櫛描の波状紋と直線紋を

交互に施紋する。

好

良

白味

良

精

黄壷 ・ 肩 部

1028 -59 7--2495

B13b
一 YT7-Dl

肩部破片。肩部上段に低い凸帯を 1条めぐらし、以下肩部にかけて櫛描直線紋 1条と櫛描波状

紋数条を施紋。その後、その上に肩部凸帯より垂下する櫛描紋を施紋する。

好

良
橙お

良
精

に壷 ・ 肩 部

1029 -59 7--2193
B13b
一 YT7-Dl

腹部にほど近い上胴部の小破片。小破片のため全体の文様構成までは明らかではないが、破片

内では櫛描波状紋そして文様帯最下段に櫛描扇形紋がきて、その上に肩部より垂下する櫛描 J

字紋を施 している。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に壷 。上胴 部

1030 -59 7--2760

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の破片。櫛描直線紋を数条、その下文様帯最下段には扇形紋を 1段施す。 好

良
橙お

良
精

に壺・ 上 胴 部

-591031 7--2668

B13b
一 YT7-Dl

肩部破片、肩上部に櫛描波状紋を 2条、その下に扇形紋を 1段施した幅狭い文様帯。 好
良
白味

良
精
黄壷 ・ 肩 部

1032 -59 7--2732

B13b
一 YT7-Dl

腹部にほど近い上胴部の破片。櫛描波状紋を 2条、その下文様帯最下段には、櫛描扇形紋を 1

段施す。

好
良

橙味

良
精
赤壷・ 上胴 部

1033 -59 7--2732

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の破片。櫛描の直線紋と波状紋を交互に施し、文様帯最下段にのみ扇形紋を施す。 好

良

橙す

良

精

う壷・ 上 胴 部

1034 -59 7--2342

B13c
一YT7-Dl

肩部破片。同一の櫛 (12歯 /17null)を 用い、破片上部より、波長の小さな波状紋→直線紋→波

長の大きな波状紋→直線紋→扇形紋の順に施紋する。

好
良
橙味

良

精
赤壷 ・ 肩 部

1035 -59 7--2166

B121
-YT7-Dl

上胴部の破片。同一の櫛 (12歯 /17ullll)を 用い、破片上部より、波状紋→直線紋→波状紋→扇

形紋の順に施紋する。

好

良

橙す

良

精

う壷・ 上 胴 部

1036-59 7--2144
B13b

一 YT7-Dl

上胴部の破片。破片上部より、櫛描の波状紋 2条→直線紋 2条→扇形紋 (文様帯最下段)の順

に施紋する。

好
含

橙
多

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に壷 。上 胴 部

1037-59 7--2165

B12i
一 YT7-Dl

上胴部の破片。同一の櫛 (12歯 /18mm)を 用い、櫛描の波状紋→直線紋→波状紋→扇形紋 (文

様帯最下段)の順に施紋する。

好
良

橙お

良
精

に壷・ 上 胴 部

1038 -59 7--2234

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の破片。同一の櫛 (7歯 /1041111)を 用い、直線紋→波状紋 2条→直線紋→扇形紋の順に

施紋する。

好

良

橙お

良
精

に壷 。上 胴 部

1039 -59 7--2194

B13b
一 YT7-Dl

大型壷の上胴部破片。同一の櫛 (■歯/19111111)を用い、直線紋→波状紋 3条→直線紋→扇形紋

の順に、ほぼ上胴部全面に施紋する。

好

む
橙

騰

す

良
砂

う壷・ 上 胴 部

1040 -59 7--2408

B13b
一 YT7-D

腹部にほど近い上胴部の破片。破片上部より、櫛描の波状紋 2条→直線紋→扇形紋 (文様帯最

下段)の順に施紋する。

軟    質
やや粘性弱い

う す 橙壷 。上 胴 部

1041 -59 7--2540

B13b
一 YT7-Dl

上1同部の小破片。櫛描の直線紋と直線紋の間に扇形紋を施し、直線紋の下には、さらに別の文

様を施す。

好
良
白味

良
精

黄壷・ 上 胴 部

1042 -59 7--2234

B13b
一YT7-D

上胴部の破片。同一の櫛 (9歯 /1 lmlll)を 用い、破片上部より、波状紋→扇形紋→波状紋→直

線紋→扇形紋の順に施紋する。

好

良

クン

良
精

ピ壷・ 上 胴 部

1043 -59 7--2240

B13b
一 YT7-D

肩部破片。同一の櫛 (6歯 /14mllll)を 用い、肩部上段より、直線紋 2条→扇形紋→直線紋 2条
→扇形紋の順に施紋する。

好

む
白

障

味

良

砂
黄壷 。 肩 部
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1044 -60 7--2448

B13c
一 YT7-Dl

上胴部の破片。同一の櫛 (9歯 /14mm)を 用い、直線紋→波状紋 2条→扇形紋 2段→直線紋の
順に施紋する。

好
良
橙五

良
精

に
壺・ 上 1同 部

1045 -60 7--2581

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。櫛描波状紋を 2条、その下に櫛描扇形紋を2段施紋する。 好
良
橙お

良
精

に
壷 。上 胴部

1046 -60 7--2282

B13b
一 YT7-D

肩部の小破片。同一の粗い櫛 (7歯 /14HIIll)を 用し
施紋手法は稚拙である。

直線紋→扇形紋→直線紋の順イ硫 紺 る。 好

む

茶

含粒

す

良

砂

う
壷 ・ 肩 部

1047 -60 7--2765

B13b
一YT7-Dl

肩部破片。頸部との境に、幅広く低い凸帯を 1条めぐらし、その下に櫛摘の直線紋→波状紋数
条→扇形紋の順に施紋する。

好
む
橙

脆

味

良
砂
赤

壷 ・ 肩 部

1048 -60 7-2193
B13b

一 YT7-Dl

上胴部の小破片。破片上部より、櫛描波状紋→櫛描直線紋→竹管紋→櫛描波状紋→竹管紋の順
に施紋する。

好

良
白味

良

精
黄

壷 。上 胴 部

1049 -60 7-2111
B12i

一 YT7-Dl

上胴部の大型破片。頸部との境に凸帯を 1条めぐらし、
部にかけては、同一原体の櫛 (11歯 /14mm)を 用いて、
最下段には扇形紋を施す。

その下辺に竹管紋を施す。肩部から胴
直線紋と波状紋を交互に 3回、文様帯

好

む

白脆味

良
砂
黄

壺・ 上 胴 部

1050 -60 7--2144

B13b
一 YT7-Dl

その下に棒または櫛先端による刺突紋を 2

刺突紋の下は、櫛摘の波状紋 2・ 3条→直

肩部破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 2・ 3条、

嬌綬と滝晨写古!こ

3個 1組の円形浮紋を貼付する。
好良

やや粘性弱い

|こ   ぶ  橙
壷 ・ 肩 部

-601051 7--2234

B13b
一 YT7-Dl

腹部にほど近い上胴部の破片。破片上部より、櫛描直線紋→櫛描波状紋→棒状刺突紋→櫛描直
線紋の順に施紋する。

軟    質
やや粘性弱い

黄  味  白
壺 。上 胴 部

1052 -60 7--2278

B13a
一YT7-D

上胴部の小破片、櫛 (12歯/17dull)を 右下り、左下りの順に施して、格子状の櫛描紋様を表現
する。格子紋の下には櫛描直線紋を施している。長野県の座光寺原式上器によく見られる文様
である。

好

良

橙味

良
精
赤

壷 。上 胴 部

1053 -60 7--2500

B13b
一 YT7-Dl

腹部にほど近い上胴部の破片。櫛描の直線紋と直線紋の間に、櫛の刺突紋をしたもの。 好

良

白味

良
精

黄
壺・ 上 胴 部

1054 -60 7-2194
B13b
一 YT7-Dl

肩部のやや下の上胴部破片。櫛描直線紋の下に、幅3 3cnほ どの櫛刺突紋を 2段、その下に再
び櫛描直線紋、そして文様帯最下段に扇形紋を 1段施す。

好

む
橙

含

黄

粒

ぶ

良

砂

に
壷・ 上 胴 部

1055 -60 7-2158
B12i
一 YT7-Dl

直線紋→波状紋→直線紋→刺突紋 (文違埋彗♀蟹年を屈琴!こ

同一の櫛(12歯 /17Dllll)を用し 好

む

ク

含
ン

粒
良

砂

ピ
壺・ 上胴 部

1056 -60 7--2341

B13c
一 YT7-Dl

肩部付近の小破片。櫛描直線紋と櫛描刺突紋を交互に施したもの。刺突紋は左下り→右下りの
順 |こ描く。

好

む
白

脆

味

良
砂
黄

壷 ・ 肩 部

1057 -60 7--2338

B13c
一 YT7-Dl

上胴部の小破片9櫛猫直線紋と櫛描刺突紋を交互に施したもの。刺突紋はやはり、左下り→右
下りと交互に描く。

好

む

白騰味

良

砂
黄

壷 。上 胴 部

1058 -60 7--2540

B13b
一YT7-Dl

上胴部の破片、破片上部より櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→左下り刺突紋→直線紋→右下り
刺突紋→直線紋の順に施紋する。

質

含

橙

多粒

ホ

軟

砂

に
壷 。上 胴 部

1059 -60 7--2544

B13b
一YT7-Dl

上胴部の小破片。同一の櫛 (12歯 /17mm)を 用し
突紋は左下り→右下りの順に描く。

櫛描直線紋と櫛描刺突紋を交互に描く。刺 質

含

橙

多粒

す

軟

砂

う
壷 。上 胴 部

1060 -60 7--2732

B13b
一YT7-Dl

上胴部の小破片。磨滅してよくゎからぬ部分もあるが、同一の櫛 (9歯 /12Hllll)を 用いて、上
部より、直線紋→波状紋→直線紋→左下り刺突紋→直線紋→右下り刺突紋の順に施紋する。

質

含
橙

多

黄

粒

ぶ

軟

砂

に
壷 。上 胴 部

1061 -60 7--2437

B13c
一 YT7-Dl

広口壷Cの口縁部破片。□唇部は面を作る。□縁部内外面とも無紋。内面ナデ、外面縦ヘラミ
ガキ。頸部と肩部の境には凸帯を 1条め ぐらし、その上に櫛束1突紋を施す。肩部には櫛描直線
紋を 2条、その下には縄紋 (LR?)を施紋する。

質

良
橙

帥　味

や
精
赤

壷 。口縁 部

1062 -60 7--2093

B12i
一YT7-Dl

上胴部の破片。縄紋 (LR)を施紋した後、その上より櫛描直線紋を 1条施して、縄紋帯を 2分
している。

好
含
白

修

味

良

砂
黄

壷 。上 胴 部
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1063 -60 7--2234

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の破片。縄紋 (LR)を施紋した後、その上より櫛描直線紋を 1条施 して、縄紋帯を 2分

している。

好
良

橙お

良
精

に壺 。上胴部

1064 -60 7--2077

B12i
一 YT7-Dl

上胴部の破片。縄紋 (LR)を施紋 した後、その上より櫛描直線紋を 1条施して、縄紋帯を 2分

している。1062と 同一個体である可能性が大きい。

好

む
茶

含

黄

粒

い

良

砂
暗壷・ 上 胴 部

1065 -60 7--2497

B13b
一 YT7-Dl

広口壷Aの口縁部破片。回唇部は面を作る。口縁部内外面とも無紋。頸部と肩部の境に、櫛の

押圧横線を 3条めぐらし、肩部には縄紋 (無節R)を施す。

好
含

色
多粒

良
砂
茶壷・ □縁部

1066 -60 7-2152
B12i

一 YT7-Dl

上胴部の大型破片。頸部との境に、櫛の押圧横線を 3条めぐらし、その下に4個 1組の円形浮

紋を3ケ所に貼付する。肩部から胴部にかけては縄紋 (LR)を 施す。

好

む
橙

含

ｉ

粒

ぉ

良

砂

に壷・ 上 胴 部

1067 -60 7--2730

B13b
一 YT7-D

肩部破片。頸部との境に、櫛の押圧横線を2条めぐらし、その下に 2個 1組の円形浮紋を3ケ

所に貼付する。肩部には縄紋 (LR)を施す。

好

含
橙

多粒

ぉ

良

砂

に壺 ・ 肩 部

1068 -60 7--2581

B13b
一 YT7-D】

肩部の大型破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 2条めぐらし、その下肩部には縄紋 (LR)を施

す。

好

良

橙す

良

精

う壷 ・ 肩 部

1069 -60 7--2282

B13b
一 YT7-D

肩部の小破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 2条めぐらし、その下肩部には縄紋(LR)を 施す。 好

含

橙

多

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に壷 ・ 肩 部

1070 -60 7--2558

B13b
一YT7-D

肩部の小破片。頸部との境に、櫛の押圧横線を2条めぐらし、その下肩部には縄紋 (LR)を施

す。

好
含

橙
多

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に壷 ・ 肩 部

1071 -60 7--2558

B13b
一 YT7-D

肩部の小破片。頸部との境に、櫛の押圧横線を 1条めぐらし、その下肩部には縄紋 (LR)を 施

す。

好

良

白味

良

精

黄壷 ・ 肩 部

1072 -60 7--2642

B13b
一YT7-Dl

受口状をした壺口縁部破片。口唇部は円頭状に作る。口縁部内外面無紋。頸部と肩部の境に直

径 0 3 clll程 の竹管紋を 1段めぐらし、その下肩部に縄紋 (LR)を 施す。

好

良

クン

良

精

ピ壺 。□縁 部

1073 -60 7--2036

B13i
一 YT7-Dl

肩部破片。肩部最上段に棒による刺突紋を 1段めぐらし、その下肩部には縄紋 (Rめ を施す。 好

良

橙黄ぶ

良

精

に壷 ・ 肩 部

1074 -60 7--2093

B12i
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。破片全面に羽状縄紋 (1段 )を施す。 好
含

橙
多
黄

粒

ぶ

良
砂

に壷・ 上 胴 部

1075 -60 7--2780

B13c
一 YT7-Dl

胴部の小破片。破片全面に羽状縄紋 (15段)を施す。 好

含

白修味

良
砂

黄壷・ 上 胴 部

1076 -60 7--2144

B13b
一YT7-Dl

上胴部の小破片。破片全面に縄紋 (LR)を 施す。 好

含

橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に壷 。上 胴 部

1077 -60 7--2077

B12i
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。破片全面に比較的大粒な縄紋 (LR)を施す。 好

良

橙す

良

精

う壷 。上 胴 部

1078 -60 7--2558

B13b
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。破片全面に粗い縄紋 (I沢 )を施す。 好

良
橙味

良
精
赤壷 。上 胴 部

1079 -60 7--2498

B13b
一 YT7-Dl

上1同部の小破片。破片全面に縄紋 (LR)を 施す。 好
む
橙

含

ｉ

粒

ぉ

良
砂

に壷・ 上 胴 部

1080 -60 7--2124

B12i
一YT7-Dl

上胴部の大型破片。肩部より胴部最大径 (腹部)ま での幅広い範囲に縄紋 (LR)を施す。内面

には幅 2 cm前後の粘土帯の合わせ目の痕跡が残る。東 (中遠地域)か らの搬入品。

好
含

茶
多

黄

粒

い

良
砂
暗壷 。上 胴 部

1081 -60 7--2033

B121
-YT7-Dl

上胴部の破片。破片下部を除いたほぼ全面に、粗い縄紋 (LR?)を施す。 好
含

糟

多

黄
粒

ぶ

良
砂

に壷・ 上 胴 部

―- 73 -―
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1082 -60 7-
B13c
一 YT7-Dl

上胴部の小破片。破片全面に縄紋 (無節R)を施す。 好

む
白

障

味

良
砂

黄壷・ 上 胴 部

1083 -60 7--2107

B12i
一 YT7-Dl

上胴部の破片。破片全面に雑な縄紋 (LR)を施す。 好

む
橙

含
黄

粒

ぶ

良
砂

に
壷 。上 胴 部

1084 -61 7--2744

B13b
一 YT7-D!

肩部破片。頸部との境に、幅の狭い凸帯を 1条めぐらし、その下に櫛の刺突による羽状紋を施
したもの。羽状紋の下は無紋帯となる。

好

良

クン

良

精

ピ
壷 ・ 肩 部

1085 -61 7--2093

B12i
一 YT7-Dl

いわゆる有段羽状紋を施 した土器。肩部破片。
下辺に、櫛の刺突による羽状紋を施 したもの。
す。

頸部との境に施 した断面三角形の凸帯の上辺と
羽状紋下部は無紋帯となり、縦方向のハヶを施

好

む
白障味

良

砂

黄壷 ・ 肩 部

1086 -61 7--2034

B12i
一 YT7-D

1085と 同じく、有段羽状紋を施 した土器。肩部破片。頸部との境に施 した断面三角形の凸帯の
上辺と下辺、およびその下に、櫛の刺突による羽状紋を施 したもの。羽状紋の下は無紋帯とな
る。

好

む
白陸味

良
砂
黄壺 ・ 肩 部

1087 -61 7--2557

B13b
一 YT7-D

深鉢状をした大型甕の回縁部破片。折返し□縁で、口唇は面を作り、□唇下端には櫛状器具に
よる刻目紋を施している。胴部外面斜ハケ、内面横ハケ。

好

含
橙

多

ゞ

粒

応

良

砂

に
甕 。□縁 部

1088 -61 7--2ユ 66

B12i
一 YT7-Dl

高郭 Bの邪部。口径推定 29 4cm。 □唇部は面を作る。□縁部外面上部に櫛描の波状紋 (停止 し
ながら描いたもの)と 直線紋を施す。内面ヘラミガキ。

好

含

ク

多
ン

粒
良

砂

ピ高郭・ 郭 部

1089 -61 7--2035

B12i
一 YT7-Dl

高郭 Dの郭部。口径推定 27.O cm。 □唇部は面を作り、ヨコナデ。口縁部外面には口唇と接 して
浅く雑な凹線を 2条めぐらし、その下に櫛刺突による羽状紋 (15段 )を施す。内面ヘラミガ
4。

好

良

クン

良
精

ピ高邦・ 郭 部

1090 -61 7--2193

B13b
一 YT7-Dl

高郭Dの郭部。口径推定27 0cn。 □唇部は面を作り、ヨコナデ。回縁部外面には櫛の刺突によ
る羽状紋を施す。内面丁寧な縦方向のヘラミガキ。

好

良
橙ぶ

良

精

に高郭・ 郭 部

-611091 7--2240

B13b
一 YT7-Dl

縄紋を施す。折返 し部を段は作らず、
ミガキ。内面口縁部付近に煤付着。東

高郭Hの郭部。□唇部は折返しにより幅広い面を作り、
断面三角形に滑らかに仕上げる。内外面とも丁寧なヘラ
(中遠地域)か らの搬入品。

好
含

茶

多

黄

粒

い

良

砂
暗高杯・ 郭 部

1092 -61 7--2720

B13b
一 YT7-D

高邦 Gの脚部破片。脚上部に、櫛描直線紋を間帯部をおいて数条施紋 し、間帯部には繊細な箆
状器具で斜線紋・羽状紋を施 している。

好

良
橙黄ぶ

良

精

に高郭・ 脚部

1093 -61

高郷・ 脚部

7--2738

B13b
一 YT7-D2

高郭Hの脚部破片。脚底部は外側にしっかり折返して明瞭な段をつける。文様は脚底部の段外
側に、櫛の刺突による格子紋を施す。脚上部外面は無紋で、縦方向の丁寧なヘラミガキ。東 (中
遠地域)か らの搬入品。

好

含
白

膨

味

良
砂
黄

1094 -61 7--2144

B13b
一 YT7-Dl

鉢Aの上胴部破片。□縁部外面は磨滅するが、わずかに櫛摘波状紋らしき跡が残る。胴上部に
は櫛描の直線紋と直線紋の間に、棒刺突紋を3段めぐらした文様がつく。

好
良
橙ぶ

良
精

に鉢 。上 胴 部

1095 -6ユ 7--2766

B13b
― YT7-Dl

鉢Aの上胴部破片。□縁部外面に櫛の刺突紋、胴上部には櫛描の直線紋→扇形紋を施す。文様
帯下部ヘラミガキ。

好
良
橙ぶ

良
精

に鉢 。上 胴 部

B12区・ B13区 YT7中・ 上層

1096-61 6--3752

B13b
一 YT7-C3

広口壷 Bの □縁部破片。□唇部は円頭状に作る。□縁部内面には櫛描波状紋 (左回り)を施す。
わずかに残る肩部にもやはり櫛描波状紋を施 している。

好

良
白味

良
精
黄壷・ □縁 部

1097-61 7--70

B13b
一 YT7-C2

広口壷 Fの 口縁部破片。□唇部は面を作リヨコナデ。口唇下端に櫛による刻目紋を施す。□縁
部内面には要を上にした櫛描扇形紋を 3段にわたり施す。

自

含

好

味
修

黄

砂
良壷・ □縁部

1098-61 7--556

B12i ・ B13c
一 YT7-C3

広□壺 Fの口縁部破片。口径推定 30 6 clll。 □唇部は面を作り、櫛の刺突紋を施す。□縁部内面
にもやはり櫛の刺突による羽状紋を施す。

好

含
白

修

味

良

砂
黄壷・ □縁 部

1099-61 7--59

B13b
一 YT7-C2

広口壷 Cの 口縁部破片か。日唇部は面を作り、櫛刺突紋を施す。□縁部外面には縄紋 (LR)
を施す。

好

良
橙お

良

精

に壷 。□縁 部

-74-
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1100 -61 7--447

B13b
一 YT7-C3

広□壷 Cの 口縁部破片。□唇部は円頭状に作る。□縁部内面には上部より5 clll程 の範囲に縄紋
(RL)を施す。□縁部外面から頸部にかけてはヨコナデ。頸部と肩部の境には、断面三角形

の凸帯を 1条めぐらし、その下肩部には縄紋 (RL)を施紋する。

好

含

茶

多

黄

粒

す

良

砂

う壷 。□縁 部

1101 -6] 7--3825

B13b
一 YT7-C3

□縁部内面端部に水平面をもつ広口壷 Fの 国縁部破片。口唇部は面を作り、縄紋 (LR)を
施す。□唇部 2ケ 所に 5、 6個 1組の棒状浮紋を貼付する。□縁部内面の水平面には口唇部と

同じく縄紋 (LR)を施す。肩部には櫛の押圧横線を3条めぐらし、その下に縄紋 (LR)を施す。

好

良

橙お

良

精

に壷・ □縁 部

1102 -61 7-144
B13e

一 YT6-C2

□縁部内面端部に水平面をもつ広□壷 Fの 口縁部破片。口径推定 14 5cm。 □唇部は面を作 り、
笛拌哭且fr!ス

『

痛締み桁十^同 縁系肉而イ粋 舗組締左怖す^あずあゝιr盛 ス肩鍬
`r′

寸rFett r f
好

含

橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に壷・ 口縁 部 R)を施 している。

1103 -61 6-3788
B13b
一 YT7-C2

広□竜Aの 口縁部。□径 15 4cn。 □唇部は幅広い面を作り、櫛の刺突による羽状紋を施す。□

縁部内外面は無紋。わずかに残る肩部には、櫛描紋が施されているようであるが磨滅のためは

っきりしない。

好

良

橙お

良

精

に竜・ 口縁 部

1104 -61 6--3824

B13b
一 YT7-C3

広□壷 Cの □縁部破片。□径推定 14 4cm。 口唇部は面を作る。口縁部外面縦方向のハケ、内面

縦方向のヘラミガキ。頸部と肩部の境には櫛の押圧横線を 2条めぐらし、その下肩部には櫛描

直線紋を施す。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に壷・ 口縁 部

1105 -61 6--3738

B13b
一YT7-C2C3

受口状をした□縁部破片。口径推定19 8clll。 口唇部は面を作る。□縁部外面は幅広い面を作り、

櫛刺突による羽状紋 (25段 )と 棒状浮紋 (複数)を数ケ所に貼付する。

好

良

橙す

良

精

う壺・ 口 縁 部

1106 -61 7--554

B12i・ B13c
一 YT7-C3

上胴部の小破片。流水紋を施紋した上器。縦方向の区画線を櫛で描き、その後、横方向の流水

紋を施紋する。

好

良

白味

良

精

黄壷・ 上 胴 部

1107 -61 6--3891

B13a・ d
一 YT7-C3

上胴部の小破片。櫛描の流水紋を施 している。 好

む
色

含粒
良

砂
茶壷・ 上 胴 部

1108 -61 7-445
B13a
一 YT7-C3

肩部破片。同一の櫛 (9歯 /1411111)を用い、直線紋と波状紋を交互に施す。 好

む
橙

含
黄

粒

る

良

砂

明竜 ・ 肩 部

1109 -61 7-513
B13b

一 YT7-C3

胴部に丸味をもつ壷の肩部破片。櫛描の直線紋と波状紋を交互に施す。施紋法は雑・稚拙であ

る。

好

む
橙

障

す

良

砂

う壷 ・ 肩 部

1110 -61 7--508

B13b
一 YT7-C3

aと bは接合 しないが、同一個体の胴部破片と思われる。櫛描の波状紋と直線紋を交互に施 し

た文様がつく。波状紋の施紋法は稚拙である。文様帯下部ヘラミガキ。

好

良

黄す

良

精

う壷 ・ 胴 部

1111 -61 7--489

B13b
一 YT7-C3

肩部破片。櫛猫の直線紋と波状紋を交互に施し、文様帯最下段に棒による刺突紋を 1段めぐら

す。文様帯の幅は狭く、施紋法は稚拙である。

好良

やや粘性弱い

黄  味  白壷 ・ 肩 部

1112 -6ユ 6--3692

B13b
一 YT7-C

肩部の大型破片。頸部との境に断面三角形の凸帯を 1条めぐらし、以下肩部に、櫛描の直線紋
→波状紋→直線紋を施紋する。文様帯の幅は狭い。文様帯下部はヘラミガキ。

好

良

白味

良

精

黄蓬 ・ 肩 部

1113 -61 7--445

B13a
一 YT7-C3

肩部付近の小破片。櫛描の波状紋→直線紋→扇形紋 (文様帯最下段)の順に施紋する。 好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に竜 ・ 肩 部

1114 -61 7--64

B13b
一 YT7-C2

上胴部の小破片。単位のはっきりしない繊細な櫛を用い、直線紋を 2条 、その下文様帯最下段
に扇形紋を 1段施す。

好
良

橙す

良
精

う壷 。上 胴 部

1115 -61 7--68

B13b
一 YT7-C2

肩部破片。肩部上段より櫛描の直線紋 2条→波状紋 2条→変形扇形紋→直線紋の順に施紋する。 好

良
橙す

良

精

う竜 ・ 肩 部

1116 -62 7--496

B13b
一 YT7-C3

胴部に丸味をもつ壷の胴上部破片。櫛描の直線紋と直線紋の間に、櫛描のくずれた扇形紋を施

す。

好

良
白味

良

精
黄壷 ・ 胴 部

1117 -62 6--3615

B13b
一 YT7-C3

肩部破片。同一の櫛を用い、破片上部より、波長の大きな波状紋→小さな波状紋→直線紋→扇
形紋→直線紋の順に施紋する。

好

良

白味

良

精

黄歳 ・ 肩 部

1118 -62 7--445

B13a
一 YT7-Cr

上胴部の破片。文様帯下部の破片のため全体の文様構成は明らかではないが、破片内では、櫛

描波状紋、そして文様帯最下段に櫛描扇形紋がきて、その上に肩部より垂下する櫛描紋を施 し
ている。

好

良
橙黄る

良
精

明壷・ 上 胴 部
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1119-62 7--531

B13b
一YT7-C3

肩部付近の破片。櫛摘直線紋を間帯をおいて数条施 し、間帯部には櫛描の扇形紋・ I字紋 (扇
形紋の変形 したものか)を施す。

好
良
橙す

良
精

う壷 ・ 肩 部

1120-62 7--62

B13b
一YT7-Cを

上胴部の小破片。破片全面に、櫛描波状紋→櫛描直線紋→竹管紋→櫛描波状紋→竹管紋→櫛描
波状紋を施す。

好

良
白味

良

精
黄壷・ 上 胴 部

-62９

一
7--62

B13b
一 YT7-C2

上胴部の小破片。櫛描波状紋と竹管紋を交互に施す。 1120と 同一個体かも知れない。 好

良
白味

良
精
黄壷 ,上 胴 部

1122-62 7-513
B13b
一 YT7-C3

上胴部の大型破片。頸部との境に凸帯を 1条 、その下辺に櫛の刺突による小さな羽状紋を 1段
施紋。その下肩部にかけては櫛摘直線紋→櫛描扇形紋 2段→縄紋 (LR)→櫛描直線紋→櫛描
扇形紋 2段→櫛描直線紋の順に施紋する。文様帯は幅広い。

好

む
橙

障

す

良

砂

う壷 ・ 肩 部

1123-62 7--62

B13b
一 YT7-C2

肩部破片。接合 しないが明らかに同一個体と思われる破片が 2片 ある。文様は肩部最上段に櫛
描直線紋を 1条めぐらし、その下に、やはり櫛を用いた右下り、左下りの斜線をお互いが交差
するように施 している。文様帯は幅狭く、肩部に限られる。

好

良
橙味

良

精
赤壷 ・ 肩 部

1124-62 7-61
B13b
一YT7-Cz

上胴部の小破片。繊細な櫛描直線紋を間帯をおいて数条施紋 し、間帯部には櫛の刺突によるX
字紋を施す。

好

良
橙す

良

精

う壷・ 上 胴 部

1125-62 7--57

B13b
一 YT7-C2

腹部にほど近い上胴部の破片。櫛描直線紋と櫛描刺突紋を交互に施 し、文様帯最下段にのみ、
櫛猫 」字紋 (扇形紋の変形 したものか)を施紋する。

好

む
橙

陸

味

良
砂
赤壷・ 上 胴 部

1126-62 6--3736 '

B13b
二YT7-C2C3

肩部破片。櫛描の直線紋→刺突紋→直線紋 2条と施し、その後、肩部より垂下する櫛描紋を施
す。

好

良

橙す

良

精

う壷 ・ 肩 部

1127-62 6--3838

B13b
一 YT7-C

上胴部の小破片。櫛描刺突紋 (左下り)と櫛描直線紋を交互に施す。 好

良
橙味

良

精
赤壷・ 上 胴 部

1128-62 6--3742

B13b
一YT7-C2C3

上胴部の小破片。破片全面に櫛描の直線紋→刺突紋→波状紋→刺突紋→直線紋を施紋する。 好

良
橙味

良
精
赤壷・ 上 胴 部

1129-62 7--57

B13b
一YT7-C2

肩部破片。肩上部に櫛描直線紋を 2条、そして櫛 1条分ほどの間帯をおいて再び櫛描直線紋を
施 し、間帯部には櫛の刺突による鋸歯紋を施す。

好

良
橙ぶ

良
精

に壷 ・ 肩 部

1130-62 7-514
B13b
一 YT7-Cg

腹部に近い上胴部の小破片。破片内では、櫛描直線紋を 2条、その下に櫛 1条分の間帯をおい
て箆状器具による沈線を 1条設うけ、間帯部に櫛の刺突による鋸歯紋を施す。

好

良
橙お

良
精

に壷・ 上 胴 部

―-621131 7--57

B13b
一 YT7-C`

肩部から腹部に至る大型破片。他に同一個体と思われる破片 (b)がある。文様は幅 3 cmほ どの
櫛状器具で、肩部最上段より、直線紋→波状紋 (上下端で停止 しながら描く)→直線紋の順に施
紋 し、最下段に櫛刺突による鋸歯紋を施 している。波状紋の上には複数の円形浮紋を貼付する。

好

む
橙

陸

ぶ

良
砂

に壷・ 上 胴 部

1132-62 7--2222

B13c
一 YT6-Cl

肩部破片。肩部上段に、原体の異なる、あるいは施紋法を変えた 2種類の櫛描刺突紋を施 した
幅狭い文様帯がつく。胴部ヘラミガキ。

好

良
橙ぶ

良

精

に壷 ・ 肩 部

1133-62 7--445

B13a
一 YT7-Cg

肩部破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 2条、その下に右下りの櫛摘刺突紋を施紋した幅狭い
文様帯がつく。胴部ヘラミガキ。

好

む
橙

陸

味

良
砂

赤壷 ・ 肩 部

1134-62 7-512
B13b
一 YT7-C`

肩部付近の破片。肩上部に櫛描直線紋を 1条、その下 6 cmほ どに縄紋 (LR)を施紋する。文
様帯下部は横方向のヘラミガキ。

好良

やや粘性弱い

赤  味 橙壷 ・ 肩 部

1135-62 7--27

B13b
一 YT7-Ci C2

肩部破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 3条めぐらし、その下肩部には縄紋 (LR)を施す。 好

む
橙

障

す

良

砂

う壷 ・ 肩 部

1136-62 7--553

B12i ・ B13c
― YT7-Ca

肩部破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 3条めぐらし、以下肩部には縄紋 (LR)を施す。 好

良
橙す

良

精

う壷 ・ 肩 部

1137 -62 7--530

B13b
一 YT7-CR

肩部の小破片。頸部との境に櫛の押圧横線を2条めぐらし、以下肩部には縄紋 (LR)を施す。 好

良
白味

良

精
黄壷 ・ 肩 部
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1138 -62 7--554

B12i ・ B13c
― YT7-C3

肩部の小破片。頸部との境に櫛の押圧横線を2条めぐらし、以下肩部には縄紋 (LR)を施す。 好

良

橙す

良

精

う壷 ・ 肩 部

1139 -62 7-513
B13b
一 YT7-C3

肩部の小破片。頸部との境に櫛の押圧横線を 2条めぐらし、以下肩部には縄紋 (LR)を施す。
1137と 同一個体かもしれない。

好

良

白味

良

精

黄壷 ・ 肩 部

1140 -62 7--30

B13b
一 YT7-C2

頸部から肩部にかけての破片。頸部との境に、 3個 1組の円形浮紋を 4か所に貼付し、肩部に
は縄紋 (LR)を施す。破片内に 1か所、縄紋帯を縦方向に箆で擦り消した場所がみられる。

好

む
茶

含
黄

粒

す

良
砂

う蓬 ・ 肩 部

1141 -62 7--73

B13b
一YT7-Cl C2

肩部の小破片。破片全面に縄紋 (LR)を施す。 好

良

橙す

良

精

う壷 ・ 肩 部

1142 -62 7-31
B13b
一YT7-Ci C2

胴上部の小破片。破片全面に縄紋 (LR、 附加条が加えられている可能性もあり)を施す。 好

む
橙

含

黄

粒

ぶ

良
砂

に壷 。上 胴 部

1143 -62 7--554

B12i・ B13c
一 YT7-C3

胴上部の小破片。破片全面に縄紋 (RL)を施す。 好
含

白

修

味

良
砂
黄竜 ,上 胴 部

1144 -62 7-29
B13b
一 YT7-CI C2

胴部最大径 (腹部)付近の破片。胴上部全面に縄紋 (LR)を施す。胴下部はヘラミガキ。 好

良

白味

良

精

黄壷 ・ 腹 部

ユユ45 -62 7--64

B13b
一YT7-C2

胴部最大径 (腹部)付近の破片。破片内の約半分 (上胴部)に縄紋 (LR)を施す。 好

良

橙味

良

精

赤壷 ・ 腹 部

1146 -62 7--556

B12i ・ B13c
一 YT7-C3

肩部付近の小破片。破片全面に縄紋 (RL)を施す。 好
含

白修味

良

砂

黄壷 ・ 肩 部

1147 -62 7--449

B13b
一 YT7-C3

肩部破片。破片全面に縄紋 (無節R?)を施す。 好

良

クン

良
精

ピ壷 ・ 肩 部

1148 -62 7--74

B13b
一 YT7-C2

肩部破片。破片金面に縄紋 (無節R)を施す。 好

良

クン

良
精

ピ壷 。 肩 部

1149 -62 6--3738

B13b
一YT7-C2C3

高郷 Dの邦部破片。□唇部は面を作る。□縁部外面に櫛刺突による羽状紋を施す。内面ヘラミ
ガキ。

好

良
橙味

良

精
赤高邦・ 邪 部

1150 -62 7--485

B13b
一 YT7-C3

高郭 Dの郭部破片。全面丹塗。□唇部は面を作る。□縁部外側に縄紋 (LR)を施す。内面横
方向のヘラミガキ。

質

良帥　赤

や
精

高 郭 。郷 部

1151 -62 7--489

B13b
―YT7-C3

高郭 もしくは台付鉢の脚部。裾部 (脚底部)に 、折返しあるいは貼付けにより幅 2 5 cnl程の段
を設うけ、据端面および段上面に箆状器具の刺突による羽状紋を施す。

好

良

白味

良

精

黄高郭 ?・ 郭部

B12区・ B13区 YT7

1152 -63 6-1467
B13b
一 YT7

短頸壷 Bの 口縁部破片。□径推定 12 8cm。 □唇部は面を作る。□縁部外面に櫛の刺突による羽
状紋を施す。内面ヨコナデ。胴部無紋。

好

含
橙

多
黄

粒

ぶ

良

砂

に壷・ □縁 部

1153 -63 6--1463

B13b
一 YT7

短頸壷 Bの □縁部破片。口径推定 10 6 clll。 口唇部は面を作る。□縁部外面には櫛の刺突による
羽状紋風の文様を施す。内面ナデ。胴部無紋。

好

良

クン

良

精

ピ壷・ □縁 部

B12区・ B13区 YT6下 層

1154 -63 7--2228

B13c
一 YT6-Dl

直立気味に開く□縁部の破片。口径推定 9 3cm。 □唇部は面を作り、面上に直径0 25cmの竹管
紋を施す。口縁部内外面とも無紋、ヨコナデ。

好
良
白味

良
精
黄壺・ 口縁 部
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1155-63 7--2716

B13c
一 YT6-Dl

直立気味に開く口縁部。□唇部は面を作る。口縁部外面に縄紋(LR)。 内面はナデ。 好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良
砂

に壺 。□縁 部

1156-63 6-1616
B13c
一 YT6-D

肩部の小破片。竹管紋を 5段、その下に凹線紋を 1条施 したもの。凹線紋の下は無紋帯となる。

文様帯の幅は狭い。

好

む
橙

含

ゞ

粒

ぉ

良

砂

に壷 ・ 肩 部

1157 -63 7--2217

B13b
一 YT6-Dl

腹部に近い上胴部の破片。櫛描の直線紋→波状紋→扇形紋 (文様帯最下段)の順に施紋する。

文様帯下部ヘラミガキ。

好
良
橙黄ぶ

良

精

に壷・ 上 胴 部

1158-63 7--2228

B13c
― YT6-Dl

腹部に近い上胴部の破片。櫛描の波状紋を 2条、その下に上とは波長の異なる波状紋 (大)ユ
条を施 したもの。

質

弱
橙

性舗
ぶ

粒
軟

砂

に壷・ 上 胴 部

1159-63 7--2217

B13b
一 YT6-Dl

上胴部の破片。破片上部より、櫛描の直線紋→波状紋→扇形紋→直線紋の順に施紋する。文様
帯下部ヘラミガキ。

好

む
白

障

味

良

砂
黄壷 ,上 胴 部

1160-63 7--2739

B13c
一 YT6-Dl

肩部破片。肩部最上段より、櫛描の直線紋と扇形紋を交互に施紋する。 好

良

色

良
精
茶壷 ・ 肩 部

1161-63 7--2222

B13c
一 YT6-Dェ

腹部にほど近い上胴部の破片。破片のため全体の文様構成は明らかではないが、現存部では櫛
猫の扇形紋→直線紋 2条 ときて、文様帯最下段に」字紋を施 している。なお、この J字紋の間
に櫛描横線を施 している場所もある。

好

良

クン

良
精

ピ壷 。上 胴 部

1162-63 7--2871

B13a
一 YT6-Dl

肩部付近の大型破片。櫛描直線紋を聞帯をおいて、 2条施 し、間帯部に櫛猫扇形紋の変形 した
と思われる I字紋を施 している。下部直線紋の下には波状紋がくる。

質

む
橙

含

ゞ

粒

応

軟
砂

に壷 ・ 肩 部

1163-63 7--2096

B13c
― YT6-Dl

肩部にほど近い上胴部の小破片。櫛描直線紋と櫛描刺突紋 (左下り)を交互に施紋する。 好

良

クン

良
精

ピ壷・ 上 胴 部

1164-63 7--2717

B13c
一 YT6-Dl

上胴部の小破片。櫛描の直線紋と波状紋の間に、櫛描刺突紋 (左下り)を施紋する。 質軟
称 紺 会 結 14ヨS

壷・ 上 胴 部
`こ

  ぶ   橙

1165-63 7--2228

B13c
一 YT6-Dl

上胴部の小破片。破片上部より、棒状器具による刺突紋→櫛描直線紋→箆状器具による斜線紋
→櫛描直線紋の順に施紋する。

好

良
橙お

良
精

に壷・ 上 胴 部

B12区・ B13区 YT6上 層

1166-63 7--2698

B13c
一 YT6-Ci

大型土器の回縁部破片。断面三角形をなす折返し口縁部、幅広い口唇部と、□縁部内面の 2ケ

所に同一の櫛による刺突紋を施 している。

好

む
白

騰

味

良

砂
黄壷・ 口縁 部

1167-63 7--405

B13d
一 YT6-C3

上胴部の小破片。縦方向の櫛描紋と流水紋が認められる。 質

弱

橙

】
卿

す

や
砂

う壷・ 上 胴 部

1168-63 7--403

B13d
一 YT6-C3

肩部にほど近い上胴部の破片。櫛摘直線紋と櫛描の廉状紋風波状紋 2条を施 している。 良    好

やや粘性弱い

`こ

  ぶ   橙壺・ 上 胴 部

1169-63 7--403

B13d
一YT6-C3

肩部の小破片。頸部との境に、幅が広く低い凸帯を 1条施 し、その下に、繊細な櫛描の直線紋
と波状紋を施す。

質

い
橙

性

ぉ

軟

粘

に壷 ・ 肩 部

1170-63 7--402

B13d
一 YT6-C2

腹部にほど近い上胴部の破片。稚拙な感じのする櫛描の直線紋と扇形紋を交互に施す。 好
良
橙す

良

精

う壷 。上 胴 部

1171-63

壷 。上胴部

7--434

B13c
― YT6-C2

腹部にほど近い上胴部の破片。櫛描の直線紋→波状紋→扇形紋 (文様帯最下段)の順に施紋す
る。施紋法は椎拙である。

質

良
橙

珈　す

や
精

う

1172-63 7--434

B13c
― YT6-C2

大型壷の上胴部破片。破片上部より、同一の櫛 (9歯/18Hm)を 用い、波状紋→直線紋→扇形紋
→直線紋の順に施紋する。

好
良

クン

良
精

ピ壷・ 上 胴 部
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1173 -63 7--381

B13e
一YT6-Cそ

肩部にほど近い上胴部の破片。櫛描の直線紋、扇形紋を交互に施す。 質

む
橙

鞠障
ぶ

や
砂

に壷・ 上 胴 部

1174 -63 7--383

B13d
一 YT6-C2

上胴部から腹部にかけての破片①上胴部のほぼ全面に縄紋
時のハケメが顕著に残る場所があり、その部分が拓本では、
みえる。下胴部はヘラミガキ。

(LR)を施紋する。ただし、調整
縄紋とハケメが交差して格子状に

好

良
橙味

良
精
赤壺 ・ 腹 部

1175 -63 7--434

B13c
一YT6-C2

頸部から肩上部にかけての小破片。肩部に断面三角形の凸帯が 1段、その下に櫛描の直線紋と

波状紋を同じ条内で書きかえする珍らしい文様がつく (扇形紋がその上につく)。

質

含
橙

多
黄

粒

ぶ

軟
砂

に壷 ・ 肩 部

1176 -63 7--400

B13e
一YT6

肩部破片。肩部最上段より、櫛描の直線紋→波状紋→直線紋→扇形紋の順に施紋する。文様帯
は幅狭い。文様帯下部縦方向の丁寧なヘラミガキ。

好

良
橙黄ぶ

良

精

に壷 ・ 肩 部

1177 -63 7--396

B13e
一YT6

肩部にほど近い上胴部の破片。文様は破片上部より、櫛描の直線紋→刺突紋 (左下り)→直線
紋→櫛刺突による羽状紋 (文様帯最下段)の順に施紋する。

好

良
白味

良
精
黄壷・ 上 胴 部

1178 -63 7--396

B13e
―YT6

頸部から肩部にかけての大型破片。頸部との境に断面三角形の凸帯を 1条 もうけ、その下辺か
ら肩部にかけて、櫛の刺突による羽状紋を施 した、いわゆる有段羽状紋土器。羽状紋の下、文
様帯最下段には櫛描波状紋を 1条施す。

質

む
黄

鞠騰ぶ

や
砂

に壷 ・ 肩 部

B12区・ B13区 YT8

1179 -63 7--92

B13g
一 YT8

腹部にほど近い上胴部の破片。肩部より垂下する櫛描紋の左右に、やや雑な流水紋を施紋する。 好
含

白
践

味

良
砂
黄壷・ 上 胴 部

B12区・ B13区環濠外 (包含層)

1180 -63 6--2202

B13d― D
受□壷Alの 口縁部破片。□径 8 8cm。 □唇部は面を作る。□縁部外面には斜ハケの後、櫛の押
圧横線を 6～ 7条 にわたって施紋する。内面ナデ。頸部と肩部の境にもやはり櫛の押圧横線を
3条程めぐらし、その下に櫛描直線紋を施 している。

好

含
橙

修

ぶ

良

砂

に壷・ 口縁 部

―-631181 6--2288

B13d― D
受口壷の□縁部破片。□径推定 9 8cn。 口唇部は面を作る。口縁部外面に櫛を用いた雑な格子
紋を施す。内面ナデ。

好

良
橙味

良
精

赤壷・ □縁 部

1182 -63 6--2251

B13d― D
受□壷の□縁部破片。口径22 0cm。 口唇部は面を作る。口縁部外面に櫛の押圧横線4条を施紋
する。内面ナデ。

好

良
橙味

良

精
赤壷・ □縁 部

1183 -63 6-2796
B13d― D

台付鉢Aの 回縁部破片。口径推定 11 2ctl。 口唇部は円頭状に作る。□縁部から胴上部外面にか

けては縄紋 (LR)を施す。

好

良
橙お

良
精

に台 付  鉢

1184 -63 6--2796

B13d― D
壷もしくは鉢の口縁部破片。口径推定26 0cm。 受口状の口縁で、口唇部は面を作る。口縁部外
面に縦方向の櫛描刺突紋を施す。内面ナデ。

好
含

橙

多

黄

粒

ぶ

良
砂

に鉢 ?・ □縁部

1185 -63 6-1360
B13d
~C2 D

上胴部の大型破片。櫛描の直線紋と廉状紋を組み合せた文様帯。肩部直線紋上に3個 1組の円
形浮紋を貼付する。

好

良

橙お

良

精

に壷 ・ 肩 部

1186 -63 7-1808
C12c

一 Y T12

腹部にほど近い上胴部の破片。櫛描直線紋と縦描の櫛描紋 2条 で区画したなかに、丁寧な流水
紋を施 している。
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良

砂
茶壺・ 上 胴 部

1187 -63 番号不明
B13b
一YT7-D

上胴部の破片。腹部に水鳥を描いた土器片。破片上部には櫛描直線紋と波状紋が残る。水鳥は

焼成後に箆状器具で描いているようである。

好

良

橙す

良

精

う壷 。 腹 部
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A 環濠内の上器出上状態・ C群 (A10区 YT2東縁)
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環濠上面上器出土状態・ D群 (A10区 YT9西縁)
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